
土木工事標準歩掛の一部改定 
支保工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

仮設工 

支保工 

 

⑥ 支保工 

1. 適用範囲 

  本資料は，一般土木工事の構造物施工にかかる平均設置高30ｍ以下の支保工に適用する。 

  ただし，鋼橋床版，砂防，ダム，トンネル等で標準歩掛が設定されている工種には適用し 

ない。 

  なお，橋台・橋脚，擁壁，函渠，共同溝等の構造物については，別途資料による。 

 

２．施工概要 

(１) 施工フロー 

    施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
支保工 

 

工種名 現  行 改  定 
(２) 工法の選定 

    工法の選定は，図２－１による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１ 工法の選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
支保工 

 

工種名 現  行 改  定 
３．施工歩掛 

支保材の設置・撤去歩掛は，次表とする。 

              表3.1 支保材設置・撤去歩掛    （100空ｍ3当り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 諸雑費は，仮設材等の費用であり，労務費及び賃料の合計に上表の率を 

      乗じた金額を上限として計上する。 

     ・パイプサポート支保における仮設材内訳は，パイプサポート，型枠受台， 

      根がらみ，水平つなぎ，根がらみクランプ，直交クランプ，頭つなぎ等である。 

     ・くさび結合支保における仮設材内訳は，ジャッキベース，大引受ジャッキ， 

      建地材，つなぎ材，斜材等である。 

   2. 参考値のコンクリート厚について，張出し部等で断面の変化する場合のコンク 

     リート厚は，平均とする。 

   3. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

 

 

 

 

 

３．施工歩掛 

支保材の設置・撤去歩掛は，次表とする。 

              表3.1 支保材設置・撤去歩掛    （100空ｍ3当り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 諸雑費は，仮設材等の費用であり，労務費及び賃料の合計に上表の率を 

      乗じた金額を上限として計上する。 

     ・パイプサポート支保における仮設材内訳は，パイプサポート，型枠受台， 

      根がらみ，水平つなぎ，根がらみクランプ，直交クランプ，頭つなぎ等である。 

     ・くさび結合支保における仮設材内訳は，ジャッキベース，大引受ジャッキ， 

      建地材，つなぎ材，斜材等である。 

   2. 参考値のコンクリート厚について，張出し部等で断面の変化する場合のコンク 

     リート厚は，平均とする。 

   3. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

 

 

 

 

 

支保耐力ｆ（kN／ｍ2） 

パイプサポート支保 くさび結合支保 規   格 単位

ｆ≦40 40＜ｆ≦60 ｆ≦40 40＜ｆ≦80
名   称 

コンクリート厚（ｔ）(参考） cm ｔ≦120 120＜ｔ≦190 ｔ≦120 120＜ｔ≦250

世 話 役  人 2.6 4.2 1.4 2.1

型 枠 工  〃 4.7 8.7 1.3 2.7

と び 工  〃 2.2 2.4 3.3 4.2

普 通 作 業 員  〃 5.1 11.1 3.3 6.0

ラフテレーンクレーン
運 転

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型20ｔ吊 

 
日

 
0.5 1.2

諸 雑 費 率  ％ 15 33 

支保耐力ｆ（kN／ｍ2） 

パイプサポート支保 くさび結合支保 規   格 単位

ｆ≦40 40＜ｆ≦60 ｆ≦40 40＜ｆ≦80 
名   称 

コンクリート厚（ｔ）(参考） cm ｔ≦120 120＜ｔ≦190 ｔ≦120 120＜ｔ≦250 

世 話 役  人 2.6 4.2 1.4 2.1 

型 枠 工  〃 4.7 8.7 1.3 2.7 

と び 工  〃 2.2 2.4 3.3 4.2 

普 通 作 業 員  〃 5.1 11.1 3.3 6.0 

ラフテレーンクレーン
運 転

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型20ｔ吊

 
日

 
0.5

 
1.2 

諸 雑 費 率  ％ 15 33 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
支保工 

 

工種名 現  行 改  定 
４．単価表 

(１) パイプサポート・くさび結合支保100空ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．単価表 

(１) パイプサポート・くさび結合支保100空ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
締切排水工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
仮設工 
締切排水工 

締 切 排 水 工 

 1. 適 用 範 囲 

  本資料は，仮設工のうち水門，樋門，樋管，橋台，橋脚，護岸，砂防えん堤などの水中締切，地中締切の排水工事

で，揚程が15ｍ以下の場合に適用するものとし、ダム本体工事などの大規模工事の排水工事には適用しない。 
 
 2. 施 工 概 要 

  ２－１ 施工フロー   
     施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  ２－２ 排水方法の選定 

    排水方法は，作業時排水又は常時排水とする。 
   (１) 作業時排水とは，作業前（１～３時間）から排水し始めて作業終了後には排水を中止する方法をいう。 
      なお，作業時排水には，コンクリート打設前後の型枠組立養生などのための一時的に昼夜排水するものも

含む。 
   (２) 常時排水とは，昼夜連続的に排水する方法をいう。 
 
 

締 切 排 水 工 

 1. 適 用 範 囲 

  本資料は，仮設工のうち河川，道路，砂防工事などの水中締切，地中締切の排水工事で，揚程が15ｍ以下の場合に

適用するものとし、ダム本体工事などの大規模工事の排水工事には適用しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
締切排水工 

工種名 現  行 改  定 
  3. 施 工 歩 掛 

  ３－１ 機種の選定 
     機械・規格は，次表を標準とする。 
 

表3.1 機種の選定（ポンプ運転） 

機 械 名 規    格 

単

位 

数   量 摘 要

排水量（ｍ3 ／ｈ）  

0 

以上

40 

未満

40 

以上

120

未満

120

以上

450

未満

450

以上

1,300

未満

 

工事用水中ポンプ

口径150㎜ 

電動機出力7.5kW 
台 １ － １ － 

 

口径200㎜ 

電動機出力11.0kW 
〃 － １ ２ ５ 

 

発 動 発 電 機

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

ディーゼル 

エンジン駆動 

20kVA 〃 １ － － － 
 

25kVA 〃 － １ － － 
 

60kVA 〃 － － １ － 
 

100kVA 〃 － － － １ 
 

(注) 1. 工事用水中ポンプの動力源は，発動発電機を標準とする。 

2. 工事用水中ポンプ及び発動発電機は，賃料を標準とする。 

3. 現場の状況により上表により難い場合は，別途考慮する。 

4. 工期，現場の条件により，工事用水中ポンプの動力源が商用電源の場合は，別途考慮する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
締切排水工 

工種名 現  行 改  定 
 

 
  ３－２ 運転工歩掛 

   (１) 運転日数 
     排水期間中のポンプの運転日数は，工事の規模，現場状況などから積上げて算出するものとする。 
   (２) 労務歩掛 
     ポンプの運転歩掛は，排水現場１箇所当り，次表とする。 
 

表3.2 ポンプ運転歩掛 (人／１箇所・日)

名 称 
排 水 方 法 

作 業 時 排 水 常 時 排 水 

特 殊 作 業 員 0.14 0.17 

(注) 1. 歩掛は，運転日当り運転時間が作業時排水８ｈ，常時排水24ｈを標準とした

ものである。 

2. 労務単価は，時間外手当等を考慮しない。 

3. 歩掛は，排水方法にかかわらず，排水現場１箇所当りポンプ台数が１～５台

の運転労務歩掛を標準としたものである。現場条件により上表により難い場合

は別途考慮する。 

4. １工事中に数分割の締切がある場合は，１締切現場を１箇所とする。 

 

   (３) 諸雑費 
     諸雑費は，ポンプの配管材料の損料等の費用であり，労務費，賃料及び運転経費の合計に下表の率を乗じた

金額を上限として計上する。 
 

         表3.3 諸 雑 費 率 （％）

排 水 方 法 作 業 時 排 水 常 時 排 水 

諸 雑 費 率 ３ １ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行どおり 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
締切排水工 

工種名 現  行 改  定 
 

 
 

３－３ 据付・撤去歩掛 
     ポンプの据付・撤去に要する１箇所当りの歩掛は，次表とする。 
 

           表3.4 据付・撤去歩掛 （１箇所）

名 称 規 格 単 位 数 量 

世 話 役 － 人 0.5 

特 殊 作 業 員 － 〃 0.1 

普 通 作 業 員 － 〃 2.0 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型（第２次基準値） 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.8m3（平積0.6m3）2.9ｔ吊 

日 0.5 

(注) 1. バックホウは，賃料とする。 

2. 歩掛及び運転日数は，１締切現場当りポンプ据付・撤去台数が１～５台が標準であり，上表により

難い場合は，別途考慮する。 

3. 使用機械・規格については上表を標準とするが，現場条件により上表により難い場合は，別途選定

出来るものとする。 

4. 歩掛には，配管布設・撤去労務を含む。 

5. １工事中に数分割の締切がある場合は，１締切現場を１箇所とする。 
 

 

３－３ 据付・撤去歩掛 
     ポンプの据付・撤去に要する１箇所当りの歩掛は，次表とする。 
 

           表3.4 据付・撤去歩掛 （１箇所） 

名 称 規 格 単 位 数 量 

世 話 役 － 人 0.5 

特 殊 作 業 員 － 〃 0.1 

普 通 作 業 員 － 〃 2.0 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型（第２次基準値） 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3）2.9ｔ吊 

日 0.5 

(注) 1. バックホウは，賃料とする。 

2. 歩掛及び運転日数は，１締切現場当りポンプ据付・撤去台数が１～５台が標準であり，上表により

難い場合は，別途考慮する。 

3. 使用機械・規格については上表を標準とするが，現場条件により上表により難い場合は，別途選定

出来るものとする。 

4. 歩掛には，配管布設・撤去労務を含む。 

5. １工事中に数分割の締切がある場合は，１締切現場を１箇所とする。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
締切排水工 

工種名 現  行 改  定 
 

 4. 単 価 表 

  (１) 締切排水内訳表 

名    称 規   格 単位 数    量 摘    要 

ポ ン プ 運 転  日  (２)単価表 

ポ ン プ 据付 ・撤 去  箇所  (３)単価表 

  (２) ポンプ運転１日当り単価表 

名    称 規   格 単位 数    量 摘    要 

特 殊 作 業 員  人  表3.2 

工事用水中ポンプ運転  日 １ 表3.1 

発 動 発 電 機 運 転  〃 １ 〃 

諸 雑 費  式 １ 表3.3 

計     

  (３) ポンプ据付・撤去１箇所当り単価表 

名    称 規   格 単位 数量 摘    要 

世 話 役  人  表3.4 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

クローラ型クレーン機能付

山積0.8m3(平積0.6m3) 

2.9ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行どおり 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 (３) ポンプ据付・撤去１箇所当り単価表 

名    称 規   格 単位 数量 摘    要 

世 話 役  人  表3.4 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

クローラ型クレーン機能付

山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

2.9ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

 
 

 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
締切排水工 

工種名 現  行 改  定 
 
  (４) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価表 指  定  事  項 

工事用水中ポンプ  機－30
賃 料 数 量

 

→(常時排水） 1.1 

(作業時排水）1.2 

発 動 発 電 機 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

ディーゼルエンジン駆動

20kVA
25kVA
60kVA

100kVA

機－16

（常時排水） 

燃料消費量

 

 

 

 

賃 料 数 量 

→

→

20kVA→ 77 

25kVA→ 94 

60kVA→233 

100kVA→384 

 

1.1 

発 動 発 電 機 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

ディーゼルエンジン駆動

20kVA
25kVA
60kVA

100kVA

機－16

（作業時排水） 

燃料消費量 

 

 

 

 

賃 料 数 量 

→ 20kVA→ 26 

25kVA→ 31 

60kVA→ 78 

100kVA→128 

 
→1.2 

バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付 
山積0.8m3 
（平積0.6m3） 
2.9ｔ吊 

機－28

運転労務数量
 
燃料消費量

 
賃 料 数 量

→1.00 

 

→77 

 

→1.16 

 

 

 (４) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価表 指  定  事  項 

工事用水中ポンプ  機－30
賃 料 数 量

 

→(常時排水） 1.1 

(作業時排水）1.2 

発 動 発 電 機

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

ディーゼルエンジン駆動

20kVA
25kVA
60kVA

100kVA

機－16

（常時排水） 

燃料消費量

 

 

 

 

賃 料 数 量 

→

→

20kVA→ 77 

25kVA→ 94 

60kVA→233 

100kVA→384 

 

1.1 

発 動 発 電 機

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

ディーゼルエンジン駆動

20kVA
25kVA
60kVA

100kVA

機－16

（作業時排水） 

燃料消費量 

 

 

 

 

賃 料 数 量 

→ 20kVA→ 26 

25kVA→ 31 

60kVA→ 78 

100kVA→128 

 
→1.2 

バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付 
山積0.8ｍ3 
（平積0.6ｍ3） 
2.9ｔ吊 

機－28

運転労務数量
 
燃料消費量

 
賃 料 数 量

→1.00 

 

→77 

 

→1.16 

 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
仮設工 
 

 

⑨ 仮橋・仮桟橋工 

1. 適 用 範 囲 
  本資料は，鋼製による仮橋及び仮桟橋の上部工（桁の架設・撤去，覆工板設置・撤去，高欄設置・撤去）と下部工（橋

脚設置・撤去，杭橋脚打込み・引抜き及び設置・撤去）で，支間長39ｍ以下に適用する。 
  ただし，下部工は橋脚高24ｍ以下とし，橋脚と杭橋脚の区分については（参考）図2－1の概念図による。 

2. 施 工 概 要 
  施工フローは，下記を標準とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
（参考）概 念 図 

  橋脚，杭橋脚等の区分は，下図による。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

3. 機 種 の 選 定 
 
 機械・規格は，次表を標準とする。 
 

表3.1 機種の選定 

作 業 種 別 機  械  名 規     格 単位 数量 摘要

直 接 基 礎 形 式

ラフテレーンクレーン
排 出 ガ ス 対 策 型
（ 第 １ 次 基 準 値 ）
油 圧 伸 縮 ジ ブ 型 ○○ｔ吊 

台 １  

杭 基 礎 形 式 ク ロ ー ラ ク レ ー ン
油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型

〃 １  

(注) 1. クレーンは，最大部材質量（地組がある場合は，地組部材質量）作業半径・吊上げ高及

び主桁等の架設・撤去，高欄設置・撤去，覆工板設置・撤去，橋脚設置・撤去，杭橋脚打

込・引抜き，導杭打込・引抜き，導枠設置・撤去等の工程を配慮し，同一機種で選定する

ことを標準とするが，現場条件により上表により難い場合は，現場条件に適合した機種と

することが出来る。 

2. ラフテレーンクレーン，クローラクレーンは，賃料とする。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3. 機 種 の 選 定 
  機械・規格は，次表を標準とする。     

表3.1 機種の選定 

作 業 種 別 機  械  名 規     格 単位 数量 摘要 

直 接 基 礎 形 式

ラフテレーンクレーン
排 出 ガ ス 対 策 型
（ 第 ２ 次 基 準 値 ）
油 圧 伸 縮 ジ ブ 型

○○ｔ吊 

台 １  

杭 基 礎 形 式

ク ロ ー ラ ク レ ー ン
排 出 ガ ス 対 策 型
（ 第 １ 次 基 準 値 ）
油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型

〃 １  

(注) 1. クレーンは，最大部材質量（地組がある場合は，地組部材質量）作業半径・吊上げ高及

び主桁等の架設・撤去，高欄設置・撤去，覆工板設置・撤去，橋脚設置・撤去，導枠設

置・撤去等の工程を配慮し，同一機種で選定することを標準とするが，現場条件により

上表により難い場合は，現場条件に適合した機種とすることが出来る。 

2. ラフテレーンクレーン，クローラクレーンは，賃料とする。 

3． 杭橋脚打込・引抜き、導杭打込・引抜きについては、表４．８より選定する。 

4． ラフテレーンクレーンで７ｔ吊、１０ｔ吊、４５ｔ吊を選定した場合は、第１次基準 

値とする。 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

4. 施 工 歩 掛 
  ４－１ 上部工 
   ４－１－１ 架設・撤去工 
        上部工の架設・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

表4.1 架設・撤去工歩掛 （10ｔ当り）

名    称 規     格 単位
数   量 

摘   要 
架 設 撤 去

橋 梁 世 話 役  人 1.2 0.8  

橋 梁 特 殊 工  〃 3.4 1.6  

溶 接 工  〃 － 0.5  

普 通 作 業 員  〃 2.0 1.4  

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

又 は ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

運 転 
○○ｔ吊 日 1.3 0.7  

諸 雑 費 率  ％ 16 ２  

(注) 1. 本歩掛には，地組・解体作業及び架設に伴う本締めも含む。 

2. 架設・撤去の対象質量は，架設・撤去すべき主桁，横桁の質量で，高力ボルト，覆工板，高

欄の質量は含まない。 

3. 諸雑費は，ガス切断器，酸素，アセチレン，ホース，ドリフトピン，仮締ボルト，インパク

トレンチ，トルクレンチ，高力ボルト及び電力に関する経費等の費用であり，設置または撤去

工労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

４－１－２ 覆工板設置・撤去工 
        覆工板設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 
 

表4.2 覆工板設置・撤去工歩掛 （100ｍ2当り）

名    称 規     格 単位
数   量 

摘   要 
設 置 撤 去

世 話 役  人 0.9 0.5  

と び 工  〃 2.9 1.5  

普 通 作 業 員  〃 1.1 0.7  

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

又 は ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

運 転 
○○ｔ吊 日 1.0 0.5  

(注) 上表には，路面のすりつけ作業は含まない。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
４－１－３ 高欄設置・撤去工 
   高欄設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

表4.3 高欄設置・撤去工歩掛 （100ｍ当り）

名    称 規     格 単位

数      量 

摘 要 ガードレール型 単管パイプ型

設置 撤去 設置 撤去

世 話 役  人 1.3 0.7 1.0 0.6  

普 通 作 業 員  〃 5.0 3.3 3.8 2.1  

溶 接 工  〃 (2.6) (1.3) － － 

必要に応じ
計上する 
(注)２ 
(注)３ 

ラフテレーンクレーン

又はクローラクレーン

運 転
○○ｔ吊 日 (1.1) (0.7) － － 

諸 雑 費 率  ％ (6) (2) － － 

(注) 1. 高欄型式は，仮橋はガードレール型，仮桟橋は単管パイプ型を標準とする。 

2. 溶接工及びクレーンは，高欄の支柱基礎として形鋼を橋面上に設置する場合の支柱と基礎の

溶接及び基礎の吊込用として計上する。 

3. 諸雑費は，溶接または切断が必要な場合の電気溶接機（エンジン付）またはガス切断器，酸

素，アセチレン，ホース等の費用であり，設置または撤去工労務費の合計に上表の率を乗じた

金額を上限として計上する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
４－２ 下部工 
   ４－２－１ 橋脚設置・撤去工（直接基礎形式） 
        橋脚設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

表4.4 橋脚設置・撤去工歩掛 （10ｔ当り）

名    称 規     格 単位
数   量 

摘   要 
設 置 撤 去

橋 梁 世 話 役  人 1.7 1.1  

橋 梁 特 殊 工  〃 4.2 3.0  

溶 接 工  〃 1.1 1.0  

普 通 作 業 員  〃 2.6 1.4  

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

運 転 
○○ｔ吊 日 1.5 0.7  

諸 雑 費 率  ％ 28 １  

(注) 1. 橋脚設置に伴う本締めも含む。 

2. 設置・撤去の対象質量は，設置・撤去すべき橋脚，枕，ブラケット，つなぎ材等の質量で，

高力ボルトの質量は含まない。 

3. 諸雑費は，電気溶接機（エンジン付），ガス切断器，酸素，アセチレン，ホース，ドリフト

ピン，仮締ボルト，インパクトレンチ，トルクレンチ，高力ボルト及び電力に関する経費等の

費用であり，設置または撤去工労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
４－２－２ 杭橋脚設置・撤去工（杭基礎形式） 
 ４－２－２－１ 杭橋脚打込・引抜工 
  (１)－１ 機種の選定 
      Ｈ形鋼の打込みに使用する電動式バイブロハンマの機械・規格は，次表を標準とする。 

① 打込み 
表4.5 機種の選定 

 バイブロハンマ施工 ウォータージェット併用施工 

最 大 Ｎ 値 Ｎmax＜50 50≦Ｎmax≦80 

打
込
み
長 

20ｍ以下 60kW      

25ｍ以下 90kW      

杭 打 ち 用

ウォータージェット
―― 

 14.7MPa 325 ℓ/min×２台 
※(14.7MPa 325 ℓ/min×1台) 

(注) 1. ※はＮmax＜50で転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータージェットを使用する必要が生

じた場合に計上するものである。 

2. 対象地盤の最大Ｎ値が50を超えるものについては，次式により換算Ｎ値を求めたうえで適用

する。 

 

 

3. 打込長は，地表面よりのＨ形鋼の打込み長であり，Ｈ形鋼長とは異なる。 

4. 本歩掛の適用範囲は，表4.6のとおりとするが，これにより難い場合は別途考慮する。 
 

表4.6 打込長 

Ｈ 形 鋼 形 式 Ｈ200・250 Ｈ300 Ｈ350・400 

打込長 
（ｍ） 

バイブロハンマ施工 12以下 20以下 25以下 

ウォータージェット併用施工 16以下 24以下 25以下 

 
Ｈ形鋼の引抜きに使用する電動式バイブロハンマの機械・規格は，Ｎ値に関係なく次表を標準とする。 

表4.7 機種の選定 

 引抜長 規格（kW） 

Ｈ形鋼 25ｍ以下 60 

(注) 引抜長は，地表面よりのＨ形鋼の引抜長であ

り，Ｈ形鋼長とは異なる。 
 
 
 

 
 
 
４－２－２ 杭橋脚設置・撤去工（杭基礎形式） 
 ４－２－２－１ 杭橋脚打込・引抜工 
  (１)－１ 機種の選定 
      Ｈ形鋼の打込みに使用する電動式バイブロハンマの機械・規格は，次表を標準とする。 

① 打込み 
表4.5 機種の選定 

 バイブロハンマ施工 ウォータージェット併用施工 

最 大 Ｎ 値 Ｎmax＜50 50≦Ｎmax≦80 

打
込
長 

20ｍ以下 60kW      

25ｍ以下 90kW      

杭 打 ち 用

ウォータージェット
―― 

 14.7MPa 325 ℓ/min×２台 
※(14.7MPa 325 ℓ/min×1台) 

(注) 1. ※はＮmax＜50で転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータージェットを使用する必要が生

じた場合に計上するものである。 

2. 対象地盤の最大Ｎ値が50を超えるものについては，次式により換算Ｎ値を求めたうえで適用

する。 

 

 

3. 打込長は，地表面よりのＨ形鋼の打込長であり，Ｈ形鋼長とは異なる。 

4. 本歩掛の適用範囲は，表4.6のとおりとするが，これにより難い場合は別途考慮する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

換算Ｎ値＝ 
落下50回当り貫入量（cm）

1,500 
換算Ｎ値＝

落下50回当り貫入量（cm）
1,500



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
(１)－２ 付属機械 
         バイブロハンマの付属機器の機械・規格は，次表を標準とするが現場条件によりこれにより難い場合は，

別途考慮する。 
表4.8 付属機械の機種・規格 

バイブロハンマ規格 電動式バイブロハンマ 

機  種 60kW 90kW 

クローラクレーン 
(油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型) 50～55ｔ吊 

(２) 編成人員 
       Ｈ形鋼の打込み，引抜き作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表4.9 日当り編成人員 （人）

項     目 世話役 とび工 普通作業員 特殊作業員

バイブロハンマ施工 １ ２ １ － 

ウォータージェット併用施工 １ ２ １ １ 
 
 
(３) 日当り施工本数 

       Ｈ形鋼の日当り打込，引抜本数（Ｎ）は次表を標準とする。 
①電動式バイブロハンマによる施工（Ｎmax＜50） 
 

表4.10 日当り施工本数（Ｎ） （本／日）

型  式
 

打込長（ｍ） 
Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

２以下 63 59 55 49 45 

４以下 47 40 35 28 24 

６以下 38 31 26 20 17 

８以下 32 25 21 16 13 

10以下 27 21 17 13 10 

13以下 23 17 14 10 8 

16以下   12 8 7 

20以下   10 7 6 

22以下    6 5 

25以下    5 4 

(注) 継施工が必要な場合，施工本数（N）は別途考慮する。
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 

電動式バイブロハンマとウォータージェット併用施工 

表4.11 日当り施工本数（Ｎ） （本／日）

形式
 

打込長（ｍ） 
Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

２以下 60 
（65） 

55 
（60） 

50 
（56） 

43 
（49） 

38 
（45） 

４以下 35 
（40） 

30 
（35） 

26 
（31） 

20 
（25） 

18 
（22） 

６以下 
25 

（29） 
21 

（25） 
17 

（21） 
13 

（17） 
11 

（15） 

８以下 
19 

（23） 
16 

（19） 
13 

（16） 
10 

（13） 
８ 

（11） 

10以下 
16 

（19） 
13 

（16） 
11 

（13） 
８ 

（10） 
７ 

（９） 

13以下 
13 

（15） 
10 

（13） 
８ 

（11） 
６ 

（８） 
５ 

（７） 

16以下 10 
（13） 

８ 
（10） 

７ 
（９） 

５ 
（７） 

４ 
（６） 

20以下   ６ 
（７） 

４ 
（５） 

３ 
（５） 

22以下   
５ 

（６） 
４ 

（５） 
３ 

（４） 

25以下   
４ 

（６） 
３ 

（４） 
３ 

（４） 

※ 上段：50≦Ｎmax≦80 
下段（ ）書き：Ｎmax＜50で，転石等により，やむを得ずウォータージェットを使用する必

要が生じた場合。 

 (注) 継施工が必要な場合，施工本数（N）は別途考慮する。 
 
② 引抜き 

表4.12 日当り施工本数（Ｎ） （本／日）

引抜長（ｍ） ２以下 ４以下 ６以下 ８以下 10以下 13以下 16以下 20以下 22以下 25以下

引抜数量 (本／日) 56 46 39 34 30 26 22 19 17 16 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 
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工種名 現  行 改  定 
 
 
 
(４) 諸雑費  

表4.13 諸雑費率  

施 工 区 分 
バ イ ブ ロ ハ ン マ

 
機 種・規 格 

諸 雑 費 率（％） 

バイブロハンマ単独打込 電動式 
60kW 20 

90kW 27 

ウォータージェット併用打込 電動式 
60kW 23（25） 

90kW 27（30） 

引 抜 き 電動式 60kW 20 

(注) 1. ウォータージェット併用打込における（ ）書きはＮmax＜50の場合で，転石等により

やむを得ずウォータージェットを使用する必要が生じた場合。 

2. 電力に関する経費，現場内小運搬費用，電気溶接機運搬経費（バイブロハンマ施工時），

ウォータージェット併用施工用付属機器運転経費及び材料費（電力に関する経費，水中ポ

ンプ及び電気溶接機運転経費，水槽及び配管損料，配管バンド及び溶接棒）等の費用であ

り，打込労務費，杭打機及びウォータージェット運転経費の合計に，上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 
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仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 

４－２－２－２ 杭橋脚設置・撤去工 
            杭橋脚設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

表4.14 杭橋脚設置・撤去工歩掛 （10ｔ当り）

名    称 規     格 単位
数   量 

摘   要 
設 置 撤 去

橋 梁 世 話 役  人 2.1 1.2  

橋 梁 特 殊 工  〃 3.9 2.3  

溶 接 工  〃 3.2 1.6  

普 通 作 業 員  〃 2.6 1.3  

クローラクレーン 
運 転 

○○ｔ吊 日 1.9 1.4  

諸 雑 費 率  ％ 28 ２  

(注) 1. 杭橋脚設置に伴う本締めも含む。 

2. 設置・撤去の対象質量は，設置・撤去すべき枕，ブラケット，つなぎ材等の質量で，高

力ボルト及び杭の質量は含まない。 

3. 諸雑費は，電気溶接機（エンジン付)，ガス切断器，酸素，アセチレン，ホース，ドリ

フトピン，仮締ボルト，インパクトレンチ，トルクレンチ，高力ボルト及び電力に関する

経費等の費用であり，設置又は撤去工労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として

計上する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
４－２－３ 定規工（導杭・導枠） 
       杭橋脚（Ｈ鋼杭）を水中に打込む場合に計上することを標準とする。 
    (１) 導杭打込・引抜工 
       導杭打込・引抜工は，４－２－２－１杭橋脚打込・引抜工による。 
       導杭の規格は，Ｈ形鋼（300×300）とし，施工本数は，杭橋脚打込10本当り８本で，打込長は杭橋脚打込

長の50％とする。 
    (２) 導枠設置・撤去工 
       導枠設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

表4.15 導枠設置・撤去工歩掛 （杭橋脚打込10本当り）

名    称 規     格 単 位 数    量 摘    要 

世 話 役  人 0.45  

と び 工  〃 1.23  

普 通 作 業 員  〃 0.52  

クローラクレーン 
運 転 

○○ｔ吊 日 0.65  

諸 雑 費 率  ％ 10  

(注) 諸雑費は，導杭，導枠に使用するＨ形鋼の賃料及びボルト等の費用であり，労務費の合計に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 

5. 単 価 表 
  (１) 架設・撤去工10ｔ当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘       要 

橋 梁 世 話 役  人  表4.1 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン又
はクローラクレーン賃料 

○○ｔ吊 日  表3.1，表4.1 

諸 雑 費  式 １ 表4.1 

計     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
(２) 覆工板設置・撤去工100ｍ2当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘       要 

世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン又
はクローラクレーン賃料 

○○ｔ吊 日  表3.1，表4.2 

諸 雑 費  式 １  

計     

 
(３) 高欄設置・撤去工100ｍ当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘       要 

世 話 役  人  表4.3 

普 通 作 業 員  〃  〃 

溶 接 工  〃  必要に応じ計上 表4.3 

ラフテレーンクレーン又はク
ロ ー ラ ク レ ー ン 賃 料 ○○ｔ吊 日  必要に応じ計上表3.1，表4.3

諸 雑 費  式 １ 必要に応じ計上 表4.3 

計     
 

(４) 橋脚設置・撤去工10ｔ当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘       要 

橋 梁 世 話 役  人  表4.4 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 ○○ｔ吊 日  表3.1，表4.3 

諸 雑 費  式 １ 表4.4 

計     

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
(５) 杭橋脚設置・撤去工10ｔ当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘       要 

橋 梁 世 話 役  人  表4.14 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

クローラクレーン賃料 ○○ｔ吊 日  表3.1，表4.14 

諸 雑 費  式 １ 表4.14 

計     
 

(６) 導枠設置・撤去工 杭橋脚打込10本当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘       要 

世 話 役  人  表4.15 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

クローラクレーン賃料 ○○ｔ吊 日  表3.1，表4.15 

諸 雑 費  式 １ 表4.15 

計     

 
(７) バイブロハンマ施工によるＨ形鋼の打込み又は引抜き10本当り単価表 

（Ｈ形鋼打込み，又は引抜長○○ｍ）

名     称 規    格 単位 数量 摘       要 

世 話 役  人 
10

Ｎ
 ×１

※表4.9 
表4.10～4.12 

と び 工  〃 
10

Ｎ
 ×２

〃 
〃 

普 通 作 業 員  〃 
10

Ｎ
 ×１

〃 
〃 

バイブロハンマ杭 
打 機 運 転  日 

10

Ｎ
  

※表4.5，4.8 
〃 

諸 雑 費  式 １ 表4.13 

計     

(注) Ｎ：日当り施工本数［本／日］ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
(８) バイブロハンマとウォータージェット併用施工によるＨ形鋼の打込み10本当り単価表 

（Ｈ形鋼打込長○○ｍ）

名     称 規    格 単位 数量 摘       要 

世 話 役  人 
10

Ｎ
 ×１

※表4.9 
表4.10～4.12 

と び 工  〃 
10

Ｎ
 ×２

〃 
〃 

特 殊 作 業 員  〃 
10

Ｎ
 ×１

〃 
〃 

普 通 作 業 員  〃 
10

Ｎ
 ×１

〃 
〃 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 
杭 打 機 運 転 

 日 
10

Ｎ
  

※表4.5，4.8 
〃 

ウォータージェット運転 

エンジン式 
排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
14.7MPa 
325 ℓ／min 

〃 
10

Ｎ
 ×台数

※表4.5 
〃 

諸 雑 費  式 １ 表4.13 

計     

(注) Ｎ：日当り施工本数［本／日］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮橋・仮桟橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
(９) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

クローラクレーン 

油 圧 駆 動 式

ウインチ・ラチスジブ型

35ｔ吊

40ｔ吊

50ｔ吊

55ｔ吊

65ｔ吊

80ｔ吊

100ｔ吊

150ｔ吊

機－27 

燃料消費量 

 35ｔ→ 80 

 40ｔ→ 80 

 50ｔ→ 96 

 55ｔ→ 96 

 65ｔ→120 

 80ｔ→120 

100ｔ→144 

150ｔ→160 

賃 料 数 量 → 1.0 

電 動 式 

バイブロハンマ杭打機 

60kW 

90kW 
機－20 

運転労務数量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→ 74 

機 械 損 料 １→バイブロハンマ(単体) 

       電動式・普通型 

       60kW，90kW 

機械損料数量→ 1.20 

機 械 損 料 ２→クローラクレーン 

（油圧駆動式ウインチ・ラチス

ジブ型） 

50～55ｔ吊 

機械損料数量→ 1.20 

杭 打 用 

ウォータージェット 

ポンプ圧力 

14.7MPa 

吐出量325ℓ/min 

機－24 
燃 料 消 費 量→118 

機械損料数量→ 1.20 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
(９) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

クローラクレーン

油 圧 駆 動 式

排 出 ガ ス 対 策 型

（第１次基準値）

ウインチ・ラチスジブ型

35ｔ吊

40ｔ吊

50ｔ吊

55ｔ吊

65ｔ吊

80ｔ吊

100ｔ吊

150ｔ吊

機－27 

燃料消費量 

 35ｔ→ 80 

 40ｔ→ 80 

 50ｔ→ 96 

 55ｔ→ 96 

 65ｔ→112 

 80ｔ→120 

100ｔ→128 

150ｔ→168 

賃 料 数 量 → 1.0 

電 動 式

バイブロハンマ杭打機

60kW 

90kW 
機－20 

運転労務数量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→ 74 

機 械 損 料 １→バイブロハンマ(単体) 

       電動式・普通型 

       60kW，90kW 

機械損料数量→ 1.20 

機 械 損 料 ２→クローラクレーン 

（油圧駆動式ウインチ・ラチ

スジブ型） 

50～55ｔ吊 

機械損料数量→ 1.20 

杭 打 用

ウォータージェット

ポンプ圧力 

14.7MPa 

吐出量325ℓ/min 

機－24 
燃 料 消 費 量→118 

機械損料数量→1.20 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
大型土のう工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
仮設工 
大型土のう工 
 

 
大型土のう工 

1. 適 用 範 囲 

 本資料は，大型土のうの製作・据付，撤去に適用する。 
なお，大型土のうの袋材は容量１ｍ3を標準とする。 

 

2. 施 工 概 要 

 施工フローは，下記を標準とする。 
①製作・据付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ②撤去 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

3. 機 種 の 選 定 

 機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機 種 の 選 定 

作業種別 作業半径 機 械 名 規   格 単位 数量 摘要

製 作 － バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3)

台 １  

据付・撤去

６ｍ以下 バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3)

〃 １  

６ｍを超え
20ｍ以下 

ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊

〃 １  

(注) 1. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

2. 現場条件により，上記により難い場合は，別途考慮する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 機 種 の 選 定 

 機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機 種 の 選 定 

作業種別 作業半径 機  械  名 規   格 単位 数量 摘要 

製 作 － バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3)

台 １  

据付・撤去

６ｍ以下 バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3)

〃 １  

６ｍを超え
20ｍ以下

ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊

〃 １  

(注) 1. バックホウ及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

2. 現場条件により，上記により難い場合は，別途考慮する。 

現行どおり 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
大型土のう工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

4. 製作・据付歩掛 

 ４－１ 編成人員 

  製作から据付までの一連の日当り編成人員は次表とする。 

表4.1 日当り編成人員 （人）

世話役 特殊作業員 普通作業員 

１ １ １ 

(注) 1. 上表は，横取り作業（12ｍまで：製作現場～仮置場）を含む。 

2. 製作現場と据付現場が異なる場合は，積込・荷卸・運搬等必要な費用

を別途計上する。 

 
４－２ 日当り施工量 
  日当り施工量は，次表を標準とする。 

表4.2 日当り施工量 

工    種 単   位 施 工 量 

製 作 ・ 据 付 袋 36（52） 

(注) ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）内を使用する。 

 
４－３ 諸雑費 
  諸雑費は，製作枠等の費用であり，労務費に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表4.3 諸 雑 費 率 （％）

諸 雑 費 率 ４（６） 

(注) ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）内を使用する。 

 

5. 施 工 歩 掛 

５－１ 編成人員 

 製作，据付，撤去作業を単独で行う場合の日当り編成人員は次表とする。 

表5.1 日当り編成人員 （人）

作 業 種 別 世 話 役 特殊作業員 普通作業員 

製    作 １ １ １ 

据    付 １ １ １ 

撤    去 １ １ － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
大型土のう工 

 

工種名 現  行 改  定 
(注) 1. 製作には，横取り作業（12ｍまで：製作現場～仮置場）を含む。 

2. 製作現場と据付現場が異なる場合は，積込・荷卸・運搬等必要な費用を別途

計上する。 

3. 撤去には，中詰材排出を含む。 

 
５－２ 日当り施工量 
 日当り施工量は，次表を標準とする。 

表5.2 日当り施工量 

作 業 種 別 単   位 施 工 量 

製 作 袋 62 

据 付 〃 86（80） 

撤 去 〃 169（158） 

(注) 1. ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）内を使用する。 

2. 袋材の処分費及び残土処理費が必要な場合は，別途計上する。 

 
５－３ 諸雑費 
  諸雑費は，製作枠等の費用であり，製作の労務費に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表5.3 諸 雑 費 率 （％）

諸 雑 費 率（製作） ７ 

 

6. 単 価 表 

(１) 大型土のう製作・据付10袋当り単価表（バックホウ据付） 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表4.1，表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

大 型 土 の う 容量１ｍ3 袋 10  

土 砂  ｍ3 10  

バックホウ運転

排出ガス対策型(第１次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3）

日 10／Ｄ 表4.2 

諸 雑 費  式 １ 表4.3 

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

6. 単 価 表 

(１) 大型土のう製作・据付10袋当り単価表（バックホウ据付） 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表4.1，表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

大 型 土 の う 容量１ｍ3 袋 10  

土 砂  ｍ3 10  

バックホウ運転

排出ガス対策型(第２次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

日 10／Ｄ 表4.2 

諸 雑 費  式 １ 表4.3 

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
大型土のう工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
(２) 大型土のう製作・据付10袋当り単価表（ラフテレーンクレーン据付） 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表4.1，表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

大 型 土 の う 容量１ｍ3 袋 10  

土 砂  ｍ3 10  

バックホウ運転

排出ガス対策型(第１次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付 2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

日 10／Ｄ 表4.2 

ラフテレーンク
レ ー ン 賃 料

排出ガス対策型(第１次基準値)
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

〃 10／Ｄ 〃 

諸 雑 費  式 １ 表4.3 

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
(３) 大型土のう製作10袋当り単価表 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表5.1，表5.2 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

大 型 土 の う 容量１ｍ3 袋 10  

土 砂  ｍ3 10  

バックホウ運転

排出ガス対策型(第１次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3）

日 10／Ｄ 表5.2 

諸 雑 費  式 １ 表5.3 

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(２) 大型土のう製作・据付10袋当り単価表（ラフテレーンクレーン据付） 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表4.1，表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

大 型 土 の う 容量１ｍ3 袋 10  

土 砂  ｍ3 10  

バックホウ運転

排出ガス対策型(第２次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付 2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

日 10／Ｄ 表4.2 

ラフテレーンク
レ ー ン 賃 料

排出ガス対策型(第１次基準値)
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

〃 10／Ｄ 〃 

諸 雑 費  式 １ 表4.3 

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
(３) 大型土のう製作10袋当り単価表 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表5.1，表5.2 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

大 型 土 の う 容量１ｍ3 袋 10  

土 砂  ｍ3 10  

バックホウ運転

排出ガス対策型(第２次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3）

日 10／Ｄ 表5.2 

諸 雑 費  式 １ 表5.3 

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
大型土のう工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

(４) 大型土のう据付10袋当り単価表 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表5.1，表5.2 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

バックホウ運転

排出ガス対策型(第１次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

日 10／Ｄ 表5.2 
作業半径６ｍ以下の場合

ラフテレーンク
レ ー ン 賃 料

排出ガス対策型(第１次基準値)
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

〃 10／Ｄ 
表5.2 
作業半径６ｍを超え20ｍ
以下の場合 

諸 雑 費  式 １  

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
(５) 大型土のう撤去10袋当り単価表 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表5.1，表5.2 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

バックホウ運転

排出ガス対策型(第１次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3）

日 10／Ｄ 
表5.2 
作業半径６ｍ以下の場合

ラフテレーンク
レ ー ン 賃 料

排出ガス対策型(第１次基準値)
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

〃 10／Ｄ 
表5.2 
作業半径６ｍを超え20ｍ
以下の場合 

諸 雑 費  式 １  

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(４) 大型土のう据付10袋当り単価表 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表5.1，表5.2 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

バックホウ運転

排出ガス対策型(第２次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

日 10／Ｄ 表5.2 
作業半径６ｍ以下の場合 

ラフテレーンク
レ ー ン 賃 料

排出ガス対策型(第１次基準値)
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

〃 10／Ｄ 
表5.2 
作業半径６ｍを超え20ｍ
以下の場合 

諸 雑 費  式 １  

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
(５) 大型土のう撤去10袋当り単価表 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表5.1，表5.2 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ 〃 

バックホウ運転

排出ガス対策型(第２次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3）

日 10／Ｄ 
表5.2 
作業半径６ｍ以下の場合 

ラフテレーンク
レ ー ン 賃 料

排出ガス対策型(第１次基準値)
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

〃 10／Ｄ 
表5.2 
作業半径６ｍを超え20ｍ
以下の場合 

諸 雑 費  式 １  

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
大型土のう工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
(６) 機械運転単価表 

機 械 名 規      格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第１次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

機－18 

【製作・据付】 
（バックホウによる据付） 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→110 
機械損料数量→1.39 
【製作・据付】 
（ラフテレーンクレーンによる据
付） 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→126 
機械損料数量→1.44 
【製作】 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→126 
機械損料数量→1.44 
【据付】 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→99 
機械損料数量→1.36 
【撤去】 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→83 
機械損料数量→1.26 

 
 
 
 

 

 
(６) 機械運転単価表 

機 械 名 規      格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第２次基準値)
クローラ型 
クレーン機能付2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

機－28 

【製作・据付】 
（バックホウによる据付） 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→110 
賃 料 数 量 →1.39 
【製作・据付】 
（ラフテレーンクレーンによる据
付） 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→126 
賃 料 数 量→1.44 
【製作】 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→126 
賃 料 数 量→1.44 
【据付】 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→99 
賃 料 数 量→1.36 
【撤去】 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→83 
賃 料 数 量→1.26 
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工種名 現  行 改  定 
伐木除根工 

④ 伐 木 除 根 工 

1. 適 用 範 囲 
   本資料は，河川堤防，高水敷又は中州等に繁茂している樹木の伐木又は竹の伐竹を行う伐木除根工のうち，伐木又は

伐竹，除根，整地，集積，現場内小運搬，積込み，現場外搬出に適用する。 
 

2. 施 工 概 要 
   施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現行どおり 

 

有 無

Ⅰ Ⅲ Ⅱ 

(注)整 地 

現 場 外 搬 出

集 積 

（人力施工）

除 根 

集 積 

（機械施工）

集 積 

（機械施工） 

現 場 外 搬 出 現 場 外 搬 出

伐木（粗），伐木（密），又は伐竹

除根作業

積込み 

（人力施工）

(注) 1. 除根作業が無い場合の集積の機械施工と人力施工の選定は，集

積機械であるバックホウが現地に入れるか否かで決定するもの

とする。 
   2. 集積（機械施工）には，現場内小運搬，積込作業を含む。 
   3. 集積（人力施工）には，現場内小運搬を含む。 
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工種名 現  行 改  定 
 
 

3. 施 工 歩 掛 

 ３－１ 伐木 
   伐木作業の歩掛は，次表を標準とする。 
 

表3.1 伐木作業歩掛 （1,000ｍ2当り）

名          称 単位 粗 密 

世 話 役 人 0.75 0.96 

特 殊 作 業 員 〃 2.2 3.3 

普 通 作 業 員 〃 0.15 0.71 

諸 雑 費 率 ％ 9 7 

(注) 1. 上記歩掛は，除草（下草刈）を含む。 

2. 刈草及び伐木の集積は含まない。 

3. 伐木を運搬可能な大きさに切断する作業を含む。 

4. 諸雑費は，草刈機（肩掛式），チェンソーの運転経費，損耗費であり，労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

5. 粗とは，概ね50（本／100ｍ2）未満とする。 

6. 密とは，概ね50（本／100ｍ2）以上とする。 

３－２ 伐竹 
   伐竹作業の歩掛は，次表を標準とする。 

表3.2 伐竹作業歩掛 （1,000ｍ2当り）

名    称 単位 数     量 

世 話 役 人 1.6

特 殊 作 業 員 〃 3.4

普 通 作 業 員 〃  0.63 

諸 雑 費 率 ％ 4

(注) 1. 上記歩掛は，除草（下草刈）を含む。 
2. 刈草及び伐竹の集積は含まない。 
3. 伐竹を運搬可能な大きさに切断する作業を含む。 
4. 諸雑費は，草刈機（肩掛式），チェンソーの運転経費，損耗費であり，労務費の合計

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

現行どおり 
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工種名 現  行 改  定 
 ３－３ 除根 

   除根作業の歩掛は，次表を標準とする。 

表3.3 除根作業歩掛 （1,000ｍ2当り）

名    称 規  格 単位 数    量 

世 話 役 人 0.45

掴み装置付バックホウ運転 

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型山積0.45ｍ
3(平積0.35ｍ3)掴み装置0.7ｍ
級 

ｈ 3.4 

(注) 1. 対象面積は，３－１，３－２の伐木，伐竹面積と同面積とする。 
2. 除根した根の集積は含まない。 

３－４ 整地 
   整地作業の歩掛は，次表を標準とする。 

表3.4 整地作業歩掛 （1,000ｍ2当り）

名    称 規  格 単位 数    量 

世 話 役  人 0.54 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
排出ガス対策型(第１次
基準値)・クローラ型山積
0.8ｍ3(平積0.6ｍ3） 

日 0.8 

(注) 1. 対象面積は，３－１，３－２の伐木，伐竹面積と同面積とする。 

   2. バックホウは賃料とする。 

 ３－５ 集積（人力施工） 
   機械施工が困難な箇所での人力施工による集積作業の歩掛は，次表を標準とする。 

表3.5 集積作業（人力施工）歩掛 （1,000ｍ2当り）

名    称 単位 数     量 

世 話 役 人 0.77

普 通 作 業 員 〃 1.7 

軽 作 業 員 〃 0.58

(注) 1. 対象面積は，３－１，３－２項の伐木，伐竹面積と同面積とする。 
2. 現場内小運搬は，100ｍ程度まで含まれている。 
3. 現場外搬出時の積込作業は含まない。 

 

３－３ 除根 
   除根作業の歩掛は，次表を標準とする。 

表3.3 除根作業歩掛 （1,000ｍ2当り）

名    称 規  格 単位 数    量 

世 話 役 人 0.45 

掴み装置付バックホウ運転

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型山積0.45ｍ
3(平積0.35ｍ3)掴み装置0.7ｍ
級

ｈ 3.4 

(注) 1. 対象面積は，３－１，３－２の伐木，伐竹面積と同面積とする。 
2. 除根した根の集積は含まない。 

３－４ 整地 
   整地作業の歩掛は，次表を標準とする。 

表3.4 整地作業歩掛 （1,000ｍ2当り）

名    称 規  格 単位 数    量 

世 話 役  人 0.54 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第２次
基準値)・クローラ型山積
0.8ｍ3(平積0.6ｍ3） 

日 0.8 

(注) 1. 対象面積は，３－１，３－２の伐木，伐竹面積と同面積とする。 

   2. バックホウは賃料とする。 

 ３－５ 集積（人力施工） 
   機械施工が困難な箇所での人力施工による集積作業の歩掛は，次表を標準とする。 

表3.5 集積作業（人力施工）歩掛 （1,000ｍ2当り） 

名    称 単位 数     量 

世 話 役 人 0.77

普 通 作 業 員 〃 1.7 

軽 作 業 員 〃 0.58

(注) 1. 対象面積は，３－１，３－２項の伐木，伐竹面積と同面積とする。 
2. 現場内小運搬は，100ｍ程度まで含まれている。 
3. 現場外搬出時の積込作業は含まない。 
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工種名 現  行 改  定 
  ３－６ 集積（機械施工） 

 
機械施工による集積作業の歩掛は，次表を標準とする。 

表3.6 集積作業（機械施工）歩掛 （1,000ｍ2当り）

名    称 規  格 単位 除根有 除根無 

世 話 役 人 0.54 0.36

普 通 作 業 員  〃 0.19 0.18

摑み装置付バックホウ運転 

排出ガス対策型(第２
次基準値)･クローラ型
山積0.45ｍ3(平積0.35
ｍ3)，掴み装置0.7ｍ級

ｈ 5.5 4.2 

(注) 1. 対象面積は，３－１，３－２の伐木，伐竹面積と同面積とする。 
2. 上記歩掛は，人力による補助作業を含む。 
3. 現場内小運搬は，200ｍ程度まで含まれている。 
4. 現場外搬出時の積込作業を含む。 

３－７ 積込み（人力施工） 
   人力施工による集積作業時の現場外搬出時に伴う積込作業の歩掛は，次表を標準とする。 
 

表3.7 積込作業歩掛 （1,000ｍ2当り）

名    称 単位 数     量 

世 話 役 人 0.05 

普 通 作 業 員 〃 0.12 

(注) 対象面積は，３－１，３－２の伐木，伐竹面積と同面積とする。 

 

 

 ３－６ 集積（機械施工） 
 

機械施工による集積作業の歩掛は，次表を標準とする。 

表3.6 集積作業（機械施工）歩掛 （1,000ｍ2当り）

名    称 規  格 単位 除根有 除根無 

世 話 役 人 0.54 0.36 

普 通 作 業 員  〃 0.19 0.18 

掴み装置付バックホウ運転

排出ガス対策型(第２
次基準値)･クローラ型
山積0.45ｍ3(平積0.35
ｍ3)，掴み装置0.7ｍ級

ｈ 5.5 4.2 

(注) 1. 対象面積は，３－１，３－２の伐木，伐竹面積と同面積とする。 
2. 上記歩掛は，人力による補助作業を含む。 
3. 現場内小運搬は，200ｍ程度まで含まれている。 
4. 現場外搬出時の積込作業を含む。 

  
 
  
 
 

    現行どおり 
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工種名 現  行 改  定 
 

３－８ 運搬作業 
   現場外搬出に伴う運搬時間は，次表を標準とする。 
  ３－８－１ 積込人力施工時 
 

表3.8 1,000ｍ2当り運搬時間 

運搬機種・規格 ダンプトラック ２ｔ積級 

Ｄ Ｉ Ｄ 区 間 ： 無 し 

運 搬 距 離
（km） 

1.0 
以下 

2.5 
以下 

4.0
以下

5.5
以下

7.5
以下

9.5
以下

12.0
以下

15.0
以下

19.0
以下

24.0
以下

31.0 
以下 

49.0
以下

60.0
以下

運 搬 時 間 
（ｈ）

1.2 1.3 1.4 1.5 1.7 1.8 2.0 2.2 2.4 2.6 2.9 3.2 3.5

Ｄ Ｉ Ｄ 区 間 ： 有 り 

運 搬 距 離 
（km） 

1.0 
以下 

2.5 
以下 

4.0
以下

5.5
以下

7.5
以下

9.5
以下

11.5
以下

14.5
以下

18.0
以下

22.0
以下

27.5 
以下 

34.5
以下

60.0
以下

運 搬 時 間 
（ｈ）

1.2 1.3 1.4 1.5 1.7 1.8 2.0 2.2 2.4 2.6 2.9 3.2 3.5

(注) 1. 運搬距離は片道であり，往路と復路が異なる場合は，平均値とする。 

2. 自動車専用道路を利用する場合には，別途考慮する。 

3. ＤＩＤ（人口集中地区）は，総務省統計局の国勢調査報告資料添付の人口集中地区境界図によるものとする。 

4. 運搬距離が60kmを超える場合は，別途計上とする。 

5. 集積物の処分費は，別途計上とする。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 
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工種名 現  行 改  定 
  ３－８－２ 積込機械施工時（除根有） 

 

表3.9 1,000ｍ2当り運搬時間 

運搬機種・規格 ダンプトラック 10ｔ積級 

Ｄ Ｉ Ｄ 区 間 ： 無 し 

運 搬 距 離 
（km） 

0.5 
以下 

1.0 
以下 

1.5
以下

2.0
以下

2.5
以下

3.0
以下

3.5
以下

4.0
以下

4.5
以下

5.5
以下

6.5 
以下 

7.5
以下

運 搬 時 間 
（ｈ）

1.1 1.3 1.4 1.5 1.7 1.8 1.9 2.0 2.1 2.3 2.5 2.7

運 搬 距 離 
（km） 

8.5 
以下 

10.0 
以下 

11.5
以下

13.5
以下

15.5
以下

18.0
以下

21.0
以下

25.0
以下

30.5
以下

41.5
以下

60.0 
以下 

 

運 搬 時 間 
（ｈ）

3.0 3.2 3.5 3.8 4.2 4.5 4.9 5.4 5.9 6.5 7.1  

Ｄ Ｉ Ｄ 区 間 ： 有 り 

運 搬 距 離 
（km） 

0.5 
以下 

1.0 
以下 

1.5
以下

2.0
以下

2.5
以下

3.0
以下

3.5
以下

4.0
以下

4.5
以下

5.0
以下

6.0 
以下 

7.0
以下

運 搬 時 間 
（ｈ）

1.1 1.3 1.4 1.6 1.7 1.8 1.9 2.1 2.2 2.3 2.5 2.7

運 搬 距 離 
（km） 

8.0 
以下 

9.5 
以下 

11.0
以下

12.5
以下

14.0
以下

16.0
以下

18.5
以下

21.0
以下

25.0
以下

29.0
以下

60.0 
以下 

 

運 搬 時 間 
（ｈ）

2.9 3.2 3.5 3.9 4.2 4.5 4.9 5.4 5.8 6.5 7.1  

(注) 1. 運搬距離は片道であり，往路と復路が異なる場合は，平均値とする。 

2. 自動車専用道路を利用する場合には，別途考慮する。 

3. ＤＩＤ（人口集中地区）は，総務省統計局の国勢調査報告資料添付の人口集中地区境界図によるものとする。

4. 運搬距離が60kmを超える場合は，別途計上とする。 

5. 集積物の処分費は，別途計上とする。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 
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工種名 現  行 改  定 
  ３－８－３ 積込機械施工時（除根無） 

 

表3.10 1,000ｍ2当り運搬時間 

運搬機種・規格 ダンプトラック 10ｔ積級 

Ｄ Ｉ Ｄ 区 間 ： 無 し 

運 搬 距 離
（km） 

0.5 
以下 

1.5 
以下 

2.0 
以下 

2.5
以下

3.0
以下

4.0
以下

4.5
以下

5.0
以下

6.5
以下

7.5
以下

8.5
以下

運 搬 時 間
（ｈ）

0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.5 1.6

運 搬 距 離
（km） 

9.5 
以下 

11.0 
以下 

12.5 
以下 

14.5
以下

16.5
以下

19.0
以下

22.0
以下

26.0
以下

32.0
以下

47.0
以下

60.0
以下

運 搬 時 間
（ｈ）

1.8 1.9 2.1 2.3 2.5 2.7 3.0 3.3 3.6 4.0 4.4

Ｄ Ｉ Ｄ 区 間 ： 有 り 

運 搬 距 離
（km） 

0.5 
以下 

1.5 
以下 

2.0 
以下 

2.5
以下

3.0
以下

4.0
以下

4.5
以下

5.0
以下

6.0
以下

7.0
以下

8.0
以下

運 搬 時 間
（ｈ）

0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.5 1.6

運 搬 距 離
（km） 

9.0 
以下 

10.0 
以下 

11.5 
以下 

13.0
以下

15.0
以下

17.0
以下

19.5
以下

22.0
以下

25.5
以下

30.0
以下

60.0
以下

運 搬 時 間
（ｈ）

1.8 1.9 2.1 2.3 2.5 2.7 3.0 3.3 3.6 4.0 4.4

(注) 1. 運搬距離は片道であり，往路と復路が異なる場合は，平均値とする。 

2. 自動車専用道路を利用する場合には，別途考慮する。 

3. ＤＩＤ（人口集中地区）は，総務省統計局の国勢調査報告資料添付の人口集中地区境界図に

よるものとする。 

4. 運搬距離が60kmを超える場合は，別途計上とする。 

5. 集積物の処分費は，別途計上とする。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 
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工種名 現  行 改  定 
 4. 総 合 歩 掛 

 ４－１ 総合歩掛［伐木（粗）］ 
   伐木（粗）の場合の歩掛は，次表を標準とする。また，粗とは概ね50（本／100ｍ2）未満とする。 
 

表4.1 総合歩掛[伐木（粗）] （1,000ｍ2当り）

名  称 規  格 単位
伐  木（粗） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

世 話 役  人 2.28 1.11 1.57 

特 殊 作 業 員  〃 2.2 2.2 2.2 

普 通 作 業 員  〃 0.34 0.33 1.97 

軽 作 業 員  〃 － － 0.58 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第１次基準値)・
クローラ型 
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

日 0.8 － － 

掴 み 装 置 付
バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２
次基準値)･クローラ型
山積0.45ｍ3(平積0.35
ｍ3)掴み装置0.7ｍ級 

ｈ 8.9 4.2 － 

諸 雑 費 率  ％  2  5  5 

(注) 1. 諸雑費は，草刈機（肩掛式），チェンソーの各機械損料，運転経費及び損耗費であり，労務費，

機械損料及び運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 伐木を運搬可能な大きさに切断する作業を含む。 

3. 集積時の現場内小運搬は，人力施工の場合（Ⅲ）100ｍ程度，機械施工の場合（Ⅰ，Ⅱ）は

200ｍ程度まで含まれている。 

4. 現場外搬出時の積込作業を含む。 

5. （Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）は，施工フローによる工程毎の各作業内容を示す。 

 

 
 
 

4. 総 合 歩 掛 
 ４－１ 総合歩掛［伐木（粗）］ 
   伐木（粗）の場合の歩掛は，次表を標準とする。また，粗とは概ね50（本／100ｍ2）未満とする。 
 

表4.1 総合歩掛[伐木（粗）] （1,000ｍ2当り）

名  称 規  格 単位
伐  木（粗） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

世 話 役  人 2.28 1.11 1.57 

特 殊 作 業 員  〃 2.2 2.2 2.2 

普 通 作 業 員  〃 0.34 0.33 1.97 

軽 作 業 員  〃 － － 0.58 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第２次基準値)・
クローラ型 
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3)

日 0.8 － － 

掴 み 装 置 付
バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２
次基準値)･クローラ型
山積0.45ｍ3(平積0.35
ｍ3)掴み装置0.7ｍ級

ｈ 8.9 4.2 － 

諸 雑 費 率  ％  2  5  5 

(注) 1. 諸雑費は，草刈機（肩掛式），チェンソーの各機械損料，運転経費及び損耗費であり，労務費，

機械損料及び運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 伐木を運搬可能な大きさに切断する作業を含む。 

3. 集積時の現場内小運搬は，人力施工の場合（Ⅲ）100ｍ程度，機械施工の場合（Ⅰ，Ⅱ）は

200ｍ程度まで含まれている。 

4. 現場外搬出時の積込作業を含む。 

5. （Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）は，施工フローによる工程毎の各作業内容を示す。 
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工種名 現  行 改  定 
 ４－２ 総合歩掛［伐木（密）］ 

   伐木（密）の場合の歩掛は，次表を標準とする。また，密とは概ね50（本／100ｍ2）以上とする。 
 

表4.2 総合歩掛［伐木（密)］ （1,000ｍ2当り）

名  称 規  格 単位
伐  木（密） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

世 話 役  人 2.49 1.32 1.78 

特 殊 作 業 員  〃 3.3 3.3 3.3 

普 通 作 業 員  〃 0.9  0.89 2.53 

軽 作 業 員  〃 － － 0.58 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第１次基準値)・
クローラ型 
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

日 0.8 － － 

掴 み 装 置 付
バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型山積0.45ｍ
3(平積0.35ｍ3),掴み装置0.7
ｍ級 

ｈ 8.9 4.2 － 

諸 雑 費 率  ％  3  5  5 

(注) 1. 諸雑費は，草刈機（肩掛式），チェンソーの各機械損料，運転経費及び損耗費であり，労務費，

機械損料及び運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 伐木を運搬可能な大きさに切断する作業を含む。 

3. 集積時の現場内小運搬は，人力施工の場合（Ⅲ）100ｍ程度，機械施工の場合（Ⅰ，Ⅱ）は

200ｍ程度まで含まれている。 

4. 現場外搬出時の積込作業を含む。 

5. （Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）は，施工フローによる工程毎の各作業内容を示す。 

 

 
 
 

４－２ 総合歩掛［伐木（密）］ 
   伐木（密）の場合の歩掛は，次表を標準とする。また，密とは概ね50（本／100ｍ2）以上とする。 
 

表4.2 総合歩掛［伐木（密)］ （1,000ｍ2当り）

名  称 規  格 単位
伐  木（密） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

世 話 役  人 2.49 1.32 1.78 

特 殊 作 業 員  〃 3.3 3.3 3.3 

普 通 作 業 員  〃 0.9  0.89 2.53 

軽 作 業 員  〃 － － 0.58 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第２次基準値)・
クローラ型 
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3)

日 0.8 － － 

掴 み 装 置 付
バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型山積0.45ｍ
3(平積0.35ｍ3),掴み装置0.7
ｍ級

ｈ 8.9 4.2 － 

諸 雑 費 率  ％  3  5  5 

(注) 1. 諸雑費は，草刈機（肩掛式），チェンソーの各機械損料，運転経費及び損耗費であり，労務費，

機械損料及び運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 伐木を運搬可能な大きさに切断する作業を含む。 

3. 集積時の現場内小運搬は，人力施工の場合（Ⅲ）100ｍ程度，機械施工の場合（Ⅰ，Ⅱ）は

200ｍ程度まで含まれている。 

4. 現場外搬出時の積込作業を含む。 

5. （Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）は，施工フローによる工程毎の各作業内容を示す。 
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工種名 現  行 改  定 
 ４－３ 総合歩掛［伐竹］ 

   伐竹の場合の歩掛は，次表を標準とする。 
 

表4.3 総合歩掛［伐竹］ （1,000ｍ2当り）

名  称 規  格 単位
伐  竹 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

世 話 役  人 3.13 1.96 2.42 

特 殊 作 業 員  〃 3.4 3.4 3.4 

普 通 作 業 員  〃 0.82 0.81 2.45 

軽 作 業 員  〃 － － 0.58 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第１次基準値)・
クローラ型 
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

日 0.8 － － 

掴 み 装 置 付
バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型山積0.45ｍ
3(平積0.35ｍ3),掴み装置0.7
ｍ級 

ｈ 8.9 4.2 － 

諸 雑 費 率  ％ 2 3 3 

(注) 1. 諸雑費は，草刈機（肩掛式），チェンソーの各機械損料，運転経費及び損耗費であり，労務費，

機械損料及び運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 伐木を運搬可能な大きさに切断する作業を含む。 

3. 集積時の現場内小運搬は，人力施工の場合（Ⅲ）100ｍ程度，機械施工の場合（Ⅰ，Ⅱ）は

200ｍ程度まで含まれている。 

4. 現場外搬出時の積込作業を含む。 

5. （Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）は，施工フローによる工程毎の各作業内容を示す。 

 

 
 
 

４－３ 総合歩掛［伐竹］ 
   伐竹の場合の歩掛は，次表を標準とする。 
 

表4.3 総合歩掛［伐竹］ （1,000ｍ2当り）

名  称 規  格 単位
伐  竹 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

世 話 役  人 3.13 1.96 2.42 

特 殊 作 業 員  〃 3.4 3.4 3.4 

普 通 作 業 員  〃 0.82 0.81 2.45 

軽 作 業 員  〃 － － 0.58 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第２次基準値)・
クローラ型 
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3)

日 0.8 － － 

掴 み 装 置 付
バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型山積0.45ｍ
3(平積0.35ｍ3),掴み装置0.7
ｍ級

ｈ 8.9 4.2 － 

諸 雑 費 率  ％ 2 3 3 

(注) 1. 諸雑費は，草刈機（肩掛式），チェンソーの各機械損料，運転経費及び損耗費であり，労務費，

機械損料及び運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 伐木を運搬可能な大きさに切断する作業を含む。 

3. 集積時の現場内小運搬は，人力施工の場合（Ⅲ）100ｍ程度，機械施工の場合（Ⅰ，Ⅱ）は

200ｍ程度まで含まれている。 

4. 現場外搬出時の積込作業を含む。 

5. （Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）は，施工フローによる工程毎の各作業内容を示す。 
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工種名 現  行 改  定 
 5. 単 価 表 

 (１) 伐木（粗）又は（密）1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表3.1 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
 
 (２) 伐竹1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
 
 (３) 除根1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表3.3 

掴 み 装 置 付 
バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第２次基準値)・クロ
ーラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3),掴
み装置0.7ｍ級 

ｈ  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 
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工種名 現  行 改  定 
  (４) 整地1,000ｍ2当り単価表 

 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表3.4 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型(第１次基準値)・クロ
ーラ型山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 (５) 集積（人力施工）1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表3.5 

普 通 作 業 員  〃  〃 

軽 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 
 
 (６) 集積（機械施工）1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表3.6 

普 通 作 業 員  〃  〃 

掴 み 装 置 付 
バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第２次基準値)・クロ
ーラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3),掴
み装置0.7ｍ級 

ｈ  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

 
 
 

 (４) 整地1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表3.4 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型(第２次基準値)・クロ
ーラ型山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 (５) 集積（人力施工）1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表3.5 

普 通 作 業 員  〃  〃 

軽 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 
 
 (６) 集積（機械施工）1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表3.6 

普 通 作 業 員  〃  〃 

掴 み 装 置 付
バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２次基準値)・クロ
ーラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3),掴
み装置0.7ｍ級

ｈ  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     
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工種名 現  行 改  定 
  (７) 積込み（人力施工）1,000ｍ2当り単価表 

 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表3.7 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 
 
 (８) ダンプトラック運転1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

ダ ン プ ト ラ ッ ク  ｈ  表3.8～3.10 

諸 雑 費  式 １  

計     

 
 

 

 

 

 

     

現行どおり 
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工種名 現  行 改  定 
 

 (９) 総合歩掛 伐木（粗），伐木（密），又は伐竹1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表4.1，表4.2，表4.3

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

軽 作 業 員  〃  〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
排出ガス対策型(第１次基準値)・クロ
ーラ型山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

日  〃 

掴 み 装 置 付 
バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第２次基準値)・クロ
ーラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3),掴
み装置0.7ｍ級 

ｈ  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
 
 (10) 機械運転単価表 
 

機  械  名 規          格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 排出ガス対策型(第１次基準値)･クロー
ラ型山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

機－28 
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→104 
賃 料 数 量→ 1.78

摑 み 装 置 付 
バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型山積0.45ｍ3(平積
0.35ｍ3),掴み装置0.7ｍ級 

機－３ 

運転労務数量→ 0.16 
燃 料 消 費 量→ 11 
機械損料１→摑み装置（0.7
ｍ級） 
機 械 損 料 ２→バックホウ
(排出ガス対策型(第２次基準値)･
クローラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ
3)) 

ダ ン プ ト ラ ッ ク ２ｔ積級 機－７  

ダ ン プ ト ラ ッ ク 10ｔ積級 〃  

 
 

 
(９) 総合歩掛 伐木（粗），伐木（密），又は伐竹1,000ｍ2当り単価表 
 

名     称 規    格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表4.1，表4.2，表4.3 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

軽 作 業 員  〃  〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第２次基準値)・クロ
ーラ型山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

日  〃 

掴 み 装 置 付
バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２次基準値)・クロ
ーラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3),掴
み装置0.7ｍ級

ｈ  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
 
 (10) 機械運転単価表 
 

機  械  名 規          格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 排出ガス対策型(第２次基準値)･クロー
ラ型山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

機－28 
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→104 
賃 料 数 量→ 1.78 

掴 み 装 置 付
バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型山積0.45ｍ3(平積
0.35ｍ3),掴み装置0.7ｍ級 

機－３ 

運転労務数量→ 0.16 
燃 料 消 費 量→ 11 
機械損料１→掴み装置（0.7
ｍ級） 
機 械 損 料 ２→バックホウ 
(排出ガス対策型(第２次基準値)･
クローラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ
3)) 

ダ ン プ ト ラ ッ ク ２ｔ積級 機－７  

ダ ン プ ト ラ ッ ク 10ｔ積級 〃  
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工種名 現  行 改  定 
 
砂防 土工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 土   工 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，砂防工（本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁，護岸）の施工に適用する。 

2. 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
砂防 土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
砂防 土工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規   格 単位 数量 摘   要 

掘 削
床 掘
切 崩

機械施工
バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型(第１次基準
値)・クローラ型 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

台 １  

ブ ル ド ー ザ 排出ガス対策型(第１次基準値)
普通15ｔ級 〃 １  

岩石掘削
（機械） 大 型 ブ レ ー カ 油圧式1,300kg級 〃 １  

積 込 み バ ッ ク ホ ウ 
排出ガス対策型(第１次基準
値)・クローラ型 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

〃 １ ダンプトラック
使用時に適用 

運 搬
ダンプトラック 10ｔ積級 〃 １

土運搬作業の機
種選定は， 
表3.2を標準と
する 

ブ ル ド ー ザ 排出ガス対策型(第１次基準値)
普通15ｔ級 〃 １

埋 戻 ・ 敷 均 し
バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型(第１次基準
値)・クローラ型 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

〃 １

ブ ル ド ー ザ 排出ガス対策型(第１次基準値)
普通15ｔ級 〃 １

(注) 現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。 

 

表3.2 土運搬作業の機種選定 

運 搬 距 離 標   準   工   法 
60ｍ以下 ブルドーザが標準 

60ｍを超える バックホウ＋ダンプトラックが標準 

(注) 上表により難い場合は，別途考慮する。 

4. 機械の施工歩掛 

 (１) 土量の表示 
   すべて地山土量で表示する。 
   ただし，施工土量（地山土量）をほぐした土量及び締固め後の土量の状態に換算する場合は，「第２章土工②機械土

工」4.(１)の土量換算係数ｆを乗じて算出する。 
 ４－１ バックホウの作業能力 
   運転日当り土工量は，次表を標準とする。 

表4.1 日当り施工量 （１日当り）

作 業 の 種 類 土  質  名 単 位 数  量
障害なし 障害あり

地 山 の 掘 削 積 込 レキ質土・砂・砂質土・粘性土 ｍ3 220 160
岩塊玉石 〃 180 120

ル ー ズ な 状 態 の 積 込 み 
レキ質土・砂・砂質土・粘性土 〃 240 

岩塊玉石 〃 200
破砕岩 〃 160

(注) 1. 作業範囲は，機械走行面より上下に５ｍ以内を標準とする。 

2. 地山の掘削積込（現場条件の内容） 

        障害なし：作業現場が広い，作業範囲が標準内及び転石の混入等の影響による作業妨害が少なく，連続し

た掘削作業が出来る場合。 

        障害あり：作業現場が狭い，作業範囲が標準外及び転石の混入等の影響による作業妨害が多く，連続した

掘削作業が困難な場合。 

3. 破砕岩（中硬岩以上）の積込みは，機械損料の割増を行う。岩石作業の補正は，＋0.25とする。 

4. ルーズな状態の積込みは，締固めを伴わない埋戻作業に適用出来る。 

3. 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規   格 単位 数量 摘   要 

掘 削 
床 掘 
切 崩 

機械施工
バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

台 １  

ブ ル ド ー ザ 排出ガス対策型(第１次基準値)
普通15ｔ級 〃 １  

岩石掘削
（機械） 大 型 ブ レ ー カ 油圧式1,300kg級 〃 １  

積 込 み バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

〃 １ ダンプトラック
使用時に適用 

運 搬
ダンプトラック 10ｔ積級 〃 １

土運搬作業の機
種選定は， 
表3.2を標準と
する 

ブ ル ド ー ザ 排出ガス対策型(第１次基準値)
普通15ｔ級 〃 １

埋 戻 ・ 敷 均 し
バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

〃 １

ブ ル ド ー ザ 排出ガス対策型(第１次基準値)
普通15ｔ級 〃 １

(注) 現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
砂防 土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
砂防 土工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４－２ ブルドーザの掘削押土作業能力 
   運転日当り土工量は，次表を標準とする。 

表4.2 日当り施工量 （１日当り）

作 業 の 種 類 土  質  名 単 位 数  量 

地 山 の 掘 削 押 土 
レキ質土・砂・砂質土・粘性土 ｍ3 230 

岩塊玉石 〃 190 

ル ー ズ な 状 態 の 押 土 

レキ質土・砂・砂質土・粘性土 〃 240 

岩塊玉石 〃 210 

破砕岩 〃 110 

(注) 1. ブルドーザは，作業ヤードが広く，転石の混入等による作業妨害が少ない現場作業に適用する。 

2. 上記の施工量は，運搬距離60ｍまでの押土作業を含んだ値である。 

3. 上記の施工量は，転圧を伴わない敷均しを含んだ作業にも適用出来る。ただし，転圧を伴う場合は，

別途計上する。 

4. 破砕岩（中硬岩以上）の押土は機械損料の割増を行う。岩石作業の補正は，＋0.25とする。 

 
 ４－３ ダンプトラックの運搬作業能力 
  (１) ダンプトラック（10ｔ積級）による河床路の土砂100ｍ3当り運搬日数は，次表を標準とする。 
 

表4.3 100ｍ3当り運搬日数（土砂） （100ｍ3当り）

積込機種 バックホウ 排出ガス対策型（第１次基準値）クローラ型山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

運搬機種 ダンプトラック 10ｔ積級 

運搬距離（km） 0.5以下 1.0以下 1.5以下 2.0以下 2.5以下 3.0以下 4.0以下

運搬日数（日） 0.80 0.90 1.0 1.1 1.3 1.4 1.6 

運搬距離（km） 5.0以下 6.0以下 7.0以下  

運搬日数（日） 1.8 2.1 2.3  

(注) 1. 上表は，地山100ｍ3の土量を運搬する日数である。 

2. 運搬距離は片道であり，往路と復路が異なる時は，平均値とする。 

3. 運搬路に一般道路を含む場合で，一般道路の走行距離が河床路より長い場合は，「第２章土工②機械

土工４－４(１)」による。 

4. 破砕岩（中硬岩以上）の運搬は，機械損料の割増を行う（専用ダンプは除く）岩石作業の補正は， 

＋0.25とする。 

 

  (２) 100ｍ3当り運搬日数（軟岩・硬岩） 
   軟岩及び硬岩の運搬日数の補正は，「第２章土工②機械土工（土砂）４－４(２)」による。 
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 ４－３ ダンプトラックの運搬作業能力 
  (１) ダンプトラック（10ｔ積級）による河床路の土砂100ｍ3当り運搬日数は，次表を標準とする。 
 

表4.3 100ｍ3当り運搬日数（土砂） （100ｍ3当り）

積込機種 バックホウ 排出ガス対策型（第２次基準値）クローラ型山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

運搬機種 ダンプトラック 10ｔ積級 

運搬距離（km） 0.5以下 1.0以下 1.5以下 2.0以下 2.5以下 3.0以下 4.0以下 

運搬日数（日） 0.80 0.90 1.0 1.1 1.3 1.4 1.6 

運搬距離（km） 5.0以下 6.0以下 7.0以下  

運搬日数（日） 1.8 2.1 2.3  

(注) 1. 上表は，地山100ｍ3の土量を運搬する日数である。 

2. 運搬距離は片道であり，往路と復路が異なる時は，平均値とする。 

3. 運搬路に一般道路を含む場合で，一般道路の走行距離が河床路より長い場合は，「第２章土工②機械 

土工４－４(１)」による。 

4. 破砕岩（中硬岩以上）の運搬は，機械損料の割増を行う（専用ダンプは除く）岩石作業の補正は， 

＋0.25とする。 
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砂防 土工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

5. 岩 石 工 

 ５－１ 破砕を要する転石粒径 
   破砕を要する転石粒径は，0.5ｍ以上とする。 
 ５－２ 施 工 歩 掛 
   軟岩は軟岩（Ⅰ）と軟岩（Ⅱ）を含む。硬岩は中硬岩と硬岩（Ⅰ）を含む。 
  ５－２－１ 岩石掘削（機械）歩掛 
   大型ブレーカ使用の岩石掘削歩掛は，次表を標準とする。 
 

表5.1 岩石掘削（機械）日当り施工量 

土質・岩分類 単 位 施 工 量 

軟 岩 ｍ3 51 

硬 岩 〃 29 

転 石 〃 31 

   日当り掘削歩掛は，次表を標準とする。 

 

表5.2 岩石掘削（機械）日当り歩掛 （１日当り）

名    称 規    格 単 位 
土 質 ・ 岩 分 類 

軟 岩 硬 岩 転 石

大型ブレーカ運転 油圧式1,300kg級 日 1.0 1.0 1.0 

諸 雑 費 率  ％ 10 29 13 

(注) 1. 作業範囲は，機械走行面より上下に５ｍ以内とする。 

2. 上表には，破砕片除去，法面整形は含まない。 

3. 大型ブレーカのベースマシンは，バックホウ排出ガス対策型（第１次基準値)・クローラ型山積0.8ｍ3

（平積0.6ｍ3）とする。 

4. 転石歩掛は，粒径50cm程度の大きさに破砕するものである。 

5. 大型ブレーカ用バックホウの岩石作業の損料の補正係数は，＋0.25とする。ただし，軟岩を掘削する

場合の補正係数は，＋0.10とする。 

6. 諸雑費は大型ブレーカ用チゼル損耗費であり，機械損料及び運転経費に上表の率を乗じた金額を上限

として計上する。 

7. 上表により難い場合は，別途考慮する。 
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表5.2 岩石掘削（機械）日当り歩掛 （１日当り）

名    称 規    格 単 位 
土 質 ・ 岩 分 類 

軟 岩 硬 岩 転 石 

大型ブレーカ運転 油圧式1,300kg級 日 1.0 1.0 1.0 

諸 雑 費 率  ％ 10 29 13 

(注) 1. 作業範囲は，機械走行面より上下に５ｍ以内とする。 

2. 上表には，破砕片除去，法面整形は含まない。 

3. 大型ブレーカのベースマシンは，バックホウ排出ガス対策型（第２次基準値)・クローラ型山積0.8ｍ3

（平積0.6ｍ3）とする。 

4. 転石歩掛は，粒径50cm程度の大きさに破砕するものである。 

5. 大型ブレーカ用バックホウの岩石作業の損料の補正係数は，＋0.25とする。ただし，軟岩を掘削する 

場合の補正係数は，＋0.10とする。 

6. 諸雑費は大型ブレーカ用チゼル損耗費であり，機械損料及び運転経費に上表の率を乗じた金額を上限 

として計上する。 

7. 上表により難い場合は，別途考慮する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
砂防 土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
砂防 土工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５－２－２ 岩石掘削（火薬） 
   火薬使用の岩石掘削歩掛は，次表を標準とする。 

表5.3 岩石掘削（火薬）日当り施工量 

土質・岩分類 単 位 施 工 量 

軟 岩 ｍ3 37 

硬 岩 〃 21 

転 石 〃  9 

   日当り掘削歩掛は，次表を標準とする。 

 

表5.4 岩石掘削（火薬）日当り歩掛 （１日当り）

名    称 規    格 単 位 
土 質 ・ 岩 分 類 

軟 岩 硬 岩 転 石

世 話 役  人 0.7 0.6 0.3 

削 岩 工  〃 1.9 1.6 1.4 

特 殊 作 業 員  〃 2.7 1.8 0.7 

普 通 作 業 員  〃 2.2 1.9 0.3 

諸 雑 費 率  ％ 18 23 26 

(注) 1. 歩掛には，仕上掘削を含む。 

2. 表土除き，伐根，爆破後の岩破砕片の集積，積込み，岩盤清掃等の作業が必要な場合は，別途計上する。

3. 上表の労務には，空気圧縮機（排出ガス対策型（第１次基準値))，削岩機の運転労務を含む。 

4. 諸雑費は，火薬・雷管の費用，レッグハンマ損料，ロッド・ビット等の損耗費及び空気圧縮機（排出 

ガス対策型（第１次基準値)）運転経費であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし 

て計上する。 

5. 上表により難い場合は，別途考慮する。 

 

 

  ５－２－３ 人力掘削歩掛 

   機械施工が出来ない箇所及び火薬による破砕が出来ない箇所の人力掘削歩掛は，次表とする。 
   なお，粘性土，砂及び砂質土，レキ質土，岩塊・玉石は,「第２章土工⑥人力土工」による。 

表5.5 人力掘削 日当り施工量 

土質・岩分類 単 位 施 工 量 

軟 岩 ｍ3  9 

硬 岩 〃  7 

転 石 〃 12 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
砂防 土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
砂防 土工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日当り掘削歩掛は，次表を標準とする。 
表5.6 岩石掘削（人力）歩掛 （１日当り）

名    称 規    格 単 位 
土 質 ・ 岩 分 類 

軟 岩 硬 岩 転 石

世 話 役  人 0.9 1.0 1.0 

特 殊 作 業 員  〃 2.8 2.9 2.9 

普 通 作 業 員  〃 1.9 2.0 2.0 

諸 雑 費 率  ％ ７ ７ ７ 

(注) 1. 上表の硬岩は，硬岩（Ⅰ）は含まないものとする。 

2. 伐根，岩盤清掃等の作業が必要な場合は，別途計上する。 

3. 歩掛には，仕上掘削を含む。 

4. 対象土量は，地山土量とする。 

5. 上表の労務には，空気圧縮機（排出ガス対策型（第１次基準値))，削岩機の運転労務を含む。 

6. 歩掛には，掘り起こし及び切崩し作業のほか投棄を含む。 

7. 諸雑費は，空気圧縮機（排出ガス対策型（第１次基準値)）運転経費，削岩機損料であり，労務費

の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。
6. 単 価 表 

 (１) バックホウ掘削・積込・床掘100ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型(第１次基準値) 
クローラ型山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 日 100／Ｄ 表4.1 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 (２) ブルドーザ掘削押土100ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

ブ ル ド ー ザ 運 転 排出ガス対策型(第１次基準値)
普通15ｔ級 日 100／Ｄ 表4.2 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 (３) ダンプトラック運搬100ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

ダンプトラック運転 10ｔ積級 日  表4.3 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

 (４) 岩石掘削（機械）10ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 日 10／Ｄ 表5.1，表5.2 

諸 雑 費  式 １ 表5.2 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

 

 

  

  

  

  

  

現行どおり 

 

 

 

 

 

 

 

6. 単 価 表 

 (１) バックホウ掘削・積込・床掘100ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型(第２次基準値) 
クローラ型山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 日 100／Ｄ 表4.1 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
砂防 土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
砂防 土工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(５) 岩石掘削（火薬）10ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 表5.4×10／Ｄ 表5.3，表5.4 

削 岩 工  〃 表5.4×10／Ｄ 〃 

特 殊 作 業 員  〃 表5.4×10／Ｄ 〃 

普 通 作 業 員  〃 表5.4×10／Ｄ 〃 

諸 雑 費  式 １ 表5.4 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 (６) 岩石掘削（人力）10ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 表5.6×10／Ｄ 表5.5，表5.6 

特 殊 作 業 員  〃 表5.6×10／Ｄ 〃 

普 通 作 業 員  〃 表5.6×10／Ｄ 〃 

諸 雑 費  式 １ 表5.6 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 (７) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型(第１次基準

値)・クローラ型 

山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

機－18 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→108 

機械損料数量→1.67 

ブ ル ド － ザ 

排出ガス対策型(第１次基準

値) 

普通15ｔ級 

機－18 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→104 

機械損料数量→2.16 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 10ｔ積級 機－22 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→92 

機械損料数量→1.23 

大 型 ブ レ ー カ 

（バックホウ装着） 
油圧式1,300kg級 機－20 

機 械 損 料 １→バックホウ 

（排出ガス対策型(第１次基準

値)・クローラ型山積0.8ｍ3(平積

0.6ｍ3)） 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→95 

機械損料数量→1.30 

機 械 損 料 ２→大型ブレーカ 

   （油圧式1,300㎏級） 

機械損料数量→1.30 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       現行どおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(７) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第２次基準

値)・クローラ型 

山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

機－18 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→108 

機械損料数量→1.67 

ブ ル ド － ザ

排出ガス対策型(第１次基準

値) 

普通15ｔ級 

機－18 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→104 

機械損料数量→2.16 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 10ｔ積級 機－22 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→92 

機械損料数量→1.23 

大 型 ブ レ ー カ

（バックホウ装着）
油圧式1,300kg級 機－20 

機 械 損 料 １→バックホウ 

（排出ガス対策型(第２次基準

値)・クローラ型山積0.8ｍ3(平積

0.6ｍ3)） 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→95 

機械損料数量→1.30 

機 械 損 料 ２→大型ブレーカ 

   （油圧式1,300㎏級） 

機械損料数量→1.30 
 

 



 

土木工事標準歩掛の一部改定 
集排水ボーリング工 

工種名 現  行 改  定 
 

地すべり防止工 

集排水ボーリン

グ工 

地 す べ り 防 止 工 

2. 集排水ボーリング工 

 ２－１ 適 用 範 囲 
  本資料は，地表及び集水井内において，ロータリーパーカッション式ボーリングマシン（二重管方式）によって集

排水ボーリング工を施工するものであり，呼び径90～135 ㎜，削孔長80ｍ以下，削孔角度は水平±10 度以内の作業

に適用する。 
 ２－２ 施 工 概 要 
  ２－２－１ 施工フロー 
       施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

             （ ）書きは必要な場合計上する。 

 ２－３ 施 工 歩 掛 
  ２－３－１ 機種の選定 
       機械・規格の選定は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

機 械 名 規         格 単位 数量 摘     要 

ボーリングマシン
ロータリーパーカッション式 
・スキッド型55kW級 

台 １  

グ ラ ウ ト ポ ン プ 横型二連複動ピストン式 200ℓ／min 〃 １  

工事用水中ポンプ φ50，30ｍ 〃 １ (注) 1   給水用 

工事用水中ポンプ φ50，30ｍ 〃 １ (注) 1，2 排水用 

発 動 発 電 機
排出ガス対策型（第１次基準値） 
ディーゼルエンジン駆動 125kVA 〃 １  

(注) 1. 工事用水中ポンプの規格及び台数は，作業条件等により別途考慮する。 

(注) 2. 工事用水中ポンプ（排水用）は，集水井内施工の場合にのみ計上する。 

(注) 3. 発動発電機は，賃料とする。 
 

地 す べ り 防 止 工 

2. 集排水ボーリング工 

 ２－１ 適 用 範 囲 
  本資料は，地表及び集水井内において，ロータリーパーカッション式ボーリングマシン（二重管方式）によって集

排水ボーリング工を施工するものであり，呼び径90～135 ㎜，削孔長80ｍ以下，削孔角度は水平±10 度以内の作業

に適用する。 
 ２－２ 施 工 概 要 
  ２－２－１ 施工フロー 
       施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

             （ ）書きは必要な場合計上する。 

 ２－３ 施 工 歩 掛 
  ２－３－１ 機種の選定 
       機械・規格の選定は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

機 械 名 規         格 単位 数量 摘     要 

ボーリングマシン
ロータリーパーカッション式 
・スキッド型55kW級 

台 １  

グ ラ ウ ト ポ ン プ 横型二連複動ピストン式 200ℓ／min 〃 １  

工事用水中ポンプ φ50，30ｍ 〃 １ (注) 1   給水用 

工事用水中ポンプ φ50，30ｍ 〃 １ (注) 1，2 排水用 

発 動 発 電 機
排出ガス対策型（第２次基準値） 
ディーゼルエンジン駆動 125kVA 〃 １ (注) 3 

(注)  1. 工事用水中ポンプの規格及び台数について，現場条件等により上表により難い場合は別途 

考慮する。 

2. 工事用水中ポンプ（排水用）は，集水井内施工の場合にのみ計上する。 

3. 発動発電機は，賃料とする。 
 

 

必要回数繰返し

機 材 搬 入 

（ 足 場 設 置 ） 

削 孔 

保 孔 管 挿 入 

ドリルパイプ引抜き 

（ 足 場 撤 去 ） 

機 材 搬 出 

保 孔 管 加 工

必要回数繰返し

ボーリングマシン撤去 

ボーリングマシン据付け 

必要回数繰返し

機 材 搬 入

（ 足 場 設 置 ）

削 孔

保 孔 管 挿 入

ドリルパイプ引抜き

（ 足 場 撤 去 ）

機 材 搬 出

保 孔 管 加 工

必要回数繰返し

ボーリングマシン撤去

ボーリングマシン据付け



 

土木工事標準歩掛の一部改定 
集排水ボーリング工 

工種名 現  行 改  定 
 

  ２－３－２ 削 孔 工 
     削孔工は，ボーリングマシンによる集排水孔の削孔作業に適用する。 
     なお，土質ごとに積上げを行うこととする。 
   (１) 編 成 人 員 
     削孔工の編成人員は，次表を標準とする。 

表3.2 編 成 人 員 （人／台）

世 話 役 特殊作業員 普通作業員 

１ １ ２ 

   (２) 運 転 時 間 
     ボーリングマシンの運転時間は，ドリルパイプの引抜きを含み7.0ｈ／日とする。 

(３) 削 孔 歩 掛 
     削孔歩掛は，次表を標準とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表3.3 削 孔 歩 掛 （日／10ｍ）

施工場所
保 孔 管 径 土質

 
呼び径 

削  孔  日  数 

ＶＰ管 ＳＧＰ管 
粘 性 土
砂 質 土

レキ質土 岩塊・玉石 軟  岩

地 表

40㎜ 40Ａ  90㎜ 0.31 0.46 0.63 0.50 

50，65 50，65 115 0.42 0.57 0.71 0.60 

75 80，90 135 0.50 0.65 0.76 0.66 

集水井

40㎜ 40Ａ  90㎜ 0.37 0.54 0.75 0.60 

50，65 50，65 115 0.50 0.67 0.83 0.70 

75 80，90 135 0.59 0.77 0.90 0.78 

(注) 1. 呼び径とは，ドリルパイプ外径（㎜）をいう。 

(注) 2. 同一足場上での移動を含む。 

(注) 3. 削孔長が50ｍを超える場合は，全長について20％の割増補正を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

土木工事標準歩掛の一部改定 
集排水ボーリング工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

   (４) 削孔材料の損耗 
     削孔に要する削孔材料の損耗は，次表を標準とする。 

表3.4 削孔材料損耗表 （削孔10ｍ当り）

施工場所 名     称 呼び径 単位
粘性土
砂質土

レキ質土 岩塊・玉石 軟 岩

地 表

シ ャ ン ク ロ ッ ド 

各 種

個 0.03 0.04 0.06 0.05 

ク リ ー ニ ン グ ア ダ プ タ 〃 0.02 0.03 0.05 0.04 

エキステンションロッド 〃 0.03 0.04 0.05 0.05 

ドリルパイプ（1.5ｍ標準） 本 0.07 0.20 0.38 0.29 

インナーロッド（1.5ｍ標準） 〃 0.09 0.22 0.50 0.34 

リ ン グ ビ ッ ト 個 0.13 0.20 0.28 0.24 

イ ン ナ ー ビ ッ ト 〃 0.09 0.16 0.18 0.16 

ウ ォ ー タ ー ス イ ベ ル 〃 0.01 0.02 0.03 0.02 

集水井

シ ャ ン ク ロ ッ ド 

各 種

個 0.03 0.04 0.06 0.05 

ク リ ー ニ ン グ ア ダ プ タ 〃 0.02 0.03 0.05 0.04 

エキステンションロッド 〃 0.03 0.04 0.05 0.05 

ドリルパイプ（1.0ｍ標準） 本 0.11 0.30 0.57 0.30 

インナーロッド（1.0ｍ標準） 〃 0.14 0.33 0.75 0.51 

リ ン グ ビ ッ ト 個 0.13 0.20 0.28 0.24 

イ ン ナ ー ビ ッ ト 〃 0.09 0.16 0.18 0.16 

ウ ォ ー タ ー ス イ ベ ル 〃 0.01 0.02 0.03 0.02 

 

   (５) 諸 雑 費 
     諸雑費は，ファン，水槽等の費用であり，労務費の合計に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.5 諸 雑 費 率 （％）

 地    表 集  水  井 

諸 雑 費 率 0.4 0.6 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行どおり 

 

 

 

 



 

土木工事標準歩掛の一部改定 
集排水ボーリング工 

工種名 現  行 改  定 
 

  ２－３－３ 保孔管加工・挿入工 

     保孔管加工・挿入工は，保孔管の加工から孔内挿入までの作業に適用する。 
   (１) 編成人員 
     保孔管加工・挿入工の編成人員は，次表を標準とする。 

表3.6 編 成 人 員 （人／台）

世  話  役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

1 2 2 

 
   (２) 保孔管加工・挿入歩掛 
     保孔管加工・挿入歩掛は，次表を標準とする。 

表3.7 保孔管加工・挿入歩掛 （10ｍ当り）

施 工 場 所 地     表 集  水  井 

保 孔 材 料 ＶＰ ＳＧＰ ＶＰ ＳＧＰ 

ス ト レ ー ナ 加 工 
有 有 無 有 有 無 

名     称 規        格 単位

世 話 役  人 0.05 0.03 0.03 0.07 0.04 0.04

特 殊 作 業 員  〃 0.11 0.07 0.07 0.14 0.09 0.09

普 通 作 業 員  〃 0.10 0.07 0.07 0.14 0.08 0.08

配 管 工  〃 － 0.60 0.24 － 0.86 0.50

ボーリングマシン
設 備 運 転

ロータリーパーカッシ
ョン式・スキッド型
55kW級 

日 － 0.10 0.10 － 0.10 0.10

諸 雑 費 率  ％ － 10 15 7 8 11 

(注) 1. ＶＰ管は，ＪＩＳ Ｋ6741を標準とする。 

2. 諸雑費は，工事用水中ポンプ，ファンの運転経費及び電力に関する費用であり，労務費，機械損料

及び運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

3. ボーリングマシンの運転時間は，7.0ｈ/日とする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

 
 
 
 
 

 
 



 

土木工事標準歩掛の一部改定 
集排水ボーリング工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

   (３) 保孔管材料 
    １）保孔管の使用区分は，ＶＰ管を標準とするが，活動中の地すべり地区等で，挿入後せん断，よじれ等によ

り保孔管破損のおそれのある場合はＳＧＰ管とする。 
    ２）保孔管の使用量は，次式による。 
      使用量＝挿入長×（１＋ロス率） 

表3.8 ロ ス 率 

施 工 場 所 名     称 規     格 ロ  ス  率 

地        表 
硬質塩化ビニル管 ＶＰ  一般管 ＋0.03 

配管用炭素鋼鋼管 ＳＧＰ 黒ネジ無し管 ＋0.04 

集  水  井  内 
硬質塩化ビニル管 ＶＰ  一般管 ＋0.06 

配管用炭素鋼鋼管 ＳＧＰ 黒ネジ無し管 ＋0.08 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行どおり 

 

 

 

 



 

土木工事標準歩掛の一部改定 
集排水ボーリング工 

工種名 現  行 改  定 
   ２－３－４ 機械据付・撤去工 

   (１) 機械据付・撤去歩掛 
     機械据付・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

表3.9 機械据付・撤去歩掛 （１回当り）

施     工     場     所 
地  表 集水井内

名      称 規       格 単 位

世 話 役  人 0.9 3.1 

特 殊 作 業 員  〃 1.8 2.6 

と び 工  〃 － 1.7 

普 通 作 業 員  〃 1.8 6.0 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 日 0.7 2.5 

諸 雑 費 率  ％ － 4 

(注) 1. 集水井内の歩掛には，足場設置・撤去を含む。 

(注) 2. 同一足場上の移動は，削孔歩掛に含む。 

(注) 3. トラッククレーンの規格は，現場条件にあった規格を別途選定する。 

(注) 4. トラッククレーンは，賃料とする。 

(注) 5. 諸雑費は，足場材等の費用であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限 

(注)   として計上する。 

  ２－３－５ 足 場 工 
   (１) 足場設置・撤去歩掛 
     足場設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

表3.10 足場設置・撤去歩掛 （100空ｍ3当り）

施     工     場     所 地      表 

名      称 規       格 単 位 平  地 傾 斜 地

世 話 役  人 2.4 3.1 

と び 工  〃 2.4 3.1 

普 通 作 業 員  〃 4.7 6.2 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 日 0.3 0.5 

諸 雑 費 率  ％ 29 20 

(注) 1. 作業面の足場幅は，4.5ｍとする。 

(注) 2. トラッククレーンの規格は，現場条件にあった規格を別途選定する。 

(注) 3. トラッククレーンは，賃料とする。 

(注) 4. 諸雑費は，足場材等の費用であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限 

((注)   として計上する。 

 

 ２－３－４ 機械据付・撤去工 
   (１) 機械据付・撤去歩掛 
     機械据付・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

表3.9 機械据付・撤去歩掛 （１回当り）

施     工     場     所 
地  表 集水井内 

名      称 規       格 単 位

世 話 役  人 0.9 3.1 

特 殊 作 業 員  〃 1.8 2.6 

と び 工  〃 － 1.7 

普 通 作 業 員  〃 1.8 6.0 

クローラクレーン賃料
排出ガス対策型（第２次基準値）
油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 

日 0.7 2.5 

諸 雑 費 率  ％ － 4 

(注) 1. 集水井内の歩掛には，足場設置・撤去を含む。 

(注) 2. 同一足場上の移動は，削孔歩掛に含む。 

3. 現場条件により上表により難い場合は別途考慮する。 

(注) 4. クローラクレーンは，賃料とする。 

(注) 5. 諸雑費は，足場材等の費用であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限 

(注 として計上する。 

  ２－３－５ 足 場 工 
   (１) 足場設置・撤去歩掛 
     足場設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

表3.10 足場設置・撤去歩掛 （100空ｍ3当り）

施     工     場     所 地      表 

名      称 規       格 単 位 平  地 傾 斜 地 

世 話 役  人 2.4 3.1 

と び 工  〃 2.4 3.1 

普 通 作 業 員  〃 4.7 6.2 

クローラクレーン賃料
排出ガス対策型（第２次基準値）
油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 

日 0.3 0.5 

諸 雑 費 率  ％ 29 20 

(注) 1. 作業面の足場幅は，4.5ｍとする。 

2. 現場条件により上表により難い場合は別途考慮する。 

3. クローラクレーンは，賃料とする。 

(注) 4. 諸雑費は，足場材等の費用であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限 

((注)   として計上する。 

 

 



 

土木工事標準歩掛の一部改定 
集排水ボーリング工 

工種名 現  行 改  定 
 

２－４ 単 価 表 
 (１) 削孔（土質名，地表，集水井内，削孔長50ｍ以下，超える場合）10ｍ当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.2，表3.3 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

シ ャ ン ク ロ ッ ド  個  表3.4 

クリーニングアダプタ  〃  〃 

エキステンションロッド  〃  〃 

ド リ ル パ イ プ  本  〃 

イ ン ナ ー ロ ッ ド  〃  〃 

リ ン グ ビ ッ ト  個  〃 

イ ン ナ ー ビ ッ ト  〃  〃 

ウォータースイベル  〃  〃 

ボーリングマシン設備運転  日  表3.3 (2)単価表 

諸 雑 費  式 １ 表3.5 

計     

 (２) ボーリングマシン設備運転１日当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

ボーリングマシン損料 
ロータリーパーカッション式 
・スキッド型55kW級 

日 １  

グラウトポンプ損料 
横型二連複動ピストン式 
200 ℓ／min 〃 １  

水 中 ポ ン プ 損 料 φ50，30ｍ 〃 １ 給水用 

水 中 ポ ン プ 損 料 φ50，30ｍ 〃 １ 
排水用 
集水井内施工の場合

発 動 発 電 機 運 転 
排出ガス対策型(第１次基準値)
ディーゼルエンジン駆動125kVA 〃 １  

諸 雑 費  式 １  

計     

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (２) ボーリングマシン設備運転１日当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

ボーリングマシン損料
ロータリーパーカッション式 
・スキッド型55kW級 

日 １  

グラウトポンプ損料
横型二連複動ピストン式 
200 ℓ／min 〃 １  

水 中 ポ ン プ 損 料 φ50，30ｍ 〃 １ 給水用 

水 中 ポ ン プ 損 料 φ50，30ｍ 〃 １ 
排水用 
集水井内施工の場合 

発 動 発 電 機 運 転
排出ガス対策型(第２次基準値)
ディーゼルエンジン駆動125kVA 〃 １  

諸 雑 費  式 １  

計     

（注）発動発電機は賃料とする。 

 



 

土木工事標準歩掛の一部改定 
集排水ボーリング工 

工種名 現  行 改  定 
 

  (３) 保孔管加工・挿入10ｍ当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.7 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

配 管 工  〃  〃 

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 ＶＰ一般管 ｍ 
10.3又
は10.6

表3.8による 
地表又は集水井内 

配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 ＳＧＰ黒ネジ無管 〃 
10.4又
は10.8

〃 
〃 

ボーリングマシン運転 
ロータリーパーカッション式 
・スキッド型55kW級 

日  表3.7 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (４) 機械据付・撤去１回当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.9 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (５) 足場設置・撤去100空ｍ3当り単価表（地表） 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.10 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (６) 機械運転単価表 

機  械  名 規     格 適用単価表 指 定 事 項 

発 動 発 電 機 
排出ガス対策型(第１次基準値) 
ディーゼルエンジン駆動125kVA 機－16 

燃料消費量→140 
賃 料 数 量→1.3 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

 
 
 

 (４) 機械据付・撤去１回当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.9 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

クローラクレーン賃料
排出ガス対策型(第２次基準値)
油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (５) 足場設置・撤去100空ｍ3当り単価表（地表） 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.10 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

クローラクレーン賃料
排出ガス対策型(第２次基準値)
油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (６) 機械運転単価表 

機  械  名 規     格 適用単価表 指 定 事 項 

クローラクレーン
排出ガス対策型(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 

機－28 
運 転 労 務 数 量→1.00 
燃料消費量→14 
賃 料 数 量→1.50 

発 動 発 電 機
排出ガス対策型(第２次基準値) 
ディーゼルエンジン駆動125kVA 機－16 

燃料消費量→140 
賃 料 数 量→1.30 

 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（山腹水路工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工

（山腹水路工） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 地すべり防止工 
3. 山腹水路工 
 
３－１ 適 用 範 囲 
  本資料は地すべり防止施設及び急傾斜崩壊対策施設の水路工に適用する。各工種における適用範囲は以下のとおりと
する。 
３－１－１ 山腹集水路・排水路工，山腹明暗渠工，山腹暗渠工 
(１) 機械据付 

プレキャストＵ型側溝の製品質量100㎏／個を超え450㎏／個以下に適用する。 
(２) 人力据付 

プレキャストＵ型側溝，コルゲートフリューム，暗渠管の製品質量100㎏／個以下に適用する。 
３－１－２ 集水桝工 
(１) 集水桝設置 

内空積１㎥／基以下の現場打ち集水桝の設置に適用する。 
(２) プレキャスト集水桝据付 

プレキャスト集水桝の製品質量150㎏／個を超え1,700 ㎏／個以下の機械据付に適用する。 
 
３－２ 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 
(１) 山腹集水路・排水路の場合 

 
 
 
 
 
 
 

(２) 山腹明暗渠の場合 
 
 
 
 
 
 
 

(３) 山腹暗渠の場合 
 
 
 
 
 
 
 

(４) 集水桝の場合 
 
 
 
 
 
 
 

(５) プレキャスト集水桝の場合 
 
 
 
 
 

（注） 本歩掛に対応しているのは，実線部分のみである。 
図 3-1  施工フロー 

  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（山腹水路工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工

（山腹水路工） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３－３ 機種の選定 

機械・規格は次表を標準とする。 
表3.1 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規     格 単位 数量 摘  要 

掘削及び据付け バックホウ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28ｍ3（平積0.2ｍ3）吊能力1.7ｔ

台 １  

資 材 運 搬 不整地運搬車 
排出ガス対策型（第１次基準値） 

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
〃 １ 必要に応じて計上

（注） 1.  運搬機械が上表により難い場合は，別途考慮する。 

2.  不整地運搬車は賃料とする。 

 
３－４ 編 成 人 員 

山腹水路工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 
表3.2 日当り編成人員 （人）

工   種 世 話 役 特殊作業員 普通作業員 

山腹集水路・排水路工 

山 腹 明 暗 渠 工 

山 腹 暗 渠 工 

１ １ ２ 

 
３－５ 施 工 歩 掛 
３－５－１ 山腹集水路・排水路工 
３－５－１－１ 山腹Ｕ型側溝（機械据付）歩掛 
(１) 日当り施工量 

日当り施工量は次表を標準とする。 

表3.3 日当り施工量          （ｍ／日）

掘削断面積（㎡） 0.5㎡以下 
0.5を超え 

1.0㎡以下 

日 当 り 施 工 量 14.7 10.4 

（注） 1.  歩掛は，平均運搬距離50ｍ以下の現場内小運搬を含む。ただし，平

均運搬距離が50ｍを超え200ｍ以下の場合は，不整地運搬車を計上す

る。 

2.  歩掛は，床掘り（仕上げ含む），基礎，埋戻しの労務を含む。ただし，

材料は別途計上する。 

3.  表面コンクリートの打設は，「第５章コンクリート工①コンクリート

工」による。 

 
(２) 諸雑費 

諸雑費は，締固め機械，目地モルタルの費用であり，労務費，バックホウの機械損料及び運転経費の合計に
次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 
表3.4 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 0.4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
３－３ 機種の選定 

  機械・規格は次表を標準とする。 
表3.1 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規     格 単位 数量 摘  要 

掘削及び据付け バックホウ 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28ｍ3（平積0.2ｍ3）吊能力1.7ｔ

台 １  

資 材 運 搬 不整地運搬車
排出ガス対策型（第１次基準値） 

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
〃 １ 必要に応じて計上 

（注） 1.  運搬機械が上表により難い場合は，別途考慮する。 

2.  不整地運搬車は賃料とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２) 諸雑費 
諸雑費は，締固め機械，目地モルタルの費用であり，労務費，バックホウの機械損料及び運転経費の合計額

に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 
表3.4 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 0.4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（山腹水路工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工

（山腹水路工） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３－５－１－２ 山腹Ｕ型側溝（人力据付）歩掛 
(１) 日当り施工量 

日当り施工量は次表を標準とする。 

表3.5 日当り施工量      （ｍ／日）

掘削断面積（㎡） 0.5㎡以下 
0.5を超え 

1.0㎡以下 

日 当 り 施 工 量 15.1 13.3 

（注） 1.  歩掛は，平均運搬距離50ｍ以下の現場内小運搬を含む。た

だし，平均運搬距離が50ｍを超え200ｍ以下の場合は，不整地

運搬車を計上する。 

2.  歩掛は，床掘り（仕上げ含む），基礎，埋戻しの労務を含む。

3.  表面コンクリートの打設は，「第５章コンクリート工①コン

クリート工」による。 

 
(２) 諸雑費 

諸雑費は，締固め機械，目地モルタルの費用であり，労務費，バックホウの機械損料及び運転経費の合計額
に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.6 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 0.4 

 
３－５－１－３ 山腹コルゲートフリューム歩掛 
(１) 日当り施工量 

日当り施工量は次表を標準とする。 

表3.7 日当り施工量          （ｍ／日）

掘削断面積（㎡） 0.5㎡以下 
0.5を超え 

1.0㎡以下 

1.0を超え 

2.0㎡以下 

日 当 り 施 工 量 24.3 19.1 14.1 

（注） 1.  歩掛は，平均運搬距離50ｍ以下の現場内小運搬を含む。ただし，平均運搬距離が50ｍを

超え200ｍ以下の場合は，不整地運搬車を計上する。 

2.  歩掛は，床掘り（仕上げ含む），基礎，埋戻しの労務を含む。 

3.  ポリエチレン製角型Ｕ字溝据付の場合も本歩掛を適用できる。 

4.  表面コンクリートの打設は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」による。 
 

(２) 諸雑費 
諸雑費は，締固め機械の費用であり，労務費，バックホウの機械損料及び運転経費の合計に次表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 

表3.8 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 0.3 

 

３－５－２ 山腹明暗渠工 

３－５－２－１ 山腹Ｕ型側溝明暗渠（機械据付）歩掛 

(１) 日当り施工量 

日当り施工量は次表を標準とする。 

表3.9 日当り施工量                     （ｍ／日）

掘削断面積（㎡） 0.5㎡以下 
0.5を超え 

1.0㎡以下 

1.0を超え 

2.0㎡以下 

2.0を超え 

3.0㎡以下 

3.0を超え 

4.0㎡以下 

日 当 り 施 工 量 12.4 9.4 7.0 5.2 4.1 

（注） 1.  歩掛は，平均運搬距離50ｍ以下の現場内小運搬を含む。ただし，平均運搬距離が50ｍを超え

200ｍ以下の場合は，不整地運搬車を計上する。 

2.  歩掛は，床掘り（仕上げ含む），フィルター材，基礎，埋戻しの労務を含む。 

3.  表面コンクリートの打設は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」による。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (２) 諸雑費 
諸雑費は，締固め機械の費用であり，労務費，バックホウの機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗

じた金額を上限として計上する。 

表3.8 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 0.3 

 
 
 
 
 
 
 
 

    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（山腹水路工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工

（山腹水路工） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(２) 諸雑費 
諸雑費は，遮水シート及び吸出し防止材の設置，締固め機械，目地モルタルの費用であり，労務費，バック

ホウの機械損料及び運転経費の合計に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.10 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 4 

（注） 1. 遮水シート，吸出し防止材の材料は，諸雑費に含

まないので別途計上する。 

 
３－５－２－２ 山腹Ｕ型側溝明暗渠（人力据付）歩掛 
(１) 日当り施工量 

日当り施工量は次表を標準とする。 

表3.11 日当り施工量                     （ｍ／日）

掘削断面積（㎡） 0.5㎡以下 
0.5を超え 

1.0㎡以下 

1.0を超え 

2.0㎡以下 

2.0を超え 

3.0㎡以下 

3.0を超え 

4.0㎡以下 

日 当 り 施 工 量 12.5 11.0 9.4 7.6 5.9 

（注） 1.  歩掛は，平均運搬距離50ｍ以下の現場内小運搬を含む。ただし，平均運搬距離が50ｍを超え

200ｍ以下の場合は，不整地運搬車を計上する。 

2.  歩掛は，床掘り（仕上げ含む），フィルター材，基礎，埋戻しの労務を含む。 

3.  表面コンクリートの打設は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」による。 

 
(２) 諸雑費 

諸雑費は，遮水シート及び吸出し防止材の設置，締固め機械，目地モルタルの費用であり，労務費，バック
ホウの機械損料及び運転経費の合計に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.12 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 4 

（注） 1. 遮水シート，吸出し防止材の材料費は，諸雑費に

含まない。 
 
３－５－２－３ 山腹コルゲートフリューム明暗渠歩掛 
(１) 日当り施工量 

日当り施工量は次表を標準とする。 

表3.13 日当り施工量                     （ｍ／日）

掘削断面積（㎡） 0.5㎡以下 
0.5を超え 

1.0㎡以下 

1.0を超え 

2.0㎡以下 

2.0を超え 

3.0㎡以下 

3.0を超え 

4.0㎡以下 

日 当 り 施 工 量 20.0 17.3 12.4 8.8 6.8 

（注）  1.  歩掛は，平均運搬距離50ｍ以下の現場内小運搬を含む。ただし，平均運搬距離が50ｍを超え

200ｍ以下の場合は，不整地運搬車を計上する。 

2.  歩掛は，床掘り（仕上げ含む），フィルター材，基礎，埋戻しの労務を含む。 

3.  ポリエチレン製角型Ｕ字溝据付の場合も本歩掛を適用できる。 

4.  表面コンクリートの打設は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」による。 

 
(２) 諸雑費 

諸雑費は，遮水シート及び吸出し防止材の設置，締固め機械の費用であり，労務費，バックホウの機械損料
及び運転経費の合計に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.14 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 6 

（注） 1. 遮水シート，吸出し防止材の材料費は，諸雑費に

含まない。 

 

 
(２) 諸雑費 

諸雑費は，遮水シート及び吸出し防止材の設置，締固め機械，目地モルタルの費用であり，労務費，バック
ホウの機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.10 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 4 

（注） 1. 遮水シート，吸出し防止材の材料は，諸雑費に含

まないので別途計上する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２) 諸雑費 
諸雑費は，遮水シート及び吸出し防止材の設置，締固め機械，目地モルタルの費用であり，労務費，バック

ホウの機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.12 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 4 

（注） 1. 遮水シート，吸出し防止材の材料費は，諸雑費に

含まない。 
 
 

 

 

 

 

    現行どおり 

 

 

 

 

 

 

(２) 諸雑費 
諸雑費は，遮水シート及び吸出し防止材の設置，締固め機械の費用であり，労務費，バックホウの機械損料

及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.14 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 6 

（注） 1. 遮水シート，吸出し防止材の材料費は，諸雑費に

含まない。 

 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（山腹水路工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工

（山腹水路工） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３－５－３ 山腹暗渠工 
(１)日当り施工量 

日当り施工量は次表を標準とする。 

表3.15 日当り施工量                     （ｍ／日）

掘削断面積（㎡） 0.5㎡以下 
0.5を超え 

1.0㎡以下 

1.0を超え 

2.0㎡以下 

2.0を超え 

3.0㎡以下 

3.0を超え 

4.0㎡以下 

日 当 り 施 工 量 23.9 19.6 15.5 12.1 9.9 

（注）  1.  歩掛は，平均運搬距離50ｍ以下の現場内小運搬を含む。ただし，平均運搬距離が50ｍを超え

200ｍ以下の場合は，不整地運搬車を計上する。 

2.  歩掛は，床掘り（仕上げ含む），フィルター材，埋戻しの労務を含む。 

 
(２) 諸雑費 

諸雑費は，遮水シート及び吸出し防止材の設置，締固め機械の費用であり，労務費，バックホウの機械損料及
び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.16 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 6 

(注) 1. 遮水シート，吸出し防止材の材料費は，諸雑
費に含まない。 

 
３－５－４ 集水桝工 
３－５－４－１ 集水桝設置歩掛 

集水桝設置の歩掛は，次表とする。 

表3.17 集水桝設置歩掛 （１基当り）

内       空       積 
0.4 ㎥以下

0.4を超え

0.8㎥以下

0.8を超え

1.0㎥以下
摘    要 

名   称 規    格 単位

世 話 役  人 0.7 0.8 1.0  

特 殊 作 業 員  〃 0.5 0.6 0.7  

普 通 作 業 員  〃 1.0 1.2 1.4  

型 枠 工  〃 0.2 0.3 0.4  

バックホウ運転

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥（平積0.2㎥） 

吊能力1.7ｔ 

ｈ 3.4 4.2 4.8  

不整地運搬車運

転 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
日 0.1 

必要に応じて計上

(注)1. 

諸 雑 費 率  ％ 7  

（注） 1. 歩掛は，平均運搬距離50ｍ以下の現場内小運搬を含む。ただし，平均運搬距離が50ｍを超え200ｍ以下の

場合は，不整地運搬車を計上する。 

2. 歩掛は，床掘り（仕上げ含む），基礎，型枠，コンクリート打設，埋戻しの労務を含む。 

3. 諸雑費は，型枠用合板，鋼製型枠，型枠用金物，組立支持材，はく離材及び電気ドリル，電気ノコギリ損

料，電力に関する経費，仮設材の持上（下）げ機械，締固め機械に要する費用であり，労務費，バックホウ

の機械損料及び運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

4. 運搬機械が上表により難い場合は，別途考慮する。 

5. 不整地運搬車は賃料とする。 

6. 養生工が必要な場合は別途計上する。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３－５－４ 集水桝工 
３－５－４－１ 集水桝設置歩掛 

集水桝設置の歩掛は，次表とする。 

表3.17 集水桝設置歩掛 （１基当り） 

内       空       積 
0.4 ㎥以下

0.4を超え

0.8㎥以下

0.8を超え

1.0㎥以下
摘    要 

名   称 規    格 単位

世 話 役  人 0.7 0.8 1.0  

特 殊 作 業 員  〃 0.5 0.6 0.7  

普 通 作 業 員  〃 1.0 1.2 1.4  

型 枠 工  〃 0.2 0.3 0.4  

バックホウ運転

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 
クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥（平積0.2㎥） 

吊能力1.7ｔ 

ｈ 3.4 4.2 4.8  

不整地運搬車運

転 

排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
日 0.1 

必要に応じて計上 

(注)1. 

諸 雑 費 率  ％ 7  

（注） 1. 歩掛は，平均運搬距離50ｍ以下の現場内小運搬を含む。ただし，平均運搬距離が50ｍを超え200ｍ以下の

場合は，不整地運搬車を計上する。 

2. 歩掛は，床掘り（仕上げ含む），基礎，型枠，コンクリート打設，埋戻しの労務を含む。 

3. 諸雑費は，型枠用合板，鋼製型枠，型枠用金物，組立支持材，はく離材及び電気ドリル，電気ノコギリ損

料，電力に関する経費，仮設材の持上（下）げ機械，締固め機械に要する費用であり，労務費，バックホウ

の機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

4. 運搬機械が上表により難い場合は，別途考慮する。 

5. 不整地運搬車は賃料とする。 

6. 養生工が必要な場合は別途計上する。 

 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（山腹水路工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工

（山腹水路工） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３－５－４－２ プレキャスト集水桝据付 
  プレキャスト集水桝据付の歩掛は，次表とする。 

表3.18 集水桝据付歩掛 （１基当り）

集 水 桝 製 品 質 量 150を超え

500㎏以下

500を超え

1000㎏以下

1000を超え

1500㎏以下

1500を超え

1700㎏以下

摘    要 

名   称 規    格 単位  

世 話 役  人 0.2 0.3 0.3 0.3  

特 殊 作 業 員  〃 0.3 0.3 0.3 0.4  

普 通 作 業 員  〃 0.5 0.5 0.6 0.6  

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
クローラ型・クレーン機能付 

山積 0.28 ㎥（平積 0.2 ㎥） 

吊能力1.7ｔ 

ｈ 2.2 2.7 3.2 3.5  

不整地運搬車運転

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
クローラ型・ダンプ式 2.5ｔ積 

日 0.1 
必要に応じて計上

（注）1. 

諸 雑 費 率  ％ 0.5  

（注） 1. 歩掛は，平均運搬距離 50ｍ以下の現場内小運搬を含む。ただし，平均運搬距離が 50ｍを超え 200ｍ以下

の場合は，不整地運搬車を計上する。 

2. 歩掛は，床掘り（仕上げ含む），基礎，埋戻しの労務を含む。 

3. 諸雑費は，締固め機械の費用であり，労務費，バックホウの機械損料及び運転経費の合計に上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

4. 運搬機械が上表により難い場合は，別途考慮する。 

5. 不整地運搬車は賃料とする。 

３－６ 材料使用量 
３－６－１ 遮水シート，吸出し防止材使用量 

遮水シート，吸出し防止材使用量は，次式による。 
使用量（㎡）＝設計量（㎡）×（１＋Ｋ） 
 

表3.19 ロス率（Ｋ） 

材  料  名 遮 水 シ ー ト 吸 出 し 防 止 材 

ロ    ス    率 ＋0.10 ＋0.10 

 
３－６－２ 砕石使用量 

埋戻し，基礎，フィルター材等に使用する砕石の使用量は，次式による。 
使用量（㎥）＝設計量（㎥）×（１＋Ｋ） 
 

表3.20 ロス率（Ｋ） 

材  料  名 砕      石 

ロ   ス   率 ＋0.20 

 

 

 

 

 

 

 
３－５－４－２ プレキャスト集水桝据付 
  プレキャスト集水桝据付の歩掛は，次表とする。 

表3.18 集水桝据付歩掛 （１基当り） 

集 水 桝 製 品 質 量 150を超え

500㎏以下

500を超え

1000㎏以下

1000を超え

1500㎏以下

1500を超え

1700㎏以下

摘    要 

名   称 規    格 単位  

世 話 役  人 0.2 0.3 0.3 0.3  

特 殊 作 業 員  〃 0.3 0.3 0.3 0.4  

普 通 作 業 員  〃 0.5 0.5 0.6 0.6  

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 
クローラ型・クレーン機能付

山積 0.28 ㎥（平積 0.2 ㎥） 

吊能力1.7ｔ 

ｈ 2.2 2.7 3.2 3.5  

不整地運搬車運転

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
クローラ型・ダンプ式 2.5ｔ積

日 0.1 
必要に応じて計上

（注）1. 

諸 雑 費 率  ％ 0.5  

（注） 1. 歩掛は，平均運搬距離 50ｍ以下の現場内小運搬を含む。ただし，平均運搬距離が 50ｍを超え 200ｍ以下

の場合は，不整地運搬車を計上する。 

2. 歩掛は，床掘り（仕上げ含む），基礎，埋戻しの労務を含む。 

3. 諸雑費は，締固め機械の費用であり，労務費，バックホウの機械損料及び運転経費の合計額に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。 

4. 運搬機械が上表により難い場合は，別途考慮する。 

5. 不整地運搬車は賃料とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（山腹水路工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工

（山腹水路工） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３－７ 単 価 表 
(１) 山腹Ｕ形側溝10ｍ当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 1×10/D 表3.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×10/D 〃 

Ｕ 形 側 溝  個   

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   

砕 石  〃  
設計数量×（1＋ロス率）
（表3.20） 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
クローラ型・クレーン機能付 
山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

日 1×10/D  

不 整 地 運 搬 車 運 転 
排出ガス対策型（第１次基準値）
クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 

〃  必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.4，表3.6 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ/日） 

 
(２) 山腹コルゲートフリューム10ｍ当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 1×10/D 表3.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×10/D 〃 

コ ル ゲ ー ト フ リ ュ ー ム 

(ポリエチレン製角型Ｕ字溝) 
 個   

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   

砕 石  〃  
設計数量×（１＋ロス率）

（表3.20） 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

日 1×10/D  

不 整 地 運 搬 車 運 転 
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
〃  必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.8 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ/日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３－７ 単 価 表 
(１) 山腹Ｕ形側溝10ｍ当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 1×10/D 表3.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×10/D 〃 

Ｕ 形 側 溝  個   

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   

砕 石  〃  
設計数量×（1＋ロス率） 
（表3.20） 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型
（第２次基準値） 
クローラ型・クレーン機能付 
山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

日 1×10/D  

不 整 地 運 搬 車 運 転
排出ガス対策型（第１次基準値）
クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 

〃  必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.4，表3.6 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ/日） 

 
(２) 山腹コルゲートフリューム10ｍ当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 1×10/D 表3.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×10/D 〃 

コ ル ゲ ー ト フ リ ュ ー ム

(ポリエチレン製角型Ｕ字溝)
 個   

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   

砕 石  〃  
設計数量×（１＋ロス率） 

（表3.20） 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

日 1×10/D  

不 整 地 運 搬 車 運 転
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
〃  必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.8 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ/日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（山腹水路工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工

（山腹水路工） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(３) 山腹Ｕ型側溝明暗渠10ｍ当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人 1×10/D 表3.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×10/D 〃 

Ｕ 形 側 溝  個   

暗 渠 管  ｍ又は本   

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   

砕 石  〃  
設計数量×(１＋ロス率) 

（表3.20） 

遮 水 シ ー ト  ｍ2  
設計数量×(１＋ロス率) 

（表3.19） 

吸 出 し 防 止 材  〃  〃 必要に応じて計上

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

日 1×10/D  

不 整 地 運 搬 車 運 転 
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
〃  必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.10，表3.12 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ/日） 

 
(４) 山腹コルゲートフリューム明暗渠10ｍ当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人 1×10/D 表3.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×10/D 〃 

コ ル ゲ ー ト フ リ ュ ー ム 

(ポリエチレン製角型Ｕ字溝) 
 個   

暗 渠 管  ｍ又は本   

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   

砕 石  〃  
設計数量×(１＋ロス率) 

（表3.20） 

遮 水 シ ー ト  ｍ2  
設計数量×(１＋ロス率) 

（表3.19） 

吸 出 し 防 止 材  〃  〃 必要に応じて計上

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

日 1×10/D  

不 整 地 運 搬 車 運 転 
排出ガス対策型（第１次基準値 ）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
〃  必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.14 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ/日） 

 

 

 

 

 

 

 
(３) 山腹Ｕ型側溝明暗渠10ｍ当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人 1×10/D 表3.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×10/D 〃 

Ｕ 形 側 溝  個   

暗 渠 管  ｍ又は本   

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   

砕 石  〃  
設計数量×(１＋ロス率) 

（表3.20） 

遮 水 シ ー ト  ｍ2  
設計数量×(１＋ロス率) 

（表3.19） 

吸 出 し 防 止 材  〃  〃 必要に応じて計上 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

日 1×10/D  

不 整 地 運 搬 車 運 転
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
〃  必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.10，表3.12 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ/日） 

 
(４) 山腹コルゲートフリューム明暗渠10ｍ当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人 1×10/D 表3.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×10/D 〃 

コ ル ゲ ー ト フ リ ュ ー ム

(ポリエチレン製角型Ｕ字溝)
 個   

暗 渠 管  ｍ又は本   

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   

砕 石  〃  
設計数量×(１＋ロス率) 

（表3.20） 

遮 水 シ ー ト  ｍ2  
設計数量×(１＋ロス率) 

（表3.19） 

吸 出 し 防 止 材  〃  〃 必要に応じて計上 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

日 1×10/D  

不 整 地 運 搬 車 運 転
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
〃  必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.14 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ/日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（山腹水路工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工

（山腹水路工） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(５) 山腹暗渠管10ｍ当り単価表 

名       称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人 1×10/D 表3.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×10/D 〃 

暗 渠 管  ｍ又は本   

砕 石  ｍ3  
設計数量×(1＋ロス率) 

（表3.20） 

遮 水 シ ー ト  ｍ2  
設計数量×(1＋ロス率) 

（表3.19） 

吸 出 防 止 材  〃  〃 必要に応じて計上

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

日 1×10/D  

不 整 地 運 搬 車 運 転 
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
〃  必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.16 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ/日） 
  

(６) 集水桝設置１基当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表3.17 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

型 枠 工  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   

砕 石  ｍ3  
設計数量×(1＋ロス率) 

（表3.20） 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

ｈ  表3.17 

不 整 地 運 搬 車 運 転 
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
日    〃 必要に応じて計上

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

 
(７) プレキャスト集水桝設置１基当り単価表 

名       称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表3.18 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

集 水 桝  基 1  

砕 石  ｍ3  
設計数量×(1＋ロス率) 

（表3.20） 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

ｈ  表3.18 

不 整 地 運 搬 車 運 転 
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
日    〃 必要に応じて計上

諸 雑 費  式 1 表3.18 

計     

 

 
(５) 山腹暗渠管10ｍ当り単価表 

名       称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人 1×10/D 表3.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×10/D 〃 

暗 渠 管  ｍ又は本   

砕 石  ｍ3  
設計数量×(1＋ロス率) 

（表3.20） 

遮 水 シ ー ト  ｍ2  
設計数量×(1＋ロス率) 

（表3.19） 

吸 出 防 止 材  〃  〃 必要に応じて計上 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

日 1×10/D  

不 整 地 運 搬 車 運 転
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
〃  必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.16 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ/日） 
  

(６) 集水桝設置１基当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表3.17 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

型 枠 工  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   

砕 石  ｍ3  
設計数量×(1＋ロス率) 

（表3.20） 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

ｈ  表3.17 

不 整 地 運 搬 車 運 転
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
日    〃 必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

 
(７) プレキャスト集水桝設置１基当り単価表 

名       称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表3.18 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

集 水 桝  基 1  

砕 石  ｍ3  
設計数量×(1＋ロス率) 

（表3.20） 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

ｈ  表3.18 

不 整 地 運 搬 車 運 転
排出ガス対策型（第１次基準値）

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
日    〃 必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表3.18 

計     

 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（山腹水路工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工

（山腹水路工） 
 

 

(８) 機械運転単価表 

機  械  名 規       格 適用単価表 指  定  事  項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ 集  水  桝  工 ） 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

機－１  

バ ッ ク ホ ウ 

( 山 腹 集 水 路 ･ 排 水 路 工 ) 

（ 山腹 明暗 渠工） 

（ 山 腹 暗 渠 工 ） 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

機－18 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→45 

機 械 損 料 数 量→ 1.56 

不 整 地 運 搬 車 
排出ガス対策型（第１次基準値） 

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
機－28 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→ 12 

賃 料 数 量→ 1.66 
 

 
 

(８) 機械運転単価表 

機  械  名 規       格 適用単価表 指  定  事  項 

バ ッ ク ホ ウ

（ 集  水  桝  工 ）

排出ガス対策型（第２次基準値）

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

機－１  

バ ッ ク ホ ウ

( 山 腹 集 水 路 ･ 排 水 路 工 )

（ 山腹 明暗 渠工）

（ 山 腹 暗 渠 工 ）

排出ガス対策型（第２次基準値）

クローラ型・クレーン機能付 

山積0.28㎥(平積0.2㎥)吊能力1.7ｔ 

機－18 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→45 

機 械 損 料 数 量→ 1.56 

不 整 地 運 搬 車
排出ガス対策型（第１次基準値） 

クローラ型・ダンプ式2.5ｔ積 
機－28 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→ 12 

賃 料 数 量→ 1.66 
 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（集排水ボーリング洗浄工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工 
集排水ボーリン

グ孔洗浄工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
5. 集排水ボーリング孔洗浄工 
５－１ 適 用 範 囲 
本資料は，地すべり防止施設における横ボーリング孔及び集水井内での集排水ボーリング孔（φ30㎜～φ150㎜，延長130

ｍ以下／本）の高圧ポンプによる洗浄工に適用する。 
なお，洗浄工程数については，集水孔は４工程まで，排水孔は３工程までに適用する。 

５－２ 施 工 概 要 
施工フローは，下記を標準とする。 
（１) 井内作業 

 
 
 
 
 
 
 
 

（２) 井外作業 
 
 
 
 
 
 
 

(注) 本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。 

図5-1 施工フロー 

 
５－３ 機種の選定 
洗浄作業における機械等の機械・規格は，次表を標準とする。 

表5.1 機種の選定 

機 械 名 規      格 単位 数量 摘      要 

工事用高圧洗浄機 
エンジン駆動35～70ℓ/min 

14.7MPa 
台 １ ノズル，高圧ホース含む 

 
５－４ 施 工 歩 掛 
洗浄工の施工歩掛は，次表とする。 

表5.2 洗浄工歩掛 

日当り作業量 

（ｍ／日） 
編成人員（人） 使 用 機 械 諸雑費率（％） 

Ｄ＝220 

世 話 役 １ 工事用高圧洗浄機 １台 ２ 

特 殊 作 業 員 ２   

普 通 作 業 員 １   

(注) 諸雑費は，水中ポンプ賃料，ファン（軸流式）損料，水槽の損料，電力に関する経費等であり，労務費の合計

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
５－４ 施 工 歩 掛 
洗浄工の施工歩掛は，次表とする。 

表5.2 洗浄工歩掛 

日当り施工量 

（ｍ／日） 
編成人員（人） 使 用 機 械 諸雑費率（％） 

Ｄ＝220 

世 話 役 １

工事用高圧洗浄機 １台 ２ 特 殊 作 業 員 ２

普 通 作 業 員 １

(注) 諸雑費は，水中ポンプ賃料，ファン（軸流式）損料，水槽の損料，電力に関する経費等であり，労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（集排水ボーリング洗浄工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工 
集排水ボーリン

グ孔洗浄工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５－５ 集水井内足場工 
５－５－１ 適用範囲 
井内作業における集水井内足場の設置・撤去に適用する。 
また，本歩掛は足場設置高さに関係なく適用できる。 

５－５－２ 施工歩掛 
井内作業における集水井内足場の設置・撤去歩掛は，次表のとおりとする。 
なお，本歩掛で対応しているのは，５－５－３［参考図］集水井内足場概念図に示す足場工である。 
 

表5.3 集水井内足場設置・撤去歩掛 

（１回当り）

名  称 単位 数  量 

世 話 役 人 0.4 

と び 工 〃 0.7 

普 通 作 業 員 〃 0.5 

諸 雑 費 率 ％ 7 

(注)  諸雑費は，ファン（軸流式）損料，足場板合

板，角材，安全ネット及び電力に関する経費等

であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額

を上限として計上する。 

 
５－５－３ ［参考図］集水井内足場概念図 

平面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

現行どおり 
 
 
 

表5.3 集水井内足場設置・撤去歩掛 

（１回当り）

名  称 単位 数  量 

世 話 役 人 0.4 

と び 工 〃 0.7 

普 通 作 業 員 〃 0.5 

諸 雑 費 率 ％ 7 

(注)  諸雑費は，ファン（軸流式）損料，足場板合

板，角材，安全ネット及び電力に関する経費等

であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
地すべり防止工（集排水ボーリング洗浄工） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
地すべり防止工 
集排水ボーリン

グ孔洗浄工 
 

 

５－６ 単 価 表 

(１) 洗浄工10ｍ当り単価表 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人 （10／Ｄ）×１ 表5.2(注) 

特 殊 作 業 員  〃 （10／Ｄ）×２ 〃 

普 通 作 業 員  〃 （10／Ｄ）×１ 〃 

工 事 用 
高 圧 洗 浄 機 

エンジン駆動 
35～70ℓ／min 
14.7MPa 

日 （10／Ｄ）×１ 〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

(注) Ｄ：日当り作業量 

(２) 集水井内足場設置・撤去１回当り単価表 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人 0.4 表5.3 

と び 工  〃 0.7 〃 

普 通 作 業 員  〃 0.5 〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

(３) 機械運転単価表 

機  械  名 規       格 適用単価表 摘    要 

工 事 用 高 圧 洗 浄 機 
エンジン駆動 
35～70ℓ／min 14.7MPa 

機－24 
燃料消費量→35 
機械損料数量→ 1.61 

 

 
５－６ 単 価 表 

(１) 洗浄工10ｍ当り単価表 

名    称 規    格 単 位 数  量 摘    要 

世 話 役  人 （10／Ｄ）×１ 表5.2(注) 

特 殊 作 業 員  〃 （10／Ｄ）×２ 〃 

普 通 作 業 員  〃 （10／Ｄ）×１ 〃 

工 事 用 高 圧
洗 浄 機 運 転

エンジン駆動 
吐出量35～70ℓ／min
圧力14.7MPa 

日 （10／Ｄ）×１ 〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計       

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 

(３) 機械運転単価表 

機  械  名 規       格 適用単価表 指 定 事 項 

工 事 用 高 圧 洗 浄 機
エンジン駆動 
吐出量35～70ℓ／min 
圧力14.7MPa 

機－24 
燃料消費量→28 
機械損料数量→ 1.61 

 
 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート舗装工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
道路舗装 
コンクリート舗

装工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 適用範囲 

  本資料は，レディーミクストコンクリートを用いたセメントコンクリート舗装工事に適用する。

  なお，特殊舗装（連続鉄筋コンクリート・プレストレストコンクリート舗装等）及び両勾配にお

ける２車線同時施工には適用しない。 

2. 施工概要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

2. 路盤工は，｢第11章道路舗装①路盤工」による。 

3. アスファルト中間層の施工は，｢第11章道路舗装②アスファルト舗装工」による。
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3. 舗設工 

  舗設は機械舗設を標準とするが，施工量が少ない場合，交差点，すりつけ部等機械持込みが不適

当な場合は，人力舗設とする。 

 ３－１ 機種の選定 

   機械舗設における機械・規格は，次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 舗設工 

  舗設は機械舗設を標準とするが，施工量が少ない場合，交差点，すりつけ部等機械持込みが不適当な場合

は，人力舗設とする。 

 ３－１ 機種の選定 

   機械舗設における機械・規格は，次表を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

表3.1 機種の選定 

作業種別 機  械  名 規     格 単位 数量 摘要 

コンクリートスプレッダ ブレード式３～7.5ｍ 台 １  

コンクリートフィニッシャ ３～7.5ｍ 〃 １  舗 設

コンクリートレベラー ３～7.5ｍ 〃 １  

舗 設 機 械
設 置 ・ 撤 去 ラフテレーンクレーン 

排出ガス対策型(第１次基準値)
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 〃 １  

表3.1 機種の選定 

作業種別 機  械  名 規     格 単位 数量 摘要 

コンクリートスプレッダ ブレード式３～7.5ｍ 台 １  

コンクリートフィニッシャ ３～7.5ｍ 〃 １  舗 設

コンクリートレベラー ３～7.5ｍ 〃 １  

舗 設 機 械
設 置 ・ 撤 去 ラフテレーンクレーン

排出ガス対策型(第２次基準値)
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 〃 １  

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート舗装工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ３－２ 舗設歩掛 

   舗設歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ 舗設用コンクリート使用量 

   舗設用コンクリート使用量は，次式による。 

   使用量（ｍ3)＝設計面積（ｍ2)×舗設厚（ｍ)×(１＋Ｋ)……式3.1 

           Ｋ：ロス率 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

表3.2 舗 設 歩 掛 （100ｍ2当り）

機 械 舗 設 人 力 舗 設 
名     称 単 位 

１車 ２車 舗設厚 20cm以上 舗設厚 20cm未満

世 話 役 人 0.81 0.70 1.56 1.08 

特 殊 作 業 員 〃 2.52 2.16 4.85 3.35 

普 通 作 業 員 〃 5.66 4.87 9.23 6.38 

コンクリートスプレッダ運転 ｈ 1.42 1.21 － 

コンクリートフィニッシャ運転 〃 1.42 1.21 － 

コンクリートレベラー運転 〃 1.42 1.21 － 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.12 － 

諸 雑 費 率 ％ 18 20 18 27 

(注) 1. 機械舗設で１車とは１車線施工であり，２車とは２車線同時施工をいう。 

2. １車において，片側交互通行規制で施工する場合は，ラフテレーンクレーン運転及び諸雑

費を除いた，上記歩掛の各々に1.1を乗じた数値を計上する。 

3. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

4. コンクリートの搬入にアジテータ車を用いる場合は，コンクリートスプレッダは計上しな

い。 

5. 諸雑費は，養生材料等（初期，後期養生用）及び舗設に使用する機械（型枠，軌条，トラ

ック（クレーン装置付４ｔ積，２ｔ吊)，コンクリートカッタ，小機械器具）の費用であり，

労務費，賃料，機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。ただし，人力施工の場合は，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上

する。 

表3.3 ロ ス 率（Ｋ） 

舗  設  厚 25cm未満 25cm以上30cm以下

ロ  ス  率 ＋0.04 ＋0.03 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート舗装工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 単価表 

  (１) 機械舗設100ｍ2当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (２) 人力舗設100ｍ2当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (３) 機械運転単価表 

 

 
 

4. 単価表 

  (１) 機械舗設100ｍ2当り単価表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現行どおり 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  式3.1 

石 粉 又 は 瀝 青 材  kg，ℓ   

鉄 網 Ｄ６ 150×150 ｍ2   

補 強 鉄 筋  kg   

縦 目 地 （膨張） （収縮） ｍ  

横 目 地 （膨張） （収縮） 〃  

目地材・目地板・スリップバ

ー・チェア等含む 

縦 自 由 縁 部  〃  目地材・目地板等含む 

コンクリートスプレッダ運転 ブレード式３～7.5ｍ ｈ  表3.2 

コンクリートフィニッシャ運転 ３～7.5ｍ 〃   〃 

コンクリートレベラー運転 ３～7.5ｍ 〃   〃 

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型(第１
次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  式3.1 

石 粉 又 は 瀝 青 材  kg，ℓ   

鉄 網 Ｄ６ 150×150 ｍ2   

補 強 鉄 筋  kg   

縦 目 地 （膨張） （収縮） ｍ  

横 目 地 （膨張） （収縮） 〃  

目地材・目地板・スリップバ

ー・チェア等含む 

縦 自 由 縁 部  〃  目地材・目地板等含む 

諸 雑 費  式 1 表3.2 

計     

機  械  名 規     格 適 用 単 価 表 指 定 事 項 

コンクリートスプレッダ ブレード式３～7.5ｍ 機－１  

コンクリートフィニッシャ 勾配固定式３～7.5ｍ 機－１  

コンクリートレベラー 勾配固定式３～7.5ｍ 機－１  

名     称 規     格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  式3.1 

石 粉 又 は 瀝 青 材  kg，ℓ   

鉄 網 Ｄ６ 150×150 ｍ2   

補 強 鉄 筋  kg   

縦 目 地 （膨張） （収縮） ｍ  

横 目 地 （膨張） （収縮） 〃  

目地材・目地板・スリップバ

ー・チェア等含む 

縦 自 由 縁 部  〃  目地材・目地板等含む 

コンクリートスプレッダ運転 ブレード式３～7.5ｍ ｈ  表3.2 

コンクリートフィニッシャ運転 ３～7.5ｍ 〃   〃 

コンクリートレベラー運転 ３～7.5ｍ 〃   〃 

ラフテレーンクレーン賃料
排出ガス対策型(第２
次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     



土木工事標準歩掛の一部改定 
路側工 

 

工種名 現  行 改  定 
道路付属施設 

路側工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 路側工 

②－１ 路側工 

 

1. 適用範囲 

本資料は，プレキャスト製品による歩車道境界ブロック及び地先境界ブロックの据付作業に適

用する。 

 

２．施工概要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のどおり 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
路側工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 機種の選定 

   ブロック据付作業（ブロックの長さ：1,000㎜を超え2,000㎜以下 ブロックの質量：150㎏

以上550㎏未満）における機械・規格は，次表を標準とする。 

表 3.1  機種の選定 

 

 

 

 

 

(注) 1. バックホウは，賃料とする。 

   2. バックホウは，「クレーン等安全規則」，「移動式クレーン構造規格」に 

    準拠した機械である。 

 

４． 日当り編成人員 

   ブロック据付作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表4.1 日当り編成人員             (人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 機種の選定 

   ブロック据付作業（ブロックの長さ：1,000㎜を超え2,000㎜以下 ブロックの質量：150㎏以上 

550㎏未満）における機械・規格は，次表を標準とする。 

表 3.1  機種の選定 

 

 

 

 

(注) 1. バックホウは，賃料とする。 

   2. バックホウは，「クレーン等安全規則」，「移動式クレーン構造規格」に 

    準拠した機械である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機  械  名 規     格 単   位 数   量 

バ ッ ク ホ ウ 
排出ガス対策型(第１次基準値)，クロー

ラ型・クレーン機能付,山積0.45ｍ3(平積

0.35ｍ3）,吊能力2.9ｔ 

台 １ 

機  械  名 規     格 単   位 数   量 

バ ッ ク ホ ウ 
排出ガス対策型(第２次基準値)，クロー
ラ型・クレーン機能付,山積0.45ｍ3(平積

0.35ｍ3）,吊能力2.9ｔ 

台 １ 

  

ブ ロ ッ ク の 規 格 職     種 

ブ ロ ッ ク の 長 さ ブ ロ ッ ク の 質 量 世話役 ブロック工 普通作業員

50kg未満 １ ２ ２ 
600㎜以下 

50kg以上100kg未満 １ ２ ２ 

600㎜を超え1,000㎜以下 50kg以上150kg未満 １ ２ ２ 

1,000㎜を超え2,000㎜以下 150kg以上550kg未満 １ １ ２ 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
路側工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 日当り施工量 

ブロック据付作業の日当り施工量は，次表を標準とする。 

表5.1 日当り施工量             (ｍ／日) 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 上表は，直線部，曲線部及び片面用，両面用，乗入れ，すりつけ用ブロックを 

     含んでいる。 

   2. 上表には，敷モルタル，目地モルタルの施工を含む。 

   3. 上表には，ブロックの現場内小運搬を含む。 

   4. 床掘り，埋戻し，基礎の施工は，別途計上する。 

 

６． 諸雑費 

諸雑費は，敷モルタル，目地モルタル，器具，補助機械等の費用であり，労務費の合計額に

次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表6.1 諸雑費率     （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行どおり 

ブ ロ ッ ク の 規 格 

ブ ロ ッ ク の 長 さ ブ ロ ッ ク の 質 量 
日当り施工量 

50kg未満 70 
600㎜以下 

50kg以上100kg未満 60 

600㎜を超え1,000㎜以下 50kg以上150kg未満 65 

1,000㎜を超え2,000㎜以下 150kg以上550kg未満 70 

ブ ロ ッ ク の 規 格 

ブ ロ ッ ク の 長 さ ブ ロ ッ ク の 質 量 
諸雑費率 

50kg未満 9 
600㎜以下 

50kg以上100kg未満 9 

600㎜を超え1,000㎜以下 50kg以上150kg未満 13 

1,000㎜を超え2,000㎜以下 150kg以上550kg未満 9 



土木工事標準歩掛の一部改定 
路側工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 単価表 

(１) ブロック長が600㎜以下の境界ブロック据付100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 
 

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ／日） 

(２) ブロック長が600㎜を超え1,000㎜以下の境界ブロック据付100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ／日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表4.1，表5.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃 ２×100／Ｄ  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×100／Ｄ  〃   〃 

境 界 ブ ロ ッ ク  個   

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表4.1，表5.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃 ２×100／Ｄ  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×100／Ｄ  〃   〃 

境 界 ブ ロ ッ ク  個   

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

   現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
路側工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) ブロック長が1,000㎜を超え2,000㎜以下の境界ブロック据付100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ／日） 

 

(４) 機械運転単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) ブロック長が1,000㎜を超え2,000㎜以下の境界ブロック据付100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ／日） 

 

(４) 機械運転単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表4.1，表5.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃 １×100／Ｄ  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×100／Ｄ  〃   〃 

境 界 ブ ロ ッ ク  個   

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第１
次基準値)，クローラ
型・クレーン機能付，
山積0.45ｍ3（平積0.35
ｍ3），吊能力2.9ｔ 

日 １×100／Ｄ 表3.1，表5.1 

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表4.1，表5.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃 １×100／Ｄ  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×100／Ｄ  〃   〃 

境 界 ブ ロ ッ ク  個   

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２
次基準値)，クローラ
型・クレーン機能付，
山積0.45ｍ3（平積0.35
ｍ3），吊能力2.9ｔ 

日 １×100／Ｄ 表3.1，表5.1 

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

機  械  名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第１次基準値)，
クローラ型・クレーン機能付，山
積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3），吊能力
2.9ｔ 

機－28 
運転労務数量→1.00
燃料消費量 →67 
賃 料 数 量→1.14

機  械  名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第２次基準値)，
クローラ型・クレーン機能付，山
積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3），吊能力
2.9ｔ 

機－28 
運転労務数量→1.00
燃料消費量 →67 
賃 料 数 量→1.14

  



土木工事標準歩掛の一部改定 
路側工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②－２ 路側取外し工 

1． 適用範囲 

本資料は，プレキャスト製品による歩車道境界ブロック及び地先境界ブロックの取外し作業

に適用する。 

2． 施工概要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

   2. ブロック，モルタルの処分費及び現場搬出の費用は，別途計上する。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
路側工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3． 機種の選定 

ブロック取外し作業における機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

 

 

 

 

(注) 小型バックホウは，賃料とする。 

４． 日当り編成人員 

ブロック取外し作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表4.1 日当り編成人員              （人） 

 

 

 

 

 

５． 日当り施工量 

ブロック取外し作業の日当り施工量は，次表を標準とする。 

表5.1 日当り施工量            （ｍ／日） 

 

 

 

 

 

(注) 1. 上表は，直線部，曲線部及び片面用，両面用，乗入れ，すりつけ用ブロック 

    を含んでいる。 

    2. 上表には，敷モルタル，目地モルタルの取外しを含む。 

    3. 上表には，ブロックの現場内小運搬を含む。 

    4. 基礎コンクリートのとりこわしは，別途計上する。 

 

 

3． 機種の選定 

ブロック取外し作業における機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

 

 

 

(注) 小型バックホウは，賃料とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機  械  名 規     格 単   位 数   量 

小型バックホウ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

クローラ型・超小旋回型 

山積0.22ｍ3(平積0.16ｍ3） 

台 １ 

機  械  名 規     格 単   位 数   量 

小型バックホウ 
排出ガス対策型（第２次基準値） 
クローラ型・超小旋回型 

山積0.22ｍ3(平積0.16ｍ3） 

台 １ 

  

ブロックの規格 職     種 
再利用区分

ブロックの長さ ブロックの質量 世 話 役 ブロック工 普通作業員

撤去・処分 800㎜以下 105㎏未満 １ － ３ 

再 利 用 800㎜以下 105㎏未満 １ １ ２ 

ブロックの規格 
再利用区分

ブロックの長さ ブロックの質量
日当り施工量 

撤去・処分 800㎜以下 105㎏未満 200 

再 利 用 800㎜以下 105㎏未満 115 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
路側工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 諸雑費 

諸雑費は，モルタルはつり，器具，補助機械等の費用であり，労務費の合計額に次表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

表6.1 諸雑費率              (％) 

 

 

 

 

 

 

７． 単価表 

(１) 撤去・処分（ブロック長800㎜以下）の境界ブロック取外し100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ／日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 単価表 

(１) 撤去・処分（ブロック長800㎜以下）の境界ブロック取外し100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ／日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行どおり 
機  械  名 規     格 単   位 数   量 

小型バックホウ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

クローラ型・超小旋回型 

山積0.22ｍ3(平積0.16ｍ3） 

台 １ 

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表4.1，表5.1 

普 通 作 業 員  〃 ３×100／Ｄ  〃 ， 〃 

小 型 バ ッ ク ホ ウ
運 転

排出ガス対策型(第１
次基準値)，クローラ
型・超小旋回型，山積
0.22ｍ3（平積0.16ｍ3） 

日 １×100／Ｄ 表3.1， 〃 

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表4.1，表5.1 

普 通 作 業 員  〃 ３×100／Ｄ  〃 ， 〃 

小 型 バ ッ ク ホ ウ
運 転

排出ガス対策型(第２
次基準値)，クローラ
型・超小旋回型，山積
0.22ｍ3（平積0.16ｍ3） 

日 １×100／Ｄ 表3.1， 〃 

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     



土木工事標準歩掛の一部改定 
路側工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 再利用（ブロック長800㎜以下）の境界ブロック取外し100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ／日） 

(３) 機械運転単価表 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 再利用（ブロック長800㎜以下）の境界ブロック取外し100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ／日） 

(３) 機械運転単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表4.1，表5.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃 １×100／Ｄ  〃 ， 〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×100／Ｄ  〃 ， 〃 

小 型 バ ッ ク ホ ウ 
運 転 

排出ガス対策型(第１
次基準値)，クローラ
型・超小旋回型，山積
0.22ｍ3（平積0.16ｍ3）

日 １×100／Ｄ 表3.1， 〃 

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表4.1，表5.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃 １×100／Ｄ  〃 ， 〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×100／Ｄ  〃 ， 〃 

小 型 バ ッ ク ホ ウ
運 転

排出ガス対策型(第２
次基準値)，クローラ
型・超小旋回型，山積
0.22ｍ3（平積0.16ｍ3） 

日 １×100／Ｄ 表3.1， 〃 

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

 

機  械  名 規    格 適用単価表 指定事項 

小型バックホウ 
排出ガス対策型(第１次基準値)，
クローラ型・超小旋回型，山積
0.22ｍ3（平積0.16ｍ3） 

機－28 
運転労務数量→1.00
燃料消費量 →23 
賃 料 数 量→1.34

機  械  名 規    格 適用単価表 指定事項 

小型バックホウ 
排出ガス対策型(第２次基準値)，
クローラ型・超小旋回型，山積
0.22ｍ3（平積0.16ｍ3） 

機－28 
運転労務数量→1.00
燃料消費量 →23 
賃 料 数 量→1.34

  



土木工事標準歩掛の一部改定 
切削オーバーレイ工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
道路維持修繕 
路面切削工 
 

 
切削オーバーレイ工 

 ２－１ 適 用 範 囲 

   本資料は，路面切削機によるアスファルト舗装路面の切削作業（複数の路面切削機による並列切削作業を除く）から

舗装までを即日で急速施工する作業に適用する。 
   ただし，特殊結合材（エポキシ樹脂）及び特殊骨材（エメリー）を含むアスファルト舗装路面の切削作業を除く。 
   アスファルト混合物の積算は購入方式を標準とし，プラント方式の場合は別途考慮する。 
   また，排水性舗装，シックリフト工法，ＱＲＰ工法等並びに，路面切削機を使用しない道路打換え工のための舗装版

とりこわしには適用しない。 
 

 ２－２ 施 工 概 要 

   施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

２－３ 機種の選定 

   切削オーバーレイ工に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 

表2.1 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規   格 単 位 数 量 摘要

路 面 切 削 路 面 切 削 機 ホイール式２ｍ級 廃材積込装置付 台 １  

廃 材 運 搬 ダ ン プ ト ラ ッ ク 10ｔ積級 〃 必要数  

路 面 清 掃 路 面 清 掃 車 ブラシ式2.5～3.1ｍ3 四輪式 〃 １  

合 材 敷 均 し
ア ス フ ァ ル ト 

フ ィ ニ ッ シ ャ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

ホイール型2.4～6.0ｍ 
〃 １  

合 材 締 固 め

ロ ー ド ロ ー ラ 
排出ガス対策型(第１次基準値) 

マカダム 10～12ｔ 
〃 １  

タ イ ヤ ロ ー ラ 
排出ガス対策型(第１次基準値) 

８～20ｔ 
〃 １  

 

 

 

 

 
切削オーバーレイ工 

 ２－１ 適 用 範 囲 

   本資料は，路面切削機によるアスファルト舗装路面の切削作業（複数の路面切削機による並列切削作業を除く）から

舗装までを即日で急速施工する作業に適用する。 
   ただし，特殊結合材（エポキシ樹脂）及び特殊骨材（エメリー）を含むアスファルト舗装路面の切削作業を除く。 
   アスファルト混合物の積算は購入方式を標準とし，プラント方式の場合は別途考慮する。 
   また，橋面防水工を同時に施工する場合の橋面舗装，排水性舗装，シックリフト工法，ＱＲＰ工法等並びに，路面切

削機を使用しない道路打換え工のための舗装版とりこわしには適用しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
切削オーバーレイ工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

２－４ 編 成 人 員 

   切削オーバーレイ工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表2.2 日当り編成人員 (人）

世 話 役 特殊作業員 普通作業員 

１ ３ ５ 

 

２－５ 施 工 歩 掛 

  ２－５－１ 日当り施工量 
    切削オーバーレイ工の標準的な日当り施工量は，次表を標準とする。 

表2.3 日当り施工量 （ｍ2／日）

平 均 切 削 深 さ ６cm以下 

即 日 舗 設 
一層 1,050 

二層 710 

(注) 1. 切削深さが６cmを超える場合は，別途考慮する。 
2. 多層舗設の場合，他日に表層のみを施工する場合の表層は別途計上する。

3. 上表には清掃作業を含む。 

4. 平均切削深さは，次式を標準とする。 

 Ｈ＝
Av
Ｗ
×100 

 Ｈ ：１現場の平均切削深さ（cm） 
 Av：１現場の平均切削断面積（ｍ2） 
 Ｗ ：平均切削幅員（ｍ） 

 

２－５－２ 廃材運搬工 
    廃材運搬工は，「第13章道路維持修繕①路面切削工１－５－２廃材運搬工」による。 

２－５－３ 舗装工材料 
(１) アスファルト混合物のロス率は，「第11章道路舗装②アスファルト舗装工３－４－１アスファルト混合物のロ

ス率」による。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２－５－２ 廃材運搬工 
    廃材運搬工は，「道路維持修繕 路面切削工 廃材運搬工」による。 

２－５－３ 舗装工材料 
   (１)  アスファルト混合物のロス率は，次表による。 

表2.4 ロ ス 率 

種     別 歩 車 道 区 分 ロ  ス  率 

ア ス フ ァ ル ト 混 合 物

車 道 及 び 路 肩 ＋0.07 

歩 道 ＋0.10 

ア ス カ ー ブ ＋0.09 

(注) 1. ロス率は，材料ロスに対する材料補正である。 

2. すりつけに使用する混合物は，ロス率に含まないので別途計上する。 

 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
切削オーバーレイ工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
   (２) 瀝青材料の散布量は，「第11章道路舗装②アスファルト舗装工３－４－２瀝青材料の散布量」による。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２－６ 諸 雑 費 

   諸雑費は下記事項の費用であり，労務費と組合せ機械（路面切削機，路面清掃車，アスファルトフィニッシャ，ロー

ドローラ，タイヤローラ）の機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
   (１) 切削作業に使用する雑器具（スコップ，ホウキ等）の費用 
   (２) 路面切削機のビットの損耗費 
   (３) 路面清掃車のブラシの損耗費 
   (４) 瀝青材料の散布費用 
   (５) 舗装用器具及び加熱燃料等の費用 
   (６) 切削に伴う段差すりつけ設置，撤去にかかる費用（必要な場合） 
 

表2.4 諸 雑 費 率 （％）

平 均 切 削 深 さ ６cm以下 

即 日 舗 設 
一層 

23 

（設置のみ29，設置撤去30） 

二層 18 

(注) 1. 路面清掃車は，業者持ち込みとする。 

2. 段差すりつけが必要な場合は,( ）内の率を計上する。 

3. 切削深さが６cmを超える場合は，別途考慮する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   (２)  瀝青材料の散布量は，次表による。 

表2.5 瀝青材料の散布量 （100ｍ2当り）

種        別 単位 数      量 

タ ッ ク コ ー ト   ℓ 43 

プ ラ イ ム コ ー ト 〃 126 

(注) 1. 基層にグースアスファルト混合物を使用する場合の瀝青材料は，タック 

コート（ゴム入り）を使用する。 

2. 上記の散布量には，材料ロス分を含む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表2.6 諸 雑 費 率 （％） 

平 均 切 削 深 さ ６cm以下 

即 日 舗 設
一層 

23 

（設置のみ29，設置撤去30） 

二層 18 

(注) 1. 路面清掃車は，業者持ち込みとする。 

2. 段差すりつけが必要な場合は,( ）内の率を計上する。 

3. 切削深さが６cmを超える場合は，別途考慮する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
切削オーバーレイ工 

 

工種名 現  行 改  定 
２－７ 単 価 表 

  (１) 切削オーバーレイ100ｍ2当り単価表 

名   称 規   格 単位 数 量 摘  要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表2.2，表2.3 

特 殊 作 業 員  〃 ３×100／Ｄ    〃 

普 通 作 業 員  〃 ５×100／Ｄ    〃 

ア ス フ ァル ト混 合 物  ｔ  （注）１ 

瀝 青 材 料  ℓ  （注）２ 

路 面 切 削 機 運 転 
ホイール式２ｍ級 

廃材積込装置付 
日 100／Ｄ 表2.3 

路 面 清 掃 車 運 転 
ブラシ式2.5～3.1ｍ3 

四輪式 
〃 100／Ｄ 〃 

アスファルトフィニッシャ

運 転 

排出ガス対策型(第１次基準値)

ホイール型2.4～6.0ｍ 
〃 100／Ｄ 〃 

ロ ー ド ロ ー ラ 運 転 
排出ガス対策型(第１次基準値)

マカダム 10～12ｔ 
〃 100／Ｄ 〃 

タ イ ヤ ロ ー ラ 運 転 
排出ガス対策型(第１次基準値)

８～20ｔ 
〃 100／Ｄ 〃 

諸 雑 費  式 １ 表2.4 

計     

(注) 1. 100×厚さ（ｍ）×締固め後密度（ｔ／ｍ3）×（１＋ロス率） 

2. 「第11章道路舗装②アスファルト舗装工」による。 

3. Ｄ：日当り施工量 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規   格 適用単価表 指定事項 
即 日

一層舗設

即 日

二層舗設

路 面 切 削 機 
ホイール式２ｍ級 

廃材積込装置付 
機－18 

運転労務数量

燃料消費量

機械損料数量

1.00 

139 

0.85 

1.00 

90 

0.55 

路 面 清 掃 車 
ブラシ式 

2.5～3.1ｍ3 四輪式 
機－19 

運転労務数量

燃料消費量

機械損料数量

0.93 

41 

1.14 

0.6 

26 

0.73 

アスファルトフィニッシャ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

ホイール型 

2.4～6.0ｍ 

機－18 

運転労務数量

燃料消費量

機械損料数量

1.00 

37 

1.23 

1.00 

59 

1.96 

ロ ー ド ロ ー ラ 
排出ガス対策型(第１次基準値) 

マカダム 10～12ｔ 
機－18 

運転労務数量

燃料消費量

機械損料数量

1.00 

20 

0.93 

1.00 

32 

1.48 

タ イ ヤ ロ ー ラ 
排出ガス対策型(第１次基準値) 

８～20ｔ 
機－18 

運転労務数量

燃料消費量

機械損料数量

1.00 

23 

1.31 

1.00 

39 

2.18 

２－７ 単 価 表 

  (１) 切削オーバーレイ100ｍ2当り単価表 

名   称 規   格 単位 数 量 摘  要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表2.2，表2.3 

特 殊 作 業 員  〃 ３×100／Ｄ    〃 

普 通 作 業 員  〃 ５×100／Ｄ    〃 

ア ス フ ァル ト混 合 物  ｔ  （注）１,表2.4 

瀝 青 材 料  ℓ  表2.5  

路 面 切 削 機 運 転
ホイール式２ｍ級 

廃材積込装置付 
日 100／Ｄ 表2.3 

路 面 清 掃 車 運 転
ブラシ式2.5～3.1ｍ3 

四輪式 
〃 100／Ｄ 〃 

アスファルトフィニッシャ

運 転

排出ガス対策型(第１次基準値)

ホイール型2.4～6.0ｍ 
〃 100／Ｄ 〃 

ロ ー ド ロ ー ラ 運 転
排出ガス対策型(第１次基準値)

マカダム 10～12ｔ 
〃 100／Ｄ 〃 

タ イ ヤ ロ ー ラ 運 転
排出ガス対策型(第１次基準値)

８～20ｔ 
〃 100／Ｄ 〃 

諸 雑 費  式 １ 表2.6 

計     

(注) 1. 100×厚さ（ｍ）×締固め後密度（ｔ／ｍ3）×（１＋ロス率） 

2. Ｄ：日当り施工量 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
舗装版破砕工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
道路維持修繕 
舗装版破砕工 
 

 
舗装版破砕工 
1. 舗装版破砕工 

 １－１ 適 用 範 囲 

  本資料は，コンクリート舗装版，アスファルト舗装版，コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の破砕作業及び

掘削・積込の作業に適用する。 
  ただし，急速施工，橋梁舗装版撤去，を除く。 
  なお，急速施工の場合は「第13章道路維持修繕③道路打換え工」によるものとし，路盤・路床の掘削は，「第２章土工

②機械土工」によるものとする。 
 
 １－２ 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
 
 １－３ 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，図１－１及び表１．１を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
舗装版破砕工 
1. 舗装版破砕工 

 １－１ 適 用 範 囲 

  本資料は，コンクリート舗装版，アスファルト舗装版，コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の破砕作業及び

掘削・積込の作業に適用する。 
  ただし，急速施工，橋梁舗装版撤去，を除く。 
  なお，急速施工の場合は「道路維持修繕 道路打換え工」によるものとし，路盤・路床の掘削は，「土工 機械土工」

によるものとする。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
舗装版破砕工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１－１ 機種の選定 
 

表1.1 機種の規格 

作業種別 機械名 規      格 単位 数量 摘 要

直接掘削積込

バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

クローラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

台 １  バックホウによる

掘 削 積 込

コンクリート圧

砕機によるとり

こ わ し

コ ン ク リ ー ト 

圧 砕 機 

開口幅 735～850mm 

破砕力549～981kN（56～100ｔ） 
〃 １  

(コンクリート圧砕機ベースマシ

ン ) バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型クローラ型 

（第１次基準値） 

山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3） 

〃 １  

大型ブレーカに

よ る と り こ

わし 

大 型 ブ レ ー カ ブレーカ 600～800kg級 〃 １  

(大型ブレーカベースマシン)バ

ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型クローラ型 

（第１次基準値） 

山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3） 

〃 １  

(注) 1. 舗 装 版 破 砕：大型ブレーカ又は，コンクリート圧砕機により舗装版のみを破砕する作業。 

     掘 削 ・ 積 込：大型ブレーカ又は，コンクリート圧砕機により舗装版を破砕後バックホウにより掘

削し，積込む作業。 

     直接掘削・積込：バックホウにより直接舗装版を掘削し，積込む作業。 

2. 「建設工事に伴う騒音，振動対策技術指針」の第２章適用範囲に示す地域等。 

3. 破砕する舗装版の厚さが15cm以下の場合はバックホウによる直接掘削積込を標準とするが，施工上騒

音振動対策を必要とする場合は，コンクリート圧砕機を選定することができる。 

4. 条件ｂで「上記以外の地域」となった場合においても，施工上騒音振動対策が必要となった場合は，コ

ンクリート圧砕機を選定することができる。 

5. 現場状況，作業量，占用物件等により上図及び上表により難い場合は，別途考慮する。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1.1 機種の規格 

作業種別 機械名 規      格 単位 数量 摘 要 

直接掘削積込

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

クローラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

台 １  バックホウによる

掘 削 積 込

コンクリート圧

砕機によるとり

こ わ し

コ ン ク リ ー ト

圧 砕 機

開口幅 735～850mm 

破砕力549～981kN（56～100ｔ） 
〃 １  

(コンクリート圧砕機ベースマシ

ン ) バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型クローラ型 

（第２次基準値） 

山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3） 

〃 １  

大型ブレーカに

よ る と り こ

わし 

大 型 ブ レ ー カ ブレーカ 600～800kg級 〃 １  

(大型ブレーカベースマシン)バ

ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型クローラ型 

（第２次基準値） 

山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3） 

〃 １  

(注) 1. 舗 装 版 破 砕：大型ブレーカ又は，コンクリート圧砕機により舗装版のみを破砕する作業。 

     掘 削 ・ 積 込：大型ブレーカ又は，コンクリート圧砕機により舗装版を破砕後バックホウにより掘

削し，積込む作業。 

     直接掘削・積込：バックホウにより直接舗装版を掘削し，積込む作業。 

2. 「建設工事に伴う騒音，振動対策技術指針」の第２章適用範囲に示す地域等。 

3. 破砕する舗装版の厚さが15cm以下の場合はバックホウによる直接掘削積込を標準とするが，施工上騒

音振動対策を必要とする場合は，コンクリート圧砕機を選定することができる。 

4. 条件ｂで「上記以外の地域」となった場合においても，施工上騒音振動対策が必要となった場合は，コ

ンクリート圧砕機を選定することができる。 

5. 現場状況，作業量，占用物件等により上図及び上表により難い場合は，別途考慮する。 

6. バックホウ及びバックホウ（コンクリート圧砕機ベースマシン、大型ブレーカベースマシン）は，賃料

とする。 

 
 

現行どおり 
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条件 

ａ 

15cm 

条件 

ｂ 

 
騒音振動対
策技術指針
の適用地域
等（注）２

直接掘削・積込 

バックホウ 

 
上記以外の
地域 

舗 装 版 破 砕 

施   工   工   程 

コンクリート圧砕機 

＋ 

バックホウ 

（ベースマシン） 

大型ブレーカ 

＋ 

バックホウ 

（ベースマシン）

 

 

 
掘削・積込 

バックホウ 

掘 削 ・ 積 込 

以下

超
え
る
も
の 



土木工事標準歩掛の一部改定 
舗装版破砕工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
１－４ 施 工 歩 掛 

  １－４－１ 舗装版の破砕と掘削・積込の施工歩掛 
   １－４－１－１ 舗装版の破砕施工歩掛 
     舗装版を破砕する作業の日当り編成人員及び日当り施工量は，下記を標準とする。 
   (１) 編成人員 

表1.2 舗装版破砕作業の日当り編成人員 （人）

普 通 作 業 員 

１ 

(注) 破砕屑の飛散防止及び飛散物の収集を行うものである。 

 
   (２) アスファルト舗装版を破砕する作業の日当り施工量 

表1.3 日当り施工量（Ａ1） （ｍ2／日）

アスファルト舗装版厚 
使用機械 

15cm以下 15cmを超え35cm以下 15cmを超え40cm以下 

大 型 ブ レ ー カ ―― ―― 310 

コ ン ク リ ー ト 圧 砕 機 260（注）1 180 ―― 

(注) 1. 舗装版厚15cm以下は次の場合に適用し，これ以外の場合には「１－４－２舗装版の直接掘削・積込の施

工歩掛」を適用する。 
      ・施工上騒音振動対策を必要とする場合でコンクリート圧砕機を使用する時 

2. 破砕塊の大きさは受入れ地等の条件により決定するが，本歩掛は，バックホウにより掘削・積込が可能

な場合に適用できる。ただし，バックホウ以外の方法により積込む事を前提として特に大きく分割する

場合は適用できない。 

 
   (３) コンクリート舗装版及びコンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版を破砕する作業の日当り施工量 

表1.4 日当り施工量（Ａ2） （ｍ2／日）

アスファルト舗装版厚 
使用機械 

15cm以下 
15cmを超え35cm以下 
(15cm以上35cm以下) 摘    要 

大 型 ブ レ ー カ 
(コンクリート舗装版，コンクリート＋アスファル
ト ( カ バ ー ) 舗 装 版 ) 

―― 230 注3，注4，注5，注6

コ ン ク リ ー ト 圧 砕 機 
( コ ン ク リ ー ト 舗 装 版 ) 

190（注）1 150  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
舗装版破砕工 

 

工種名 現  行 改  定 
(注) 1. コンクリート圧砕機（コンクリート舗装版）のコンクリート舗装版厚15cm以下は次の場合に適用し，

これ以外の場合には「１－４－２舗装版の直接掘削・積込の施工歩掛」を適用する。 
      ・施工上騒音振動対策を必要とする場合でコンクリート圧砕機を使用する時 

2. 破砕塊の大きさは受入れ地等の条件により決定するが，本歩掛は，バックホウにより掘削・積込が可

能な場合に適用できる。ただし，バックホウ以外の方法により積込むことを前提として特に大きく分

割する場合は適用できない。 

3. コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合，舗装版厚はコンクリート舗装版のみの厚さと

し，厚さ区分は（ ）書きを適用する。なお，コンクリート舗装版厚15cm未満については適用外とす

る。 

4. コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合，全体厚が45cmを超える場合は，別途考慮す

る。 

5. コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合，破砕は大型ブレーカのみに適用する。 

6. コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合，舗装版厚のうちアスファルト層が占める割合

が50％を超える場合は別途考慮する。 

 
   １－４－１－２ 舗装版の掘削・積込施工歩掛 
     バックホウにより舗装版を掘削・積込する作業の日当り編成人員及び日当り施工量は，下記を標準とする。 
   (１) 編成人員 

表1.5 掘削・積込作業の日当り編成人員 （人）

世   話   役 普 通 作 業 員 

１ １ 

(注) 掘削・積込作業の補助労務であり，基面整正は含まない。 

 
   (２) アスファルト舗装版を掘削・積込する作業の日当り施工量 

表1.6 日当り施工歩掛（Ｑ1） （ｍ2／日）

アスファルト版厚
使用機械 

15cm以下 15cmを超え40cm以下 

バ ッ ク ホ ウ
排 出 ガ ス 対 策 型 ( 第 １ 次 基 準 値 ) ク ロ ー ラ 型
山積 0 . 4 5 ｍ 3 （平積0 . 3 5 ｍ 3 ）

490 370 

(注) 1. コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合，舗装版厚は，アスファルト（カ

バー）舗装版のみの厚さである。 

2. 舗装版厚15cm以下は次のいずれかの場合に適用し，これ以外の場合には「１－４－２

舗装版の直接掘削・積込の施工歩掛」を適用する。 

   ・施工上騒音振動対策を必要とする場合でコンクリート圧砕機を使用する時 

   ・コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版を破砕する場合でアスファルト（カ

バー）舗装版のみの厚さが15cm以下の場合 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (２) アスファルト舗装版を掘削・積込する作業の日当り施工量 

表1.6 日当り施工歩掛（Ｑ1） （ｍ2／日）

アスファルト版厚
使用機械 

15cm以下 15cmを超え40cm以下 

バ ッ ク ホ ウ
排 出 ガ ス 対 策 型 ( 第 ２ 次 基 準 値 ) ク ロ ー ラ 型
山積 0 . 4 5 ｍ 3 （平積0 . 3 5 ｍ 3 ）

490 370 

(注) 1. コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合，舗装版厚は，アスファルト（カ

バー）舗装版のみの厚さである。 

2. 舗装版厚15cm以下は次のいずれかの場合に適用し，これ以外の場合には「１－４－２

舗装版の直接掘削・積込の施工歩掛」を適用する。 

   ・施工上騒音振動対策を必要とする場合でコンクリート圧砕機を使用する時 

   ・コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版を破砕する場合でアスファルト（カ

バー）舗装版のみの厚さが15cm以下の場合 

 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
舗装版破砕工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
   (３) コンクリート舗装版を掘削・積込する作業の日当り施工量 

表1.7 日当り施工量（Ｑ2） （ｍ2／日）

コンクリート舗装版厚

使用機械 
15cm以下 

15cmを超え35cm以下 
(15cm以上35cm以下) 

バ ッ ク ホ ウ

排 出 ガ ス 対 策 型 ( 第 １ 次 基 準 値 ) ク ロ ー ラ 型

山積 0 . 4 5 ｍ 3 （平積0 . 3 5 ｍ 3 ）

320 260 

(注) 1. コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合，舗装版厚は，コンクリート舗装

版のみの厚さであり，厚さ区分は（ ）書きを適用する。なお，コンクリート舗装版厚

15cm未満については適用外とする。 

2. アスファルト（カバー）舗装部分の掘削・積込は，「(２)アスファルト舗装版を掘削・

積込する作業の日当り施工量」を使用する。 

3. アスファルト（カバー）舗装版を伴わないコンクリート舗装版において舗装版厚15cm
以下は次の場合に適用し，これ以外の場合には「１－４－２舗装版の直接掘削・積込の

施工歩掛」を適用する。 

   ・施工上騒音振動対策を必要とする場合でコンクリート圧砕機を使用する場合 

 
    １－４－１－３ 諸雑費 
     諸雑費はチゼルの損耗費等であり，大型ブレーカにより舗装版を破砕し，バックホウにより掘削・積込する作業

に関わる労務費，機械損料及び運転経費の合計に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表1.8 諸 雑 費 率 （％）

諸 雑 費 率 

３ 

(注) 大型ブレーカのみに適用する。 

 
１－４－２ 舗装版の直接掘削・積込の施工歩掛 

     バックホウにより舗装版を直接掘削・積込する作業の日当り編成人員及び日当り施工量は，下記を標準とする。

     (１) 編成人員 

表1.9 直接掘削・積込作業の日当り編成人員 （人）

世   話   役 普 通 作 業 員 

１ ２ 

(注) 直接掘削・積込作業の補助労務であり，基面整正は含まない。 

 
   (２) 舗装版を直接掘削・積込する作業の日当り施工量 

表1.10 日当り施工量（Ｑ3） （ｍ2／日）

舗装版厚

使用機械 
10cm以下 10cmを超え15cm以下 

バ ッ ク ホ ウ

排 出 ガ ス 対 策 型 ( 第 １ 次 基 準 値 ) ク ロ ー ラ 型

山積 0 . 4 5 ｍ 3 （平積0 . 3 5 ｍ 3 ）

810 560 

 
(３) コンクリート舗装版を掘削・積込する作業の日当り施工量 

表1.7 日当り施工量（Ｑ2） （ｍ2／日）

コンクリート舗装版厚
使用機械 

15cm以下 
15cmを超え35cm以下 
(15cm以上35cm以下) 

バ ッ ク ホ ウ
排 出 ガ ス 対 策 型 ( 第 ２ 次 基 準 値 ) ク ロ ー ラ 型
山積 0 . 4 5 ｍ 3 （平積0 . 3 5 ｍ 3 ）

320 260 

(注) 1. コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合，舗装版厚は，コンクリート舗装

版のみの厚さであり，厚さ区分は（ ）書きを適用する。なお，コンクリート舗装版厚

15cm未満については適用外とする。 

2. アスファルト（カバー）舗装部分の掘削・積込は，「(２)アスファルト舗装版を掘削・

積込する作業の日当り施工量」を使用する。 

3. アスファルト（カバー）舗装版を伴わないコンクリート舗装版において舗装版厚15cm
以下は次の場合に適用し，これ以外の場合には「１－４－２舗装版の直接掘削・積込の

施工歩掛」を適用する。 

   ・施工上騒音振動対策を必要とする場合でコンクリート圧砕機を使用する場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (２) 舗装版を直接掘削・積込する作業の日当り施工量 

表1.10 日当り施工量（Ｑ3） （ｍ2／日）

舗装版厚
使用機械 

10cm以下 10cmを超え15cm以下 

バ ッ ク ホ ウ
排 出 ガ ス 対 策 型 ( 第 ２ 次 基 準 値 ) ク ロ ー ラ 型
山積 0 . 4 5 ｍ 3 （平積0 . 3 5 ｍ 3 ）

810 560 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
舗装版破砕工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 １－５ 単 価 表 

  (１) 大型ブレーカ又はコンクリート圧砕機により舗装版を破砕し，バックホウにより掘削・積込する場合の100ｍ2当

り単価表 

名   称 規   格 単位 数     量 摘 要

世 話 役  人 

100×１

Ｑ1またはＱ2
 

（注）6 

表1.5 
表1.6 
表1.7 

普 通 作 業 員  〃 

100×１

Ａ1またはＡ2
 

＋ 
100×１

Ｑ1またはＱ2
 

（注）6 

表1.2 
表1.3 
表1.4 
表1.5 
表1.6 
表1.7 

大 型 ブ レ ー カ 又 は 
コンクリート圧砕機 

＋ 
バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第１次基
準値)クローラ型 
［ベースマシン］ 
山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3)

日 
100

Ａ1またはＡ2
 

表1.3 
表1.4 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
排出ガス対策型(第１次基
準値)クローラ型 
山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3)

〃 

100

Ｑ1またはＱ2
 

（注）6 

表1.6 
表1.7 

諸 雑 費  式 １ 
表1.8 
（注）5 

計     

(注) 1. Ａ1：アスファルト舗装版破砕の日当り施工量 

2. Ａ2：コンクリート舗装版及びコンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版破砕の日

当り施工量 

3. Ｑ1：アスファルト舗装版掘削・積込の日当り施工量 

4. Ｑ2：コンクリート舗装版掘削・積込の日当り施工量 

5. 大型ブレーカのみに適用する。 

6. コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合は，アスファルト舗装版厚でＱ

1を計上し，同時にコンクリート舗装版厚でＱ2を計上するものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１－５ 単 価 表 

  (１) 大型ブレーカ又はコンクリート圧砕機により舗装版を破砕し，バックホウにより掘削・積込する場合の100ｍ2当

り単価表 

名   称 規   格 単位 数     量 摘 要 

世 話 役  人 

100×１

Ｑ1またはＱ2
 

（注）6 

表1.5 
表1.6 
表1.7 

普 通 作 業 員  〃 

100×１

Ａ1またはＡ2
 

＋ 
100×１

Ｑ1またはＱ2
 

（注）6 

表1.2 
表1.3 
表1.4 
表1.5 
表1.6 
表1.7 

大 型 ブ レ ー カ 又 は
コンクリート圧砕機

＋ 
バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２次基
準値)クローラ型 
［ベースマシン］ 
山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3)

日 
100

Ａ1またはＡ2
 

表1.3 
表1.4 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第２次基
準値)クローラ型 
山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3)

〃 

100

Ｑ1またはＱ2
 

（注）6 

表1.6 
表1.7 

諸 雑 費  式 １ 
表1.8 
（注）5 

計     

(注) 1. Ａ1：アスファルト舗装版破砕の日当り施工量 

2. Ａ2：コンクリート舗装版及びコンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版破砕の日

当り施工量 

3. Ｑ1：アスファルト舗装版掘削・積込の日当り施工量 

4. Ｑ2：コンクリート舗装版掘削・積込の日当り施工量 

5. 大型ブレーカのみに適用する。 

6. コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合は，アスファルト舗装版厚でＱ

1を計上し，同時にコンクリート舗装版厚でＱ2を計上するものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
舗装版破砕工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 (２) バックホウにより直接掘削・積込する場合の100ｍ2当り単価表 

名   称 規   格 単位 数     量 摘 要

世 話 役  人 
100

Ｑ3
×１ 

表1.9 
表1.10 

普 通 作 業 員  〃 
100

Ｑ3
×２ 〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第１次基準

値)クローラ型 

山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

日 
100

Ｑ3
 表1.10 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｑ3：舗装版の直接掘削・積込の日当り施工量 

 
 (３) 機械運転単価表 
 

機  械  名 規   格 適用単価表 指  定  事  項 

バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
クローラ型山積0.45ｍ3 

（平積0.35ｍ3） 

機－18 

［直接掘削・積込］ 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→72 
機械損料数量→1.62 
［破砕後掘削・積込］ 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→67 
機械損料数量→1.62 

大 型 ブ レ ー カ ブレーカ 600～800kg級 機－20 

機 械 損 料 １→バックホウ 
（排出ガス対策型クローラ型 

山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3)）
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→62 
機械損料数量→1.62 

機 械 損 料 ２→大型ブレーカ 
（ブレーカ 600～800kg級)

機械損料数量→1.4 

コンクリート圧砕機 

開口幅 735～850㎜ 
破砕力 549～981kN 
   （56～100ｔ）

機－20 

機械損料１→バックホウ 
（排出ガス対策型クローラ型 
山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3)）

運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→62 
機械損料数量→1.62 

機 械 損 料 ２→コンクリート圧砕機
破砕力（549～981kN(56～100ｔ)）

機械損料数量→1.45 

 
 

 
 (２) バックホウにより直接掘削・積込する場合の100ｍ2当り単価表 

名   称 規   格 単位 数     量 摘 要 

世 話 役  人 
100

Ｑ3
×１ 

表1.9 
表1.10 

普 通 作 業 員  〃 
100

Ｑ3
×２ 〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２次基準

値)クローラ型 

山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

日 
100

Ｑ3
 表1.10 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｑ3：舗装版の直接掘削・積込の日当り施工量 

 
 (３) 機械運転単価表 
 

機  械  名 規   格 適用単価表 指  定  事  項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 
クローラ型山積0.45ｍ3 

（平積0.35ｍ3） 

機－28 

［直接掘削・積込］ 
運転労務数量→1.00 
燃料消費量→72 
賃 料 数 量 →1.62 
［破砕後掘削・積込］ 
運転労務数量→1.00 
燃料消費量→67 
賃 料 数 量→1.62 

大 型 ブ レ ー カ ブレーカ 600～800kg級

機－28 

機 械 賃 料→バックホウ 
（排出ガス対策型(第2次基準値)クローラ型 

山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3)） 
運転労務数量→1.00 
燃料消費量→62 
賃 料 数 量 →1.62 

機－14 
機 械 損 料→大型ブレーカ 

（ブレーカ 600～800kg級) 
機械損料数量→1.4 

コンクリート圧砕機

開口幅 735～850㎜ 
破砕力 549～981kN 
   （56～100ｔ）

機－28 

機 械 賃 料→バックホウ 
（排出ガス対策型(第２次基準値)クローラ型 
山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3)） 

運転労務数量→1.00 
燃料消費量→62 
賃 料 数 量 →1.62 

機－14 
機 械 損 料→コンクリート圧砕機 

破砕力（549～981kN(56～100ｔ)） 
機械損料数量→1.45 

 
 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路打換え工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
道路維持修繕 
道路打換え工 
 

 
道路打換え工 
1. 適 用 範 囲 

  本資料は，維持修繕アスファルト舗装工のうち，舗装版とりこわしから舗装までを急速施工する日当り平均作業量が50
ｍ2以上420ｍ2以下の現道打換え工事に適用する。 

  舗装版とは，コンクリート層及びアスファルト層を総称していう。 
  また，排水性舗装，シックリフト工法，ＱＲＰ工法等並びに，舗装版破砕工には適用しない。 
 
2. 施 工 概 要 

   施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

コンクリートカッタによる舗

装版の切断 

コンクリート圧砕機・大型ブレーカに

よる舗装版のとりこわし 

とりこわし舗装版厚さ15cm以下 

とりこわし舗装版厚

さ15cmを超える 

バックホウによる舗装 

版の直接掘削・積込 

バックホウによる 

掘削・積込 

路床・路盤の敷均し・転圧

瀝 青 材 散 布

舗装（アスファルト層）敷均し・転圧

区 画 線 工



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路打換え工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
3. 機 種 の 選 定 等 

  機械・規格は，図3-1及び表3.1を標準とする 
 

工種 
舗装版

切 断
 

条件

ａ 

条件

ｂ 
 とりこわし 掘削 積込  

条件

ｃ

 路   盤 舗 装 版 

 敷 均 し 転   圧 敷 均 し 転   圧

使用

機械 

コンク

リート

カッタ

別 途

計 上

 騒音，振

動対策

技術指

針の適

用地域

等 

(注)1

 

  コンクリート 

圧砕機 

＋ 

バックホウ 

（ベースマシン）

バックホウ

 

１
箇
所
当
り
の
作
業
量 

未満
「第11章道路舗装①路盤工（歩道施工）」及び「第11章道路

舗装②アスファルト舗装工（人力施工）」による。 

 

 

 

超え
るも
の 

  

と
り
こ
わ
し
舗
装
版
厚
さ 

15
㎝ 

大型ブレーカ 

＋ 

バックホウ 

(ベースマシン) 

上記以
外の地
域(注)3

  

以上

ブルドーザ

タイヤローラ

 

 

 

 

 

ロードローラ

アスファルト

フィニッシャ

タイヤローラ

 

 

 

 

 

ロードローラ

 
 
 
以下 

バックホウ 
（直接掘削，積込）  

幅員

2.5ｍ

かつ

作業

延長

20ｍ

図3-1 機種の選定 

(注) 1. 「建設工事に伴う騒音，振動対策技術指針」の第２章適用範囲に示す地域等。 

2. とりこわし舗装版の厚さが15㎝以下の場合はバックホウによる直接掘削積込を標準とするが，施工上騒音

振動対策を必要とする場合は，コンクリート圧砕機を選定することができる。 

  と り こ わ し：大型ブレーカ又はコンクリート圧砕機により舗装版のみ破砕する作業 

  掘 削 積 込：大型ブレーカ又はコンクリート圧砕機により舗装版を破砕後，バックホウにより舗装版，

路盤・路床材を各々又は同時に掘削し，積込む作業 

  直接掘削積込：バックホウにより直接舗装版，路盤・路床材を各々又は同時に掘削し，積込む作業 

3. 条件ａで「上記以外の地域」となった場合においても，施工上騒音振動対策が必要となった場合は，コンク

リート圧砕機を選定することができる。 

4. コンクリート圧砕機を選定した場合には，使用するバックホウについては，低騒音型建設機械を用いること。

 
 
 

 
3. 機 種 の 選 定 等 

  機械・規格は，図3-1及び表3.1を標準とする 
 

工種 
舗装版 

切 断 
 

条件

ａ 

条件

ｂ
 とりこわし 掘削 積込  

条件

ｃ

 路   盤 舗 装 版 

 敷 均 し 転   圧 敷 均 し 転   圧 

使用

機械 

コンク

リート

カッタ 

別 途 

計 上 

 騒音，振

動対策

技術指

針の適

用地域

等 

(注)1

 

  コンクリート

圧砕機

＋ 

バックホウ

（ベースマシン）

バックホウ

 

１
箇
所
当
り
の
作
業
量 

未満
「道路舗装 路盤工（歩道施工）」及び「道路舗装 アスフ

ァルト舗装工（人力施工）」による。 

 

 

 

超え
るも
の

  

と
り
こ
わ
し
舗
装
版
厚
さ 

15
㎝ 

大型ブレーカ

＋ 

バックホウ

(ベースマシン)

上記以
外の地
域(注)3

  

以上

ブルドーザ

タイヤローラ

 

 

 

 

 

ロードローラ

アスファルト 

フィニッシャ 

タイヤローラ 

 

 

 

 

 

ロードローラ 

 
 
 
以下

バックホウ 
（直接掘削，積込）  

幅員

2.5ｍ

かつ

作業

延長

20ｍ

図3-1 機種の選定 

(注) 1. 「建設工事に伴う騒音，振動対策技術指針」の第２章適用範囲に示す地域等。 

2. とりこわし舗装版の厚さが15㎝以下の場合はバックホウによる直接掘削積込を標準とするが，施工上騒音振

動対策を必要とする場合は，コンクリート圧砕機を選定することができる。 

  と り こ わ し：大型ブレーカ又はコンクリート圧砕機により舗装版のみ破砕する作業 

  掘 削 積 込：大型ブレーカ又はコンクリート圧砕機により舗装版を破砕後，バックホウにより舗装版，

路盤・路床材を各々又は同時に掘削し，積込む作業 

  直接掘削積込：バックホウにより直接舗装版，路盤・路床材を各々又は同時に掘削し，積込む作業 

3. 条件ａで「上記以外の地域」となった場合においても，施工上騒音振動対策が必要となった場合は，コンク

リート圧砕機を選定することができる。 

4. コンクリート圧砕機を選定した場合には，使用するバックホウについては，低騒音型建設機械を用いること。 

 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路打換え工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

表3.1 機種の選定 

作業種別 機械名 規    格 単 位 数 量 摘 要

直 接 掘 削 積 込

バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
クローラ型山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3）

台 １  バックホウによる

掘 削 積 込

コンクリート圧砕機による

と り こ わ し

コンクリート圧砕機 
破砕力600kN級 
開口幅 715mm 

〃 １  

(コンクリート圧砕機ベ

ースマシン)バックホウ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 
クローラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

〃 １  

大型ブレーカによると

り こ わ し
大 型 ブ レ ー カ 

油圧ブレーカ・バケット容量0.2ｍ3対応 
ベースマシン含む 

〃 １  

路床及び路盤の敷均し ブ ル ド ー ザ 
排出ガス対策型（第１次基準値） 
普通３ｔ級 

〃 １  

舗 装 の 敷 均 し
ア ス フ ァ ル ト 

フ ィ ニ ッ シ ャ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 
ホイール型2.0～4.5ｍ 

〃 １  

路床及び路盤の転圧
タ イ ヤ ロ ー ラ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 
８～20ｔ 

〃 １  

舗 装 の 転 圧 〃 １  

路床及び路盤の転圧
ロ ー ド ロ ー ラ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 
マカダム10～12ｔ 

〃 １  

舗 装 の 転 圧 〃 １  

(注) バックホウ，(コンクリート圧砕機ベースマシン）バックホウ，大型ブレーカ，ブルドーザは賃料とする。 

 
4. 編 成 人 員 

  日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表4.1 日当り編成人員 （人）

世 話 役 特殊作業員 普通作業員 

１ ３ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3.1 機種の選定 

作業種別 機械名 規    格 単 位 数 量 摘 要 

直 接 掘 削 積 込

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
クローラ型山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3）

台 １  バックホウによる

掘 削 積 込

コンクリート圧砕機による

と り こ わ し

コンクリート圧砕機
破砕力600kN級 
開口幅 715mm 

〃 １  

(コンクリート圧砕機ベ

ースマシン)バックホウ

排出ガス対策型(第２次基準値) 
クローラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

〃 １  

大型ブレーカによると

り こ わ し
大 型 ブ レ ー カ

油圧ブレーカ・バケット容量0.2ｍ3対応 
ベースマシン含む 

〃 １  

路床及び路盤の敷均し ブ ル ド ー ザ
排出ガス対策型（第１次基準値） 
普通３ｔ級 

〃 １  

舗 装 の 敷 均 し
ア ス フ ァ ル ト

フ ィ ニ ッ シ ャ

排出ガス対策型（第１次基準値） 
ホイール型2.0～4.5ｍ 

〃 １  

路床及び路盤の転圧
タ イ ヤ ロ ー ラ

排出ガス対策型（第１次基準値） 
８～20ｔ 

〃 １  

舗 装 の 転 圧 〃 １  

路床及び路盤の転圧
ロ ー ド ロ ー ラ

排出ガス対策型（第１次基準値） 
マカダム10～12ｔ 

〃 １  

舗 装 の 転 圧 〃 １  

(注) バックホウ，(コンクリート圧砕機ベースマシン）バックホウ，大型ブレーカ，ブルドーザは賃料とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路打換え工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
5. 施 工 歩 掛 

 ５－１ 日当り施工量 
   道路打換え工の標準的な日当り施工量は，次表を標準とする。 

日当り標準施工量   ㎡／日

全体掘削厚   40㎝以下 40㎝を超え

80㎝以下 
80㎝を超え

120㎝以下

復旧層数 ２層 ３層以上 
５層以下 

４層以上 
６層以下 ５，６層 

コンクリート圧砕機15㎝以下 

270 

230 190 170 

コンクリート圧砕機・大型ブレーカ15㎝を超え30㎝以下 
220 180 160 

コンクリート圧砕機・大型ブレーカ30㎝を超え40㎝以下 

 ㎡／日

復旧層数 ２層 ３層以上 
５層以下 

バックホウによる直接掘削積込・掘削全体厚40㎝以下 400 310 

復旧層数 ２層 ３層以上 
６層以下 

バックホウによる直接掘削積込・掘削全体厚40㎝を超え80
㎝以下 280 220 

バックホウによる直接掘削積込・掘削全体厚 80 ㎝を超え

120㎝以下 210 180 

 
 
 ５－２ 施工機械の運転時間 
   100ｍ2当りの機械の運転時間は，次表とする。 
  (１) とりこわし 

表5.1 とりこわし時間 （ｈ／100ｍ2）

舗装版厚さ 
使用機械 

15cm以下 
1 5 c m を超え
30 c m 以 下

3 0 c m を超え
40 c m 以 下

記号

バ ッ ク ホ ウ に よ る と り こ わ し 掘削・積込に含む － － － 

大 型 ブ レ ー カ に よ る と り こ わ し － 

1.3 1.7 ＴHコ ン ク リ ー ト 圧 砕 機 
（ 油 圧 ジ ャ ッ キ 式 ） に よ る と り こ わ し 

1.1 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路打換え工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
  (２) 掘削・積込 

表5.2 掘削積込時間 （ｈ／100ｍ2）

舗装版厚＋路盤及び路床の 
掘削深さ 

組合せ機械 
40cm以下 

40 c m を 超 え
80 c m 以 下

80 c m を 超 え
120 c m 以 下

記号

バ ッ ク ホ ウ に よ る 直 接 掘 削 ・ 積 込 2.0 3.3 4.7 ＴB1 

大型ブレーカとりこわし後の 
バックホウ掘削・積込 

2.1 2.8 3.5 ＴB2 
コンクリート圧砕機（油圧ジャッキ式） 

とりこわし後のバックホウ掘削・積込 

 
  (３) 路床及び路盤敷均し，転圧（安定処理を含まず） 

表5.3 路床及び路盤の敷均し，転圧時間 （ｈ／100ｍ2 １層当り）

使  用  機  械 作  業  時  間 記 号 

ブ ル ド ー ザ に よ る 敷 均 し 0.5 

ＴD ロ ー ド ロ ー ラ に よ る 転 圧 0.5 

タ イ ヤ ロ ー ラ に よ る 転 圧 0.5 

(注) 1. 安定処理は，(４)舗装（アスファルト層）で計上する。 

2. １層当りとは，敷均し，転圧層数をいう。 

3. 不陸整正は，掘削後の路床・路盤面の整正を目的とし，補足材の有無にかかわらず１層分計上する。 

 
  (４) 舗装（アスファルト層・安定処理）敷均し，転圧 

表5.4 舗装敷均し，転圧時間 （ｈ／100ｍ2 １層当り）

使  用  機  械 作  業  時  間 記 号 

アスファルトフィニッシャによる敷均し 0.5 

ＴF ロ ー ド ロ ー ラ に よ る 転 圧 0.5 

タ イ ヤ ロ ー ラ に よ る 転 圧 0.5 

(注)   1. 表層を別途施工の場合は，「第11章道路舗装②アスファルト舗装工」による。 

2. １層当りとは，敷均し，転圧層数をいう。 

 
 ５－３ 労 務 歩 掛 
   道路打換え100ｍ2当りの作業歩掛は，５－２の(１)～(４)までの使用する主機械の時間で，次式による。 
    Ｔ′＝{〔(ＴH＋ＴB2）又はＴB1〕＋ＴD×層数＋ＴF×層数}×0.66（ｈ／100ｍ2） 
      0.66：一連作業のための重複度 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  (４) 舗装（アスファルト層・安定処理）敷均し，転圧 

表5.4 舗装敷均し，転圧時間 （ｈ／100ｍ2 １層当り）

使  用  機  械 作  業  時  間 記 号 

アスファルトフィニッシャによる敷均し 0.5 

ＴF ロ ー ド ロ ー ラ に よ る 転 圧 0.5 

タ イ ヤ ロ ー ラ に よ る 転 圧 0.5 

(注)   1. 表層を別途施工の場合は，「道路舗装 アスファルト舗装工」による。 

2. １層当りとは，敷均し，転圧層数をいう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
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工種名 現  行 改  定 
 
５－４ 諸 雑 費 

諸雑費は，瀝青材料費及び散布費用，加熱器具燃料費，チゼル損耗費（大型ブレーカのみ），すりつけ作業等の費用

であり，労務費，材料費，機械損料及び運転経費の合計額に次表の諸雑費率を乗じた金額を上限として計上する。 

表5.5 諸 雑 費 率 （％）

すりつけ作業 
 
施工範囲 

すりつけ作業の計上 

あ   り な   し 

全 層 打 換 え の 場 合 ６ ２ 

舗装版のみの打換えの場合 ８ ２ 

(注) 「全層打換え」とは，下層路盤又は路床まで打換える場合とする。 

 
５－５ 道路打換え工事の供用日当り運転時間及び運転日当り運転時間 

道路打換え工で使用するアスファルトフィニッシャについては，次表の供用日当り運転時間（ｔ）により損料補正を

行う。 
 

表5.6 供用日当り運転時間（ｔ）及び運転日当り運転時間（Ｔ） 

項 目 
 
 

機械名 

供用日当り運転時間 
ｔ（ｈ／（供）日） 

運転日当り運転時間 Ｔ(ｈ／日)

全層打換えの
場    合

舗装版のみの
打換えの場合

全層打換えの
場    合

舗装版のみの
打換えの場合

大 型 ブ レ ー カ － － 1.8 1.9 

コ ン ク リ ー ト 圧 砕 機 － － 1.8 1.9 

バ ッ ク ホ ウ － － 3.8 2.6 

ブ ル ド ー ザ － － 2.9 2.1 

タ イ ヤ ロ ー ラ － － 4.6 4.7 

ロ ー ド ロ ー ラ － － 4.4 4.4 

アスファルトフィニッシャ 1.8 2.2 2.2 2.7 

(注) 運転時間Ｔは，運転労務算出に用いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路打換え工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
6. 単 価 表 

 (１) 100ｍ2当り単価表  大型ブレーカ又はコンクリート圧砕機＋機械施工 

名     称 規  格 単位 数量 摘         要 

世 話 役  人  １×１／８×Ｔ′ 「表4.1」（注）1 

特 殊 作 業 員  〃  ３×１／８×Ｔ′ 「 〃 」（注）1 

普 通 作 業 員  〃  ４×１／８×Ｔ′ 「 〃 」（注）1 

クラッシャラン  ｍ3 Ａ 100ｍ2×仕上り厚×(１＋ロス率)＝Ａ，(注）2

粒 度 調 整 砕 石  〃 Ｂ 100ｍ2×仕上り厚×(１＋ロス率)＝Ｂ，(注）2

生アスファルト  ｔ Ｃ 
100ｍ2×仕上り厚×設定密度（ｔ／ｍ3） 
         ×(１＋ロス率)＝Ｃ，(注）3 

大型ブレーカ運転

油圧ブレーカバ
ケット容量0.2ｍ
3対応ベースマシ
ン含む 

日  ＴH/Ｔ（注）4 

バックホウ（コンク
リート圧砕機ベー
スマシン）運転

排出ガス対策型
(第１次基準値)
クローラ型 山積
0.45ｍ3(平積0.35
ｍ3) 

〃  ＴH/Ｔ（注）4 

コンクリート圧砕
機 損 料

破砕力600kN級 
開口幅715mm 

〃  ＴH/Ｔ（注）4 

バックホウ運転

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
クローラ型 山積0.45ｍ3

（平積0.35ｍ3） 

〃  （ＴB1 又はＴB2 ）/Ｔ 

ブルドーザ運転
排出ガス対策型
(第１次基準値)3
ｔ級 

〃  
「表5.3」 

ＴD/Ｔ×層数 

タイヤローラ運転
排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
８～20ｔ 

ｈ  
「表5.3」「表5.4」 

ＴD×層数＋ＴF×層数 

ロードローラ運転
排出ガス対策型 
(第１次基準値） 
マカダム10～12ｔ 

〃  
「表5.3」「表5.4」 

ＴD×層数＋ＴF×層数 

アスファルトフィ
ニ ッ シ ャ 運 転

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
ホイール型 
2.0～4.5ｍ 

〃  
「表5.4」 

ＴF×層数 

諸 雑 費  式 １ 表5.5 

計     
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土木工事標準歩掛の一部改定 
道路打換え工 

 

工種名 現  行 改  定 
(注) 1. Ｔ′：５－３労務歩掛による。 

2. ロス率は，「第11章 道路舗装①路盤工」3. 路盤材料の使用数量のロス率による。 

3. ロス率は，「第11章 道路舗装②アスファルト舗装工」３－１混合物の設計数量のロス率による。

4. 大型ブレーカ又はコンクリート圧砕機は，図3-1，表3.1により必要な場合のみ計上する。 

 
 (２) 機械運転単価表 

機械名 規格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

クローラ型 山積0.45㎥

（平積0.35㎥） 

機－28 

運転労務数量→0.95（全層打換え） 

       0.65（舗装版のみ打換え）

燃 料 消 費 量→42 （全層打換え）

       29 （舗装版のみ打換え）

賃 料 数 量→1.27（全層打換え）

       1.24（舗装版のみ打換え）

大 型 ブ レ ー カ 

油圧ブレーカバケット容

量0.2ｍ3対応 

ベースマシン含む 

機－28 

運転労務数量→0.45（全層打換え） 

       0.48（舗装版のみ打換え）

燃 料 消 費 量→13 （全層打換え）

       14 （舗装版のみ打換え）

賃 料 数 量→1.29（全層打換え）

       1.27（舗装版のみ打換え）

コンクリート圧砕機 

（ベースマシン） 

バックホウ排出ガス対策

型(第１次基準値) 

クローラ型 山積0.45㎥

（平積0.35㎥） 

機－28 

運転労務数量→0.45（全層打換え） 

       0.48（舗装版のみ打換え）

燃 料 消 費 量→20 （全層打換え）

       21（舗装版のみ打換え） 

賃 料 数 量→1.38（全層打換え）

       1.36（舗装版のみ打換え）

ブ ル ド ー ザ 

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

普通３ｔ 

機－28 

運転労務数量→0.73（全層打換え） 

       0.53（舗装版のみ打換え）

燃 料 消 費 量→15 （全層打換え）

       11 （舗装版のみ打換え）

賃 料 数 量→1.16（全層打換え）

       1.17（舗装版のみ打換え）

タ イ ヤ ロ ー ラ 

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

８～20ｔ 

機－１ 

運転労務数量→0.22（全層打換え） 

       0.21（舗装版のみ打 

          換え） 

ロ ー ド ロ ー ラ 

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

マカダム10～12ｔ 

機－１ 運転労務数量→0.23 

アスファルトフィニッシャ 

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

ホイール型2.0～4.5ｍ 

機－１ 運転労務数量→0.25 

(注) 1. Ｔ′：５－３労務歩掛による。 

2. 路盤材料のロス率は，+0.27とする。 

3. ロス率は，「道路維持修繕 切削オーバーレイ工」アスファルト混合物のロス率による。 

4. 大型ブレーカ又はコンクリート圧砕機は，図3-1，表3.1により必要な場合のみ計上する。 

 
 (２) 機械運転単価表 

機械名 規格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

クローラ型 山積0.45㎥

（平積0.35㎥） 

機－28 

運転労務数量→0.95（全層打換え） 

       0.65（舗装版のみ打換え） 

燃 料 消 費 量→42 （全層打換え） 

       29 （舗装版のみ打換え） 

賃 料 数 量→1.27（全層打換え） 
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       0.48（舗装版のみ打換え） 

燃 料 消 費 量→13 （全層打換え） 

       14 （舗装版のみ打換え） 

賃 料 数 量→1.29（全層打換え） 

       1.27（舗装版のみ打換え） 

コンクリート圧砕機

（ベースマシン）

バックホウ排出ガス対策

型(第２次基準値) 

クローラ型 山積0.45㎥

（平積0.35㎥） 

機－28 

運転労務数量→0.45（全層打換え） 

       0.48（舗装版のみ打換え） 

燃 料 消 費 量→20 （全層打換え） 

       21（舗装版のみ打換え） 

賃 料 数 量→1.38（全層打換え） 

       1.36（舗装版のみ打換え） 

ブ ル ド ー ザ

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

普通３ｔ 

機－28 

運転労務数量→0.73（全層打換え） 

       0.53（舗装版のみ打換え） 

燃 料 消 費 量→15 （全層打換え） 

       11 （舗装版のみ打換え） 

賃 料 数 量→1.16（全層打換え） 

       1.17（舗装版のみ打換え） 

タ イ ヤ ロ ー ラ

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

８～20ｔ 

機－１ 

運転労務数量→0.22（全層打換え） 

       0.21（舗装版のみ打 

          換え） 

ロ ー ド ロ ー ラ

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

マカダム10～12ｔ 

機－１ 運転労務数量→0.23 

アスファルトフィニッシャ

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

ホイール型2.0～4.5ｍ 

機－１ 運転労務数量→0.25 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
落橋防止装置工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
落橋防止装置工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑪ 落橋防止装置工 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，落橋防止装置設置（けたかかり長，落橋防止構造，変位制限構造及び段差防止構造）に伴う，橋台・橋脚のコ

ンクリート削孔，アンカー施工及び充填補修作業に適用する。なお，橋梁補強工には適用しない。 
 

2. 施 工 概 要 

  施工フローは下記を標準とする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
図2-1 施工フロー 

3. 機種の選定 

  コンクリート削孔機種の選定は下図による。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）現場条件とは，作業スペース，騒音・振動による制限及び既設配筋間隔等による施工障害とする。 

図 3-1  機種の選定 
 
 
 

 
⑪ 落橋防止装置工 

1. 適 用 範 囲 
  本資料は，落橋防止装置設置（けたかかり長，落橋防止構造，変位制限構造及び段差防止構造）に伴う，橋台・橋脚のコ

ンクリート削孔，アンカー施工及び充填補修作業に適用する。なお，橋梁補強工，上方向のコンクリート削孔（ハンマドリル

及びさく岩機），上方向のアンカー施工には適用しない。 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 

 

 

 

 

 

 
 

3. 機種の選定 

  コンクリート削孔機種の選定は下図による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）現場条件とは，作業スペース，騒音・振動による制限及び既設配筋間隔等による施工障害とする。 
図 3-1  機種の選定 
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工種名 現  行 改  定 
 
落橋防止装置工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4. 施 工 歩 掛 
 ４－１ コンクリート削孔工（コアボーリングマシン） 
   コアボーリングマシン１台当りの削孔歩掛は次表を標準とする。 

表4.1 コンクリート削孔歩掛 (１日当り)

 削孔機械名 コアボーリングマシン 

 削孔径(㎜) 50以下 50を超え110以下 

単位 削孔深(㎜) 
500以下 500を超え1000以下 500以下 500を超え1000以下 1000を超え1300以下

名称  

世 話 役 人 1 

特 殊 作 業 員 〃 1 

ダイヤモンドビット(N) 個 2.2 1.8 1.3 1.3 1.3 

諸 雑 費 率 ％ 13 11 11 11 11 

日 当 り 施 工 量 ( D ) 孔 20 12 11 9 6 

 
(注) 1. 上記歩掛には不達孔（削孔ロス）を含み，不達孔の有無にかかわらず適用出来るものとする。 

2. コアボーリングマシンの諸雑費は削孔機損料，水中ポンプ損料，コアボーリングマシン固定用アンカー打込みに必要

な費用及び電力に関する経費であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

3. コアボーリングマシンの施工に伴う泥水処理(産業廃棄物の運搬，処理費)が必要な場合は,別途計上する。 

4. 足場が必要な場合は，別途計上する。 
 

４－２ コアボーリングマシンの使用ビット径 
   コアボーリングマシンの適用削孔径に対する使用ビット径は次表を標準とする。 

表4.2 適用削孔径と使用ビット径 

適用削孔径

(㎜) 
27以下 

27を超

え 

33以下 

33を超

え 

40以下

40を超

え 

53以下

53を超

え 

64以下

64を超

え 

77以下

77を超

え 

90以下

90を超

え 

110以下

使用ビット径

(㎜) 
27.6 33.1 40.0 53.1 64.7 77.4 90.8 110 

 
４－３ コンクリート削孔工（ハンマドリル，さく岩機） 
   沓座拡幅，コンクリートブロックによる落橋防止等のさし筋におけるコンクリート削孔に適用するものとし，削孔機械

１台当りの施工歩掛は次表を標準とする。 
 表4.3 コンクリート削孔歩掛 (１日当り)

 削孔機械名 ハンマドリル さく岩機（ハンドハンマ） 

 削孔径(㎜) 20以上30以下 20以上50以下 

単位    削孔深

(㎜) 
200以下 200を超え500以下 500を超え800以下

名称  

世 話 役 人 1 1 

特 殊 作 業 員 〃 1 2 

諸 雑 費 率 ％ 15 19 20 

日 当 り 施 工 量 ( D ) 孔 84 48 38 

 
(注) 1. 上記歩掛には不達孔（削孔ロス）を含み，不達孔の有無にかかわらず適用出来るものとする。 

2. 上方向のコンクリート削孔には適用しない。 
3. ハンマドリルの諸雑費はビット，ハンマドリル損料及び電力に関する経費であり,労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 
4. さく岩機の諸雑費はロッド，ビット，さく岩機損料及び空気圧縮機の費用であり，労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 
5. 足場が必要な場合は，別途計上する。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
落橋防止装置工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
落橋防止装置工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４－４ アンカー工 
  (１) アンカー工は，孔内清掃，エポキシ樹脂系注入材（現場調合式）によるアンカー定着までの作業を含み，歩掛は次

表とする。なお，PC 中間貫通鋼材や沓座拡幅のアンカーボルト挿入工，注入材が不要なアンカー材及びその他の注
入材には適用しない。 

 
表4.4 アンカー工歩掛 (１日当り)

適用アンカー径(㎜) 
編成人員（人） 諸雑費率

（％） 

日当り施工量Ｄ(本／日)

世 話 役 特殊作業員 普通作業員 下方向 横方向 

アンカー径 25 以下      

１ ２ １ 0.1(１)

68 53 

アンカー径 25 を超え 40 以下 51 36 

アンカー径 40 を超え 55 以下 37 24 

アンカー径 55 を超え 70 以下 26 15 

アンカー径 70 を超え 85 以下 18 9 

(注) 1. 諸雑費は，集塵機損料及びエポキシ樹脂系シール材の費用とし，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上
限として計上する。なお，横方向におけるアンカー施工の場合は（ ）内の率とする。 

   2. 上方向のアンカー打込みの場合は，別途考慮する。 
 

(２) 注入材使用量 
     エポキシ樹脂系注入材を標準とし，100本当りの注入材使用量は次式による。 
      使用量(kg)＝{(Ｄ2－ｄ2)×π×1/4×ℓ×100本}×Ｍ×(1＋Ｋ)（kg／100本）････････式4.1 
       Ｄ：削孔径(ｍ) 
       ｄ：アンカー材径(ｍ) 
       ℓ ：削孔深(ｍ) 
       Ｍ：単位質量は1,200kg／ｍ3とする。 
       Ｋ：ロス率は＋0.15とする。 
 
４－５ 充填補修 
  (１) 不達孔の充填補修歩掛は次表とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２) 補修材使用量 
      セメント系グラウト材を標準とし，100孔当りの注入材使用量は次式による。 
      使用量(kg)＝{Ｄ2×π×1/4×ℓ×100本}×Ｍ×(1＋Ｋ)（kg／100孔）･････････式4.2 
       Ｄ：削孔径(ｍ) 
       ℓ ：削孔深(ｍ) 
       Ｍ：単位質量は1,875kg／ｍ3とする。 
       Ｋ：ロス率は＋0.15とする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 表4.5 充填補修歩掛 (１日当り)

充 填 補 修 

編成人員（人）
日当り施工量 
Ｄ（孔／日） 

世話役 普通作業員

１ １ 59

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
落橋防止装置工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
落橋防止装置工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

5. 単 価 表 
  (１) コアボーリングマシン100孔当り単価表 

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 100／Ｄ×１ 表4.1 

特 殊 作 業 員  〃 100／Ｄ×１  〃 

コアボーリングマシン
用 ビ ッ ト 

ダイヤモンドビット 個 100／Ｄ×Ｎ  〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

(注) 1. Ｄ：日当り施工量（孔／日） 
   2. Ｎ：日当りビット使用量（個／日） 

   
(２) ハンマドリル100孔当り単価表 

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 100／Ｄ×１ 表4.3 

特 殊 作 業 員  〃 100／Ｄ×１  〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（孔／日） 

   
(３) さく岩機100孔当り単価表 

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 100／Ｄ×１ 表4.3 

特 殊 作 業 員  〃 100／Ｄ×２  〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（孔／日） 

 
(４) アンカー工100本当り単価表 

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 100／Ｄ×１ 表4.4 

特 殊 作 業 員  〃 100／Ｄ×２  〃 

普 通 作 業 員  〃 100／Ｄ×１  〃 

ア ン カ ー 材 材 料 費  本 100  

注 入 材 エポキシ樹脂材 kg  式4.1 

諸 雑 費  式 1 表4.4 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（本／日） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
落橋防止装置工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
落橋防止装置工 
 
 
 
 

 

(５) 充填補修100孔当り単価表 

名     称 規    格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 100／Ｄ×１ 表4.5 

普 通 作 業 員  〃 100／Ｄ×１  〃 

充 填 材 セメント系 kg  式4.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（孔／日） 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

    現行どおり 

 

 

 

 

 

 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路除雪工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
道路維持修繕 
道路除雪工 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

　　　歩道上の雪を除く作業をいう。

道路除雪工

　　　拡幅除雪　

　　本積算資料は，道路除雪作業のうち，次に示す工種区分に適用する。

　　　　路面上に残された雪の不陸整正，横断こう配の整形等の作業で，路面上の雪厚も

　　　　 ２．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

　(１)　一般除雪

　なお，積算資料は，標準の値を示したものであり，これにより難い場合は別途算定

することが出来る。

　　　　　幅員の確保ならびに次の除雪に備えて，路側に堆積された雪及び地ふぶきによる

　　　　吹きだまりを，さらに外側に排除する作業をいう。

2.　工種区分

　　　車両などにより圧縮されたり乱されたりする度合も少なく，また結晶同士の結びつきも小さく，

　　　　　　新雪を除雪車により路側へ排除する作業をいい，除雪の対象となる雪は，

　２－１　施工概要

　(注)　１．上記フローは標準的な施工の流れを表したものであり，沿道条件・積雪条件等により異なる。

２－２　工種区分

(３)　凍結防止

　　　圧雪処理（氷盤処理）

　　　　路面上に成長した圧雪または氷盤を，除去または削整する作業をいい，専用機械による

　　　除去作業のほか反復作業となることが多い。

　(２)　運搬除雪

　　で堆積した雪を，他の地点に運搬排除する作業をいう。

　　　路面上の雪の凍結防止，車両のすべり防止のため砂，凍結防止剤の散布を行う作業で

　路面整正，氷盤処理の際の補助散布等の作業形態もある。

　　　　新雪除雪

　　　路面整正

　　　比較的高速作業をなし得る状態にある場合をいう。

　　　　　施工フローは，下記を標準とする。

　　　　人家連亘部等で，路側への拡幅作業が困難となった場合，又はその恐れがある場合

1.　適用範囲

ただし，人力除雪には適用しない。

　　　比較的小さく，また，１回の整正厚も薄く，反復整形作業のほとんど伴わない作業をいう。

(４)　歩道除雪

拡 幅 除 雪 運 搬 除 雪

圧 雪 処 理

路 面 整 正

降 雪

新 雪 除 雪

歩 道 除 雪

待 機

凍 結 防 止



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路除雪工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 
圧雪処理

(氷盤処理)

　　　                                3.7ｍ，4.0ｍ，4.3ｍ級
標　　　　準

除雪ドーザ・排出ガス対策型（第○次基準値）

特に硬い氷盤 氷盤破砕装置

積雪量の

凍結防止

場所，交通量

　　　　　　　　                 160～290kW（220～400PS）級

除雪グレーダ・排出ガス対策型（第○次基準値）

運搬除雪

新雪除雪 除雪グレーダ・排出ガス対策型(第○次基準値）           3.7ｍ級
場合又は

除雪グレーダの代用又は補助として

幅員の狭い

軽度な場合

薬液

除雪グレーダ・排出ガス対策型(第○次基準値） 3.7ｍ，4.0ｍ，4.3ｍ級

除雪グレーダ・排出ガス対策型(第○次基準値） 3.7ｍ，4.0ｍ，4.3ｍ級

柔らかい雪，

サクレ状の雪

の場合

除雪グレーダ･排出ガス対策型(第○次基準値） 3.7ｍ，4.0ｍ，4.3ｍ級

除雪トラック(ワンウェイプラウ付）　　　　　　　　　　 ７ｔ級

除雪トラック(ワンウェイプラウ付）　　　　　　　　　　 ７ｔ級
標　  　　準

除雪グレーダ･排出ガス対策型(第○次基準値） 3.7ｍ，4.0ｍ，4.3ｍ級標　  　　準

除雪トラック                                         ７ｔ級

雪堤の

低い場合

除雪トラック(ワンウェイプラウ付）　　　　　　　　　　 ７ｔ級

除雪トラック（路面整正装置付）                       ７ｔ級

ロータリ除雪車･排出ガス対策型(第○次基準値） 160～290kW(220～400PS)級

雪堤の

高い場合

小さい場合

路面整正

除雪トラック(サンドウィング付)　　　　　　　　　　  10ｔ級拡幅除雪

作業条件

　３－１　機種の選定

3.　機種の選定

工種 機械・規格

表3.1　機種の選定

　　　　　　各工種において使用する機種は，次表を標準とする。

砂散布機・架装車（マテリアルスプレッダ）

凍結防止剤散布車  散水車

砂，薬剤混合

（ハンドガイド式７～22kW（10～30PS)級）

（1.5ｍ程度以上）

歩道幅員

小型除雪機

砂

薬剤

（1.2ｍ程度以上）

幅員の狭い

＋ダンプトラック　　　　　　　　　　　　　　　　　 8ｔ積級

＋ダンプトラック                                  10ｔ積級

場合

又は，除雪ドーザ(山積1.2～2.2?)･排出ガス対策型（第○次基準値）

一車線積込除雪車(ロータリ式)･排出ガス対策型(第○次基準値)

＋ダンプトラック　　　　　　　　　　　　　　　　　10ｔ積級

が特に多い

幅員の広い

場合

ロータリ除雪車・排出ガス対策型（第○次基準値）

歩道除雪
（ロータリ車29～90kW（40～130PS)級）

小型除雪車・排出ガス対策型（第○次基準値)

歩道幅員



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路除雪工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

除雪グレーダや除雪ドーザが組合される場合が多

一般的である。
歩道除雪

小型除雪車等を歩道上に直接乗り入れて行う方法が

う場合等は，堆積の切崩集雪用補助機械として

新雪除雪，拡幅除雪と兼ねて行う場合は除雪グ

積込障害の多い場合及び歩道の排雪もかねて行

運搬除雪
車を配置する場合がある。           

又，幅員が狭い場合，又は交通量の特に多い場合

は一車線積込除雪車による一車線積込方式があ

の保有台数及び地域条件により規格を使い分ける)。

法）とロータリ除雪車の組合せ作業もある。なお，山

又，ロータリ除雪車による放雪作業が多いが除雪

除雪グレーダによる単独作業が多い。

トラック，除雪グレーダのサイドウィング（マックレー

る。

レーダ，除雪トラックと組合せて雁行作業も行う。

い。捨場の状況に応じて除雪ドーザやロータリ除雪

間部等の特殊な場合は除雪ドーザの作業もある。

る。

独の雪堤段切作業がとられる。

雪堤の低い場合

除雪トラック，除雪グレーダによる単独作業が多いが

除雪トラック，除雪グレーダのサイドウィングによる単

新雪除雪作業と兼ねて行う場合は雁行作業もとられ

路面整正

拡幅除雪

雪堤の高い場合

３－２　作　業　形　態

新雪除雪
幅員の広い場合

工種

除雪トラック，除雪グレーダによる単独作業及び１台

         各工種における作業形態は，次表を標準とする。

で所定幅員が確保できない場合は除雪トラック，除

雪グレーダによる雁行組合せ作業も多い（当該地域

幅員の狭い場合

作業条件

除雪トラック，除雪グレーダによる単独作業が多い。

作業形態

表3.2　作業形態



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路除雪工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

現行どおり 人

各除雪機械等運転労務の適用職種は，表5.1による。

単　位
数　　　量

規　　　格名　　　　　称
撤　去

　　　　　　　　　　　導標にスノーポールを取付ける「かぶせ型タイプ」に適用し，土中に差

1

                          表4.2　スノーポール設置撤去歩掛

　４－３　スノーポール設置撤去

2.4

ト　ラ　ッ　ク　運　転

5.　運　転　労　務

　　　　　　　　　3.　スノーポールの長さに関係なく上表を適用する。

２ｔ積 1

ト　ラ　ッ　ク　運　転 ２ｔ積

6.7人

　普通作業員0.1人／ｔとする。

　　　　　　　　　　　し込む「単柱型タイプ」の設置撤去及び「二段式デリニェータポール」等

　５－１　適 用 職 種

日

　　　　　　　　　2.　上表には，現場内における荷降し，荷積み及び小運搬を含む。

　　　　　　　　　　　の引上げには適用しない。

　　　　　　(注)　1.　上表歩掛は，積雪寒冷地の冬期視線誘導対策として，既存の視線誘

普　通　作　業　員

日

設　　置

1

スノーポールの設置及び撤去の歩掛は，次表を標準とする。

2.1普　通　作　業　員

                          表4.1　凍結防止剤人力散布歩掛

単　位規　　　格 数　　　量

（１ｔ当り）

名　　　　　称

(３)　凍結防止剤の散布を人力で行う歩掛は，表4.1による。

       一般除雪・運搬除雪・歩道除雪・凍結防止の各作業量の算定は，除雪機械等の

  ４－２　凍結防止

(１)　凍結防止剤の散布量は過去の実績を基に推定するものとし，実散布量にて精算を行う

(２)　凍結防止剤散布車への袋詰薬剤（20～30kg／袋程度）の積込（開封・積込・清掃）歩掛は，

４．除雪作業量

　ものとする。

　実作業時間による。

   ４－１　一般除雪・運搬除雪・歩道除雪・凍結防止

（１００本当り）

　普通作業員0.1人／ｔとする。

　　　なお、上記により難い場合は、必要に応じて別途考慮する。

(２)　凍結防止剤散布車への袋詰薬剤（20～30kg／袋程度）の積込（開封・積込・清掃）歩掛は，



土木工事標準歩掛の一部改定 
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工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特　殊
作業員

普　通
作業員

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○

1
Ｔ

○

各　　種

○

○

○ ○

運搬除雪

表5.1　除雪機械等運転労務適用職種

(ホイール・クローラ)

機械名

除雪グレーダ

（普通・専用）

小型除雪車

○

各　　種

各　　種

除雪トラック

助　手
一　般
世話役

運転手
（一般）

機械付労務

摘　　　要
運転手

（特殊）
規格

（除雪トラック）
○各　　種 ○

路面整正装置

○

(注)４○ ○

○

○

除雪ドーザ 一般除雪

○

　　　　　よる。

　　　2.　歩道除雪等においては，小型除雪車の補助作業員として必要に応じて計上出来る。

　　　5.　各除雪装置の職種は，ベースマシンの運転適用職種である。

　　　　運搬除雪以外の工種については，助手が兼務することとして，とくに計上しないことを原則と

　　　する。

　　　世話役の労務歩掛は，運転手の１／５を計上する。

　　　　　える場合は７を使用する。

歩掛＝

　　　　　なお，Ｔは４～７時間について適用するものとし，Ｔが４時間未満の場合は４を，７時間を超

　　　　運搬除雪においては，積込機械１台に組合わされる機械の１群に対して，補助作業員として

　　　３名を計上する。なお，状況に応じて員数を適宜増減させてもよい。

　(３)　普通作業員

　（注）　Ｔは運転日当り運転時間で請負工事機械経費積算要領第４第４項及び同第６の定めに

（トラック）
各　　種

（人／ｈ）

　(１)　運転手，助手

　　　　運転手，助手の機械運転１時間当り労務歩掛は，次式による。

　　　4.　小型除雪機は運転員として特殊作業員を，補助作業員として普通作業員を運転１時間当り

　　　　　補助作業員の適用職種は普通作業員とし，運転１時間当りｎ人／Ｔを計上する。

５－２　労務歩掛

凍結防止剤散布装置

　　　3.　砂散布機架装車の補助作業員として，運転１時間当り普通作業員２人／Ｔを計上する。

          各々１人／Ｔを計上する。

(注)　1.　上表の助手は，安全確認作業等のため運転手とともに除雪機械に同乗する作業付労務である。

○

　(２)　世話役

(注)３

一車線積込除雪車

○
砂散布機・架装車

凍結防止剤散布車

ロータリ式各種

ダンプトラック

小型除雪機

散水車

（ﾏﾃﾘｱﾙｽﾌﾟﾚｯﾀﾞ）

７～22kW

（ハンドガイド式） （10～30PS）級

(注)２

(注)２○

○
（80～130PS）級

29kW,30kW

（220PS以上）級

(ホイール・クローラ)

（40PS）級
○

ロータリ除雪車

59～90kW

(ホイール・クローラ)

160kW以上

○ ○

世話役

運転手
(特殊)

運転手
(一般)

特殊
作業員

普通
作業員

土木一般
世話役

特　殊
作業員

普　通
作業員

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○

1
Ｔ

160kW以上

各　　種除雪グレーダ

一般除雪(注)２

運搬除雪（注）２(ホイール・クローラ)

除雪ドーザ

各　　種

表5.1　除雪機械等運転労務適用職種

除雪トラック

機械付労務助手

摘　　　要規格

運転手

○ ○

機械名

（普通・専用）

○

　　　4.　砂散布機架装車の補助作業員として，運転１時間当り普通作業員２人／Ｔを計上する。

　　　　　補助作業員の適用職種は普通作業員とし，運転１時間当りｎ人／Ｔを計上する。

(注)　1.　上表の助手は，安全確認作業等のため運転手とともに除雪機械に同乗する作業付労務である。

　　　　　なお，Ｔは４～７時間について適用するものとし，Ｔが４時間未満の場合は４を，７時間を超

　(２)　世話役

（人／ｈ）歩掛＝

　（注）　Ｔは運転日当り運転時間で請負工事機械経費積算要領第４第４項及び同第６の定めに

　(１)　運転手，助手

　　　　運転手，助手の機械運転１時間当り労務歩掛は，次式による。

　　　　　よる。

　　　5.　小型除雪機は運転員として特殊作業員を，補助作業員として普通作業員を運転１時間当り

○

○

　　　３名を計上する。なお，状況に応じて員数を適宜増減させてもよい。

　　　　運搬除雪においては，積込機械１台に組合わされる機械の１群に対して，補助作業員として

　　　する。

各　　種

　　  運搬除雪以外の工種については，助手が兼務することとして，とくに計上しないことを原則と

　　　　　える場合は７を使用する。

５－２　労務歩掛

　　　世話役の労務歩掛は，運転手の１／５を計上する。

          各々１人／Ｔを計上する。

　　　6.　各除雪装置の職種は，ベースマシンの運転適用職種である。

　(３)　普通作業員

（除雪トラック）
○

　　　3.　歩道除雪等においては，小型除雪車の補助作業員として必要に応じて計上出来る。

凍結防止剤散布装置
各　　種

（トラック）

　　　2.　除雪ドーザの機種が１人乗りの場合は、普通作業員は計上しない。

散水車

（10～30PS）級（ハンドガイド式）

７～22kW

○

(注)５○

○ (注)４
（ﾏﾃﾘｱﾙｽﾌﾟﾚｯﾀﾞ）

○

○

○各　　種

砂散布機・架装車

小型除雪機

路面整正装置

ロータリ除雪車

小型除雪車

(ホイール・クローラ)

凍結防止剤散布車

59～90kW

（80～130PS）級

一車線積込除雪車

ダンプトラック

(ホイール・クローラ)

ロータリ式各種

（40PS）級

29kW,30kW

○

○

（220PS以上）級

○

○

○

○ ○

○

○

(注)３

(注)３



土木工事標準歩掛の一部改定 
道路除雪工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現行どおり 

世話役

運転手

(特殊)

運転手

(一般)

特殊

作業員

普通

作業員

土木一般

世話役

特　殊

作業員

普　通

作業員

○ ○

摘　　　要
機械付労務

○

機械名
運転手 助手

　６－１　適用職種

○

規格

表6.1　巡回機械運転労務適用職種

　　　　　雪道巡回工における各巡回機械運転労務の適用職種は，表6.1による。

　　　　　　凍結防止剤散布車を選択することが出来る。

パトロール車

凍結防止剤散布車

　　　　(注)　標準機種はパトロール車（ライトバン含む）とするが，沿道条件・気象条件等により，

6.　雪道巡回工

特　殊

作業員

普　通

作業員

○ ○

Ｔr
Ｔ

Ｔr
8

10km

以下

25km

以下

45km

以下

60km

以下

75km

以下

95km

以下
125km

以下

160km

以下

200km

以下

0.5 0.9 1.3 1.7 2.1 2.5 2.9 3.7 4.5

20km
以下

30km
以下

45km
以下

55km
以下

65km
以下

80km
以下

105km

以下

125km

以下

150km

以下

0.5 0.9 1.3 1.7 2.1 2.5 2.9 3.7 4.5

単　位

人

〃

ｈ

ℓ

式

　　　　　雪道巡回工における各巡回機械運転労務の適用職種は，表6.1による。

一　般

世話役

　６－１　適用職種

表6.1　巡回機械運転労務適用職種

6.　雪道巡回工

　　　　雪道巡回工における運転手の巡回１回当り労務歩掛は，次式及び表6.2による。

○

ト　　ラ　　ッ　　ク

（スノーポール設置撤去）

指　定　事　項

燃料消費量→８
ト　　ラ　　ッ　　ク

（凍結防止剤人力散布）
２ｔ積

運転労務数量→0.40

機　　械　　名

２ｔ積

規　　　格

〃

適用単価表

○

１　　回　　当　　り　　巡　　回　　距　　離

Ｔr

名　　　　　称

　　　　雪道巡回工における世話役の巡回１回当り労務歩掛は，次式及び表6.2による。

　　　　　　凍結防止剤散布車を選択することが出来る。

（人／回）

パトロール車

Ｔr／８

　(２)　機械運転単価表

1

運転労務数量→1.00

機械損料数量→2.21

機－22

機－22

燃料消費量→26

機械損料数量→1.81

歩掛＝

　(２)　世話役

諸 雑 費

Ｔr／Ｔ

数　量

パトロール車又は凍結防止剤散布車

一 般 運 転 手

世 話 役

計

機 械 損 料

　(１)　巡回１回当り単価表

燃 料 費

7.　単価表

規　　　格 摘　　　　要

（人／回）

表6.2　巡回１回当り巡回時間（Ｔr）

凍結防止剤散布車

機　　械　　名

６－２　労務歩掛

パトロール車

摘　　　要
機械付労務

助　手機械名

凍結防止剤散布車

歩掛＝

運転手

（一般）

運転手

（特殊）

　(１)　運転手

　　　　(注)　標準機種はパトロール車（ライトバン含む）とするが，沿道条件・気象条件等により，

規格



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
電線共同溝工 

(C・C・BOX) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 電線共同溝工（C・C・BOX）（参考工種） 

1. 適用範囲 

  本資料は，電線共同溝（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）の設置工事に適用する。 

2. 施工概要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注) 1. 「管路部」とは，電線を管路材に収容する部分をいう。 

2. 「特殊部」とは，分岐部，接続部並びに地上機器部等を総称していう。 

3. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

4. 舗装版切断は，｢第13章道路維持修繕②舗装版破砕工2.舗装版切断工」により別途計上する。 

5. 基礎砕石工は，｢第３章共通工②基礎・裏込砕石工」より別途計上する。 

6. 型枠工(均し)，型枠工は，｢第５章コンクリート工②型枠工」により別途計上する。 

7. コンクリート工(均し)，コンクリート工は，｢第５章コンクリート工①コンクリート工」による。

8. 鉄筋工は，市場単価により別途計上する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行とおり 

舗 装 版 切 断

機 材 搬 入

舗 装 版 破 砕 積 込

床 掘 り

管 路 工

運 搬 作 業

運 搬 作 業

基 礎 砕 石 工 

型 枠 工 ( 均 し ) 

コンクリート工(均し) 

鉄 筋 工 

型 枠 工 

コ ン ク リ ー ト 工 

プレキャストボックス設置

蓋 設 置 

埋 戻 し ・ 締 固 め 埋 戻 し ・ 締 固 め

機 材 搬 出

管 路 材 設 置

舗 装 版 復 旧

土

留

覆

工

板

設

置

・

撤

去

(管 路 部) (特 殊 部) 

(現場打設ボックス工) (プレキャストボックス工)



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 舗装版破砕積込 

 ３－１ 適用範囲 

   バックホウによるアスファルト舗装版破砕積込作業に適用する。 

   なお，アスファルト舗装厚さは，15cm以下とする。 

 ３－２ 施工歩掛 

   舗装版の直接掘削・積込の歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

4. 土工 

 ４－１ 施工歩掛 

  ４－１－１ 床掘り及び埋戻し・締固め 

    床掘り及び埋戻し・締固め歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

3. 舗装版破砕積込 

 ３－１ 適用範囲 

   バックホウによるアスファルト舗装版破砕積込作業に適用する。 

   なお，アスファルト舗装厚さは，15cm以下とする。 

 ３－２ 施工歩掛 

   舗装版の直接掘削・積込の歩掛は，次表とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 土工 

 ４－１ 施工歩掛 

  ４－１－１ 床掘り及び埋戻し・締固め 

    床掘り及び埋戻し・締固め歩掛は，次表とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表3.1 舗装版破砕積込歩掛 (100ｍ2当り)

名    称 規    格 単 位 数 量 

世 話 役  人 0.9 

普 通 作 業 員  〃 2.4 

バックホウ運転
排出ガス対策型(第２次基準値) 
クローラ型山積0.28ｍ3(平積0.2
ｍ3) 

日 0.8 

(注) 1. バックホウは，賃料とする。 

2. 運搬作業は，別途考慮する。 

  

表3.1 舗装版破砕積込歩掛 (100ｍ2当り)

名    称 規    格 単 位 数 量 

世 話 役  人 0.9 

普 通 作 業 員  〃 2.4 

バックホウ運転 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
クローラ型山積0.28ｍ3(平積0.2
ｍ3) 

日 0.8 

(注) 1. バックホウは，賃料とする。 

2. 運搬作業は，別途考慮する。 

表4.1 床掘り及び埋戻し・締固め歩掛 (10ｍ3当り)

名    称 規    格 単位 床 掘 り
埋戻し・締固め 

土  砂 中埋砂 

世 話 役  人 0.2 0.2 

特 殊 作 業 員  〃 － 0.2 

普 通 作 業 員  〃 0.6 0.7 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
排出ガス対策型（第１次基準
値)・クローラ型山積0.28ｍ3(平
積0.2ｍ3) 

日 0.4 0.5 

諸 雑 費 率  ％ － 6 9 

(注) 1. 床掘りの適用土質は，土砂（砂質土及び砂，粘性土，レキ質土）とする。 

2. 本歩掛はオープン掘削の場合も適用する。 

3. 床掘歩掛には，基面整正を含む。 

4. 埋戻し・締固め（中埋砂）の締固めは，水締施工とする。 

5. 諸雑費は，締固め機械（中埋砂については，散水設備等）の損料及び運転経費等の費用であり，労

務費，賃料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

6. バックホウは，賃料とする。 

7. 水締施工に用いる水に水代が必要な場合は，別途計上する。 

8. 運搬作業は，別途考慮する。 

 

表4.1 床掘り及び埋戻し・締固め歩掛 (10ｍ3当り)

名    称 規    格 単位 床 掘 り
埋戻し・締固め 

土  砂 中埋砂 

世 話 役  人 0.2 0.2 

特 殊 作 業 員  〃 － 0.2 

普 通 作 業 員  〃 0.6 0.7 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型（第２次基準
値)・クローラ型山積0.28ｍ3(平
積0.2ｍ3) 

日 0.4 0.5 

諸 雑 費 率  ％ － 6 9 

(注) 1. 床掘りの適用土質は，土砂（砂質土及び砂，粘性土，レキ質土）とする。 

2. 本歩掛はオープン掘削の場合も適用する。 

3. 床掘歩掛には，基面整正を含む。 

4. 埋戻し・締固め（中埋砂）の締固めは，水締施工とする。 

5. 諸雑費は，締固め機械（中埋砂については，散水設備等）の損料及び運転経費等の費用であり，労

務費，賃料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

6. バックホウは，賃料とする。 

7. 水締施工に用いる水に水代が必要な場合は，別途計上する。 

8. 運搬作業は，別途考慮する。 

  



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  ４－１－２ 材料の使用量 

    材料の使用量は，次式による。 

    使用量（ｍ3）＝設計数量（ｍ3）×（１＋Ｋ）……式4.1 

           Ｋ：ロス率 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行とおり 表4.2 ロ ス 率(Ｋ) 

 中埋砂 

ロ   ス   率 ＋0.2 

(注) 本使用量は締固めによる土量変化も含む。 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

5. 仮設工 

 ５－１ 土 留 工 

   土留工における軽量鋼矢板の設置・撤去歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 

現行とおり 

表5.1 軽量鋼矢板の設置・撤去歩掛 (矢板設置延長10ｍ当り)

名    称 単  位 数    量 

世 話 役 人 0.3 

普 通 作 業 員 〃 1.4 

(注) 1. 本歩掛には，軽量鋼矢板，切梁・腹起し材の設置・撤去及び運搬距

離30ｍ程度の現場内小運搬を含む。 

2. 現場条件により，根入れが必要な場合及び他の土留工法を行う場合

は別途考慮する。 

3. 矢板設置延長は，総延長とする。 

4. 軽量鋼矢板等に関する賃料等は，別途計上する。 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ５－２ 覆工板設置・撤去 

   覆工板の設置・撤去歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 管路工 

 ６－１ 管 路 部 

  ６－１－１ 適用範囲 

    管路呼び径150㎜以下の単管設置に適用する。 

  ６－１－２ 管路材設置歩掛 

    管路材設置歩掛は，次表とする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行とおり 

表5.2 覆工板設置・撤去歩掛 (100ｍ2・１回当り)

名    称 規    格 単位 数    量 

世 話 役  人 1.2 

特 殊 作 業 員  〃 1.4 

普 通 作 業 員  〃 2.2 

トラッククレーン運転 油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 日 1.4 

(注) 1. 覆工板設置・撤去の施工数量は，工事中の延べ設置・撤去面積とする。 

2. トラッククレーンは，上表のものを標準とするが，吊荷重及び作業半径により，

標準機種での施工が困難な場合は，現場条件に適合した機種を選定する。 

3. トラッククレーンは，賃料とする。 

 

表6.1 管路材設置歩掛 (管１本・100ｍ当り)

名     称 単位 露  出  部 埋  設  部 

世 話 役 人 1.8 1.3 

特 殊 作 業 員 〃 1.3 0.8 

普 通 作 業 員 〃 6.0 4.6 

諸 雑 費 率 ％ 0.2 0.2 

(注) 1. 本歩掛には，管の接続労務も含む。 

2. 露出部歩掛には，受・支持金具の設置労務も含む。 

3. 埋設部歩掛には，管路受台（スペーサ）の設置労務を含む。 

4. 本歩掛は，多条管，多孔管を設置する場合には適用しない。 

5. 露出部とは，橋梁添架及びトンネル内設置により露出管路となる部分をいう。 

6. 単管の材料使用量は，｢６－１－３管路材の使用量」によるものとする。 

7. 本歩掛には，管路清掃及び導通試験を含む。 

8. 諸雑費は，清掃及び導通検査機械（コンプレッサー等）の損料及び運転経費等の費
用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

9. 受・支持金具，管路受台は必要量を，別途計上する。 

10. 接続継手，分岐管，滑剤料は，必要量を，別途計上する。 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  ６－１－３ 管路材の使用量 

    管路材の使用量は，次式による。 

    使用量（ｍ）＝設計数量（ｍ）×（１＋Ｋ）……式6.1 

           Ｋ：ロス率 

 
 
 
 
 

 ６－２ 特殊部 

  ６－２－１ プレキャストボックス工 

    プレキャストボックスブロック設置歩掛は，次表とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（プレキャストボックスブロック参考図） 

 
 
 
 
 
 
 

    現行とおり 
 
 
 
 

 ６－２ 特殊部 

  ６－２－１ プレキャストボックス工 

    プレキャストボックスブロック設置歩掛は，次表とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（プレキャストボックスブロック参考図） 

表6.2 ロ ス 率(Ｋ) 

ロ  ス  率 ＋0.05 

(注) 1. 管路材は，スクラップ控除を行わない。 
2. 本使用量は，多条管・多孔管には適用しない。

 

表6.3 プレキャストボックスブロック設置歩掛 (ボックスブロック10個当り)

名    称 規    格 単位 

ボックスブロック１個当り質量 

1,000kg以下 
1,000㎏超～
4,000㎏以下 

4,000㎏超～
11,000㎏以下 

世 話 役  人 0.4 0.9 1.2 

特 殊 作 業 員  〃 0.3 0.6 0.8 

普 通 作 業 員  〃 1.5 2.9 4.0 

ラフテレーンクレーン
運 転

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

日 0.2 0.8 1.3 

(注) 1. 本歩掛には，継壁（妻壁，端壁）の設置，水抜ドレーンの設置を含む。 
2. ラフテレーンクレーンは，上表のものを標準とするが，吊荷重及び作業半径により，標準機種で
の施工が困難な場合は，現場条件に適合した機種を選定することが出来る。 

3. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 
4. 特殊部（プレキャストボックス）は，下部床版，側壁，継壁，上部床版からなる個々のブロック
より，構成される。 

5. 本歩掛にて計上するボックスブロック個数は，継壁，蓋，受枠を除くブロック数を計上する。 
なお，継壁質量は隣接する側壁に含めるものとする。また上部床版質量は蓋及び受枠質量を含め

ないものとする。 
6. 水抜ドレーン材は必要量を，別途計上する。 

  

表6.3 プレキャストボックスブロック設置歩掛 (ボックスブロック10個当り)

名    称 規    格 単位 

ボックスブロック１個当り質量 

1,000kg以下 
1,000㎏超～
4,000㎏以下

4,000㎏超～
11,000㎏以下

世 話 役  人 0.4 0.9 1.2 

特 殊 作 業 員  〃 0.3 0.6 0.8 

普 通 作 業 員  〃 1.5 2.9 4.0 

ラフテレーンクレーン
運 転

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日 0.2 0.8 1.3 

(注) 1. 本歩掛には，継壁（妻壁，端壁）の設置，水抜ドレーンの設置を含む。 
2. ラフテレーンクレーンは，上表のものを標準とするが，吊荷重及び作業半径により，標準機種で
の施工が困難な場合は，現場条件に適合した機種を選定することが出来る。 

3. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 
4. 特殊部（プレキャストボックス）は，下部床版，側壁，継壁，上部床版からなる個々のブロック
より，構成される。 

5. 本歩掛にて計上するボックスブロック個数は，継壁，蓋，受枠を除くブロック数を計上する。 
なお，継壁質量は隣接する側壁に含めるものとする。また上部床版質量は蓋及び受枠質量を含め

ないものとする。 
6. 水抜ドレーン材は必要量を，別途計上する。 

 

  



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  ６－２－２ 蓋設置歩掛 

    蓋設置歩掛は，次表とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（蓋参考図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表6.4 蓋設置歩掛 (蓋10組当り)

名    称 規    格 単位 

蓋１組当り質量 

200㎏以下 
200㎏超～ 
800㎏以下 

800㎏超～
2,000㎏以下 

世 話 役  人 0.2 0.3 0.3 

特 殊 作 業 員  〃 0.2 0.2 0.3 

普 通 作 業 員  〃 0.7 0.9 1.0 

トラッククレーン運転 油圧伸縮ジブ型 
4.9ｔ吊 

日 0.3 0.4 0.5 

(注) 1. 本歩掛には，受枠の設置を含む。 

2. トラッククレーンは，上表のものを標準とするが，吊荷重及び作業半径により，標準機種での施

工が困難な場合は，現場条件に適合した機種を選定することが出来る。 

3. トラッククレーンは，賃料とする。 

4. 蓋１組当り質量は，受枠も含めた１組当り質量を計上する。 

  

現行とおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

7. 単価表 

 (１) 舗装版破砕積込 100ｍ2当り単価表 

 

 

 

 (２) 土  工 

  １） 床掘り10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

２） 埋戻し・締固め（土砂）10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

  ３） 埋戻し・締固め（中埋砂）10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 単価表 

 (１) 舗装版破砕積込 100ｍ2当り単価表 

 
 
 
 
 
 

 (２) 土  工 

  １） 床掘り10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

２） 埋戻し・締固め（土砂）10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

  ３） 埋戻し・締固め（中埋砂）10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表3.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型(第1次基準値)・クロ
ーラ型山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 日   〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表3.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型(第２次基準値)・クロ
ーラ型山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

日   〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

  

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型（第１次基準値)・ク
ローラ型山積0.28ｍ3 (平積0.2ｍ3) 日   〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型（第２次基準値)・ク
ローラ型山積0.28ｍ3 (平積0.2ｍ3) 日   〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

  

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表4.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型（第１次基準値)・ク
ローラ型山積0.28ｍ3 (平積0.2ｍ3) 日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表4.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型（第２次基準値)・ク
ローラ型山積0.28ｍ3 (平積0.2ｍ3) 

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表4.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

砂  ｍ3  式4.1 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型（第１次基準値)・ク
ローラ型山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 日  表4.1 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表4.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

砂  ｍ3  式4.1 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型（第２次基準値)・ク
ローラ型山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 日  表4.1 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 (３) 仮 設 工 

  １） 軽量鋼矢板設置・撤去10ｍ（矢板設置延長）当り単価表 

 

 

 

 

  ２） 覆工板設置・撤去100ｍ2・１回当り単価表 

 

 

 

 

 (４) 管 路 工 

  １） 管路材設置管１本・100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表5.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表5.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 日   〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

  

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表6.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

管 路 材 径○○㎜ ｍ  式6.1 

諸 雑 費  式 1 表6.1 

計     

 

現行とおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  ２） プレキャストボックスブロック設置10個当り単価表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ３） 蓋設置10組当り単価表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (４) 機械運転単価表 

  １） 舗装版破砕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  ２） プレキャストボックスブロック設置10個当り単価表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (４) 機械運転単価表 

  １） 舗装版破砕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表6.3 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

プレキャストボックスブロック  個 10  

ラフテレーンクレーン賃料 排出ガス対策型(第１次基準値)
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 日  表6.3 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表6.3 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

プレキャストボックスブロック  個 10  

ラフテレーンクレーン賃料 排出ガス対策型(第２次基準値)
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 日  表6.3 

諸 雑 費  式 1  

計     

  

名    称 規    格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表6.4 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

蓋  組 10 受枠含む 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 日  表6.4 

諸 雑 費  式 1  

計     

  

現行とおり 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 
排出ガス対策型(第1次基準
値)クローラ型 
山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→11 
賃 料 数 量→1.64 

 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第２次基準
値)クローラ型 
山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→11 
賃 料 数 量→1.64 

  



土木工事標準歩掛の一部改定 
電線共同溝工（C・C・BOX） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ２） 土工（床掘り） 
 
 
 
 
 

  ３） 土工（埋戻し・締固め） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ２） 土工（床掘り） 
 
 
 
 
 

  ３） 土工（埋戻し・締固め） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 
排出ガス対策型(第1次基準
値)クローラ型 
山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃料消費量→28 
賃 料 数 量→1.64 

 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第２次基準
値)クローラ型 
山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→28 
賃 料 数 量→1.64 

  

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 
排出ガス対策型(第1次基準
値)クローラ型 
山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃料消費量→23 
賃 料 数 量→1.64 

 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第２次基準
値)クローラ型 
山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→23 
賃 料 数 量→1.64 

  



土木工事標準歩掛の一部改定 
情報ボックス工 

 

種名 現  行 改  定 
共同溝 

情報ボックス

工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③情報ボックス工（参考工種） 

１．適用範囲 

本資料は，情報ボックスの設置工事に適用する。ただし，河川堤防に設置する情

報管路は適用外とする。 

２．施工概要 

施工フローは，下記を標準とする。 

２－１ 埋設部 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

    2. 舗装版切断は，｢第13章道路維持修繕②舗装版破砕工２．舗装版切断工」による。 

    3. 土留は，｢第14章共同溝②電線共同工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）5.仮設工」による。 

    4. 運搬は，｢第２章土工⑤小規模土工（ダンプトラック運搬４ｔ積み)」による。 

    5. 舗装は，｢第11章道路舗装」による。 

２－２ 露出部 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
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現行のとおり 
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種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 機種の選定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. バックホウは，賃料とする。 

   2. トラック（クレーン装置付）は賃料とする。 

 

４． 舗装版破砕 

     バックホウによる舗装厚さ15㎝以下のアスファルト舗装版破砕積込作業に適用する。これ

以外の場合は,「第13章道路維持修繕②舗装版破砕工」による。 

 

４－１ 日当り編成人員 

日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表4.1 日当り編成人員      （人） 

 

 

 

 

４－２ 日当り施工量 

日当り施工量（Ｄ1）は，次表を標準とする。 

   表4.2 日当り施工量       （１日当り） 

 

 

 

３． 機種の選定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

 

 

 

 

 

(注) 1. バックホウは，賃料とする。 

   2. トラック（クレーン装置付）は賃料とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作 業 種 別 機 械 名 規  格 単位 数量

舗装版破砕 
床掘り 
埋戻し 
基礎材 

バ ッ ク ホ ウ
クローラ型・超小旋回型・排出
ガス対策型(第1次基準値)・ 
山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

台 1 

管路工（埋設部）本体管設置：本体管の
材質がコンクリート製の場合のみ 
管路工（露出部） 
ハンドホール工 

ト ラ ッ ク
（クレーン装置付）

４ｔ積・2.9ｔ吊 〃 1 

管路工（露出部） 高 所 作 業 車
トラック架装リフト・垂直型作
業床高9.9ｍ 
積載荷重1,000㎏ 

〃 1 

 世 話 役 普 通 作 業 員 

１ ２ 

日 当 り 施 工 量 ㎡ 248 

 

作 業 種 別 機 械 名 規  格 単位 数量 

舗装版破砕 
床掘り 
埋戻し 
基礎材 

バ ッ ク ホ ウ
クローラ型・超小旋回型・排出
ガス対策型(第2次基準値)・ 
山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

台 1 

管路工（埋設部）本体管設置：本体管の
材質がコンクリート製の場合のみ 
管路工（露出部） 
ハンドホール工 

ト ラ ッ ク
（クレーン装置付） ４ｔ積・2.9ｔ吊 〃 1 

管路工（露出部） 高 所 作 業 車
トラック架装リフト・垂直型作
業床高9.9ｍ 
積載荷重1,000㎏ 

〃 1 

 

現行のとおり 
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種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 床掘り 

床掘り作業に適用する。基面整正を含む。 

 

５－１ 日当り編成人員 

日当り編成人員は，次表を標準とする。 

           表5.1 日当り編成人員         （人） 

 

 

 

 

５－２ 日当り施工量 

日当り施工量（Ｄ2）は，次表を標準とする。 

                 表5.2 日当り施工量      （１日当り）       

 

 

 

６． 埋戻し 

 埋戻し・締固め作業に適用する。埋設表示シートの設置作業を含む。なお，埋戻しにコンク

リートを使用する場合は適用しない。 

 

６－１ 日当り編成人員 

日当り編成人員は，次表を標準とする。 

              表6.1 日当り編成人員            （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世 話 役 普 通 作 業 員 

１ ３ 

 
日 当 り 施 工 量 ｍ3 57 

世 話 役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

１ １ ２ 

現行のとおり 
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種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－２ 材料の使用量 

埋設表示シートの使用数量は，次式による。 

    使用量（ｍ）＝設計数量（ｍ）×（１＋Ｋ）……式6.1 

           Ｋ：ロス率 

表6.2 ロス率 

 

 

 

 

６－３ 諸雑費 

諸雑費は，締固め機械の損料・運転経費等の費用であり，労務費の合計額に次

表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表6.3 諸雑費率                      （％）           

 

 

 

 

６－４ 日当り施工量 

日当り施工量（Ｄ3）は，次表を標準とする。 

表6.4 日当り施工量             （１日当り）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材 料 名 埋 設 表 示 シ ー ト 

ロ ス 率（Ｋ） ＋0.02 

諸 雑 費 率 3 現行のとおり 

 
 日 当 り 施 工 量 ｍ3 35 
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種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 基礎材 

厚さ20㎝以下の基礎材の施工に適用する。 

７－１ 日当り編成人員 

日当り編成人員は，次表を標準とする。 

     表7.1 日当り編成人員      （人） 

 

 

 

７－２ 材料の使用量 

基礎材の使用数量は次式による。 

    使用量（ｍ3）＝設計数量（ｍ3）×（１＋Ｋ）……式7.1 

              Ｋ：ロス率 

表7.2 ロス率 

 

 

 

７－３ 諸雑費 

  諸雑費は，締固め機械の損料・運転経費等の費用であり，労務費の合計額に次表の

率を乗じた金額を上限として計上する。 

         表7.3 諸雑費率          （％） 

 

 

 

７－４ 日当り施工量 

日当り施工量（Ｄ4）は，次表を標準とする。 

               表7.4 日当り施工量       （１日当り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世 話 役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

１ １ ２ 

材  料  名 ク ラ ッ シ ャ ラ ン 等 

ロ ス 率 ＋0.17 

諸 雑 費 率 3 

日 当 り 施 工 量 ㎡ 135 

現行のとおり 
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種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 管路工（埋設部） 

埋設部における管路材の設置作業に適用する。 

８－１ 日当り編成人員 

日当り編成人員は，次表を標準とする。 

             表8.1 日当り編成人員             （人） 

 

 

 

 

 

 

(注)1.本体管設置は，本体管，本体管用スリーブ及び伸縮継手の設置作業である。 

 2.本体管設置のコンクリート製には，ヒューム管を含む。 

 3.本体管設置の鋼製は，さや管のない構造でφ50㎜の場合に適用する。 

 4.さや管設置は，さや管，さや管用スリーブ，伸縮継手の設置，通線確認及び管内清掃の 

作業である。 

 5.さや管設置のＶＵ管類は，数mごとに管材どうしを現場接続する管材を用いる場合に適用

し，ＦＥＰ管類は，長尺で現場接続が不要な管材を用いる場合に適用し，管材種が異 

なっても設置方法が同一であれば上記歩掛を適用する。 

８－２ 材料の使用量 

基礎材の使用数量は次式による。 

    本体管の使用量（ｍ）＝設計数量（ｍ）×（１＋Ｋ）……式8.1 

    さや管の使用量（ｍ）＝設計数量（ｍ）×条数×（１＋Ｋ）……式8.2 

                Ｋ：ロス率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体管の材質 コンクリート製 合成樹脂製 鋼製 

さや管の材質 ＶＵ・ＦＥＰ管類 ＶＵ管類 ＦＥＰ管類 － 

名   称 単位 本体管設置 さや管設置 
本体管及び
さや管設置

本体管設置 さや管設置 本体管設置

世 話 役 人 1 1 1 1 1 1 

特殊作業員 〃 1 1 1 1 1 1 

普通作業員 〃 2 2 2 2 4 2 

材 料 名 本 体 管 さ や 管

ロ ス 率（Ｋ） ＋0.01 ＋0.01 

現行のとおり 
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種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８－３ 諸雑費 

諸雑費は，本体管の材質が合成樹脂製のさや管設置（ＦＥＰ管類）の場合計上する。さや管引込

用ウインチの損料及びベルマウス等の費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

                     表8.3 諸雑費率                （％） 

 

 

 

８－４ 日当り施工量 

日当り施工量（Ｄ5）は，次表を標準とする。 

               表8.4 日当り施工量           （１日当り） 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. さや管設置の施工量とは，本体管延長をいう。 

    2. さや管設置の日当り施工量は，条数に関係なく上表の値を適用する。 

 

９． 管路工（露出部） 

露出部（トンネル部を除く）における管路材設置（本体管及びさや管を設置するもの）に適用

する。高所作業車での施工を標準としているが，高所作業車での施工が不可能な場合は，高所作

業車運転を除外し，現場条件に適合する足場工を別途計上する。 

 

９－１ 日当り編成人員 

日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
諸 雑 費 率 12 

 

本体管の材質 コンクリート製 合成樹脂製 鋼製 

さや管の材質 ＶＵ・ＦＥＰ管類 ＶＵ管類 ＦＥＰ管類 － 

名 称 単位 本体管設置 さや管設置
本体管及び
さや管設置

本体管設置 さや管設置 本体管設置

日当り施工量 ｍ 98 218 68 146 358 507 
現行のとおり 
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種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            表9.1 日当り編成人員          （人） 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 本体管設置は，本体管，本体管用スリーブ，伸縮継手及び受・支持金具の 

      設置作業である。 

   2. さや管設置は，さや管，さや管用スリーブ，伸縮継手の設置，通線確認及び 

     管内清掃の作業である。また，さや管の条数に関係なく適用する。 

 

９－２ 材料の使用量 

管路材の使用数量は次式による。 

    本体管の使用量（ｍ）＝設計数量（ｍ）×（１＋Ｋ） 

                                                                ……式9.1 

    さや管の使用量（ｍ）＝設計数量（ｍ）×条数×（１＋Ｋ） 

                                                                ……式9.2 

           Ｋ：ロス率 

 

 

 

９－３ 日当り施工量 

日当り施工量（Ｄ6）は，次表を標準とする。 

表9.3 日当り施工量 （１日当り） 

 

 

 

 

 

 

(注) さや管の条数に関係なく上表の値を適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    現行のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表9.2 ロ ス 率 

材  料  名 本 体 管 さ や 管 

ロ ス 率（Ｋ） ＋0.01 ＋0.01 

 

 

本体管の材質 鋼製・ＦＲＰ製 

さや管の材質 ＶＵ・ＦＥＰ管類 

名   称 単位 本体管及びさや管設置 

世 話 役 人 1 

特 殊 作 業 員 〃 1 

普 通 作 業 員 〃 2 

本体管の材質 鋼製・ＦＲＰ製 

さや管の材質 ＶＵ・ＦＥＰ管類 

名   称 単位 本体管及びさや管設置 

日 当 り 施 工 量 ｍ 21 
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１０．ハンドホール工 

ハンドホールの設置歩掛は，次表とする。なお，支持金具，蓋，固定板等の設置手間を含む。

トラック（クレーン装置付）は，表3.1 機種の選定を標準とするが，吊荷重及び作業半径により，

これにより難い場合は適正規格のトラッククレーンを選定することが出来る。ただし，トラック

クレーンは，賃料とする。 

 

10－１ 日当り編成人員 

日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

 

 

 

10－２ 日当り施工量 

日当り施工量（Ｄ7）は，次表を標準とする。 

表10.2 日当り施工量 （１日当り） 

 

 

１１．単価表 

(１) 舗装版破砕100㎡当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ1：日当り施工量（㎡／日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   現行のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

１１．単価表 

(１) 舗装版破砕100㎡当り単価表 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ1：日当り施工量（㎡／日） 

 

 

 

 

表10.1 日当り編成人員 

世 話 役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

１ １ ２ 

 

日 当 り 施 工 量 個 4 

 

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ1 表4.1，表4.2 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ1 〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
クローラ型・超小旋回型・排出ガス対
策型(第２次基準値)・山積0.28ｍ3 (平
積0.2ｍ3) 

日 ○×100／Ｄ1 表3.1，表4.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ1 表4.1，表4.2 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ1 〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
クローラ型・超小旋回型・排出ガス対
策型(第1次基準値)・山積0.28ｍ3 (平
積0.2ｍ3) 

日 ○×100／Ｄ1 表3.1，表4.2 

諸 雑 費  式 1  

計     
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(２) 床掘り100ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ2：日当り施工量（ｍ3／日） 

(３) 埋戻し100ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. Ｄ3：日当り施工量（ｍ3／日） 

   2. 埋戻し，締固めに中埋材料（砂，砕石等）を使用する場合は，別途計上する。 

(４) 基礎材100㎡当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ4：日当り施工量（㎡／日） 

 

(２) 床掘り100ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ2：日当り施工量（ｍ3／日） 

(３) 埋戻し100ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. Ｄ3：日当り施工量（ｍ3／日） 

   2. 埋戻し，締固めに中埋材料（砂，砕石等）を使用する場合は，別途計上する。 

(４) 基礎材100㎡当り単価表 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ4：日当り施工量（㎡／日） 

 

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ2 表5.1，表5.2 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ2 〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
クローラ型・超小旋回型・排出ガス対
策型(第1次基準値)・山積0.28ｍ3 (平
積0.2ｍ3) 

日 ○×100／Ｄ2 表3.1，表5.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ2 表5.1，表5.2 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ2 〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
クローラ型・超小旋回型・排出ガス対
策型(第２次基準値)・山積0.28ｍ3 (平
積0.2ｍ3) 

日 ○×100／Ｄ2 表3.1，表5.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ3 表6.1，表6.4 

特 殊 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ3 〃 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ3 〃 

中 埋 材 料  ｍ3  必要量計上 

埋 設 表 示 シ ー ト  ｍ  式6.1 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
クローラ型・超小旋回型・排出ガス対
策型(第1次基準値)・山積0.28ｍ3 (平
積0.2ｍ3) 

日 ○×100／Ｄ3 表3.1，表6.4 

諸 雑 費  式 1 表6.3 

計     

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ3 表6.1，表6.4 

特 殊 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ3 〃 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ3 〃 

中 埋 材 料  ｍ3  必要量計上 

埋 設 表 示 シ ー ト  ｍ  式6.1 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
クローラ型・超小旋回型・排出ガス対
策型(第２次基準値)・山積0.28ｍ3 (平
積0.2ｍ3) 

日 ○×100／Ｄ3 表3.1，表6.4 

諸 雑 費  式 1 表6.3 

計     

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ4 表7.1，表7.4 

特 殊 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ4 〃 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ4 〃 

クラッシャラン等  ｍ3  式7.1 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
クローラ型・超小旋回型・排出ガス対
策型(第1次基準値)・山積0.28ｍ3 (平
積0.2ｍ3) 

日 ○×100／Ｄ4 表3.1，表7.4 

諸 雑 費  式 1 表7.3 

計     
 

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ4 表7.1，表7.4 

特 殊 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ4 〃 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ4 〃 

クラッシャラン等  ｍ3  式7.1 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
クローラ型・超小旋回型・排出ガス対
策型(第２次基準値)・山積0.28ｍ3 (平
積0.2ｍ3) 

日 ○×100／Ｄ4 表3.1，表7.4 

諸 雑 費  式 1 表7.3 

計     

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
情報ボックス工 

 

種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 管路工（埋設部） 

 １） 埋設部本体管設置100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. Ｄ5：日当り施工量（ｍ／日） 

    2. トラック（クレーン装置付）運転は，本体管の材質がコンクリート製の場合 

      のみ計上する。 

 

 ２） 埋設部さや管設置100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ5：日当り施工量（ｍ／日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ5 表8.1，表8.4 

特 殊 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ5 〃 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ5 〃 

本 体 管 材 径○○㎜ ｍ  式8.1 

ス リ ー ブ 材 各種 個  必要量計上 

伸 縮 継 手 各種 〃  〃 

トラック(クレーン
装 置 付 ) 運 転 4ｔ積・2.9ｔ吊 日 ○×100／Ｄ5 表3.1，表8.4 

諸 雑 費  式 1  

計     

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ5 表8.1，表8.4 

特 殊 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ5 〃 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ5 〃 

さ や 管 材 径○○㎜ ｍ  式8.2 

ス リ ー ブ 材 各種 個  必要量計上 

伸 縮 継 手 各種 〃   

諸 雑 費  式 1 表8.3 

計     

 現行のとおり



土木工事標準歩掛の一部改定 
情報ボックス工 

 

種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３） 埋設部本体管及びさや管設置100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ5：日当り施工量（ｍ／日） 

 

(６) 管路工（露出部） 

 １） 露出部本体管及びさや管設置100ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ6：日当り施工量（ｍ／日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ5 表8.1，表8.4 

特 殊 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ5 〃 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ5 〃 

本 体 管 材 径○○㎜ ｍ  式8.1 

さ や 管 材 径○○㎜ 〃  式8.2 

ス リ ー ブ 材 各種 個  必要量計上 

伸 縮 継 手 各種 〃  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

名   称 規     格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×100／Ｄ6 表9.1，表9.3 

特 殊 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ6 〃 

普 通 作 業 員  〃 ○×100／Ｄ6 〃 

本 体 管 材 径○○㎜ ｍ  式9.1 

さ や 管 材 径○○㎜ 〃  式9.2 

ス リ ー ブ 材 各種 個  必要量計上 

伸 縮 継 手 各種 〃  〃 

高 所 作 業 車 運 転
トラック架装リフト・垂直型 作業床
高9.9ｍ 積載荷重1,000㎏ 日 ○×100／Ｄ6 表3.1，表9.3 

トラック(クレーン
装 置 付 ) 運 転

4ｔ積・2.9ｔ吊 〃 ○×100／Ｄ6 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
情報ボックス工 

 

種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(７) ハンドホール工10個当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ7：日当り施工量（個／日） 

 

(８) 機械運転単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(８) 機械運転単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 ○×10／Ｄ7 表10.1，表10.2 

特 殊 作 業 員  〃 ○×10／Ｄ7 〃 

普 通 作 業 員  〃 ○×10／Ｄ7 〃 

ハ ン ド ホ ー ル  個 10  

蓋  枚 10  

固 定 板  〃  必要量計上 

支 持 金 具  個  〃 

トラック(クレーン
装 置 付 ) 運 転

4ｔ積・2.9ｔ吊 日 ○×10／Ｄ7 表3.1，表10.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ
クローラ型・超小旋回型・排出ガス対策型
(第1次基準値)・山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3)

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→42 
賃 料 数 量→1.51 

ト ラ ッ ク
(クレーン装置付) 4ｔ積・2.9ｔ吊 機－28 

運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→21 
賃 料 数 量→1.45 

高 所 作 業 車
トラック架装リフト・垂直型 作業床高 
9.9ｍ 積載荷重1,000kg 機－19 

運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→10 
機械損料数量→1.08 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ
クローラ型・超小旋回型・排出ガス対策型
(第２次基準値)・山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3)

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→42 
賃 料 数 量→1.51 

ト ラ ッ ク
(クレーン装置付) 4ｔ積・2.9ｔ吊 機－28 

運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→21 
賃 料 数 量→1.45 

高 所 作 業 車
トラック架装リフト・垂直型 作業床高 
9.9ｍ 積載荷重1,000kg 機－19 

運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→10 
機械損料数量→1.08 

 

 現行のとおり 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

トンネル工（ＮＡＴＭ）［機械掘削工法］ 

     

工種名 現  行 改  定 

トンネル工 

（ＮＡＴＭ）

［機械掘削工

法］ 

 

①－２ トンネル工（ＮＡＴＭ）〔機械掘削工法〕 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，施工計画編と施工歩掛編に分かれている。 

  なお，本資料は，トンネル工（ＮＡＴＭ）における片押し延長2,500ｍ以下，設計掘削断面積50ｍ2以上95ｍ2以下のトンネル

に適用するものとし，適用にあたっては下記事項に留意し実施するものとする。 

 ① 掘削工法は，機械掘削方式（自由断面掘削機）に適用する。 

 ② 機械掘削工法は，岩石の一軸圧縮強度が，49Ｎ／㎜2（500kfg／cm2）程度以下とする。 

 ③ 隣接トンネルや住居近接トンネルで標準の工法が採用できない場合は，別途考慮する。 

 ④ 片押し延長が2,500ｍを超えるもの，掘削断面積50ｍ2未満のものは，別途考慮する。また，掘削断面積95ｍ2を超える大断

面トンネルについても，支保工及び覆工等について検討し，本基準により難い場合は，別途考慮する。 

 ⑤ ずり搬出方式は，タイヤ方式とする。 

 ⑥ 掘削区分Ａ，ＣⅡ－ａ，ＤⅠ－ａ，Ｅについては，別途考慮する。 

 ⑦ 標準的な加背割りは，下図のとおりとする。 

 

 

 
図1-1 加背割図 

 
  
   
 

 

 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

トンネル工（ＮＡＴＭ）［機械掘削工法］ 

     

工種名 現  行 改  定 

 2. 施 工 概 要 

 (1) 機械掘削工法施工フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。 

 

 

3. 施 工 計 画 

 ３－１ 掘削区分，掘削方式及び掘削工法は，次表を標準とする。 

表3.1 掘削区分，掘削方式及び掘削工法 

掘削区分 掘 削 方 式 掘 削 工 法 

Ｃ，Ｄ 上半先進ベンチカット工法(ショ
ートベンチカット工法)

上下半同時併進工法 

(注) 地山条件等により切羽の安定性の確立や地上の崩落防止等のために必要に応じて適

切な補助工法を計上するものとする。 

 

 ３－２ 掘 削 分 類 

   掘削分類は,第15章①-1 トンネル工(ＮＡＴＭ)［発破工法］の表3.1.1 地山分類表による。 

 

 

 

 

 

上半先進ベンチカット工法
(上下半同時併進) 

機 械 搬 入

覆 工

防 水 シ ー ト 張

機 械 搬 出

掘削工（下 半） 
 

掘  削 

ずり出し 

支保工（下 半） 
 

一次吹付コンクリート 

鋼製支保建込 

金網取付 

二次吹付コンクリート 

ロックボルト打設 

掘削工（上 半） 
 

掘  削 

ずり出し 

支保工（上 半） 
 

一次吹付コンクリート 

鋼製支保建込 

金網取付 

二次吹付コンクリート 

ロックボルト打設 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

トンネル工（ＮＡＴＭ）［機械掘削工法］ 

     

工種名 現  行 改  定 

  ３－３ 工 事 工 程 

  ３－３－１ 工事工程表 

    工程表の決定にあたっては，トンネル延長，地質，地形，掘削方式及び掘削工法等を考慮して決定する。 

  

 ３－４ 作業内容 

    作業内容は，次表とする。 

 

表3.2 作業内容 

作業の 
区 分 

作 業 内 容 摘     要 

坑 内 

掘削作業 支保工作業 
ずり運搬（直送方式） 

 

覆工作業 

型 枠 工  

コンクリート工  

インバート工 
防 水 工 

 

坑 外 
空気圧縮機運転 
仮 設 備 保 守 

 

(注) 1. 支保工作業とは，吹付，金網，ロックボルト，鋼製支保
工の総称である。 

2. 「明り」の作業は，下記のものとする。 

・地下排水工，路盤工，舗装工，側溝工 

・坑門工，吹付プラント設備組立・解体，ずり出し（積替
方式の場合の坑外運搬） 

・スライドセントル組立・解体，防水工作業台車組立・解

体 
・空気圧縮機設備組立・解体，ストックヤード設置・撤去，

給排水設備設置・撤去 

・濁水処理設備設置・撤去，坑外電力設備，坑外送気管敷

設・撤去 

 

 ３－５ 余掘，余巻及び余吹 

   トンネル工事では，設計断面どおり掘削することは困難であり，設計巻厚を確保するには，設計断面積より大きく掘削し

なければならない。これを余掘といい，覆工及び吹付コンクリートで充填する。これをそれぞれ余巻及び余吹という。 

   この余掘を考慮した断面積の外周を支払線（ペイライン）といい，当初から掘削と覆工及び吹付コンクリートの設計数量

に見込むものとする。 

   又，変形余裕を設計図面に明示した場合の設計掘削断面積は，変形余裕厚さを加算した面積とする。 

   なお，余掘，余巻，余吹及び設計吹付厚は，次表を標準とする。 

表3.3 余掘，余巻及び余吹厚 (cm)

掘 削 区 分 余掘厚 余 巻 厚 余吹厚（Ｎ1） 

ＣⅠ 13 8 5 

ＣⅡ 13 8 5 

ＤⅠ 13 8 5 

ＤⅡ 13 8 5 

(注) 1. 設計巻厚，設計吹付コンクリート厚及び設計掘削断面に対する割増し厚さであ

る。 

2. 非常駐車帯，避難連絡坑等についても上表を適用する。 

3. 変形余裕量を見込む場合は余掘，余巻は上表より5cm減じ，掘削断面に変形余

裕量を加えるものとする。 

4. 設計値と支払線の関係は，次図を標準とする。 

 

      

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

トンネル工（ＮＡＴＭ）［機械掘削工法］ 

     

工種名 現  行 改  定 

  

 

 

 
図3-1 変形余裕を見込まない場合 

 

     設計掘削半径＝設計内空半径（Ｒ1）＋覆工コンクリート厚（t1）＋吹付コンクリート厚（t3） 

     支払掘削半径＝〔設計内空半径（Ｒ1）＋覆工コンクリート厚（t1）＋吹付コンクリート厚（t3)〕＋余掘 

           ＝設計掘削半径＋余掘 

     余    掘＝余巻コンクリート（t2）＋余吹コンクリート（t4） 

 

 
図3-2 変形余裕を見込む場合 

 

     設計掘削半径＝設計内空半径（Ｒ1）＋覆工コンクリート厚（t1）＋吹付コンクリート厚（t3）＋変形余裕量（t5） 

     支払掘削半径＝〔設計内空半径（Ｒ1）＋覆工コンクリート厚（t1）＋吹付コンクリート厚（t3）＋変形余裕量（t5)〕

＋余掘 

           ＝設計掘削半径＋余掘 

     余    掘＝余巻コンクリート（t2）＋余吹コンクリート（t4） 

 

 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

トンネル工（ＮＡＴＭ）［機械掘削工法］ 

     

工種名 現  行 改  定 

  ３－６ トンネル工事の機械器具経費積算 

   トンネル工事の機械器具損料の算定は，「請負工事機械経費積算要領」に基づき行い，内燃機関付機械（ダンプトラック，

コンクリートポンプ車，トラックミキサ等）を使用する場合は，黒煙浄化装置付を標準とし，そのうちドリルジャンボ，バ

ックホウ，ホイールローダを使用する場合は，トンネル工事用排出ガス対策型を標準とする。ただし，道路運送車両の保安

基準に排ガス基準が定められている自動車の種別で，有効な自動車検査証の交付を受けているものは除く。 

 ３－７ 工事用仮設備 

  ３－７－１ 吹付プラント設備 

    吹付プラント設備の機種・規格は，次表を標準とする。 

表3.4 機種の選定 

機     種 規   格 単 位 数 量 

セ メ ン ト サ イ ロ 30ｔ 基 １ 

骨 材 ホ ッ パ 15ｍ3×3 〃 １ 

コ ンク リ ート プ ラン ト 
（バッチ型） 
定置式25ｍ3/ｈ 

〃 １ 

(注) 1. 吹付プラント設備は，坑外に設置する。 

2. 現場条件等により適合しない場合は，現場条件に見合った機種・規

格を使用する。 

  ３－７－２ 電力設備 

   (１) 施工に必要な負荷設備に対応できる必要電力を決定する。 

   (２) 電力会社の供給設備を調査し，負荷設備容量に応じて受電設備を設ける。 

   (３) 受電設備，変電設備を経て負荷設備までの線路を決める。 

  ３－７－３ 照明設備 

    坑内照明は，40Ｗ蛍光灯を５ｍ間隔に片側のみ設置するのを標準とする。 

    又，切羽照明は500Ｗ投光器とし，切羽部６個（上半４個，下半２個)，覆工４個を標準とする。 

  ３－７－４ 換気設備 

   (１) 換気設備の設置 

     坑内の換気は，掘削断面，長さ，自然条件等を考慮して，自然換気に期待し得る場合でもこれに依存することなく換

気設備を設置することを標準とする。 

   (２) 送風機 

     換気に使用する送風機は，反転軸流式ファンを標準とする。 

   (３) 換気方式 

     掘削断面，掘削延長，現場条件等を考慮し，必要な換気方式及び換気装置を計上するものとする。 

   (４) 所要換気量 

     所要換気量は，ディーゼル機関から排出される排出ガス，作業者の呼気による炭酸ガス等を考慮し，適切に定めるも

のとする。 

   (５) 風 管 

     風管は，不燃性ビニル風管を標準とする。 
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   ３－７－５ 給排水設備 

   (１) 給排水設備は，水槽，釜場等の設置・解体及びポンプの運転経費を計上する。ただし，ポンプの運転労務は計上し

ない。 

   (２) 給水設備の機種・規格は次表を標準とし，設置期間は掘削期間とする。 

       

表3.5 機種の選定 

機     種 規     格 単 位 数 量 

小型多段遠心ポンプ 65㎜×45ｍ 台 １ 

水 槽 鋼板製20ｍ3 〃 １ 

   (３) 排水設備の機種・規格は次表を標準とし，縦断勾配が0.3％以下，又は逆勾配の場合等で，ポンプ排水を必要とする

場合に設置する。 

       

表3.6 機種の選定 

機     種 規     格 単 位 数 量 

工事用水中ポンプ 50㎜×20ｍ×2.2kW 台 ４ 

  ３－７－６ 濁水処理設備 

    坑内及び坑外設備により発生する濁水は，必要に応じ濁水処理を行う。 

  ３－７－７ ずりストックヤード 

    ずり出しがタイヤ方式で坑口からずり捨場まで遠距離の場合等，必要に応じてストックヤードを設ける。 

  ３－７－８ 粉塵発生源に係る措置 

    下記項目について，必要に応じ設ける。 

   (１) 土砂及び岩石を湿潤な状態に保つための設備 

   (２) 建設機械等の走行による二次粉塵発散防止のための簡易舗装や散水等設備 

   (３) 粉塵の拡散防止のためのエアカーテン等設備 

 ３－８ 工事用仮設備の計上 

  ３－８－１ 設計書において仮設費として計上するもので主なもの。 

   (１) 電力設備 

      受電・変電・配電設備等に要する設置・解体，保守並びに損料等 

   (２) 吹付プラント設備 

      組立・解体，運転費及び損料 

   (３) スライドセントル 

      組立（現地仮組立を含む）・解体 

   (４) ストックヤード 

      設置・撤去，損料 

   (５) 空気圧縮機設備 

      組立・解体，運転費及び損料，基礎の設置・撤去，送気管敷設・撤去及び損料 

   (６) 運搬路 

      工事用道路，仮橋設置・撤去，既設橋の補強 

   (７) 照明設備 

      設置・撤去，機器費（全損)，電気料 

   (８) 換気設備 

      解体，運転費及び損料 

   (９) 防水工 

      防水工作業台車組立・解体及び損料 

   (10) 給排水設備 

      設置・撤去，運転費及び損料 

   (11) 工事用連絡設備 

      無線又は有線電話 
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    (12) 坑口処理 

      捨導坑，捨枠，捨巻等 

   (13) 仮設備保守費 

   (14) 濁水処理設備 

      設置・撤去，運転費，損料及び維持費 

   (15) 粉塵発散防止設備等 

   (16) その他 

  ３－８－２ 設計書において共通仮設費の営繕費として計上するもので主なもの。 

   (１) 共通仮設費率には，次のものが含まれている。 

      事務所，倉庫，労務宿舎，試験室，鍛冶場及び修理工場，製材所，空気圧縮機室，労務者休憩室，その他 

   (２) 共通仮設費率に含まれていないもの。 

      火薬庫類の設備及び監督員詰所等 

 ３－９ 計 測 工 

   計測は，計測Ａを標準とする。ただし，現地条件によって計測Ｂが必要な場合は，別途考慮する。なお，計測Ｂは，共通

仮設費の技術管理費に計上する。 

 ３－10 呼吸用保護具 

   有効な呼吸用保護具（電動ファン付粉塵用呼吸用保護具等）費用を共通仮設費に別途計上する。 
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 4. 施 工 歩 掛 

 ４－１ 掘 削 工 等 

  ４－１－１ 機械掘削工法 

   (１) 掘削工等の労務歩掛 

     掘削等作業における労務歩掛は，次表を標準とする。 

 

表4.1 （掘削等）施工歩掛 

人/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積(㎡) 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75 

上下半同時併進工法

ＣⅠ

上半 

0.43 0.46 0.50 0.54 0.57 0.61 0.64 0.67

下半は上半の掘

削断面積で読み
替える。 

2.14 2.30 2.48 2.68 2.84 3.02 3.18 3.36

0.43 0.46 0.50 0.54 0.57 0.61 0.64 0.67

下半 

40 45 50 55 60 65 70 75 

0.43 0.46 0.50 0.54 0.57 0.61 0.64 0.67

1.71 1.85 1.99 2.14 2.27 2.42 2.54 2.68

0.43 0.46 0.50 0.54 0.57 0.61 0.64 0.67

ＣⅡ

上半 

40 45 50 55 60 65 70 75 

0.46 0.49 0.52 0.55 0.58 0.61 0.63 0.66

2.32 2.45 2.60 2.74 2.88 3.02 3.17 3.31

0.46 0.49 0.52 0.55 0.58 0.61 0.63 0.66

下半 

40 45 50 55 60 65 70 75 

0.46 0.49 0.52 0.55 0.58 0.61 0.63 0.66

1.85 1.96 2.08 2.19 2.30 2.42 2.53 2.65

0.46 0.49 0.52 0.55 0.58 0.61 0.63 0.66

ＤⅠ

上半 

40 45 50 55 60 65 70 75 

0.58 0.62 0.64 0.67 0.70 0.72 0.75 0.78

2.93 3.07 3.21 3.35 3.49 3.63 3.77 3.91

0.58 0.62 0.64 0.67 0.70 0.72 0.75 0.78

下半 

40 45 50 55 60 65 70 75 

0.58 0.62 0.64 0.67 0.70 0.72 0.75 0.78

2.35 2.45 2.56 2.68 2.79 2.91 3.02 3.12

0.58 0.62 0.64 0.67 0.70 0.72 0.75 0.78

ＤⅡ

上半 

40 45 50 55 60 65 70 75 

0.61 0.64 0.66 0.68 0.71 0.73 0.75 0.78

3.05 3.18 3.29 3.41 3.53 3.65 3.78 3.89

0.61 0.64 0.66 0.68 0.71 0.73 0.75 0.78

下半 

40 45 50 55 60 65 70 75 

0.61 0.64 0.66 0.68 0.71 0.73 0.75 0.78

2.45 2.55 2.64 2.73 2.83 2.92 3.02 3.12

0.61 0.64 0.66 0.68 0.71 0.73 0.75 0.78
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(注) 1. 掘削機械の運転手は，上記歩掛に含まれる。 

2. ずり出しにおいて運搬距離(片押し延長＋坑外片道運搬距離)が1.7kmを超える場合は，1.7kmを超える部分に対し上表のトンネル特

殊工（中段）の施工歩掛を１ｍ当りとして，1/5の値を追加する。(下半は除く) 

3. 掘削作業の編成人員は，次の作業を行うものとする。 

①削岩 ②ずり出し ③吹付 ④金網 ⑤ロックボルト ⑥鋼製支保工 ⑦坑内送気管設置・撤去 ⑧坑内換気設備・設置・運転・

撤去 ⑨集塵機運転 ⑩坑内送水管設置・撤去 ⑪給排水設備保守 ⑫坑内排水設備設置・運転・撤去 ⑬坑内運搬路等の保守 ⑭

掘削の進行にともなう切羽照明・坑内照明・坑内排水設備・坑内換気設備・集塵機等の設置・撤去及び電気配管，配線 

 

 

上段   トンネル世話役 

中段   トンネル特殊工 

下段   トンネル作業員 

歩掛の設定範囲 

例） 

 50㎡≦A1=上半+下半≦95㎡ 

中間断面(70㎡)の場合→67.5㎡以上72.5㎡未満 

上半の上端(75㎡)の場合→72.5㎡以上75㎡以下 

下半の下端(40㎡)の場合→40㎡以上42.5㎡未満 
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   (２) 掘削機械の機種・規格は，次表を標準とする。 

表4.2 機種の選定 

施工区分 加背 機     種 規         格 単位 数量 摘  要

掘  削
ずり出し

上半 

自由断面 
トンネル掘削機 

最大掘削高 6.0ｍ 
掘削幅 6.4ｍ 
カッタヘッド出力200～240kW

台 １  

ホイールローダ 
トンネル工事用排出ガス対策型
サイドダンプ式 山積2.3ｍ3 

〃 １ ずり積込

下半 

大型ブレーカ トンネル工事用油圧式1,300kg級 〃 １  

バックホウ 
トンネル工事用排出ガス対策型
・クローラ型 
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

〃 １ ずり積込

上半
下半 

ダンプトラック 
坑内用普通ディーゼル 
10ｔ積級 

〃 ｎ ずり運搬

吹付 
上半 
下半 コンクリート吹付機 

トンネル工事用排出ガス対策型
湿式 一体型 吹付範囲7ｍ級 〃 1  

(注) 1. 大型ブレーカのベースマシンは，トンネル工事用排出ガス対策型のバックホウ・クロー

ラ型山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3)とする。 

2. 上半・下半各々でダンプトラックの使用台数を算出する。 

 

表4.3 自由断面トンネル掘削機 

規格：最大掘削高6.0ｍ 掘削幅6.4ｍ 

   カッターヘッド出力200～240kw 

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘 削 方 法 岩区分 
設計断面積(㎡) 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 

0.048 0.050 0.054 0.059 0.063 0.067 0.072 0.074  

ＣⅡ 0.044 0.054 0.059 0.061 0.063 0.067 0.070 0.074  

ＤⅠ 0.050 0.052 0.059 0.061 0.065 0.070 0.085 0.087  

ＤⅡ 0.048 0.052 0.057 0.059 0.061 0.063 0.070 0.072  

 

表4.4 大型ブレーカ 

規格：トンネル工事用 油圧式1,300㎏級 

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘 削 方 法 岩区分 
設計断面積(㎡) 

摘要 
10 15 20 25 30 35 

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

下半 

0.057 0.059 0.061 0.063 0.065 0.070  

ＣⅡ 0.057 0.059 0.061 0.063 0.065 0.070  

ＤⅠ 0.063 0.067 0.072 0.076 0.081 0.085  

ＤⅡ 0.065 0.072 0.076 0.083 0.087 0.091  
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   (３) 材料等歩掛 

① カッタービット 

表4.5 カッタービット 

個/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積(㎡) 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 

6.75 7.57 8.38 9.20 10.00 10.81 11.59 12.38  

ＣⅡ 5.03 5.65 6.26 6.88 7.49 8.10 8.70 9.31  

ＤⅠ 3.37 3.78 4.19 4.60 5.01 5.42 5.82 6.23  

ＤⅡ 1.67 1.87 2.08 2.28 2.48 2.68 2.87 3.07  

 

 

② 諸雑費 

 １）機械の諸雑費 

   諸雑費は，ロックボルト打設用のドリルジャンボのビット，ロッド，シャンクスクリュロッド，ジョイントスリ

ーブ，および掘削用の大型ブレーカのチゼル損耗料等の費用および，トラック，トラックミキサおよびアジテータ

トラック，モルタル注入機の損料および燃料費であり，掘削等労務費の合計額に下表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。 

表4.6 （掘削等）諸雑費（その他機械） 

％/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

CⅠ 

上半 4 4 4 4 4 4 4 4

必要な断

面積を上
下半各々

に計上 

する。 

下半   
10 15 20 25 30 35

5 4 3 3 2 1

CⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

4 4 4 4 4 4 4 4

下半   
10 15 20 25 30 35

5 4 3 3 2 1

DⅠ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

5 5 6 6 6 7 7 8

下半   
10 15 20 25 30 35

5 5 5 4 4 4

DⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

6 7 7 8 8 9 10 10

下半   
10 15 20 25 30 35

8 7 6 5 4 3
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  ２）材料の諸雑費 

    諸雑費は，金網工における金網（JIS G ３５５１（溶接金網）150×150×φ5 , 2.13kg/m2），ラップロス，

止め金具等の費用，鋼製支保工におけるH形鋼（R止まり・基数エキストラ），継手板・底版，およびボルト・ナッ

ト，継材，さや管，加工費（溶接・穴開け）等の費用であり，材料費の合計額に下表の率を乗じた金額を上限と

して計上する。 

 

表4.7 （掘削等）諸雑費（その他材料） 

％/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 2 2 2 2 2 2 2 2

必要な断

面積を上

下半各々

に計上す
る。 

下半   
10 15 20 25 30 35

16 16 16 16 16 16

ＣⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

8 8 8 8 8 8 8 8

下半   
10 15 20 25 30 35

16 16 16 16 16 16

ＤⅠ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

14 14 14 14 14 14 14 14

下半   
10 15 20 25 30 35

6 6 6 6 6 6

ＤⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

16 16 16 16 16 16 16 16

下半   
10 15 20 25 30 35

9 9 9 9 9 9

 

  ４－１－２ ずり出し工 

   (１) ずり出し方式 

     ずり出しは，直送方式を標準とし，積替方式の場合の積替場所から捨て場までは，一般の運搬工で積算する。なお，

直送方式と積替方式の範囲は，運搬距離（片押し延長＋坑外片道運搬距離）が3.0km程度が標準である。 

   (２) ずり積込工 

     ずり積込み用ホイールローダの歩掛は次表を標準とする。 

 

表4.8 ホイールローダ 

規格：トンネル工事用 排出ガス対策型 

   サイドダンプ式，山積2.3ｍ3級 

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 

0.048 0.054 0.059 0.063 0.070 0.076 0.081 0.085

 
ＣⅡ 0.052 0.054 0.059 0.061 0.067 0.074 0.078 0.085

ＤI 0.065 0.067 0.072 0.074 0.078 0.081 0.085 0.087

ＤⅡ 0.057 0.063 0.065 0.076 0.078 0.081 0.085 0.087
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表4.9 バックホウ 

規格：トンネル工事用 排出ガス対策型 

   クローラ型山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
10 15 20 25 30 35 

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

下半 

0.046 0.059 0.061 0.072 0.081 0.091

 
ＣⅡ 0.041 0.050 0.061 0.063 0.074 0.085

ＤⅠ 0.046 0.057 0.072 0.076 0.081 0.094

ＤⅡ 0.048 0.059 0.076 0.083 0.087 0.091

 

   (３) ずり運搬工 

    ① ダンプトラックの規格及び使用台数 

      ダンプトラックの規格及び使用台数は，次表を標準とする。 

表4.10 ダンプトラックの規格及び使用台数 

機械掘削
上半 

坑内用普通デ
ィ ー ゼ ル 
ダンプトラック 

10ｔ積級 

Ｌ≦0.8km 0.8＜Ｌ≦1.7km 1.7＜Ｌ≦2.7km 2.7＜Ｌ≦3.0km

2台 3台 3台 4台 

機械掘削
下半 

坑内用普通デ
ィ ー ゼ ル 
ダンプトラック 

10ｔ積級 

Ｌ≦2.3km 2.3＜Ｌ≦3.0km

2台 3台 

(注) 1. Ｌは運搬距離(片押し延長＋坑外片道運搬距離)とする。 

2. 機種の選定に当っては，十分検討を行うこと。 
 

    ③ ダンプトラックの歩掛 

ずり積込み用ダンプトラックの歩掛は，次表を標準とする。 

 

表4.11 ダンプトラック 

規格：坑内用普通ディーゼル10ｔ積級 

２台当り

L≦0.8km

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 

0.078 0.083 0.091 0.096 0.104 0.113 0.122 0.126

 
ＣⅡ 0.087 0.096 0.104 0.122 0.126 0.135 0.139 0.148

ＤⅠ 0.109 0.113 0.126 0.148 0.157 0.161 0.170 0.174

ＤⅡ 0.104 0.113 0.122 0.126 0.131 0.139 0.148 0.174

 

表4.12 ダンプトラック 

規格：坑内用普通ディーゼル10ｔ積級 

３台当り

0.8＜L≦1.7km
1.7＜L≦2.7km

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 

0.117 0.124 0.137 0.144 0.157 0.170 0.183 0.189

 
ＣⅡ 0.131 0.144 0.157 0.183 0.189 0.202 0.209 0.222

ＤⅠ 0.163 0.170 0.189 0.222 0.235 0.242 0.255 0.261

ＤⅡ 0.157 0.170 0.183 0.189 0.196 0.209 0.222 0.261
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 表4.13 ダンプトラック 

規格：坑内用普通ディーゼル10ｔ積級 
４台当り

2.7＜L≦3.0km

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 

0.157 0.165 0.183 0.191 0.209 0.226 0.244 0.252

 
ＣⅡ 0.174 0.191 0.209 0.244 0.252 0.270 0.279 0.296

ＤⅠ 0.218 0.226 0.252 0.296 0.313 0.322 0.339 0.348

ＤⅡ 0.209 0.226 0.244 0.252 0.261 0.279 0.296 0.348

 

表4.14 ダンプトラック 

規格：坑内用普通ディーゼル10ｔ積級 

２台当り
L≦2.3km

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（ｍ2） 

摘要 
10 15 20 25 30 35 

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

下半 

0.065 0.074 0.083 0.087 0.096 0.104

 
ＣⅡ 0.070 0.078 0.087 0.096 0.104 0.117

ＤⅠ 0.078 0.096 0.104 0.122 0.131 0.144

ＤⅡ 0.083 0.100 0.109 0.126 0.139 0.152

 

表4.15 ダンプトラック 

規格：坑内用普通ディーゼル10ｔ積級 

３台当り

2.3＜L≦3.0km
週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（ｍ2） 

摘要 
10 15 20 25 30 35 

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

下半 

0.098 0.111 0.124 0.131 0.144 0.157

 
ＣⅡ 0.104 0.117 0.131 0.144 0.157 0.176

ＤⅠ 0.117 0.144 0.157 0.183 0.196 0.215

ＤⅡ 0.124 0.150 0.163 0.189 0.209 0.228

 

４－１－３ その他 

   (１) 明り作業の掘削 

     明り作業の掘削は,「第２章②機械土工（土砂）及び③機械土工（岩石）」による。 
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 ４－２ 支 保 工 

  ４－２－１ コンクリート吹付工 

   (１) 吹付工法 

     吹付工法は，湿式工法を標準とする。 

   (２)  吹付コンクリート量 

     掘削１ｍ当り吹付コンクリート量は，次表を標準とする。 

表4.16 吹付コンクリート 

ｍ3/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 3.25 3.44 3.62 3.81 3.99 4.18 4.36 4.55

必要な断

面積を上

下半各々

に計上す

る。 

下半   
10 15 20 25 30 35

0.39 0.52 0.64 0.77 0.89 1.01

ＣⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

3.25 3.44 3.62 3.81 3.99 4.18 4.36 4.55

下半   
10 15 20 25 30 35

0.38 0.51 0.63 0.75 0.87 0.99

ＤⅠ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

4.45 4.69 4.94 5.19 5.44 5.69 5.94 6.19

下半   
10 15 20 25 30 35

0.53 0.69 0.86 1.03 1.19 1.36

ＤⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

5.62 5.93 6.25 6.56 6.88 7.19 7.51 7.82

下半   
10 15 20 25 30 35

0.66 0.87 1.08 1.29 1.50 1.71

 

 

   (３) 設計吹付厚及びロス率 

     設計吹付厚及びロス率は，次表を標準とする。 

表4.17 設計吹付厚及びロス率 

加背名 
掘削 

区分 

設計吹付厚 

(cm) 
余吹厚(cm) はね返り率 ロス率 

上半 

ＣⅠ 10 5 30％ 2.1 

ＣⅡ 10 5 30％ 2.1 

ＤⅠ 15 5 30％ 1.9 

ＤⅡ 20 5 30％ 1.8 

下半 

ＣⅠ 10 5 20％ 1.9 

ＣⅡ 10 5 20％ 1.9 

ＤⅠ 15 5 20％ 1.7 

ＤⅡ 20 5 20％ 1.6 

(注) 1. ロス率には，材料ロス，はねかえり損失，余吹等によるロスを含む。 

   2. 坑口部，大断面等で標準と異なる場合のロス率については，次式によるものとする。 
     ロス率(Ｋ)＝(設計吹付厚＋余吹厚)/(設計吹付厚×(１－はね返り率) 
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  (４) コンクリート吹付機の運転時間 

     掘削１ｍ当りのコンクリート吹付機運転時間は，次表を標準とする。 

表4.18 コンクリート吹付機 

規格：トンネル工事用 排出ガス対策型 

   湿式ホイール型 吹付半径7ｍ級 吐出量6～20ｍ3級 

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 0.026 0.026 0.028 0.030 0.033 0.035 0.037 0.037

必要な断

面積を上

下半各々

に計上す

る。 

下半   
10 15 20 25 30 35

0.026 0.026 0.028 0.028 0.030 0.033

ＣⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.030 0.033 0.035 0.035 0.037 0.039 0.039 0.041

下半   
10 15 20 25 30 35

0.028 0.030 0.030 0.033 0.033 0.035

ＤⅠ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.044 0.044 0.048 0.048 0.052 0.052 0.054 0.057

下半   
10 15 20 25 30 35

0.033 0.035 0.039 0.039 0.041 0.046

ＤⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.048 0.050 0.052 0.052 0.054 0.057 0.059 0.061

下半   
10 15 20 25 30 35

0.035 0.039 0.041 0.044 0.046 0.048

 

 

  (５) 吹付プラント設備の運転時間 

     掘削１ｍ当りの吹付プラント設備運転時間は，次表を標準とする。 

表4.19 吹付プラント設備 

規格：定置式25ｍ3/ｈ 

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 0.039 0.039 0.044 0.044 0.048 0.048 0.052 0.052

必要な断

面積を上

下半各々

に計上す

る。 

下半   
10 15 20 25 30 35

0.044 0.046 0.046 0.048 0.048 0.050

ＣⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.052 0.054 0.059 0.061 0.063 0.065 0.067 0.070

下半   
10 15 20 25 30 35

0.057 0.059 0.061 0.063 0.065 0.067

ＤⅠ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.065 0.067 0.072 0.074 0.078 0.081 0.085 0.087

下半   
10 15 20 25 30 35

0.063 0.067 0.072 0.076 0.081 0.085

ＤⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.067 0.072 0.074 0.076 0.078 0.081 0.085 0.087

下半   
10 15 20 25 30 35

0.065 0.072 0.076 0.083 0.087 0.091

 

 

(６) 粉塵抑制剤 

     粉塵抑制剤は必要に応じて，別途計上する。 
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   (７) 集塵機 

    ① 吹付時の粉塵対策として，集塵機を使用することを標準とする。 

    ② 集塵機の機種の選定 

      集塵機は．作業環境を考慮し必要となる機種規格を選定する。 

    ③ 集塵機の運転時間 

      掘削１ｍ当りの集塵機運転時間は，次表を標準とする。 

表4.20 集塵機装置 

規格：○○○式，定格風量○○○ｍ3/min級 

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

CⅠ 

上半 0.048 0.052 0.057 0.061 0.065 0.067 0.072 0.076

必要な 

断面積 

を計上 

する。 

下半   
10 15 20 25 30 35

- - - - - - 

CⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.052 0.057 0.059 0.061 0.065 0.067 0.072 0.074

下半   
10 15 20 25 30 35

- - - - - - 

DⅠ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.065 0.070 0.072 0.076 0.078 0.083 0.085 0.089

下半   
10 15 20 25 30 35

- - - - - - 

DⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.070 0.072 0.074 0.076 0.081 0.083 0.085 0.087

下半   
10 15 20 25 30 35

- - - - - - 

 

４－２－２ ロックボルト工 

   (１) ロックボルトの使用区分 

     ロックボルトの使用区分は，次表を標準とする。 

表4.21 ロックボルトの使用区分 

掘削区分 ロックボルトの長さ×周方向間隔×延長方向間隔 材      質 

ＣⅠ 3.0×1.5×1.5 
異形棒鋼と同等以上 
(耐力117.7kN(12ｔ)以上) 

ＣⅡ 3.0×1.5×1.2 
ねじり棒鋼と同等以上 
(耐力176.5kN(18ｔ)以上) 

ＤⅠ 4.0×1.2×1.0 〃 

ＤⅡ 4.0×1.2×1.0以下 〃 
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    (２) ドリルジャンボの運転時間 

     ドリルジャンボ運転時間は，次表を標準とする。 

表4.22 ドリルジャンボ 

規格：トンネル工事用 排出ガス対策型 

   ホイール式 2ブーム，ドリフタ質量150kg級 

週/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅠ 

上半 0.028 0.030 0.033 0.035 0.037 0.039 0.041 0.044

必要な断

面積を上

下半各々

に計上す

る 

下半   
10 15 20 25 30 35

0.026 0.026 0.030 0.030 0.033 0.035

ＣⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.041 0.044 0.046 0.048 0.048 0.054 0.054 0.057

下半   
10 15 20 25 30 35

0.028 0.028 0.030 0.033 0.033 0.035

ＤⅠ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.078 0.078 0.081 0.083 0.087 0.089 0.094 0.098

下半   
10 15 20 25 30 35

0.037 0.037 0.039 0.041 0.044 0.046

ＤⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

0.074 0.081 0.083 0.085 0.087 0.089 0.094 0.098

下半   
10 15 20 25 30 35

0.037 0.039 0.041 0.046 0.048 0.050

 

  (３) ロックボルトの使用数量 

     ロックボルトは，ドライモルタルを含むものとし，その使用量は次表を標準とする。 

 

表4.23 ロックボルト 

規格：耐力117.7KN以上(12t)付属品含む Ｌ＝３ｍ 

本/(トンネル延長)１ｍ当り

掘削方法 岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法 ＣⅠ 

上半 7.30 7.30 8.00 8.70 8.70 9.33 9.33 10.00 必要な断面
積を上下半
各々に計上
する。 下半   

10 15 20 25 30 35

1.30 1.30 2.67 2.67 2.67 4.00

 

表4.24 ロックボルト 

規格：耐力176.5KN以上(18t)付属品含む Ｌ＝３ｍ 

本/(トンネル延長)１ｍ当り

掘削方法 岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法 ＣⅡ 

上半 8.33 8.33 9.17 10.00 10.00 11.67 11.67 11.67 必要な断面
積を上下半
各々に計上
する。 下半   

10 15 20 25 30 35

1.67 1.67 1.67 3.33 3.33 3.33
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 表4.25 ロックボルト 

規格：耐力176.5KN以上(18t)付属品含むＬ＝４ｍ 

本/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75 

上下半同時併進工法

ＤⅠ 

上半 14.00 14.00 14.00 15.00 15.00 16.00 17.00 19.00

必要な 

断面積 

を上下 

半各々 

に計上 

する。 

下半   
10 15 20 25 30 35 

4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00

ＤⅡ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75 

12.00 14.00 14.00 15.00 16.00 16.00 16.00 16.00

下半   
10 15 20 25 30 35 

4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00

 

   (４) ロックボルト工のモルタル材料及び使用量 

     ロックボルト工のモルタル材料はドライモルタルを標準とし，使用量は次表とする。 

表4.26 ロックボルト工のモルタル材料使用量 (100ｍ当り)

名  称 規     格 単 位 使 用 量 

モ ル タ ル ドライモルタル ｍ3 0.22 

(注) ロスを含む。 

 

   (５) 注入急結剤 

     注入急結剤（無収縮混和剤）の使用は，湧水がある場合，１本／孔を標準とする。 

     ただし，現場条件によっては，別途考慮することができる。 

 

  ４－２－３ 鋼製支保工 

   (１) 鋼製支保工の使用材料 

     鋼製支保工の使用材料は，次表を標準とする。 

表4.27 鋼製支保工の使用材料 

掘削区分 

名  称 
ＣⅡ＠1.2m ＤⅠ＠1.0m ＤⅡ＠1.0m 

Ｈ 形 鋼 ( 上 半 ) 
H-125×125×6.5×9 

n=2 

H-125×125×6.5×9 

n=2 

H-150×150×7×10 

n=2 

継 手 板 ( 天 端 ) 
PL-155×180×9 

n=2 
PL-155×180×9 

n=2 
PL-180×180×9 

n=2 

継 手 板 - 
PL-155×180×9 

n=4 

PL-180×180×9 

n=4 

Ｈ 形 鋼 ( 下 半 ) - 
H-125×125×6.5×9 

n=2 

H-150×150×7×10 

n=2 

底 板 
PL-230×180×16 

n=2 

PL-230×230×16 

n=2 

PL-250×250×16 

n=2 
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    (２) 鋼製支保工の使用量は次表を標準とする。 

表4.28 Ｈ形鋼支保工 

規格：ＳＳ400 Ｈ－125  

ｔ/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法

ＣⅡ 0.307 0.324 0.341 0.358 0.375 0.392 0.409 0.426  

ＤⅠ 

上半 
40 45 50 55 60 65 70 75

必要な断 
面積を上 
下半各々 
に計上す 
る。 

0.365 0.386 0.406 0.427 0.447 0.468 0.488 0.509

下半  
10 15 20 25 30 35

0.046 0.061 0.077 0.092 0.108 0.123

 

表4.29 Ｈ形鋼支保工 

規格：ＳＳ400 Ｈ－150 

ｔ/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75

上下半同時併進工法 ＤⅡ 

上半 0.481 0.509 0.537 0.565 0.593 0.621 0.649 0.677 必要な断 
面積を上 
下半各々 
に計上す 
る。 

下半  
10 15 20 25 30 35

0.081 0.103 0.126 0.148 0.171 0.193

 

 

 ４－３ 補 助 工 法 

   補助工法については，別途考慮。 

 

 ４－４ インバート工 

  ４－４－１ 適用範囲 

   (１) 適用範囲 

     ＮＡＴＭ によって施工する本インバート工の掘削工，ずり出し工，鉄筋工（加工・組立)，型枠工（製作・設置・撤

去)，コンクリート工（打設・養生)，埋戻工（敷均し・締固め）に適用する。 

   (２) 機械器具損料 

     機械器具損料の算定は,「請負工事機械経費積算要領」に基づき行い，坑内で内燃機関付機械（ダンプトラック，ブル

ドーザ等）を使用する場合は，黒煙浄化装置付排出ガス対策型及び黒煙浄化装置付を標準とし，そのうちドリルジャン

ボ，バックホウ，ホイールローダを使用する場合は，トンネル工事用排出ガス対策型を標準とする。ただし，道路運送

車両の保安基準に排出ガス基準が定められている自動車の種別で有効な自動車検査証の交付を受けているものは除く。

   (３) 余掘及び余巻コンクリート 

     インバート施工において設計厚に対する余掘・余巻コンクリート厚は５cmを標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－４ インバート工 

   インバート工については「①－１ トンネル工（ＮＡＴＭ）［発破工法］ 4.施工歩掛 ４－４ インバート工」によ

る。 
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   ４－４－２ 施工概要 

        インバート施工標準作業フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４－４－３ インバート掘削工 

   (１) インバート掘削工の施工歩掛は，次表とする。 

表4.30 インバート掘削工施工歩掛 (10ｍ3当り)

名     称 規     格 単位 数 量

ト ン ネ ル 世 話 役  人 0.16 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃 0.39 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃 0.20 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 トンネル工事用油圧式600～800kg級 日 0.15 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
トンネル工事用排出ガス対策型・
クローラ型 
山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

ｈ 1.30 

チ ゼ ル 損 耗 費 600～800kg級用 本 0.01 

(注) 1. 機械の運転労務は，上表労務人員で行う。 

2. 上表には，破砕片除去，掘削面整形及びずり積込作業が含まれる。

  ４－４－４ インバートずり出し工 

   (１) インバートずり出し運搬作業歩掛 

    ① ずり出し方式 

      直送方式の場合はすべて坑内作業とし，積替方式の場合は一次運搬（坑内～積替場所）は直送方式に準じ，二次運

搬（積替場所～捨場等）は一般運搬工で積算する。なお，直送方式と積替方式の範囲は，片道2.5km程度（運搬距離）

が標準である。 

    ② ずり出し工の施工歩掛は，次表とする。 

表4.31 ずり出し工施工歩掛 (10ｍ3当り)

名     称 規     格 単
位

数    量

ト ン ネ ル 特 殊 工  人
10ｍ3

Qt  × 
１

８
 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 運 転 
坑内用普通 
ディーゼル10ｔ積級 

ｈ
10ｍ3

Qt   

(注) 1. 機械の運転労務は，上表労務人員で行う。 

2. ダンプトラック運転1時間当りずり運搬土量Qtは，次式による。

Qt＝
60×qt×Et

Cmt  (ｍ3／ｈ) 

Qt ：ダンプトラック運転1時間当り運搬土量(地山土量)(ｍ3／ｈ)

qt ：ダンプトラックの積載土量(地山土量)(ｍ3) 

qtは，次表を標準とする。ただし，地山の大部分が土砂の場合は,別

途考慮する。 
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  表4.32 積載土量 (qt) (ｍ3)  

 
掘  削  区  分 Ｄ 

 
積  載  土  量 4.5 

Et ：作業係数(標準Et＝0.9) 

Cmt：ダンプトラックのサイクルタイム(min) 
Cmt＝Cm1＋Cm2 

Cm1＝
60×qt

Qs   

Cm2＝60×⎝
⎛

⎠
⎞Ｌ

Ｖ
＋
 Ｌ′

 Ｖ′
＋
ｔ

60
 

Qs ：バックホウ運転1時間当りの作業能力＝20ｍ3／ｈ 

Ｌ ：坑内加重平均運搬距離(往復)………(km) 

Ｌ′：坑外運搬距離(往復)…………………( 〃 ) 

Ｖ ：平均坑内運搬速度(表4.33による) 

Ｖ′：平均坑外運搬速度(標準Ｖ′＝12km／ｈなお，片道運搬距離が

1,000ｍ以上の場合は，別途考慮する) 

ｔ：ずり捨時間及び坑内待時間(標準ｔ＝3min) 

       平均坑内運搬速度は，次表を標準とする。 

表4.33 平均坑内運搬速度 (km／ｈ)

坑 内 片 道 運 搬 距 離 ( ｍ ) Ｌ＜600 Ｌ≧600 

平 均 坑 内 運 搬 速 度 8 10 

  ４－４－５ インバート鉄筋工（加工・組立） 

    鉄筋の加工・組立については，別途計上する。 

  ４－４－６ インバート型枠工（製作・設置・撤去） 

   (１) 型枠製作歩掛は，次表とする。 

表4.34 型枠製作歩掛 (100ｍ2当り)

名     称 規     格 単位 数  量

世 話 役  人 1.3 

型 枠 工  〃 4.9 

普 通 作 業 員  〃 2.8 

諸 雑 費 率  ％ 16 

(注) 諸雑費は，型枠合板，さん木，洋釘等の材料及び電気ドリル，電気鋸，

発動発電機損料等の費用であり，上表の労務費の合計額に諸雑費率を乗じ

た金額を上限として計上する。 

 

   (２) 型枠設置及び撤去歩掛は，次表とする。 

表4.35 型枠設置・撤去歩掛 (100ｍ2当り)

名     称 規     格 単位 数  量

ト ン ネ ル 世 話 役  人 4.5 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃 15.3 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃 6.8 

諸 雑 費 率  ％ 13 

(注) 1. 型枠設置・撤去歩掛には，はく離剤塗布，ケレン作業を含む。 

2. 諸雑費は，合板，組立支持材，はく離剤等の費用であり，上表の労

務費の合計額に諸雑費率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 

削 除 
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   ４－４－７ インバートコンクリート工（打設・養生） 

   (１) インバートコンクリート工（打設・養生）歩掛は，次表とする。 

表4.36 インバートコンクリート工(打設・養生)歩掛 (10ｍ3当り)

名     称 規     格 単位 打設･養生

ト ン ネ ル 世 話 役  人 0.12 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃 0.53 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃 0.22 

コンクリートポンプ車運転 
黒煙浄化装置付 
ブーム式圧送能力90～110ｍ3/ｈ

ｈ 0.70 

諸 雑 費 率  ％ 1 

(注) 1. 打設歩掛には，打設に先立ち掘削面の清掃，排水，ポンプ車の移動，

据付打設後の打設用パイプ清掃等の労務も含む。 

2. 養生歩掛は，散水養生程度とする。 

3. 機械運転労務は，上表労務人員で行う。 

4. コンクリートの使用量は「第5章①コンクリート工 3.材料の使用

量」による。 

5. 諸雑費は，コンクリート締固め機，養生用散水ポンプ損料，養生用

シート等の費用であり，上表の労務費の合計額に諸雑費率を乗じた金

額を上限として計上する。 

  ４－４－８ インバート埋戻工（敷均し・締固め） 

   (１) インバート敷均し・締固め工歩掛は，次表とする。 

表4.37 インバート敷均し・締固め工歩掛 (10ｍ3当り)

名     称 規     格 単位 数  量

ト ン ネ ル 世 話 役  人 0.05 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃 0.14 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃 0.08 

ブ ル ド ー ザ 運 転 
排出ガス対策型，黒煙浄化装
置付 普通15ｔ級（13～16
ｔ） 

ｈ 0.51 

タ イ ヤ ロ ー ラ 運 転 
排出ガス対策型 
黒煙浄化装置付 
8～20ｔ 

日 0.06 

(注) 1. 上表は，ブルドーザによる敷均し，タイヤローラによる転圧作業で

ある。 

2. 機械の運転労務は，上表労務人員で行う。 

3. タイヤローラは，賃料とする。 

 

   (２) 埋戻し材の積込作業時間は，次表とする。 

表4.38 埋戻し材の積込作業時間 (10ｍ3当り)

名      称 規     格 単位 数  量

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
排 出 ガ ス 対 策 型 ・
クローラ型 
山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

ｈ 0.50 

(注) 上表は，埋戻し材に掘削ずりを利用する場合の積込作業の時間である。

   (３) 埋戻し材運搬ダンプトラックの作業能力 

     埋戻し材に掘削ずりを使用する場合のダンプトラックの作業能力は，「インバートずり出し工４－４－４－(１)ずり出

し運搬作業歩掛」による。 
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  ４－５ 覆 工 工 

   (１) 防水工施工歩掛 

     防水工の施工歩掛は，次表とする。 

表4.39 防水工施工歩掛 (10ｍ2当り)

職           種 単  位 数  量 

ト ン ネ ル 世 話 役 人 0.06 

ト ン ネ ル 特 殊 工 〃 0.17 

ト ン ネ ル 作 業 員 〃 0.12 

(注) 上表は，裏面排水設置労務を含む。ただし，裏面排水材料は別途計上す

る。 

   (２) 覆工，防水工機械の機種の選定および機械歩掛 

     覆工，防水機械の機種・規格は，次表を標準とする。 

 

表4.40 機種の選定 

機     種 規     格 単 位 数 量

防 水 工 作 業 台 車 長4.5ｍ 台 １ 

ス ラ イ ド セ ン ト ル L＝10.5ｍ 基 １ 

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 
黒煙浄化装置付 
配管式圧送能力90～100ｍ3/ｈ 

台 １ 

(注) 1. スライドセントルは，線形及び現場条件等により標準外になる 

場合は，別途考慮するものとする。 

2. コンクリートポンプ車の作業能力は，17ｍ3／ｈとする。 

 

表4.41 コンクリートポンプ車 

規格：黒煙浄化装置付 
   配管式圧送能力90～100ｍ3/ｈ 

週/(トンネル延長)10ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要
50 55 60 65 70 75 80 85 90 95

上下半同時併進工法

ＣⅠ 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065

 
ＣⅡ 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065

ＤⅠ 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065

ＤⅡ 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065 0.065

 

表4.42 スライドセントル 

規格：L＝10.5ｍ 

ｍ/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要
50 55 60 65 70 75 80 85 90 95

上下半同時併進工法

ＣⅠ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

 
ＣⅡ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

ＤⅠ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

ＤⅡ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

 

 

 

 

現 行 通 り 

表4.30 防水工施工歩掛 

表4.31 機種の選定 

表4.32 コンクリートポンプ車 

表4.33 スライドセントル 
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 表4.43 防水工作業台車 

規格：長さ4.5ｍ  
ｍ/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要
50 55 60 65 70 75 80 85 90 95

上下半同時併進工法

ＣⅠ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

 
ＣⅡ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

ＤⅠ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

ＤⅡ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

 

   (３) 材料等歩掛 

    ① 防水シート 

      防水シートの使用量は次表を標準とする。 

表4.44 防水シート 

㎡/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要
50 55 60 65 70 75 80 85 90 95

上下半同時併進工法

ＣⅠ 18.01 18.80 19.59 20.38 21.17 21.95 22.74 23.53 24.32 25.11

 
ＣⅡ 18.01 18.80 19.59 20.38 21.17 21.95 22.74 23.53 24.32 25.11

ＤⅠ 18.11 18.83 19.56 20.29 21.02 21.75 22.48 23.21 23.94 24.67

ＤⅡ 18.22 18.98 19.74 20.49 21.25 22.01 22.77 23.53 24.29 25.04

 

    ② 覆工コンクリート 

      覆工コンクリートの使用量は次表を標準とする。 

表4.45 生コンクリート(余巻を含む) 

ｍ3/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要
50 55 60 65 70 75 80 85 90 95

上下半同時併進工法

ＣⅠ 6.71 7.00 7.30 7.59 7.89 8.18 8.47 8.77 9.06 9.35

 
ＣⅡ 6.71 7.00 7.30 7.59 7.89 8.18 8.47 8.77 9.06 9.35

ＤⅠ 6.75 7.02 7.29 7.56 7.83 8.10 8.38 8.65 8.92 9.19

ＤⅡ 6.79 7.07 7.35 7.63 7.92 8.20 8.48 8.77 9.05 9.33

 

    ③ 諸雑費 

 １）機械の諸雑費 

       諸雑費は，バイブレータの損料および燃料費であり，機械損料および運転の合計額に次表の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

表4.46 （覆工＋防水）諸雑費（その他機械） 

％/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要
50 55 60 65 70 75 80 85 90 95

上下半同時併進工法

ＣⅠ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

 
ＣⅡ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

ＤⅠ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

ＤⅡ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

 

 

 

 

現 行 通 り 

表4.34 防水工作業台車 

表4.35 防水シート 

表4.36 生コンクリート（余巻を含む） 

表4.37 （覆工＋防水）諸雑費（その他機械） 
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  ２）材料の諸雑費 

       諸雑費は，防水シート設置器具の損料および妻板，土台，はく離剤等の費用であり，材料費の合計額に次表の率

を乗じた金額を上限として計上する。 

表4.47 （覆工＋防水）諸雑費（その他材料） 

％/(トンネル延長)1ｍ当り

掘削方法 岩区分 
掘削断面積（㎡） 

摘要
50 55 60 65 70 75 80 85 90 95

上下半同時併進工法

ＣⅠ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

 
ＣⅡ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

ＤⅠ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

ＤⅡ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

 

   (４) 型枠工歩掛 

     型枠の移動・据付・脱型作業の編成人員は，次表を標準とする。 

表4.48 型枠の移動・据付・脱型作業の編成人員 

職             種 単  位 数  量 

ト ン ネ ル 世 話 役 人 １ 

ト ン ネ ル 特 殊 工 〃 ６ 

ト ン ネ ル 作 業 員 〃 ２ 

(注) 1. 移動用レール及び枕木の移動，据付も含む。 

2. 移動用レール及び枕木の損料は，スライドセントル損料に含まれて

いる。 

   (５) 覆工コンクリート打設歩掛 

     覆工コンクリート打設時の編成人員は，次表を標準とする。 

表4.49 覆工コンクリート打設作業の編成人員 

職           種 単  位 数  量 

ト ン ネ ル 世 話 役 人 １ 

ト ン ネ ル 特 殊 工 〃 ６ 

ト ン ネ ル 作 業 員 〃 ２ 

 

 

 

現 行 通 り 

表4.38 （覆工＋防水）諸雑費（その他材料） 

表4.39 型枠の移動・据付・脱型作業の編成人員 

表4.40 覆工コンクリート打設作業の編成人員 
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  ４－６ 工事用仮設備 

  ４－６－１ 空気圧縮機 

   (１) 空気圧縮機容量 

     空気圧縮機の容量は，次表を標準とする。 

表4.50 空気圧縮機容量 

機   種 規       格 単 位 台 数

空 気 圧 縮 機 
定置式スクリュ型 
11.0～12.4ｍ3/min×O.7～0.85MPa×75kW 

台 ２ 

   (２) 空気圧縮機の設置期間 

     空気圧縮機の設置期間は，掘削期間とする。 

 

   (３) 空気圧縮機運転 

    ① 空気圧縮機の１月当り運転歩掛 

      空気圧縮機の１月当り運転歩掛は，次表とする。 

表4.51 空気圧縮機運転歩掛 (１月当り)

名      称 規格 単位 数    量 摘     要 

特 殊 作 業 員  人 ｎ×41.8 ｎは編成人員（1人） 

空 気 圧 縮 機 運 転  ｈ 234.2  

 

    ② 空気圧縮機の電力消費量 

      空気圧縮機の電力消費量は，次のとおり。 

       空気圧縮機の電力消費量＝7,771kWh/月 

 

  (４) 空気圧縮機設備組立・解体 

     空気圧縮機設備の組立・解体歩掛は，次表とする。 

表4.52 空気圧縮機設備組立・解体歩掛 (２台当り)

名      称 規   格 単位 組 立 解 体 

世 話 役  人 3 1 

普 通 作 業 員  〃 4 2.5 

機 械 工  〃 3.5 1.5 

と び 工  〃 1.5 － 

電 工  〃 2.5 0.5 

特 殊 作 業 員  〃 1 1 

ラ フ テ レ ー ン 
ク レ ー ン 運 転 

排出ガス対策型 
油圧伸縮ジブ型 
25ｔ吊 

日 1.5 1 

(注) 1. 上記歩掛には基礎，建物は含まない。 

2. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 
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表4.41 空気圧縮機容量 

表4.42 空気圧縮機運転歩掛 

表4.43 空気圧縮機設備組立・解体歩掛 
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４－６－２ 吹付プラント設備組立・解体 

    吹付プラント設備組立・解体歩掛は，次表とする。 

表4.53 吹付プラント設備組立・解体歩掛 (１基当り)

名      称 規   格 単位 組 立 解 体 

世 話 役  人 9 5 

特 殊 作 業 員  〃 9.5 3 

普 通 作 業 員  〃 8 2 

機 械 工  〃 6.5 2.5 

と び 工  〃 20.5 14.5 

溶 接 工  〃 3.5 1.5 

電 工  〃 5.5 2.5 

ラ フ テ レ ー ン 
ク レ ー ン 運 転 

排出ガス対策型 
油圧伸縮ジブ型 
25ｔ吊 

日 4.0 3.5 

(注) 1. 基礎コンクリートは，別途計上する。 

2. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

  ４－６－３ スライドセントル組立・解体 

    スライドセントル組立・解体歩掛は，次表とする。 

表4.54 スライドセントル組立・解体歩掛 (１基当り)

名      称 規   格 単位 組 立 解 体 

世 話 役  人 8.5 6 

普 通 作 業 員  〃 7 2 

機 械 工  〃 7 5 

と び 工  〃 17.5 13.5 

特 殊 作 業 員  〃 40.5 20 

電 工  〃 5 1.5 

ラ フ テ レ ー ン 
ク レ ー ン 運 転 

排出ガス対策型 
油圧伸縮ジブ型 
25ｔ吊 

日 7 5.5 

(注) 1. 移動用レール及び枕木の設置・撤去を含む。 

2. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

４－６－４ 防水工作業台車組立・解体 

    防水工作業台車組立・解体歩掛は，次表とする。 

表4.55 防水工作業台車組立・解体歩掛 (１基当り)

名      称 規   格 単位 組 立 解 体 

世 話 役  人 2.5 1.5 

普 通 作 業 員  〃 1.5 1 

機 械 工  〃 2 0.5 

と び 工  〃 2.5 2 

特 殊 作 業 員  〃 10.5 3.5 

電 工  〃 1.5 － 

トラッククレーン運転 
油圧伸縮ジブ型 
4.9ｔ吊 

日 1.5 1 

(注) 1. 移動用レール及び枕木の設置・撤去は，スライドセントルの組立・

解体歩掛に含む。 

2. トラッククレーンは，賃料とする。 
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表4.44 吹付プラント設備組立・解体歩掛 

表4.45 スライドセントル組立・解体歩掛 

表4.46 防水工作業台車組立・解体歩掛 
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   ４－６－５ 工事用換気設備 

   (１) 換気装置の坑内配置で，切羽の掘進に伴い，送風機を増設する場合の送風機間隔は100ｍ以上を標準とする。 

   (２) 切羽からの控え長さは，40ｍを標準とする。 

 

  ４－６－６ 送気管 

   (１) 送気管（トンネル用）材料は，つる巻鋼管φ150㎜を標準とする。 

   (２) 坑外送気管敷設・撤去 

     坑外送気管敷設・撤去歩掛は，次表とする。 

表4.56 坑外送気管敷設・撤去歩掛 (ｍ)

職     種 単位 敷     設 撤     去 

配 管 工 人 0.05 0.03 

(注) 坑内の敷設・撤去労務は，掘削労務に含む。 

 

  ４－６－７ 仮設備保守 

   (１) 仮設備保守編成人員 

     仮設備保守の要員として，次表の編成人員を計上する。 

表4.57 仮設備保守編成人員 

職      種 単 位 編成人員 

普 通 作 業 員 人 １ 

機 械 工 〃 １ 

電 工 〃 １ 

(注) 仮設備保守編成人員は，次の坑外設備の保守管理を行うものとする。

①電力設備 ②吹付プラント設備 ③換気設備 ④空気圧縮機設備 

⑤給排水設備等(濁水処理設備は除く) 

 

   (２) 仮設備保守歩掛 

     仮設備保守歩掛は，次表とする。 

表4.58 仮設備保守歩掛 (１月当り)

職    種 単位 数   量 摘  要 

普 通 作 業 員 人 ｎ×41.8 ｎ＝編成人員 

機 械 工 〃  〃  

電 工 〃  〃  

            (注) 坑内作業において，支保工作業後は，上表の数量を「ｎ×41.8×1/2」とする。 
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表4.47 坑外送気管敷設・撤去歩掛 

表4.48 仮設備保守編成人員 

表4.49 仮設備保守歩掛 
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 5. 単 価 表 

 １ ショートベンチ方式上半掘削１ｍ（トンネル延長）当り単価表 

  (１) 掘削等＜掘削，吹付，ロックボルト，金網，鋼製支保工＞ 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

ト ン ネ ル 世 話 役  人  表4.1 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃  表4.1 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃  表4.1 

自由断面トンネル掘削機
運 転 

 週  
表4.3 
機械運転単価表×5

ド リ ル ジ ャ ン ボ 運 転  〃  
表4.22 
機械運転単価表×5

コ ン ク リ ー ト 吹 付 機 
運 転 

 〃  
表4.18 
機械運転単価表×5

ホ イ ー ル ロ ー ダ 運 転  〃  
表4.8 
機械運転単価表×5

吹 付 プ ラ ン ト 設 備 運 転  〃  
表4.19 
機械運転単価表×5

諸雑 費 ( その 他 機械 )  式  表4.6 

カ ッ タ ー ビ ッ ト  個  表4.5 

Ｈ 形 鋼 支 保 工  ｔ  表4.28～29 

ロ ッ ク ボ ル ト  本  ※ 表4.23～25 

吹 付 コ ン ク リ ー ト  ｍ3  表4.16 

諸雑 費 ( その 他 材料 )  式  表4.7 

計     

※ロックボルトの本数については表4.23～25による。 

 但し，別表値と一致しないものについては，１ｍ当りの増減本数を計上する。 

  (２) ずり出し工（ダンプトラック運転）１ｍ（トンネル延長）当り単価表  

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

ダンプトラック運転 坑内用普通ディーゼル10ｔ積級 週  
表4.11～13 
機械運転単価表×5
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  ２ ショートベンチ方式下半掘削１ｍ（トンネル延長）当り単価表 

  (３) 掘削等＜掘削，吹付，ロックボルト，金網，鋼製支保工＞ 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

ト ン ネ ル 世 話 役  人  表4.1 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃  表4.1 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃  表4.1 

バ ッ ク ホ ウ 運 転  週  
表4.9 
機械運転単価表×5

ドリルジャンボ運転  〃  表4.22 
機械運転単価表×5

コンクリート吹付機 
運 転 

 〃  
表4.18 
機械運転単価表×5

吹付プラント設備運転  〃  
表4.19 
機械運転単価表×5

大型ブレーカ運転  〃  
表4.4 
機械運転単価表×5

諸雑費(その他機械)  式  表4.6 

Ｈ 形 鋼 支 保 工  ｔ  表4.28～29 

ロ ッ ク ボ ル ト  本  ※ 表4.23～25 

吹付コンクリート  ｍ3  表4.16 

諸雑費(その他材料)  式  表4.7 

計     

※ロックボルトの本数については表4.23～25による。 

 但し，別表値と一致しないものについては，１ｍ当りの増減本数を計上する。 
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  (４) ずり出し工（ダンプトラック運転）１ｍ（トンネル延長）当り単価表  

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

ダンプトラック運転 坑内用普通ディーゼル10ｔ積級 週  
表4.14～15 
機械運転単価表×5
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   (５) 大型ブレーカ運転１日当り単価表（下半掘削用）  

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

燃 料 費  l   

大型ブレーカ損料 トンネル工事用油圧式 1,300kg級 日 １  

諸雑費（まるめ）  式   

計     

  (６) Ｈ形鋼支保工１ｍ（トンネル延長）単価表 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

Ｈ形鋼支保工  
曲げ本体 

SS400 Ｈ－○○○ ｔ  ※ 表4.28～29 

※Ｈ形鋼支保工の数量，単価は本体のみとする。 

  (７) 吹付コンクリート１ｍ（トンネル延長）単価表 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

吹付コンクリート  ｍ3  ※ 表4.16 

  (８) ロックボルト１ｍ（トンネル延長）単価表 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

ロ ッ ク ボ ル ト 
(ドライモルタル含む) 

耐力○○KN以上 
付属品含む Ｌ＝○ｍ 組  ※ 表4.23～25 

注 入 急 結 剤 無収縮混和剤 〃  必要に応じて計上 
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  (９) カッタービット１ｍ（トンネル延長）単価表 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

カ ッ タ ー ビ ッ ト   個  ※ 表4.5 
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  ３ 覆工等１ｍ（トンネル延長）当り単価表 

  (10) 覆工コンクリート等１ｍ当り単価表 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

ト ン ネ ル 世 話 役  人 0.119 表4.49 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃 0.714 表4.49 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃 0.238 表4.49 

コンクリートポンプ車
運 転

黒煙浄化装置付 
配管式圧送能力90-100ｍ3/h 週  

表4.41 
Ｂ/10 
機械運転単価表×5

諸雑費(その他機械)  式  表4.46 

生 コ ン ク リ ー ト  ｍ3  表4.45 

防 水 シ ー ト  ｍ2  
表4.44 
1.16×Ａ 

諸雑費(その他材料)  式  表4.47 

計     

Ａ：１ｍ当り防水シート面積 
Ｂ：コンクリートポンプ車10ｍ当り運転週数 

  (11) 型枠工（労務と機械）（覆工コンクリート）スライドセントル据付・移動・脱型１ｍ（トンネル延長）当り単価表 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

ト ン ネ ル 世 話 役  人 0.119 表4.48 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃 0.714 表4.48 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃 0.238 表4.48 

スライドセントル損料  ｍ 1 表4.42 

諸 雑 費  式   

計     

  (12) 防水工（労務と機械）１ｍ（トンネル延長）当り単価表 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

ト ン ネ ル 世 話 役  人  
表4.39 
0.06×A/10 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃  
表4.39 
0.17×A/10 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃  
表4.39 
0.12×A/10 

防 水 工 作 業 台 車 長さ4.5ｍ ｍ 1 表4.43 

諸 雑 費  式   

計     

Ａ：１ｍ当り防水シート面積 
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  ４ 直接工事費，仮設工，トンネル仮設備工 

  (13) ○○○式集塵機運転１ｍ（トンネル延長）当り単価表 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要

○○○式集塵機運転 定格風量○○ｍ3/min級 週  
表4.20 
機械運転単価表×5

計     

  (14) インバート掘削工10ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

ト ン ネ ル 世 話 役  人  表4.30 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃  〃 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃  〃 

大型ブレーカ運転 
トンネル工事用油圧式 
600～800kg級 

日  〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
トンネル工事用排出ガス
対策型・クローラ型 
山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3)

ｈ  〃 

チ ゼ ル 損 耗 費 600～800kg級用 本  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

  (15) インバートずり出し工10ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

ト ン ネ ル 特 殊 工  人  表4.31 

ダンプトラック運転 
坑内用普通 
ディーゼル10ｔ積級 

ｈ  〃 

計     

  (16) インバート型枠製作100ｍ2当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

世 話 役  人  表4.34 

型 枠 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

  (17) インバート型枠・設置・撤去100ｍ2当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

ト ン ネ ル 世 話 役  人  表4.35 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃  〃 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
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削 除 
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   (18) インバートコンクリート（打設・養生）10ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

ト ン ネ ル 世 話 役  人  表4.36 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃  〃 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  10ｍ3×(1＋ロス率) 

コンクリートポンプ車運転  
黒煙浄化装置付 
ブーム式圧送能力90～
110ｍ3/ｈ 

ｈ  表4.36 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

  (19) インバート敷ならし・締固め工10ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

ト ン ネ ル 世 話 役  人  表4.37 

ト ン ネ ル 特 殊 工  〃  〃 

ト ン ネ ル 作 業 員  〃  〃 

ブ ル ド ー ザ 運 転 
排出ガス対策型 
黒煙浄化装置付 
普通15ｔ級 

ｈ  〃 

タイヤローラ運転 
排出ガス対策型 
黒煙浄化装置付 
8～20ｔ 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

  (20) 大型ブレーカ運転１日当り単価表（インバート掘削用） 

名     称 規    格 単位 数 量 摘      要 

燃 料 費  ・
運転1ｈ当り燃
料消費量×Ｔ 

第1章②原動機燃料消費量
による 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

トンネル工事用排出
ガス対策型・クロー
ラ型 山積0.45ｍ3 

(平積0.35ｍ3) 

ｈ Ｔ  

大型ブレーカ損料 
トンネル工事用 
油圧式600～800kg級 日 １  

諸 雑 費  式 １  

計     

Ｔ：バックホウの運転日当り運転時間 

 

  (21) 空気圧縮機設備運転１月当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

電 力 料  kWh   

特 殊 作 業 員  人  表4.51 

空気圧縮機設備損料 
定置式スクリュ型 
11.0～12.4ｍ3/min ｈ  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (14) 空気圧縮機設備運転１月当り単価表 

 

削 除 

現 行 通 り 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 

トンネル工（ＮＡＴＭ）［機械掘削工法］ 

     

工種名 現  行 改  定 

 
  (22) 空気圧縮機設備組立・解体１基当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

世 話 役  人  表4.52 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

機 械 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

電 工  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 
クレーン賃料  

排出ガス対策型 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

  (23) 吹付プラント組立・解体１基当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

世 話 役  人  表4.53 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

機 械 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

電 工  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 
ク レ ー ン 賃 料 

排出ガス対策型 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

  (24) スライドセントル組立・解体１基当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

世 話 役  人  表4.54 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

機 械 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

電 工  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 
ク レ ー ン 賃 料 

排出ガス対策型 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

 

 
(15) 空気圧縮機設備組立・解体１基当り単価表 

現 行 通 り 

(16)  吹付プラント組立・解体１基当り単価表 

現 行 通 り 

(17)  スライドセントル組立・解体１基当り単価表 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

トンネル工（ＮＡＴＭ）［機械掘削工法］ 

     

工種名 現  行 改  定 

 
  (25) 防水工作業台車組立・解体１基当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

世 話 役  人  表4.55 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

機 械 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

電 工  〃  〃 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

77 

  (26) 坑外送気管敷設・撤去１ｍ当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

配 管 工  人  表4.56 

諸 雑 費  式 １  

計     

  (27) 仮設備保守費１月当り単価表 

名     称 規    格 単位 数量 摘      要 

普 通 作 業 員  人  表4.57，表4.58 

機 械 工  〃  〃   〃 

電 工  〃  〃   〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

 

 (18) 防水工作業台車組立・解体１基当り単価表 

現 行 通 り 

(19)  坑外送気管敷設・撤去１ｍ当り単価表 

現 行 通 り 

(20) 仮設備保守費１月当り単価表 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

トンネル工（ＮＡＴＭ）［機械掘削工法］ 

     

工種名 現  行 改  定 

 
  (28) 機械運転単価表 

機  械  名 規         格 適用単価表 指  定  事  項 

自由断面トンネル
掘 削 機 

カッターヘッド出力200～240kW 機－25 
燃料消費量 →617 
機械損料数量→  1.40 

ドリルジャンボ 
トンネル工事用排出ガス対策型
ホイール式2ブーム 
ドリフタ質量150kg級 

機－25 
燃料消費量 →201 
機械損料数量→  1.40 

コンクリート吹付機 
トンネル工事用排出ガス対策型 
湿式 一体型 
吐出量６～20ｍ3級 半径７ｍ 

機－25 
燃料消費量 → 63 
機械損料数量→  1.40 

ホイールローダ トンネル工事用排出ガス対策型
サイドダンプ式 山積2.3ｍ3 

機－24 燃料消費量 → 68 
機械損料数量→  1.40 

バ ッ ク ホ ウ 
トンネル工事用排出ガス対策型・クローラ型
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

機－24 
燃料消費量 → 40 
機械損料数量→  1.40 

吹付プラント設備 （バッチ型）定置式25ｍ3/h 機－25 
燃料消費量 → 19 
機械損料数量→  1.40 

大 型 ブ レ ー カ トンネル工事用油圧式1,300kg級 機－12 燃料消費量 → 40 

ダンプトラック 坑内用普通ディーゼル10ｔ積級 機－32 
燃料消費量 →121 
機械損料数量→  1.40 
タイヤの損耗費も計上 

コンクリートポンプ車 黒煙浄化装置付 
配管式圧送能力90～100ｍ3/h 

機－24 燃料消費量 → 57 
機械損料数量→  1.40 

集 塵 機 定格風量○○○ｍ3/min級 機－14 
燃料消費量 →必要分計上する
機械損料数量→  1.00 

バ ッ ク ホ ウ 
トンネル工事用排出ガス対策型・クローラ型
山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

機－13 インバート掘削工 

〃 排出ガス対策型・クローラ型 
山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

機－１ インバート埋戻し材積込作業

ブ ル ド ー ザ 
排出ガス対策型，黒煙浄化装置付
普通15ｔ級（13～16ｔ） 

機－13 インバート埋戻工 

タ イ ヤ ロ ー ラ 
排出ガス対策型黒煙浄化装置付 
８～20ｔ 機－16 

燃料消費量 → 30 
賃料数量  →  1.60 

ダンプトラック 坑内用普通ディーゼル10ｔ積級 機－13 
インバート用タイヤの損耗
費も計上 

コンクリートポンプ車 
黒煙浄化装置付 
ブーム式圧送能力90～110ｍ3/ｈ

機－13 インバート用 

 

 

 

 

 

 

  (21) 機械運転単価表 

機  械  名 規         格 適用単価表 指  定  事  項 

自由断面トンネル
掘 削 機

カッターヘッド出力200～240kW 機－25 
燃料消費量 →617 
機械損料数量→  1.40 

ドリルジャンボ
トンネル工事用排出ガス対策型
ホイール式2ブーム 
ドリフタ質量150kg級 

機－25 
燃料消費量 →201 
機械損料数量→  1.40 

コンクリート吹付機
トンネル工事用排出ガス対策型 
湿式 一体型 
吐出量６～20ｍ3級 半径７ｍ 

機－25 
燃料消費量 → 63 
機械損料数量→  1.40 

ホイールローダ トンネル工事用排出ガス対策型
サイドダンプ式 山積2.3ｍ3 

機－24 燃料消費量 → 68 
機械損料数量→  1.40 

バ ッ ク ホ ウ
トンネル工事用排出ガス対策型・クローラ型
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

機－24 
燃料消費量 → 40 
機械損料数量→  1.40 

吹付プラント設備 （バッチ型）定置式25ｍ3/h 機－25 
燃料消費量 → 19 
機械損料数量→  1.40 

大 型 ブ レ ー カ トンネル工事用油圧式1,300kg級 機－12 燃料消費量 → 40 

ダンプトラック 坑内用普通ディーゼル10ｔ積級 機－32 
燃料消費量 →121 
機械損料数量→  1.40 
タイヤの損耗費も計上 

コンクリートポンプ車 黒煙浄化装置付 
配管式圧送能力90～100ｍ3/h 

機－24 燃料消費量 → 57 
機械損料数量→  1.40 

集 塵 機 定格風量○○○ｍ3/min級 機－14 
燃料消費量 →必要分計上する 
機械損料数量→  1.00 

 

 

 

 

削 除 



土木工事標準歩掛の一部改定 
トンネル濁水処理工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
トンネル工 
トンネル濁水処

理工 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

現行どおり 

単位 設置 撤去

人 4 3

〃 4 1

〃 9 4

〃 5 3

（１箇所当り）

　　　　 3.　濁水処理設備の運転時間は，運転日当り24時間を標準とする。

　　　　　 運転時間に含まれる。なお，坑内排水にポンプが必要な場合は，「第15章

規　　　　格

　　　　濁水処理設備は，損料とする。

　３－２　濁水処理設備運転

　　　　　　　　 3.　ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

　　　　　　　　 2.　上記歩掛には，設備の調整に要する費用を含む。

ク レ ー ン 運 転

設 備 機 械 工

2
排出ガス対策型(第１次基準値)

 　　　　2.　泥土処理は，脱水施設から発生する脱水ケーキの処理である。

　　　　　　　　　　　　　表3.1　濁水処理設備設置・撤去歩掛

世 話 役

名　　　　称

　　　　濁水処理設備設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。

　１－１　濁水処理設備

3.　施工歩掛

　３－１　濁水処理設備設置・撤去

　　　　　 トンネル工①トンネル工（ＮＡＴＭ）３－７－５給排水設備」により別途計上する。

　　　　また，濁水処理設備能力は，30～60㎥／ｈ級を標準とする。

ラ フ テ レ ー ン
1日

　　　　　 また，加圧脱水機（フィルタープレス式）の運転時間は，濁水処理設備の

1.　適用範囲

電 工

　　　　濁水処理設備は，機械処理脱水方式を標準とする。

　（注） 1.　本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

　　施工フローは，下記を標準とする。

2.　施工概要

　１－２　使用薬剤

　　　  なお，30～60㎥／ｈ級以外を使用する場合は，別途考慮する。　　

　　　　使用薬剤は，無機凝集剤，高分子凝集剤，炭酸ガスの３種類使用を標準とする。

　　　なお，使用量については，別途計上する。

トンネル濁水処理工

　　本資料は，トンネル（ＮＡＴＭ工法）及びシールドの濁水処理工に適用する。

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

普 通 作 業 員

　　　　 　(注)　1.　上屋の設置・撤去及び設備の基礎については，上記歩掛に含まない。

濁

水

処

理

設

備

運

転

基

礎

工

事

泥

土

処

理

濁

水

処

理

設

備

撤

去

保

守

点

検

濁

水

処

理

設

備

設

置

単位 設置 撤去

人 4 3

〃 4 1

〃 9 4

〃 5 3

排出ガス対策型(第２次基準値)

ク レ ー ン 運 転

設 備 機 械 工

世 話 役

1

電 工

日

名　　　　称 規　　　　格

　　　　　　　　　　　表3.1　濁水処理設備設置・撤去歩掛 （１箇所当り）

普 通 作 業 員

2
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

ラ フ テ レ ー ン



土木工事標準歩掛の一部改定 
トンネル濁水処理工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

6.0以下 13以下 19以下 35以下 60以下

0.01 0.02 0.03 0.04 0.06

5.5以下 12以下 17以下 27以下 60以下

0.01 0.02 0.03 0.04 0.06

単　位 数　量

人

〃

〃

〃

式 1

ＤＩＤ区間：有り

　　　　　　　　での処理及び廃棄料等が必要な場合は，別途計上する。

(１)　濁水処理設備設置１箇所当り単価表　　　　　　　　　　　（処理能力30～60㎥級）

4.　単価表

世 話 役

規　　　　格名　　　　　称

〃

〃

ラフテレーン

ダンプトラック　４ｔ積級

　　　　　　 2.　保守点検は，濁水処理設備の日常の運転に関わる全ての保守・点検を含む。

運 搬 機 種 ・ 規 格

　　　　(注)　1.　泥土運搬は，濁水処理設備運転日に１回とする。

（１回当り）　　　　　表3.3　泥土運搬歩掛

　　　　　　 3.　諸雑費は，泥土（脱水ケーキ）の積込に要する費用であり，労務費の合計に

　　　 (注)　1.　濁水処理設備の保守点検は，濁水処理設備運転日に１回実施を標準とする。

　　　　　　　　　上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

〃

設 備 機 械 工

普 通 作 業 員

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

排出ガス対策型（第１次基準値)

諸 雑 費

クレーン賃料
日

計

運  搬  日  数   (日)

設 備 機 械 工

0.5

諸 雑 費

〃

2

摘　　　要

電 工

（１回当り）

　　　　　　　2.　運搬距離が60kmを超える場合は，別途考慮する。

　　　　　　　3.　本歩掛は，泥土の残土受入れ地等までの運搬のみであり，残土受入れ地等

運  搬  距  離  (km)

数　　量名　称 単　位

　　　　　　　　　　（運搬距離は片道であり，往路と復路が異なる場合には平均値とする｡）

３－４　泥土運搬

運  搬  日  数   (日)

　　　　保守点検の歩掛は，次表を標準とする。

普 通 作 業 員

表3.1

〃

人

％

0.2

　　　泥土（脱水ケーキ）運搬の歩掛は，次表を標準とする。

ＤＩＤ区間：無し

運  搬  距  離  (km)

　　　　　　　　　表3.2　濁水処理設備保守点検歩掛

３－３　濁水処理設備の保守点検

単　位 数　量

人

〃

〃

〃

式 1

(１)　濁水処理設備設置１箇所当り単価表　　　　　　　　　（処理能力30～60㎥級）

表3.1世 話 役

4.　単価表

摘　　　要

〃

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊
〃

〃

日
排出ガス対策型（第２次基準値)ラフテレーン

名　　　　　称

電 工

クレーン賃料

設備機械工

諸 雑 費

普通作業員

計

〃

規　　　　格



土木工事標準歩掛の一部改定 
トンネル濁水処理工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

単　位 数　量

人

〃

〃

〃

式 1

世 話 役 表3.1

〃

〃

〃

ラフテレーン

諸 雑 費

電 工

設備機械工

普通作業員

計

〃
クレーン賃料 油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

摘　　　要規　　　　格

排出ガス対策型（第２次基準値)
日

名　　　　　称

(２)　濁水処理設備撤去１箇所当り単価表　　　　　　　　　　 （処理能力30～60㎥級）　

現行どおり 

単　位 数　量

人

〃

〃

〃

式 1

単　位 数　量

人

〃

式 1

単　位 数　量

日

式 1

表3.1

〃

規　　　　格 適用単価表機　　械　　名

名　　　　　称

(５)　機械運転単価表

(４)　泥土運搬１回当り単価表

表3.3

普 通 作 業 員

４ｔ積級

〃

摘　　　要

処理能力30㎥／ｈ

４ｔ積級

規　　　　格

燃料消費量→ 42

電力消費量→173
濁 水 処 理 装 置

（ポータブル型・

機械処理沈殿方式・脱

水機付）
処理能力60㎥／ｈ

機械損料数量→　1.16

指　定　事　項

運転労務数量→　1.00

名　　　　　称

ダンプトラック運転

諸 雑 費

タ ン プ ト ラ ッ ク 機－22

計

電力消費量→351機－14

機－14

世 話 役

(２)　濁水処理設備撤去１箇所当り単価表　　　　　　　　　　　  （処理能力30～60㎥級）　

規　　　　格

クレーン賃料 油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

計

電 工

〃

ラフテレーン

計

設 備 機 械 工

(３)　濁水処理設備保守・点検１回当り単価表

規　　　　格 摘　　　要

〃

日

諸 雑 費

表3.2

名　　　　　称

設 備 機 械 工

諸 雑 費

排出ガス対策型（第１次基準値)

摘　　　要

〃普 通 作 業 員

〃



 土木工事標準歩掛の一部改定 

  鋼橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

橋梁 

鋼橋架設工  ② 鋼 橋 架 設 工 

1. 鋼 橋 架 設 工 

 １－１ 適 用 範 囲 

  本資料は，鋼橋の架設工事に適用する。なお，本資料による積上げ積算は，標準的な架設条件を前提としているので，特殊

な架設条件の場合又は本資料による架設工法によらない場合は，別途架設設計のうえ計上する。 

  橋梁型式による架設工費の補正は考慮しないことを標準とするが，ケーブルクレーン又はケーブルエレクションを使用した

架設において斜橋で斜度の強い場合及び曲線は補正することができる。 

  なお，少数主桁は，適用外とする。 

 

 １－２ 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

 

 

  

 

機 材 搬 入

登 り 桟 橋 工

地 組 立

主 桁 架 設

Y e s橋台橋脚 

の高さ５ｍ以上 

支 承 仮 置 き
Ｎｏ

足 場 設 置

防 護 設 置

支 承 据 付

落 橋 防 止 装 置 取 付

Y e s第三者に危害を 

及ぼす恐れがある 

ボ ル ト 本 締 めＮｏ

足場又は防護工撤去

機 材 搬 出

現 行 通 り 



 土木工事標準歩掛の一部改定 

  鋼橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

橋 梁 

鋼橋架設工 

 １－３ 機械の選定 

  １－３－１ 移動式クレーン 

   移動式クレーンの規格は，次表を標準とする。 

表1.1 機種の選定 

工    法 用    途 機 種・規 格 

・トラッククレーン 
・トラッククレーンによる

ステージング 

主 ク レ ー ン トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型各種 

補 助 ク レ ー ン
ラフテレーンクレーン 排出ガス対策型 
（第１次基準値）各種 

・ケーブルクレーン 
・ケーブルクレーンによ
るステージング 

・ケーブルエレクション 

補 助 ク レ ー ン
ラフテレーンクレーン 排出ガス対策型（第
１次基準値）各種 

(注) 1. 主クレーン，補助クレーンは，最大部材質量，作業半径，吊上げ高さ等を勘案し，

現場条件に適合した規格，台数を選定し計上する。 

2. 地組を行う場合の主クレーンは架設と兼用するものとし，最大部材質量，作業半

径は地組を考慮したものとする。 

3. トラッククレーン，トラッククレーンによるステージング工法の場合，支承据付，

落橋防止装置取付，ベント設置・撤去等は補助クレーンを使用する。 

4. ケーブルクレーン，ケーブルクレーンによるステージング，ケーブルエレクショ

ン工法の場合，ケーブル設備据付・解体等は補助クレーンを使用する。 

5. 現場条件により上表により難い場合は，クレーンの機種・規格を別途選定する。

その際にも本歩掛を適用出来る。 

6. トラッククレーン及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

  １－３－２ ケーブルクレーン設備 

   架設計画による。 

  １－３－３ ケーブルエレクション設備 

   架設計画による。 

  １－３－４ ベント設備 

   架設計画による。 

  １－３－５ 発動発電機 

   ケーブルクレーン運転，本締め工等に使用する発動発電機の規格は，次表を標準とする。 

   ただし，商用電源を使用する場合は，計上しない。 

表1.2 機種の選定 

工    法 規    格 

・ト ラ ッ ク ク レ ー ン 
・トラッククレーンによるステージング 

排出ガス対策型（第１次基準値）   
45kVA 

・ケ ー ブ ル ク レ ー ン 
・ケーブルクレーンによるステージング 
・ケ ー ブ ル エ レ ク シ ョ ン 

排出ガス対策型（第１次基準値）  
125kVA 

(注) 1. 発動発電機は，賃料とする。 

2. 上表により難い場合は，上記以外の規格を使用することができる。 

  １－３－６ 仮締めボルト及びドリフトピンの規格及び数量 

   仮締めボルト及びドリフトピンの規格及び数量は，次表を標準とする。これにより難い場合は，別途考慮する。 

表1.3 仮締めボルト及びドリフトピンの数量 

名   称 規   格 数    量 

仮 締 め ボ ル ト 
φ22mm用 

本締めボルト総本数×１／３×２／３ 
φ19mm用 

ド リ フ ト ピ ン 
φ24.5×150mm 

本締めボルト総本数×１／３×１／３ 
φ21.5×150mm 

 

 １－３ 機械の選定 

  １－３－１ 移動式クレーン 

   移動式クレーンの規格は，次表を標準とする。 

表1.1 機種の選定 

工    法 用    途 機 種・規 格 

・トラッククレーン 
・トラッククレーンによる

ステージング 

主 ク レ ー ン トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型各種 

補 助 ク レ ー ン
ラフテレーンクレーン 排出ガス対策型 
（第２次基準値）各種 

・ケーブルクレーン 
・ケーブルクレーンによ
るステージング 

・ケーブルエレクション

補 助 ク レ ー ン
ラフテレーンクレーン 排出ガス対策型 
（第２次基準値）各種 

(注) 1. 主クレーン，補助クレーンは，最大部材質量，作業半径，吊上げ高さ等を勘案し，

現場条件に適合した規格，台数を選定し計上する。 

2. 地組を行う場合の主クレーンは架設と兼用するものとし，最大部材質量，作業半

径は地組を考慮したものとする。 

3. トラッククレーン，トラッククレーンによるステージング工法の場合，支承据付，

落橋防止装置取付，ベント設置・撤去等は補助クレーンを使用する。 

4. ケーブルクレーン，ケーブルクレーンによるステージング，ケーブルエレクショ

ン工法の場合，ケーブル設備据付・解体等は補助クレーンを使用する。 

5. 現場条件により上表により難い場合は，クレーンの機種・規格を別途選定する。

その際にも本歩掛を適用出来る。 

6. トラッククレーン及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

7. 補助クレーンに使用するラフテレーンクレーンで 7t、10t、45tを選定した場合は

排出ガス対策型（第１次基準値）とする。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

現 行 通 り 



 土木工事標準歩掛の一部改定 

  鋼橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

  １－４ 支 承 工 

  ゴム支承据付工歩掛は，次表を標準とする。なお，金属支承の歩掛については別途考慮する。 

表1.4 ゴム支承据付工歩掛  

種   別 
日当り施工量 
 Ｄn（基／日） 

編成人員（人） 諸雑費率(％) 

一 般 支 承 Ｄn＝
1

0.095Ｗ +0.093
 橋梁世話役 
橋梁特殊工 

普通作業員 

１ 
５ 

１ 
2 

機 能 分 離 型 支 承 Ｄn＝
1

0.124Ｗ +0.296
 

Ｗ：支承１基当り支承質量（ｔ） 

一基当り支承質量＝
支承総質量

支承設置数  

(注) 1. 本歩掛は支承据付に伴う架設から調整までの作業を含む。 

   2. 架設工法はトラッククレーンを標準とする。 

3. クレーン賃料，架設工具損料等は表1.15により，別途計上する。 

4. 諸雑費は発動発電機を使用した場合の発動発電機の燃料・油脂類の費用であり労務

費の合計額に表1.4の率を乗じた金額を上限として計上する。 

5. 支承質量にはアンカーボルトを含む。 

6. 支承据付材料（無収縮モルタル等）を，別途計上する。 

   7. 日当り施工量Ｄnは小数第１位までとし，２位を四捨五入する。 
 

 １－５ 地 組 工 
 

  地組工歩掛は，次表を標準とする。 

表1.5 地組工歩掛 

桁 形 式 日当り施工量 
 Ｄｇ（ｔ／日） 

編成人員（人） 諸雑費率
(％)

鈑    桁 

ラーメン（鈑桁形式） 
Ｄｇ＝

Ｇ

 0.032（Ｇ+20）
 

橋梁世話役 １

（注）４

４ 

（0.6）

橋梁特殊工 ５

(普通作業員) １

箱    桁 

ラーメン（箱桁形式） 
Ｄｇ＝

Ｇ

 0.020（Ｇ+20）
 

橋梁世話役 １

橋梁特殊工 ６

(普通作業員) １

Ｇ：地組質量（ｔ） 

(注) 1. 本歩掛は，地組に伴う仮締めを含む。 

2. 地組質量は，地上組立をすべき主桁（鋼床版・添接板を含む）の質量であり，副部

材及び高欄等の質量は除いたものである。 

3. 地組工には，本締め工は含まない。 

4. 諸雑費は，発動発電機を使用した場合の発動発電機の燃料・油脂類の費用等であり，

労務費の合計額に表1.5の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  なお，商用電源を使用した場合は商用電力料として（ ）内の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

5. クレーン賃料，架設工具損料等は表1.15により別途計上する。 

6. 日当り施工量Ｄgは小数第１位までとし，２位を四捨五入する。 

 

 

 

 

現 行 通 り 



 土木工事標準歩掛の一部改定 

  鋼橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

  １－６ 架 設 工 

  １－６－１ 鈑桁・箱桁・ラーメン 

   １－６－１－１ トラッククレーン・トラッククレーンによるステージング 

    トラッククレーン・トラッククレーンによるステージングの鈑桁・箱桁及びラーメンの架設工歩掛は，次表を標準とする。 

表1.6 架設工歩掛  

橋 梁 形 式 
１日当り架設質量 
 Ｄw（ｔ／日） 

編成人員（人）
諸雑費率

(％)

鈑    桁 

ラーメン（鈑桁形式） 
Ｄw＝

Ｗ

 0.27ａ（ｎ+11）
 

 

ただし 

鈑桁９≦Ｄw≦45ｔ／日 

箱桁20≦Ｄw≦65ｔ／日 

橋梁世話役 １

（注）７

７ 

（５）

橋梁特殊工 ５

普通作業員 １

箱    桁 

ラーメン（箱桁形式） 

橋梁世話役 １

橋梁特殊工 ６

普通作業員 １

Ｗ：橋体総質量（ｔ） 

ｎ：主桁架設回数（回） 

ａ：一部材質量による係数（付表－１） 

 

   １－６－１－２ ケーブルクレーン・ケーブルクレーンによるステージング・ケーブルエレクション 

    ケーブルクレーン・ケーブルクレーンによるステージング・ケーブルエレクションの鈑桁・箱桁及びラーメンの架設工歩掛は，

次表を標準とする。 

表1.7 架設工歩掛  

橋 梁 形 式 
１日当り架設質量 
 Ｄw（ｔ／日） 編成人員（人）

諸雑費率
(％)

鈑 桁 
Ｄw＝

Ｗ

 0.53ａ（ｎ+６）
 

ただし 

Ｄw≧９ｔ／日 

橋梁世話役 １
（注）７

８ 

（４）

箱 桁 橋梁特殊工 ７

ラ ー メ ン 普通作業員 １

Ｗ：橋体総質量（ｔ） 

ｎ：主桁架設回数（回） 

ａ：一部材質量による係数（付表－２） 

 

  １－６－２ トラス 

   トラス架設工歩掛は，次表を標準とする。 

表1.8 架設工歩掛  

工   法 
１日当り架設質量 
 Ｄw（ｔ／日） 

編成人員（人）
諸雑費率

(％)

トラッククレーンによる
ス テ ー ジ ン グ

Ｄw＝0.025Ｗ＋4.35 

ただし 

６≦Ｄw≦11.5ｔ／日 

50≦Ｗ≦300ｔ 

橋梁世話役

橋梁特殊工

普通作業員

１

７

１

（注）７

８ 

（４）

ケ ー ブ ル ク レ ー ン

ケーブルクレーンによる
ス テ ー ジ ン グ

ケーブルエレクション
（直吊）（斜吊） 

Ｗ：１径間当り橋体総質量（ｔ） 

 

 

 

 

現 行 通 り 



 土木工事標準歩掛の一部改定 

  鋼橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

   １－６－３ 付 表 

付表－１ 一部材質量による係数 

一 部 材 質 量 
（ｔ） 

鈑    桁 
ラーメン（鈑桁形式）

５以下 ５超10以下 10超 

箱    桁 
ラーメン（箱桁形式）

10以下 10超20以下 20超 

ａ 0.8 1.0 1.4 

備    考 一部材質量＝
主桁質量

主桁架設回数
  

 

付表－２ 一部材質量による係数 

一部材質量（ｔ） ４以下 ８以下 14以下 20以下 

ａ 0.7 1.0 1.5 1.9 

備  考 一部材質量＝
主桁質量

主桁架設回数
  

(注) 1. 本歩掛には, 架設に伴う仮締めを含むが，地組及び支承据付は別途計上する。また,

落橋防止装置のうち鋼板が主体となっているものの取付歩掛を含む。 

2. 歩掛は，標準編成人員による架設作業である。 

3. 橋体総質量は，「鋼道路橋数量集計マニュアル（案)」における「工数算定要素集計

表」の加工鋼材質量の合計（本体及び本体と同様に集計する付属物の加工鋼材質量の

合計）から排水装置の質量を除き，伸縮装置及び検査路（桁付・下部付）の加工鋼材

質量を加算したものとする。なお，鋼床版桁の場合は排水桝の鋼材質量を加算する。

4. 主桁質量は同マニュアル（案）にて主桁の大型材片及び小型材片に分類されている

部材の総質量である。なお，鋼床版桁の場合は鋼床版の大型材片及び小型材片の質量

の合計も含む。 

5. 主桁架設回数には鋼床版の架設回数を含む。なお，地組を行った場合の主桁架設回

数は地組後の部材数を架設回数とする。 

6. クレーン賃料，架設工具損料等は表1.15により，別途計上する。 

7. 諸雑費は，発動発電機を使用した場合の発動発電機の燃料・油脂類及び消耗材料の

費用等であり,労務費の合計額に表1.6～1.8の率を乗じた金額を上限として計上する｡

  なお，商用電源を使用した場合は商用電力料及び消耗材料費として（ ）内の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

8. 日当り施工量Ｄwは小数第１位までとし，２位を四捨五入する。 

 

 １－７ 本 締 め 工 

  本締め工歩掛は，次表を標準とする。 

表1.9 本締め工歩掛 

日当り施工量Ｄq（本／日） 編成人員（人） 諸雑費率(％)

Ｄq＝
Ｑ

0.52Ｑ/1,000＋0.19
  

ただし 

上限を1,950本とする。 

橋梁世話役 １
（注）３ 

８ 

（４） 

橋梁特殊工 ５

普通作業員 １

Ｑ：本締めボルト総本数（本)(高力ボルト＋トルシア型ボルト）

(注) 1. 本歩掛は，地組及び架設の際の本締め工に適用する。

2. 架設工具損料等は表1.15により，別途計上する。 

3. 諸雑費は，発動発電機を使用した場合の燃料・油脂類及

び消耗材料の費用等であり，労務費の合計額に表1.9の率

を乗じた金額を上限として計上する。 

  なお，商用電源を使用した場合は商用電力料及び消耗材

料費として（ ）内の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 

4. 日当り施工量Ｄqは整数第２位までとし，１位を四捨五

入する。 
 

 

 

現 行 通 り 



 土木工事標準歩掛の一部改定 

  鋼橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

  １－８ 落橋防止装置取付工 

  ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付歩掛は，次表を標準とする。 

表1.10 落橋防止装置取付工歩掛 

日当り施工量Ｄk（組／日） 編成人員（人） 

６ 

橋 梁 世 話 役 １ 

橋 梁 特 殊 工 ３ 

普 通 作 業 員 １ 

(注) 1. １組とはＰＣ鋼棒又はケーブルを１本とし，それに付随

するその他の部品をすべて含む。なお，鋼製ブラケット部

の取付は架設工に含む。 

2. クレーン賃料，架設工具損料等は表1.15により，別途計

上する。 

3. 鋼板を主体とした落橋防止装置（タイバー連結による，

主桁突起をストッパーとする等）の取付けは架設工に含

む。 

 

 １－９ アンカー工  

  アンカー工は，現場条件等により,別途計上する。なお，架設設計（アンカー工）による場合には，一般土木と同様とする。

 １－10 小 運 搬 工 

  小運搬工は，現場条件，架設条件，輸送条件などで，一時仮置きを必要とする場合，別途計上する。 

  小運搬工の計上にあたっては，大規模工事で扱い部材数量が多い場合，取付道路が屈曲していて作業用地の狭い場合，交通

規制を受ける場合などで一時仮置きをしなければならない現場の状況を判断したうえで，工法に応じて別途計上する。 

 １－11 架設用機械設備据付・解体 

  １－11－１ ケーブルクレーン設備据付・解体歩掛 

   ケーブルクレーン設備据付・解体歩掛は，次表を標準とする。 

表1.11 ケーブルクレーン設備据付・解体歩掛 

建 方 型  式 所要日数dc（日） 編成人員（人）
諸雑費率

(％)

ラフテレーン
ク レ ー ン

型 ２ 系 統 0.095Ｗ＋0.12Ｌ＋1.47 

橋梁世話役 １
（注）３

５ 

（0.5）

橋梁特殊工 ７

普通作業員 １

Ｗ：鉄塔質量（ｔ） 

Ｌ：鉄塔間長（ｍ） 

(注) 1. クレーン賃料，架設工具損料等は表1.15により，別途計上する。 

2. アンカ及び鉄塔基礎は，現場状況により別途計上する。 

3. 諸雑費は，発動発電機を使用した場合の発動発電機の燃料・油脂類の費用等であり，

労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。なお，商用電源を使

用した場合は架設工具使用の商用電力料及び消耗材料費として（ ）内の率を乗じた

金額を上限として計上する。 

4. 門型３系統の場合は，別途考慮する。 

5. 所要日数dcは小数第１位とし，第２位を四捨五入する。 
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   １－11－２ ケーブルエレクション設備据付・解体 

   ケーブルエレクション設備据付・解体歩掛は，次表を標準とする。 

表1.12 ケーブルエレクション設備据付・解体歩掛 

建 方 型式 
フォワード 
ケ ー ブ ル 

所要日数de（日） 編成人員（人）
諸雑費率

(％)

ラフテレーン
ク レ ー ン

吊  Ａ＋0.078Ｗ 
橋梁世話役

橋梁特殊工

普通作業員

１

７

１

（注）３

５ 

（0.5）
吊 

３本 Ａ＋0.053Ｗ 

４本 Ａ＋0.067Ｗ 

５本 Ａ＋0.080Ｗ 

Ｗ：吊下橋体質量（ｔ） 

Ａ：ケーブルクレーン設備据付・解体所要日数（日） 

(注) 1. クレーン賃料，架設工具損料等は表1.15により，別途計上する。 
2. アンカ及び鉄塔基礎は，現場状況により別途計上する。 

3. 諸雑費は，発動発電機を使用した場合の発動発電機の燃料・油脂類の費用等であり，

労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。なお，商用電源を使

用した場合は架設工具使用の商用電力料として（ ）内の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。 
4. 所要日数deは小数第１位とし，第２位を四捨五入する。 

  １－11－３ ベント設備設置・撤去 

   ベント設備設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。なお，ベント用足場の設置・撤去労務を含む。 

表1.13 ベント設備設置・撤去歩掛 

使 用 機 械 
日当り施工量 
 Ｄt（ｔ／日） 

編成人員（人）
諸雑費率

(％)

ラフテレーンクレーン Ｄt＝
Ｔ

0.14Ｔ＋1.0
 

橋梁世話役 １ （注）３

３ 

（0.6）

橋梁特殊工 ５

普通作業員 １

Ｔ：ベント総質量（ｔ） 

(注) 1. クレーン賃料，架設工具損料等は表1.15により，別途計上する。 

2. ベント基礎は，現場状況により計上する。 

3. 諸雑費は，発動発電機を使用した場合の燃料・油脂類の費用等であり，労務費の合

計額に表1.13の率を乗じた金額を上限として計上する。なお，商用電源を使用した場

合は商用電力料として（ ）内の率を乗じた金額を上限として計上する。 

4. 日当り施工量Ｄtは小数第１位までとし，２位を四捨五入する。 

5. ベント用足場の供用１日当り損料はベント設備供用１日当り損料に付表－１の率を
乗じたものを上限とし，供用日数はベント設備供用日数と同等として計上する。 

  ただし，平均ベント高さ２ｍ未満の場合は計上しない。 
 

付表－１ ベント用足場のベント設備損料に乗ずる率 

平均ベント高さｈ（ｍ） ベント設備損料に乗ずる率（％）

２以上10未満 ４ 

10以上30以下 ３ 

  １－11－４ ベント基礎設置・撤去 

   鋼板によるベント基礎設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

表1.14 ベント基礎設置・撤去歩掛  

使 用 機 械 
日当り施工量 

 Ｄa（ｍ2／日） 
編成人員（人） 

ラフテレーンクレーン Ｄa＝
Ａ

0.029Ａ＋0.14
 

橋梁世話役 １ 

橋梁特殊工 ２ 

普通作業員 １ 

Ａ：ベント基礎の延面積（ｍ2） 

(注) 1. 鋼板規格は，鋼板厚さ22mmを標準とする。 

2. 整地が必要な場合は，別途計上する。 
3. 鋼板損耗費について,別途計上する。 

4. 日当り施工量Ｄaは整数止めとし，小数第１位を四捨五入する。 

5. ベント基礎の延面積（Ａ）は次式による。 
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      Ａ＝ΣＡi 

        ｈ＜10   Ａi＝（Ｂ＋２）×（0.15×ｈ＋1.5） 

        10≦ｈ≦30 Ａi＝（Ｂ＋２）×３ 

    ただし，Ａi：ベント１基当りの基礎の面積（ｍ2） 

        Ｂ：外桁～外桁間隔（箱桁は外Web～外Web間隔）（ｍ） 

        ｈ：ベント高さ（基礎天端から主桁下端まで）（ｍ） 

        Ｗ：ベント基礎の幅（ｍ） 

      なお，Ａi，Ｂ，ｈ，Ｗとも小数第１位止（２位四捨五入）とする。 

 １－12 架設用機械設備及び工具の供用日数 

  架設用機械設備及び工具の供用日数は，次表を標準とする。これにより難い場合は，別途考慮する。 

表1.15 設備及び工具の供用日数 

設備機械工具名 工 法 別 供用日数(移動式クレーンは運転日数) 

移 動 式 ク レ ー ン

ト ラ ッ ク ク レ ー ン
主 (Ａ又はＡ＋Ｂ) 

補助 (Ｃ＋Ｄ＋Ｉ) 

トラッククレーンによ
るステージング

主 (Ａ又はＡ＋Ｂ) 

補助 (Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｉ) 

ケ ー ブ ル ク レ ー ン 〃 (Ｆ＋Ｉ) 

ケーブルクレーンによ
るステージング

〃 (Ｆ＋Ｉ) 

ケーブルエレクション 〃 (Ｇ＋Ｉ) 

ケーブルクレーン

ケ ー ブ ル ク レ ー ン (Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｆ＋Ｈ)×1.5 

ケーブルクレーンによ
るステージング

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｈ)×1.5 

ケーブルエレクション  (Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｇ＋Ｈ)×1.5 

ベ ン ト  (Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ＋Ｈ)×1.5 

架設工具(組立用工具及
びボルト締付け用
工 具 )

 
(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋(Ｆ又はＧ)＋Ｈ)×

1.5 

ドリフトピン及び
仮 締 め ボ ル ト  (Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋(Ｆ又はＧ)＋Ｈ)×1.5 

発 動 発 電 機  (Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ＋(Ｆ又はＧ)＋Ｈ)×1.5 

Ａ：架設日数（Ｗ／Ｄw） 

Ｂ：地組日数（Ｇ／Ｄg） 

Ｃ：支承据付日数（Ｎ／Ｄn） 

Ｄ：落橋防止装置取付日数（Ｋ／Ｄk Ｋ：落橋防止装置組数） 

Ｅ：ベント設置・撤去日数（Ｔ／Ｄt） 

Ｆ：ケーブルクレーン設備据付・解体日数（dc） 

Ｇ：ケーブルエレクション設備据付・解体日数（de） 

Ｈ：ボルト締付け日数（Ｑ／Ｄq）及び現場溶接日数 

Ｉ：小運搬日数 

(注) 1. 供用日数は１パーティで各工種ごとに供用日数を累加している。大規模工事・工期

などから上表により難い場合，２パーティ，３パーティと編成人員を増す場合などは，

工程表から工種による供用日数のラップ等を考慮する。 

2. トラッククレーン工法で地組のある場合は，主クレーンの供用日数をＡ＋Ｂとする。

3. 鋼床版溶接に伴う機械設備及び工具は，別途計上する。 

4. トラッククレーン，ラフテレーンクレーン，発動発電機は，賃料とする。 

5. 発動発電機の燃料，油脂類については架設等諸雑費に含まれる。 

6. 移動式クレーンの運転日数及びその他各種機械類の供用日数は整数止めとし，小数

第１位を四捨五入する。 

7. ベント基礎に鋼板を用いる場合は，補助クレーンの運転日数に基礎にかかる運転日

数も計上するものとする。 
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 土木工事標準歩掛の一部改定 

  鋼橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

  １－13 足場工，防護工及び登り桟橋工 

  １－13－１ 足 場 工 

   １－13－１－１ 足場の種類と使用状況及び構成 

    (１) 足場の種類は，パイプ吊り足場又はワイヤーブリッジとし，標準はパイプ足場とするが，次の場合はワイヤーブ

リッジ転用足場を考慮する。 

     ① 地上又は水面上高さが10ｍ以上となる場合 

     ② 対岸又は相隣接する橋台，橋脚間の作業場の通路がない場合 

     ③ その他安全管理上等ワイヤーブリッジ転用足場が必要な場合 

    (２)使用状況 

      使用は，架設，床版又は塗装作業の各工程ごとに単独使用を標準とするが，現場状況，施工状況に応じて各作業に

兼用して使用することができる。 

    (３) 足場構成 

      各工種ごとの足場の構成は，次のとおりとする。なお，中段足場は桁高（腹板高）が1.5ｍ以上の場合のみ計上する。

      架設足場：主体足場（＋中段足場）＋部分作業床＋安全通路 

      床版足場：主体足場（＋中段足場）＋床版追加足場＋朝顔 

      塗装足場：主体足場（＋中段足場） 

   １－13－１－２ 足場工費 

     足場等賃料及び設置又は撤去もしくは設置撤去の労務費は次式による。なお，供用月数は小数第１位とし，第２位を

四捨五入する。 

     主体足場工費＝（Ｌ1＋Ｌ2Ｔ1＋（Ｎ1＋Ｎ2）y）×Ａ（円） 

     中段足場工費＝（Ｌ1＋Ｌ2Ｔ2＋（Ｎ1＋Ｎ2）y）×Ａ（〃） 

     安全通路工費＝（Ｌ1＋Ｌ2Ｔ3＋（Ｎ1＋Ｎ2）y）×Ａ（〃） 

     部分作業床工費＝（Ｌ1＋Ｌ2Ｔ4＋（Ｎ1＋Ｎ2）y）×Ａ（〃） 

     朝 顔 工 費＝（Ｌ1＋Ｌ2Ｔ5＋（Ｎ1＋Ｎ2）y）×Ａ（〃） 

          ただし，片側朝顔の場合は 朝顔工費／２とする。 

     床版追加足場工費＝（Ｌ1＋Ｌ2Ｔ6）×Ａ（円） 

     Ｌ1Ｌ2 ：賃料係数（表1.16～21） 

      Ｔ1 ：主体足場を供用している月数（月） 

      Ｔ2 ：中段足場を供用している月数（〃） 

      Ｔ3 ：安全通路を供用している月数（〃） 

      Ｔ4 ：部分作業床を供用している月数（〃） 

      Ｔ5 ：朝顔を供用している月数（〃） 

      Ｔ6 ：床版追加工事を供用している月数（〃） 

      Ｎ1 ：設置歩掛係数（表1.16～21） 

      Ｎ2 ：撤去歩掛係数（表1.16～21） 

      ｙ ：橋梁特殊工単価（円／人） 

      Ａ ：総面積（ｍ2） Ａ＝Ｗ×Ｌ （Ｗ：地覆外縁間距離）（ｍ） Ｌ：橋長（ｍ））  
(注) 架設及び塗装足場において桁下に防護工を併設する場合は，朝顔を防護工必要橋面積（全幅員×

必要長）分計上する。さらに各工程で兼用使用する場合は各々必要な賃料及び労務を考慮する。
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  鋼橋架設工 
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表1.16 主体足場各係数 

種   類 
パイプ吊足場 ワイヤーブリッジ転用足場 

Ｌ1 Ｌ2 Ｎ1 Ｎ2 Ｌ1 Ｌ2 Ｎ1 Ｎ2 

レートガーダボッ
ク ス ガ ー ダ 

120 98 0.027 0.019 269 87 0.045 0.028 

ー メ ン 177 142 0.036 0.023 － － － － 

ラ ス ， ア ー チ 281 227 0.053 0.032 452 222 0.068 0.040 

(注) 1. ワイヤーブリッジ転用足場を使用する場合，πラーメン，上路式アーチには適用し

ない。又，単独発注する場合は架設のみしか適用しない。 

2. ワイヤーブリッジ転用足場でトラス，アーチについて，上側足場はパイプ足場とし

ての複合単価である。 

 

表1.17 中段足場各係数 

種   類 Ｌ1 Ｌ2 Ｎ1 Ｎ2 

プレートガーダボック
ス ガ ー ダ 

88 75 0.012 0.007 ラ ー メ ン 

ト ラ ス ， ア ー チ 

(注) 中段足場は桁高（腹板高）が1.5ｍ以上の場合に計上する。なお，トラ

ス，アーチは上弦材又は下弦材が1.5ｍ以上の場合において，その各々

について中段足場を計上する。 

 

表1.18 安全通路各係数 

種   類 Ｌ1 Ｌ2 Ｎ1 Ｎ2 

プレートガーダボック
ス ガ ー ダ 

25 20 0.008 0.005 

ラ ー メ ン 40 35 0.015 0.009 

ト ラ ス ， ア ー チ 241 117 0.016 0.009 

 

表1.19 部分作業床各係数 

種   類 Ｌ1 Ｌ2 Ｎ1 Ｎ2 

プレートガーダボック
ス ガ ー ダ 

27 25 0.004 0.003 

ラ ー メ ン 59 51 0.015 0.009 

ト ラ ス ， ア ー チ 121 36 0.017 0.010 
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 表1.20 朝顔各係数 

種   類 Ｌ1 Ｌ2 Ｎ1 Ｎ2 

プレートガーダボック
ス ガ ー ダ 

50 41 0.013 0.009 

ラ ー メ ン 41 38 0.016 0.012 

ト ラ ス ， ア ー チ 40 37 0.013 0.009 

(注) 上表は，両側朝顔時の係数である。 

 

表1.21 床版追加足場各係数 

種   類 Ｌ1 Ｌ2 

プ レ ー ト ガ ー ダ 
ボ ッ ク ス ガ ー ダ 

15 11 ラ ー メ ン 

ト ラ ス ， ア ー チ 

 

（参考）足場を架設・床版・塗装の各作業で単独使用あるいは兼用使用する場合は，次表を参考に各項目を計上する。なお，兼

用使用する場合については，工事毎に発注方法を考慮する。 

表1.22 架設・床版・塗装に単独使用する場合 

足場部品 主体足場 中段足場 安全通路 部分作業床 朝  顔 床板追加足場 

項   目賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 

架設工事 ｘ1 〇 〇 ｘ1 〇 〇 ｘ1 〇 〇 ｘ1 〇 〇     

床版工事 ｘ2 〇 〇 ｘ2 〇 〇       ｘ2 〇 〇 ｘ2 

塗装工事 ｘ3 〇 〇 ｘ3 〇 〇           

 

表1.23 架設・床版・塗装に兼用使用する場合 

足場部品 主体足場 中段足場 安全通路 部分作業床 朝  顔 床板追加足場 

項   目賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 

架設工事 Ｘ1＋

〇 〇 

Ｘ1＋ 

〇 〇 x1 〇 〇 x1 〇 〇 x2 〇 〇 x2 床版工事 Ｘ2＋ Ｘ2＋ 

塗装工事 Ｘ3 Ｘ3 

ｘ1：架設用足場を供用している月数 

ｘ2：床版用足場を供用している月数 

ｘ3：現場塗装用足場を供用している月数 

Ｘ1：主体足場を供用している月数 

Ｘ2：主体足場を供用している月数の架設，床版期間から架設期間を引いた月数 

Ｘ3：主体足場を供用している月数の架設，床版，塗装期間又は床版，塗装期間から架設，床版の期間を引いた月数 

(注) 1. 積上げ項目の賃料は各足場部品の賃料係数Ｌ1，Ｌ2を，設置・撤去はそれぞれ設置労務Ｎ1・撤去労務Ｎ2を表す。 

2. 賃料欄に記載されている月数が該当足場部品の架設月数を表す。 

3. 設置・撤去欄に「〇」が記載されている該当足場部品について各々設置・撤去労務を計上する。 

4. 上表は足場工のみを設置する場合を想定しており，防護工を併設する場合は朝顔を別途考慮する。 
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      （参考） 

�

 

            ｘ，Ｘの月数の算定説明図 

 

   １－13－１－３ 側面塗装足場 

    トラス，アーチ等の斜材，吊材を有する構造では，次式による現場塗装用側面足場工費を前記塗装用足場工費に別途計上する。

      塗装用側面足場工費＝（38＋33Ｔ7＋0.018ｙ）×Ａ  （円） 

              Ｔ7 ：塗装用足場を供用している総月数（月） 

              ｙ  ：橋梁特殊工単価（円／人） 

              Ａ  ：トラス等の側面面積（左右両弦の計）（ｍ2） 

                  Ａ＝側面投影面積（ｍ2）×２ 

  １－13－２ 防 護 工 

   防護工は，使用目的，種類等により，次により計上する。 

   なお，板張防護・シート張防護を桁下に設置する場合は，足場工にて主体足場及び朝顔を別途計上する。 

   (１) 板張防護工 

     桁下に鉄道又は道路等があり，第三者に危害を及ぼす恐れのある場合とし，１－13－１足場工費に別途計上する。 

      板張防護工費＝（Ｌ1＋Ｌ2Ｔ8＋（Ｎ1＋Ｎ2）ｙ）×Ａ  （円） 

            Ｌ1Ｌ2 ：賃料係数（表1.24） 

              Ｔ8 ：防護部を供用している月数 

              Ｎ1 ：設置歩掛係数（表1.24） 

              Ｎ2 ：撤去歩掛係数（表1.24） 

              ｙ ：橋梁特殊工単価（円／人） 

              Ａ ：防護工必要橋面積（ｍ2） 

              Ａ＝全幅員×必要長 
 

表1.24 板張防護部各係数 

種   類 Ｌ1 Ｌ2 Ｎ1 Ｎ2 

プレートガーダボック
ス ガ ー ダ 

140 
(116) 

161 
(149) 

0.027 
(0.025) 

0.012 
(0.011) ラ ー メ ン 

ト ラ ス ， ア ー チ 

(注) 1. （ ）内は片側朝顔の場合使用する。 

2. 各係数には，側面（朝顔）部分に要する防護費を含む 
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    (２) シート張防護工 

     鋼橋塗装において塗装飛散を防止する必要がある場合とし，１－13－１足場工費に別途計上する。 

      シート張防護工費＝｛Ｌ1＋Ｌ2Ｔ8＋Ｎ1ｙ（設置）＋Ｎ2ｙ（撤去)｝×Ａ  （円） 

           Ｌ1Ｌ2 ：損料係数（表1.25） 

            Ｔ8 ：防護部を供用している月数 

            Ｎ1 ：設置歩掛係数（表1.25） 

            Ｎ2 ：撤去歩掛係数（表1.25） 

            ｙ ：橋梁特殊工単価（円／人） 

            Ａ ：防護工必要橋面積（ｍ2） 

               Ａ＝全幅員×必要長 

表1.25 シート張防護工 

種   類 Ｌ1 Ｌ2 Ｎ1 Ｎ2 

プレートガーダボック
ス ガ ー ダ 

90 
(55) 

78 
(55) 

0.006 
(0.005) 

0.003 
(0.003) ラ ー メ ン 

ト ラ ス ， ア ー チ 

(注) 1. （ ）内は片側朝顔の場合使用する。 

2. 各係数には，側面（朝顔）部分に要する防護費を含む。 

3. 「シート＋板」張防護を行う場合は，別途考慮する。 
 

     また，トラス，アーチ等側面を塗装する場合，飛散防止のためのシート張防護工を設置する場合は，次式による。 

      シート張防護工費＝｛39＋26Ｔ9＋0.003ｙ（設置)＋0.001ｙ（撤去)｝×Ａ （円） 

             Ｔ9：防護工供用月数 （月） 

             ｙ ：橋梁特殊工単価（円／人） 

             Ａ ：トラスの側面面積（左右両弦の合計）（ｍ2） 

               Ａ＝側面投影面積×２ 

   (３) ワイヤーブリッジ防護工 

     転落防護及び落下防止の目的でワイヤーブリッジを設置する場合とし，次式による。 

       （ワイヤーブリッジ転用足場としない場合） 

        ワイヤーブリッジ防護工費＝｛229＋59Ｔ10＋0.045ｙ（設置)＋0.019ｙ（撤去)｝×Ａ （円） 

                    Ｔ10：防護工（ワイヤーブリッジ）供用月数（月） 

                    ｙ  ：橋梁特殊工単価（円／人） 

                    Ａ  ：橋面積（ｍ2） 

                        Ａ＝全幅員×橋長 

  １－13－３ 登り桟橋工 

   １－13－３－１ 設置条件及び設置箇所数 

    橋脚の登り桟橋については，次により計上する。 

    ① 橋脚，橋台の高さが5.0ｍ以上となる場合。 

    ② 設置箇所数は，現場状況を勘案するが，これにより難い場合は下記による。 

      ２スパンに１箇所又は100ｍに１箇所とし，河川をまたぐ場合は両岸に各１箇所。 

   １－13－３－２ 登り桟橋工費 

    登り桟橋工費は，次式による。 

      登り桟橋工費＝｛2,942Ｔ11＋0.407ｙ（設置）＋0.292ｙ（撤去)｝×Ｈ （円） 

            Ｔ11：登り桟橋を供用している月数 （月） 

            ｙ  ：橋梁特殊工単価 （円／人） 

            Ｈ  ：登り桟橋の高さ（ｍ） 
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  １－14 鋼 橋 床 版 工 

  本資料は，鋼橋床版工のうち足場工及び防護工，型枠工，鉄筋工，コンクリート工，養生工に適用する。 

  １－14－１ 足場工及び防護工 

   「１－13 足場工，防護工及び登り桟橋工」による。 

  １－14－２ 型 枠 工 

   型枠材料は合板製とし，鋼製ビームによる吊金具支保を標準とする。 

   １－14－２－１ 型枠製作・設置・撤去歩掛 

    型枠製作・設置・撤去及びケレン，はく離剤塗布歩掛は，次表を標準とする。 

表1.26 型枠製作・設置・撤去歩掛 （型枠面積100ｍ2当り）

名    称 規    格 単位 数量 償却率

話 役 人 5.0  

枠 工 〃 19.0  

通 作 業 員 〃 13.0  

枠 用 合 板 AS規格 板面品質B-C 
×900×1,800mm 

枚 70.5 33％ 

割 材  ６×６㎝ ｍ3 2.6 33％ 

雑 費 率 ％    7（12）  

(注) 1. 諸雑費は，はく離剤，セパレータ，フォームタイ，パイプサポート，吊チェーン，

ターンバックル，パイプ，鋼製ビームの経費及び現場で吊金具（ボルトを含む）取

付を行う場合の費用であり，労務費，材料費の合計額（補正値を含む）に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 吊金具等取付けを現場で行う場合の諸雑費率は（ ）内の値とする。 

   １－14－２－２ 橋梁型式による補正係数 

    補正係数は，労務，材料及び鋼製ビームの数量に乗ずる。 

       補正係数を加味した数量＝数量×（１＋Ｋ） 

           Ｋ＝Ｋ1＋Ｋ2 

             Ｋ1，Ｋ2：補正係数 

表1.27 補 正 係 数 

橋 梁 形 式 補 正 係 数 

Ｋ1 
斜    橋 

（斜角α＝75ﾟ未満） 
0.05 

Ｋ2 
曲  線  橋 

（曲線半径Ｒ＝500ｍ未満） 
0.05 

(注) 補正係数がスパンによって異なる場合は，スパンごとの

補正係数を平均する。なお，補正係数は小数点以下３位

を四捨五入とする。 

 
 

平均補正係数＝
Ｌ1×ｋ1×ｎ1＋Ｌ2×ｋ2×ｎ2＋……＋Lm×km×nm 

 Ｌ1×ｎ1×Ｌ2×ｎ2＋……＋Lm×nm 

              Ｌ：桁  長 

              ｋ：補正係数 

              ｎ：径間数 

  １－14－３ 鉄 筋 工 

   鉄筋加工・組立は，別途計上する。 

  １－14－４ コンクリート工 

   コンクリート工は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」による。 
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   １－14－５ 養 生 工 

   養生工歩掛は，次表とする。 

表1.28 養生工歩掛 （100ｍ2当り）

名    称 規    格 単位 数量 償却率

通 作 業 員 人 1.6  

生 マ ッ ト ｍ2 110 25％ 

(注) 1. 養生面積は，床版面積とする。 

2. 養生工は，養生覆材の被覆，水散布養生程度のものとし，給熱養生等の特別な養

生を必要とする場合は，別途計上する。 

 

 １－15 グレーチング床版架設工及び足場工 

  １－15－１ 適 用 範 囲 

   本資料は，鋼橋床版工のうち，グレーチング床版（ソリッドタイプ）による橋梁床版架設工で，床版標準ブロック質量2,000

㎏以下の架設に適用する。 

  １－15－２ 施 工 歩 掛 

  (１) 床版架設歩掛の適用範囲 

     歩掛には，床版架設，継手筋挿入，引出し，結束，床版継手設置，地覆型枠外側プレート及び支持板取付けを含み，

地覆鉄筋，各部補強鉄筋等現場筋の配筋，排水桝（管)，伸縮継手，高欄等の設置は，別途計上する。 

  (２) 機種の選定 

     機種・規格は，次表を標準とする。 

表1.29 機種の選定 

機  械  名 規     格 摘     要 

トラッククレーン 
圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 架設面積1,000ｍ2未満 

圧伸縮ジブ型16ｔ吊 架設面積1,000ｍ2以上 

(注) 1. トラッククレーンの規格は，床版上より架設する場合であり，現場条件により
上表により難い場合は，別途考慮する。 

2. トラッククレーンは，賃料とする。 

 

  (３) 日当り編成人員 

     床版架設作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表1.30 日当り編成人員 （人）

橋 梁 世 話 役 橋 梁 特 殊 工 溶 接 工 普 通 作 業 員 

１ ２ １ ３ 

 

  (４) 床版架設歩掛 

    １）床版100ｍ2当り架設日数 

      床版100ｍ2当り架設日数は，次表による。 

表1.31 床版100ｍ2当り架設日数 （日／100ｍ2）

床版架設面積（ｍ2） 100ｍ2当り架設日数（日／100ｍ2） 

1,000ｍ2未満 ＝（2.87－
1.47

1000
・Ａ）・Ｋ 

1,000ｍ2以上 ＝1.4・Ｋ 

(注) ｙ：床版100ｍ2当り架設日数（日／100ｍ2） 

  ｙは小数第２位を四捨五入し，小数第１位止とする。 

Ａ：床版架設面積（ｍ2） 

  Ａ＝地覆外縁間距離×橋長とする。 

Ｋ：床版標準ブロック質量による係数（表1.32） 
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     ２）床版標準ブロック質量による係数（Ｋ） 

      床版標準ブロック質量による係数は，次表とする。 

表1.32 床版標準ブロック質量による係数 

床 版 標 準 ブ ロ ッ ク 質 量 Ｋ 

500㎏未満 1.1 

500㎏以上1,000㎏未満 1.0 

1,000㎏以上2,000㎏以下 0.9 

  (５) 諸 雑 費 

     諸雑費は，組立結束線，溶接棒，電気溶接機運転経費等の費用であり，労務費の合計に次表の率を乗じた金額を上限

として計上する。 

表1.33 諸 雑 費 率 （％）

床 版 架 設 面 積 1,000ｍ2未満 1,000ｍ2以上 

雑 費 率 ７ ５ 

  (６) コンクリート工 

床版コンクリート打設は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」による。なお，打設はコンクリートポンプ車打設（ブーム式）

を標準とし，構造物種別は鉄筋構造物とする。また，地覆コンクリート打設は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」により別

途計上する。 

  (７) 養 生 工 

     「１－14 鋼橋床版工」により別途計上する。 

  (８) 鉄 筋 工 

     地覆鉄筋及び各部補強鉄筋等は，別途計上する。ただし，床版継手筋は，架設歩掛に含まれるため計上しない。 

  (９) 型 枠 工 

     片側施工等で端部型枠が必要な場合は，「第５章コンクリート工②型枠工」の小型構造物を適用する。なお，地覆内側型枠

は，「第５章コンクリート工②型枠工」により別途計上する。ただし，地覆型枠外側プレートは，架設歩掛に含まれるため計

上しない。 

  (10) 足場及び防護工 

    「１－13 足場工，防護工及び登り桟橋工」の床版足場を適用する。 

 １－16 単価表及び内訳表 

  (１) 支承据付工１基当り単価表（ゴム支承） 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 １／Ｄn×１ 表1.4 

梁 特 殊 工  〃 １／Ｄn×５  〃 

通 作 業 員  〃 １／Ｄn×１  〃 

承 据 付 材 料  式 １ 必要数量計上 

雑 費  〃 １ 表1.4 

計     

(注) Ｄn：1日当り据付基数（表1.4） 
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   (２) 地組工１ｔ当り単価表（鈑桁・ラーメン（鈑桁形式)） 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 １／Ｄg×１ 表1.5 

梁 特 殊 工  〃 １／Ｄg×５  〃 

通 作 業 員  〃 １／Ｄg×１  〃 

雑 費  式 １  〃 

計     

(注) Ｄg：１日当り地組質量（表1.5） 

  (３) 地組工１ｔ当り単価表（箱桁・ラーメン（箱桁形式)） 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 １／Ｄg×１ 表1.5 

梁 特 殊 工  〃 １／Ｄg×６  〃 

通 作 業 員  〃 １／Ｄg×１  〃 

雑 費  式 １  〃 

計     

(注) Ｄg：１日当り地組質量（表1.5） 

  (４) 架設工，橋体質量10ｔ当り単価表（鈑桁・ラーメン（鈑桁形式)） 

（トラッククレーン，トラッククレーンステージング工法）

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 10／ＤW×１ 表1.6 

梁 特 殊 工  〃 10／ＤW×５  〃 

通 作 業 員  〃 10／ＤW×１  〃 

雑 費  式 １  〃 

計     

(注) ＤW：１日当り架設質量（表1.6） 

  (５) 架設工，橋体質量10ｔ当り単価表（箱桁・ラーメン（箱桁形式)） 

（トラッククレーン，トラッククレーンステージング工法）

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 10／ＤW×１ 表1.6 

梁 特 殊 工  〃 10／ＤW×６  〃 

通 作 業 員  〃 10／ＤW×１  〃 

雑 費  式 １  〃 

計     

(注) ＤW：１日当り架設質量（表1.6） 
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   (６) 架設工，橋体質量10ｔ当り単価表（鈑桁・箱桁・ラーメン） 

（ケーブルクレーン，ケーブルクレーンステージング，ケーブルエレクション工法）

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 10／ＤW×１ 表1.7 

梁 特 殊 工  〃 10／ＤW×７  〃 

通 作 業 員  〃 10／ＤW×１  〃 

雑 費  式 １  〃 

計     

(注) ＤW：１日当り架設質量（表1.7） 

  (７) 架設工，橋体質量10ｔ当り単価表（トラス） 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 10／ＤW×１ 表1.8 

梁 特 殊 工  〃 10／ＤW×７  〃 

通 作 業 員  〃 10／ＤW×１  〃 

雑 費  式 １  〃 

計     

(注) ＤW：１日当り架設質量（表1.8） 

  (８) 本締め工100本当り単価表 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 100／Ｄq×１ 表1.9 

梁 特 殊 工  〃 100／Ｄq×５  〃 

通 作 業 員  〃 100／Ｄq×１  〃 

締 ボ ル ト  本 100  

雑 費  式 １ 表1.9 

計     

(注) Ｄq：１日当りのボルト締付本数（表1.9） 

  (９) 落橋防止装置取付工１組当り単価表 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 １／ＤK×１ 表1.10 

梁 特 殊 工  〃 １／ＤK×３  〃 

通 作 業 員  〃 １／ＤK×１  〃 

橋 防 止 装 置  組 １  

雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄk：１日当りの落橋防止装置取付組数（表1.10） 
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   (10) トラッククレーン賃料，機械器具損料内訳表 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

ク レ ー ン 賃 料  日  表1.15 

助 ク レ ー ン 賃 料  〃   〃 

設 工 具 損 料  〃   〃 

動 発 電 機 賃 料  〃   〃 

リ フ ト ピ ン 損 料  〃   〃 

締 ボ ル ト 損 料  〃   〃 

計     

  (11) ケーブルクレーン設備費内訳表（据付・解体＋損料） 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 dc×１ 表1.11 

梁 特 殊 工  〃 dc×７  〃 

通 作 業 員  〃 dc×１  〃 

力  kWh   

脂 類  式 １  

ー ブ ル ク レ ー ン 設 備 損 料  日  表1.15 

雑 費  式 １ 表1.11 

計     

(注) 1. dc：ケーブルクレーン設備据付解体日数（表1.11） 

2. 電力はケーブルクレーン運転に必要な電力を計上する。 

  (12) ケーブルエレクション設備費内訳表（据付・解体＋損料） 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 de×１ 表1.12 

梁 特 殊 工  〃 de×７  〃 

通 作 業 員  〃 de×１  〃 

力  kWh   

ー ブ ル エ レ ク シ ョ ン 
備 損 料 

 日  表1.15 

雑 費  式 １ 表1.12 

計     

(注) 1. de：ケーブルエレクション設備据付解体日数（表1.12） 

2. 電力はケーブルエレクション運転に必要な電力を計上する。 

  (13) ベント設備１工事当り単価表（設置・撤去＋損料） 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 Ｔ／Ｄt×１ 表1.13 

梁 特 殊 工  〃 Ｔ／Ｄt×５  〃 

通 作 業 員  〃 Ｔ／Ｄt×１  〃 

ン ト 設 備 損 料  日  表1.15 

ン ト 用 足 場 損 料  〃  表1.13 付表－１

雑 費  式 １ 表1.13 

計     

(注) Ｄt：１日当りベント設備設置撤去質量（表1.13） 

Ｔ ：ベント総質量 
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 土木工事標準歩掛の一部改定 

  鋼橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

   (14) ベント基礎１工事当り単価表（設置・撤去＋損耗費） 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 Ａ／Ｄa×１ 表1.14 

梁 特 殊 工  〃 Ａ／Ｄa×２  〃 

通 作 業 員  〃 Ａ／Ｄa×１  〃 

ン ト 基 礎 損 耗 費  日   

雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄa：１日当りベント基礎設置撤去面積（表1.14） 

Ａ ：ベント基礎延面積 

  (15) 型枠工100ｍ2当り単価表（支保工を含む） 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

話 役  人  表1.26×（１+Ｋ）

枠 工  〃  〃 

通 作 業 員  〃  〃 

枠 用 合 板 JAS規格 板面品質B-C
12×900×1,800（㎜）

枚  〃 

割 材 杉 ６×６cm ｍ3  〃 

雑 費  式 １ 表1.26 

計     

(注) 1. 現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。 

2. 地覆型枠が必要な場合は，別途計上する。 

3. 足場工が必要な場合は，別途計上する。 
4. Ｋ：橋梁型式による補正係数 

  (16) 養生工100ｍ2当り単価表 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

通 作 業 員  人  表1.28 

生 マ ッ ト  ｍ2   〃 

雑 費  式 １  

計     

ｍ2   当   り     

(注) 諸雑費には，ポンプ運転経費等を含む。 

  (17) 床版架設100ｍ2当り単価表 

名     称 規  格 単 位 数 量 摘   要 

梁 世 話 役  人 ｙ×１ 表1.30 

梁 特 殊 工  〃 ｙ×２  〃 

接 工  〃 ｙ×１  〃 

通 作 業 員  〃 ｙ×３  〃 

ラ ッ ク ク レ ー ン 賃 料  日 ｙ 表1.29，表1.31 

雑 費  式 １ 表1.33 

計     

(注) ｙ：床版100ｍ2当り架設日数（表1.31） 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ポストテンション桁製作工 

工種名 現  行 改  定 

橋梁 

ポストテンシ

ョン桁製作工 

④ ポストテンション桁製作工 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，ポストテンション単純Ｔ桁（支間長45ｍ以下のＰＣ定着工法）の現場製作工に適用する。セメントは早強セメン

トを標準とする。 

  なお，本資料はＡ又はＢ活荷重桁に適用する。 

（参考） 

 

 
標準断面図 

 

2. 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

3. 施 工 歩 掛 

 ３－１ ポストテンション桁製作工 

   ポストテンション桁製作工とはフロー図に示すとおりであり，門型クレーンの設置からポストテンションＴ桁の製作にか

かる一連の作業であり，歩掛は次表とする。 

表3.1 ポストテンション桁製作工歩掛 (コンクリート10ｍ3当り)

橋梁世話役
（人） 

橋梁特殊工
（人） 

世話役（人） 
特殊作業員

（人） 
鉄筋工（人）型枠工（人）とび工（人）

普通作業員
（人） 

1.3 4.5 1.7 1.5 5.1 3.9 0.6 9.3 

(注) 1. コンクリート打設方法は，門型クレーン打設を標準とする。 

2. コンクリート養生は，散水，給熱問わず適用出来る。 

3. 重量台車による縦移動仮置きは，別途計上する。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ポストテンション桁製作工 

工種名 現  行 改  定 

  ３－２ 諸雑費 

   諸雑費は，鉄筋，シース等の材料費，ポストテンション桁製作工に関わる消耗品費，電力に関する経費等であり，表3.1

の労務費の合計額に次表の率を乗じた額を上限として計上する。 

表3.2 諸 雑 費 率 （％）

諸 雑 費 率 33 

 

4. 使 用 材 料 

  使用材料として計上するものはコンクリート，ＰＣケーブル，定着具のみとし，コンクリート，ＰＣケーブルの使用量は次

式による。また，定着具は必要数量計上する。なお，ＰＣケーブルの切断ロス等のスクラップ控除はしない。 

   使用量＝設計量×（１＋Ｋ）……式4.1 

       Ｋ：ロス率 

表4.1 ロ ス 率（Ｋ） 

材     料 ロ  ス  率 

コンクリート ＋0.02 

ＰＣケーブル ＋0.05 

 

5. 機種の選定等 

 ５－１ 機種の選定 

   ポストテンション桁製作工に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 

表5.1 機械・規格 (１工事当り)

工   種 名    称 規    格 単位 台数 供用日数 摘  要 

緊 張 工 緊張ジャッキ・ポンプ 各種 組 ２ Ａ  

門型クレーン工
門 型 ク レ ー ン 
電 動 ホ イ ス ト 

3.0ｔ吊 
3.0ｔ吊用 

基 
台 

１ 
１ 

Ａ 
Ａ 

 

主桁製作用型枠 鋼 製 型 枠 ポストテンション桁用 ｍ2･日 必要量 Ａ  

(注) 1. Ａ＝供用日数 

＝0.16×Ｖ×α＋20 

Ｖ＝コンクリート量（ｍ3） 

α＝供用日補正係数 

供用日補正係数は，下記による。 

 
 

支 間 長 Ｌ（ｍ） 

 Ｌ≦35 35＜Ｌ≦40 40＜Ｌ≦45

α 1.0 0.73 0.60 

2. 鋼製型枠面積の算出にあたっては，側部及び端部面積のみとし，定着部面積は考慮しないものとす

る。なお，底型枠は主桁製作台を利用する。 

3. 鋼製型枠は１組を標準とし，必要数量を計上する。 

 ５－２ 雑機械費 

   雑機械費は，ポストテンション桁製作工に必要な表5.1の機械器具を除く雑機械の損料等の経費であり，表5.1機械器具損

料の合計額に次表の率を乗じた額を上限として計上する。 

表5.2 雑機械費率 （％）

雑 機 械 費 率 59 

 

 

３－２ 諸雑費 

   諸雑費は，鉄筋，鋼製シース等の材料費，ポストテンション桁製作工に関わる消耗品費，電力に関する経費等であ

り，表3.1の労務費の合計額に次表の率を乗じた額を上限として計上する。 

表3.2 諸 雑 費 率 （％）

諸 雑 費 率 33 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ポストテンション桁製作工 

工種名 現  行 改  定 

  6. 単 価 表 

 (１) 主桁１本当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表3.1×主桁１本当りコンクリート量/10

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

世 話 役  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

鉄 筋 工  〃  〃 

型 枠 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  表4.1 

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル  kg  〃 

定 着 具  組  必要数量計上 

諸 雑 費  式 １ 表3.2 

計     

 (２) 機械器具損料１工事当り単価表 

名    称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

緊 張 ジ ャ ッ キ  組･日  表5.1 

門 型 ク レ ー ン ３ｔ吊(電動ホイスト含む) 日  〃 

主桁製作用鋼製型枠  ｍ2･日  〃 

雑 機 械 費  式 １ 表5.2 

計     
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

橋梁 

PC橋架設工 ⑥ ＰＣ橋架設工 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，プレストレストコンクリート桁〔Ａ又はＢ活荷重桁〕（プレテンション桁及びポストテンション桁）の架設及び横

組に適用する。なお，本資料は標準的な架設条件を前提としているので，特殊な架設条件の場合又は本資料による架設工法によ

らない場合は架設設計のうえ別途考慮する。 

 

2. 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

 

 

足場工又は防護工撤去 

機 材 搬 出 

Ｐ Ｃ 工 

鉄 筋 工 

落 橋 防 止 工 

グ ラ ウ ト 工 

緊 張 工 

コンクリート工 

支 承 工 

機 材 搬 入 

防 護 工 

足 場 工 

桁 架 設 

登 り 桟 橋 工 

型 枠 工 

No 

Yes 
橋台・橋脚の

高さ５ｍ以上 

第三者に危害

を及ぼす恐れ

がある Yes 

No 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

 3. トラッククレーンによる架設 

 ３－１ 適 用 範 囲 

   トラッククレーンによるプレテンション桁及び桁質量160ｔ未満のポストテンション桁の架設工事に適用する。なお，本資

料はＡ又はＢ活荷重桁に適用する。 

 ３－２ トラッククレーンによる架設歩掛 

表3.1 トラッククレーンによる橋梁下からのＰＣ桁架設歩掛（プレテンション桁） 

桁の種類 桁 １ 本 当 り の 
桁 質 量 

編成人員（人／日） トラッククレーン 
規格×台数 

油圧伸縮ジブ型 

１日当り 
桁架設本数
（本／日）橋梁世話役 橋梁特殊工 普通作業員 

プ レ テ ン 

シ ョ ン 

Ｐ Ｃ 単 純 

Ｔ 桁 橋 

ＢＧ－18(17.9ｔ) 

１ ６ ４ 

100ｔ吊×１台 

９ 
ＢＧ－19(18.9ｔ) 

ＢＧ－20(21.5ｔ) 
８ 

ＢＧ－21(22.5ｔ) 

ＢＧ－22(25.3ｔ) 
120ｔ吊×１台 ８ 

ＢＧ－23(26.4ｔ) 

ＢＧ－24(29.4ｔ) 160ｔ吊×１台 ６ 

プ レ テ ン 

シ ョ ン 

Ｐ Ｃ 単 純 

床 版 橋 

ＢＳ－５(2.9ｔ) 

１ ６ ４ 

100ｔ吊×１台 

19 

ＢＳ－６(3.5ｔ) 17 

ＢＳ－７(4.6ｔ) 
15 

ＢＳ－８(5.3ｔ) 

ＢＳ－９(6.7ｔ) 14 

ＢＳ－10(7.5ｔ) 13 

ＢＳ－11(9.1ｔ) 12 

ＢＳ－12(7.9ｔ) 
13 

ＢＳ－13(8.5ｔ) 

ＢＳ－14(9.7ｔ) 

12 ＢＳ－15(11.0ｔ) 

ＢＳ－16(11.7ｔ) 

ＢＳ－17(13.0ｔ) 

11 

ＢＳ－18(14.3ｔ) 

ＢＳ－19(16.2ｔ) 

ＢＳ－20(17.8ｔ) 

ＢＳ－21(19.4ｔ) 

ＢＳ－22(21.9ｔ) 

ＢＳ－23(23.9ｔ) 
120ｔ吊×１台 11 

ＢＳ－24(25.7ｔ) 

 

表3.2 トラッククレーンによる橋梁下からのＰＣ桁架設歩掛（ポストテンション桁） 

桁の種類 
桁 １ 本 当 り の 
桁 質 量 

編成人員（人／日） トラッククレーン 
規格×台数 

油圧伸縮ジブ型 

１日当り 
桁架設質量
（ｔ／日）橋梁世話役 橋梁特殊工 普通作業員 

ポストテン 
シ ョ ン 桁 

35ｔ／本～ 
60ｔ／本未満 

１ ８ ５ 

120ｔ吊×２台 225 

60ｔ／本～ 
100ｔ／本未満 

160ｔ吊×２台 260 

100ｔ／本～ 
160ｔ／本未満 

200ｔ吊×２台 290 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

 表3.3 トラッククレーンによる橋台背面からのＰＣ桁架設歩掛（プレテンション桁） 

桁の種類 
桁１本当りの 
桁  質  量 

編成人員（人／日） トラッククレーン 
規格×台数 

油圧伸縮ジブ型 

１日当り 
桁架設本数
（本／日）橋梁世話役 橋梁特殊工 普通作業員 

プ レ テ ン 

シ ョ ン 

Ｐ Ｃ 単 純 

Ｔ 桁 橋 

ＢＧ－18(17.9ｔ) 

１ ６ ４ 

160ｔ吊×１台 
９ 

ＢＧ－19(18.9ｔ) 

ＢＧ－20(21.5ｔ) 

ＢＧ－21(22.5ｔ) 

ＢＧ－22(25.3ｔ) ８ 

ＢＧ－23(26.4ｔ) 
200ｔ吊×１台 ８ 

ＢＧ－24(29.4ｔ) 

プ レ テ ン 

シ ョ ン 

Ｐ Ｃ 単 純 

床 版 橋 

ＢＳ－５(2.9ｔ) 

１ ６ ４ 

100ｔ吊×１台 

21 

ＢＳ－６(3.5ｔ) 18 

ＢＳ－７(4.6ｔ) 
16 

ＢＳ－８(5.3ｔ) 

ＢＳ－９(6.7ｔ) 15 

ＢＳ－10(7.5ｔ) 14 

ＢＳ－11(9.1ｔ) 13 

ＢＳ－12(7.9ｔ) 
14 

ＢＳ－13(8.5ｔ) 

ＢＳ－14(9.7ｔ) 

13 ＢＳ－15(11.0ｔ) 

ＢＳ－16(11.7ｔ) 

ＢＳ－17(13.0ｔ) 120ｔ吊×１台 12 

ＢＳ－18(14.3ｔ) 

160ｔ吊×１台 
12 

ＢＳ－19(16.2ｔ) 

ＢＳ－20(17.8ｔ) 

ＢＳ－21(19.4ｔ) 

ＢＳ－22(21.9ｔ) 

ＢＳ－23(23.9ｔ) 11 

ＢＳ－24(25.7ｔ) 200ｔ吊×１台 11 

(注) 1. 歩掛は，現場まで搬入されたトラッククレーンにより桁運搬車又は仮置き場から直接吊上げ，所定の位置に

架設出来る場合のものであり，架設現場までの小運搬（２次運搬）を伴う場合は，小運搬作業を別途計上する。

2. トラッククレーン，トレーラ等の運搬路及び足場の整備に要する費用が必要な場合は，別途計上する。 

3. 歩掛は，架設高さ10ｍ程度，作業半径は橋梁下からの架設の場合は10ｍ程度，橋台上背面からの架設の場合

は８～18ｍ程度の標準値であり，現場条件により架設用トラッククレーンの規格が上表により難い場合は，現

場条件に適した規格のトラッククレーンを選定する。 

4. トラッククレーンは，賃料とする。 

5. Ａ又はＢ活荷重桁の架設においては，型枠及び桁下足場の支持方法は，インサート及びボルトによるものと

する。 

6. 桁１本当りの質量において該当質量がない場合は，１ランク上の質量区分を適用する。(なお，上表の桁の

規格は参考としてＢ活荷重桁を記載したものである｡） 

7. 架設工具損料は計上しない。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

  ３－３ 単 価 表 

   トラッククレーンによるＰＣ桁架設10本当り単価表 

名    称 規   格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表3.1，表3.2，表3.3 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

トラッククレーン賃料 
油圧伸縮ジブ型

○○ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式   

計     

 

4. 架設桁による架設 

 ４－１ 適 用 範 囲 

   架設桁（下路式１組桁，上路式１組桁）によるポストテンション桁（支間長20～45ｍ）の架設工事に適用する。 

 ４－２ 架設桁によるポストテンション桁架設歩掛 

     架設桁によるポストテンション桁架設歩掛は，次表を標準とする。 

表4.1 架設桁によるポストテンション桁架設歩掛 

支間（ｍ） 
20ｍ以上 
～35ｍ未満 

35ｍ以上 
～45ｍ以下 

編成人員（人／日） 

１ 日 当 り 
架設質量(ｔ) 57 75 

橋梁世話役 橋梁特殊工 普通作業員

１ ６ ４ 

(注) 1. 上表は，桁製作場又は桁仮置き場から横取り，台車積込み架設場まで桁を引出

し（約200ｍまで)，架設，横取り及び据付けまでの一連作業の場合である。 

2. 重量台車に積込む方法として横取装置を標準とするが，地形等の関係で別に門

型クレーン，ケーブル等を必要とする場合は，別途考慮する。 

3. 桁の運搬に際し，直線距離200ｍまでとしているが，桁の方向変え等を行う場合

は，別途考慮する。 

4. プレキャストセグメント桁の場合は１日当り架設質量を33％増すものとする。

 ４－３ 架設機械据付・解体歩掛 

     架設機械据付・解体歩掛は，次表を標準とする。 

表4.2 架設機械据付・解体歩掛 

支  間  （ｍ） 
20ｍ以上 
～25ｍ未満 

25ｍ以上 
～30ｍ未満

30ｍ以上 
～35ｍ未満 

35ｍ以上 
～40ｍ未満 

40ｍ以上 
～45ｍ以下 編成人員（人／日） 

据付・解体日数（日） 9.5 11 13.5 15.5 17.5 
橋 梁
世話役

橋 梁
特殊工

普 通
作業員

ラフテレーンクレーン 
実作業日数（日) 5.5 6.5 8 9.5 10 １ ６ ３ 

(注) 1. ラフテレーンクレーンは，排出ガス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型50ｔ吊を標準とする。 

2. 上表は，架設桁の据付・解体，トラワイヤの取付け，取外し及びウインチの据付・解体作業の場合であ

る。 

 ４－４ 架設機械移動歩掛 

     架設機械移動１回当り歩掛は，次表を標準とする。 

表4.3 架設機械移動１回当り歩掛 

支   間（ｍ） 20ｍ以上～45ｍ以下 編成人員（人／回） 

移動日数（日） 3.5 
橋梁世話役 橋梁特殊工 普通作業員

２ 16 10 

(注) 上表は，架設桁を次の支間に移動する作業の場合である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－３ 架設機械据付・解体歩掛 

     架設機械据付・解体歩掛は，次表を標準とする。 

表4.2 架設機械据付・解体歩掛 

支  間  （ｍ） 
20ｍ以上 
～25ｍ未満

25ｍ以上 
～30ｍ未満 

30ｍ以上 
～35ｍ未満 

35ｍ以上 
～40ｍ未満 

40ｍ以上 
～45ｍ以下 編成人員（人／日） 

据付・解体日数（日） 9.5 11 13.5 15.5 17.5 
橋 梁
世話役

橋 梁
特殊工

普 通
作業員

ラフテレーンクレーン
実作業日数（日) 5.5 6.5 8 9.5 10 １ ６ ３ 

(注) 1. ラフテレーンクレーンは，排出ガス対策型（第２次基準値）油圧伸縮ジブ型50ｔ吊を標準とする。 

2. 上表は，架設桁の据付・解体，トラワイヤの取付け，取外し及びウインチの据付・解体作業の場合であ

る。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

  ４－５ 軌道設置・撤去歩掛 

     軌道の設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

表4.4 軌道の設置・撤去歩掛 （１軌道10ｍ当り）

 橋梁世話役（人） 橋梁特殊工（人） 普通作業員（人）

30kg／ｍレール 0.2 0.9 0.9 

(注) 1. 上表は，主桁引出し用軌道の設置・撤去作業である。 

2. 軌道（30kg／ｍ）の100ｍ設置・撤去所要日数は，3.5日である。 

 ４－６ そ の 他 

  ４－６－１ アンカー工 

   アンカー工は，架設設計により計上する。なお，アンカーに既設構造物が使用出来る場合は，既設構造物に埋設するアン

カーフレーム費用（材料費，製作費，復旧費）を別途計上する。 

   アンカーを土中に設置する場合は，次表を標準とする。 

表4.5 アンカー１箇所当り作業人員及び使用材料 （１箇所当り）

編 成 人 員（ 人 ） 使  用  材  料 

橋 梁 
世話役 

橋 梁 
特殊工 

普 通 
作業員 

枕木（本） ワイヤ（ｍ） 

2.1×0.14×0.2ｍ ４号品φ16 Ａ種 

0.2 0.4 0.9 ３ 15 

(注) 使用材料は，全損とする。 

  ４－６－２ 架設機械器具経費 

   (１) 機械器具費 

     架設機械（架設桁，桁吊装置，横取り・引出し，軌道）器具費は,「請負工事機械経費積算要領」による。 

     供用日数は，次式による。 

     供用日数＝（架設工日数＋架設桁据付・解体日数＋架設桁移動日数）×供用日数率……式4.1 

          供用日数率＝1.5 

     供用日数が，架設時期，地域条件等により上記により難い場合は，別途考慮する。 

   (２) 諸雑費 

     諸雑費は，架設工具等の費用及び電力に関する経費等であり，架設機械器具費の合計に次表の率を乗じた金額を上限

として計上する。 

表4.6 諸 雑 費 率 （％）

ポ ス ト テ ン シ ョ ン 桁 11 

プレキャストセグメント桁 ８ 

 ４－７ 単価表，内訳表 

  (１) 主桁架設内訳書 

（○○ｔ当り）

細     別 規    格 単 位 数 量 摘      要 

主 桁 架 設  ｔ  (２)単価表 

架設機械据付・解体  式 １ (３) 〃 

架 設 機 械 移 動  回 １ (４) 〃 

軌 道 設 置 ・ 撤 去  ｍ  (５) 〃 

ア ン カ ー 工  箇所  (６) 〃 

架 設 機 械 器 具 経 費  式 １ (７) 〃 

諸 雑 費  〃 １  

計     
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

   (２) 主桁架設ｔ当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表4.1 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

  (３) 架設機械据付・解体一式当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表4.2 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型

(第１次基準値）

油圧伸縮ジブ型 

50ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

  (４) 架設機械移動１回当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表4.3 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

  (５) 軌道設置・撤去（10ｍ当り）単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表4.4 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

  (６) アンカー工１箇所当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表4.5 

橋 梁 特 殊 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

枕 木 2.1×0.14×0.2ｍ 本   〃 

ワ イ ヤ ４号品φ16 Ａ種 ｍ   〃 

諸 雑 費  式 １  

計     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (３) 架設機械据付・解体一式当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表4.2 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料

排出ガス対策型

(第２次基準値） 

油圧伸縮ジブ型 

50ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

 
  (７) 架設機械器具経費一式当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

架 設 桁 設 備  供用日  式4.1による 

桁 吊 装 置 設 備  〃     〃 

横 取 ・ 引 出 し 設 備  〃     〃 

軌 道 設 備  〃     〃 

諸 雑 費  式 １ 表4.6 

計     

 

5. 横 組 工 

  横組工とは，横桁中埋コンクリート，間詰床版及び横締の一連作業で，その内訳は次のとおりである。 

 

 

 

 ５－１ 鉄 筋 工 

  ５－１－１ 鉄筋加工・組立 

   (１) 間詰床版及び横桁の鉄筋加工・組立歩掛は，次表を標準とする。 

表5.1 間詰床版及び横桁の鉄筋加工・組立歩掛 （１ｔ当り）

編 成 人 員     （人） 諸 雑 費 率 
（％）世 話 役 鉄 筋 工 普 通 作 業 員 

0.7 3.6 1.5 ６ 

(注) 1. 歩掛は，場内運搬を含む。 

2. 諸雑費は，結束線，溶接棒及び電力に関する経費等であり，労務費の合

計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  ５－１－２ 鉄筋使用量 

    鉄筋の使用量は次式とし，スクラップ控除はしない。 

     使用量（ｔ）＝設計量（ｔ）×（１＋Ｋ）…………式5.1 

表5.2 ロ ス 率（Ｋ） 

ロ  ス  率 ＋0.06 

 ５－２ コンクリート工 

   横組の型枠及びコンクリート作業に適用し，ＰＣ合成桁橋の床版は含まない。 

  ５－２－１ 打設工法 

    打設工法は，コンクリートポンプ車による打設を標準とする。 

  ５－２－２ コンクリートポンプ車の規格 

    コンクリートポンプ車の規格は，次表を標準とする。 

表5.3 コンクリートポンプ車の規格 

機   械   名 規      格 

コンクリートポンプ車 ブーム式55～60ｍ3／ｈ 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

   ５－２－３ コンクリート工歩掛 

    型枠の製作，設置・撤去，コンクリートポンプ車による打設及び養生歩掛は，次表を標準とする。 

表5.4 コンクリート工歩掛 （10ｍ3当り）

桁 区 分 
編 成 人 員（人） 

諸雑費率（％）
橋梁世話役 特殊作業員 型枠工 普通作業員

プレテンションＴ桁，ポストテンション桁 3.4 1.6 13.5 12.0（9.9） ８（７） 

プ レ テ ン シ ョ ン 床 版 桁 0.8 1.6 2.5 5.4（3.3） 12（６） 

(注) 1. コンクリートポンプ車の運転時間はコンクリート10ｍ3当り1.5時間とする。 

2. 歩掛はブーム打設を標準としているが困難な場合，または現場条件により配管打設が適する場合

は，上記歩掛にて配管打設も適用出来る。なお，配管式コンクリートポンプ車の規格は55ｍ3／ｈ

とする。 

3. 配管打設の場合の圧送管設置・撤去労務（30ｍ程度）を含むものとし，30ｍを超える場合は「第

５章コンクリート工①コンクリート工」による。 

4. ブーム打設は，打設高さ，15ｍ以下，投入水平距離15ｍ以下の場合に適用する。 

5. １日当り打設量は，40ｍ3を標準とする。 

6. 諸雑費は，型枠用材料，剥離材，養生マット及び電力に関する経費等であり，労務費の合計に上

表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

7. 養生については，養生覆材の被覆・水散布養生を標準とする。養生面積は，間詰床版の面積とす

る。給熱養生等の特別な養生を必要とする場合の普通作業員の歩掛及び諸雑費率は，（ ）内の値

とし，養生費用は別途計上する。 

  ５－２－４ コンクリート使用量 

    コンクリートの使用量は，次式による。 

     使用量（ｍ3）＝設計量（ｍ3）×（１＋Ｋ）………式5.2 

表5.5 ロ ス 率（Ｋ） 

ロ  ス  率 ＋0.04 

 ５－３ ＰＣ工 

  ５－３－１ ＰＣ工歩掛 

    ケーブルの切断，シースの組立，ケーブルの挿入，整正，グラウト注入歩掛は，次表を標準とする。 

表5.6 ＰＣ工歩掛 （ケーブル100ｍ当り）

桁 種 類 種    類 
規     格 編 成 人 員（人） 諸雑費率

 
（％） ＰＣ ケーブル 橋梁世話役 橋梁特殊工 普通作業員

プレテンション桁 シングルストランドシステム 

390kN(40ｔ)型(１Ｓ17.8) 

0.7 2.2 1.3 16 450kN(50ｔ)型(１Ｓ19.3) 

570kN(60ｔ)型(１Ｓ21.8) 

ポストテンション桁 

マ ル チ ワ イ ヤ シ ス テ ム 700kN(70ｔ)型(12Ｗ７Ａ) 0.7 2.6 1.6 15 

シングルストランドシステム 

390kN(40ｔ)型(１Ｓ17.8) 

0.7 3.3 1.9 11 450kN(50ｔ)型(１Ｓ19.3) 

570kN(60ｔ)型(１Ｓ21.8) 

(注) 1. ケーブル延長は，定着装置内面間の実延長とする。 

2. 諸雑費は，シース，グラウト材料，シール材料及び電力に関する経費等であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額

を上限として計上する。 

  ５－３－２ ＰＣケーブル使用量 

   ＰＣケーブルの使用量は，次式による。 

    使用量（ｍ）＝設計量（ｍ）×（１＋Ｋ）……式5.3 

表5.7 ロ ス 率（Ｋ） 

ロ  ス  率 ＋0.06 

(注) 上表のロス率はＰＣケーブルの切断ロス，

つかみ代等の補正でありスクラップ控除はし

ない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５－３ ＰＣ工 

  ５－３－１ ＰＣ工歩掛 

    ケーブルの切断，シースの組立，ケーブルの挿入，整正，グラウト注入歩掛は，次表を標準とする。 

表5.6 ＰＣ工歩掛 （ケーブル100ｍ当り）

桁 種 類 種    類 
規     格 編 成 人 員（人） 諸雑費率

 
（％） ＰＣ ケーブル 橋梁世話役 橋梁特殊工 普通作業員

プレテンション桁 シングルストランドシステム

390kN(40ｔ)型(１Ｓ17.8) 

0.7 2.2 1.3 16 450kN(50ｔ)型(１Ｓ19.3) 

570kN(60ｔ)型(１Ｓ21.8) 

ポストテンション桁

マ ル チ ワ イ ヤ シ ス テ ム 700kN(70ｔ)型(12Ｗ７Ａ) 0.7 2.6 1.6 15 

シングルストランドシステム

390kN(40ｔ)型(１Ｓ17.8) 

0.7 3.3 1.9 11 450kN(50ｔ)型(１Ｓ19.3) 

570kN(60ｔ)型(１Ｓ21.8) 

(注) 1. ケーブル延長は，定着装置内面間の実延長とする。 

2. 諸雑費は，鋼製シース，グラウト材料，シール材料及び電力に関する経費等であり，労務費の合計に上表の率を乗じた

金額を上限として計上する。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

  ５－４ 緊張工 

  ５－４－１ 緊張工歩掛 

   定着装置の設置，緊張，モルタルあと埋め作業の歩掛は，次表を標準とする。 

表5.8 緊張工歩掛 （10ケーブル当り）

種    類 
規  格 編 成 人 員（人） 

諸雑費率 
（％） 

ＰＣケーブル 橋梁世話役 橋梁特殊工 普通作業員

マ ル チ ワ イ ヤ シ ス テ ム 700kN(70ｔ)型(12Ｗ７Ａ) 0.3 1.6 0.7 

４ 
シ ン グ ル ス ト ラ ン ド シ ス テ ム 

390kN(40ｔ)型(１Ｓ17.8) 

0.4 1.2 0.6 450kN(50ｔ)型(１Ｓ19.3) 

570kN(60ｔ)型(１Ｓ21.8) 

(注) 1. 緊張は片締めを標準とする。 

2. 諸雑費は電力に関する経費等であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  ５－４－２ 使用材料 

   使用材料として，定着装置を別途計上する。 

 ５－５ 足場工及び防護工 

  ５－５－１ 足 場 工 

   (１) 桁下足場 

     桁下足場工は，パイプ吊足場を標準とし，足場工費は，次式による。 

     なお，工費には側部（朝顔）などの費用も含まれている。 

        足場工費＝（ＳＸ＋Ｎｙ）×Ａ（円） 

Ｓ：損料係数        （表5.9）（表5.10） 

Ｘ：足場を設置している月数 （月） 

桁下足場の設置月数は，２箇月を標準とする。 

Ｎ：歩掛係数        （表5.9）（表5.10） 

ｙ：橋梁特殊工単価     （円／人） 

Ａ：橋面積         （ｍ2） 

 Ａ＝Ｗ×Ｌ（ｍ2） 

Ｗ：全幅員で地覆外縁間距離，壁高欄の場合は壁高欄外縁間距離（ｍ） 

Ｌ：橋長（ｍ） 

    損料係数（Ｓ)，歩掛係数（Ｎ） 

    各係数は，次表を標準とする。 

 

表5.9 ポストテンション桁用足場損料係数（Ｓ），歩掛係数（Ｎ） 

係 数 
 

桁高（ｍ） 

Ｓ Ｎ 

両 側 朝 顔 片 側 朝 顔 両 側 朝 顔 片 側 朝 顔

1.1≦Ｈ＜1.5 350 330 0.10 0.09 

1.5≦Ｈ 370 345 0.12 0.11 

 

表5.10 プレテンション桁用足場損料係数(Ｓ)，歩掛係数(Ｎ) 

 Ｓ Ｎ 

両 側 朝 顔 320 0.098 

片 側 朝 顔 310 0.094 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

 
   (２) 側部足場 

    側部足場（スラブ桁橋）の足場工費は，次式による。 

     足場工費＝（585Ｘ＋0.186ｙ）×Ｌ（円） 

        Ｘ：足場を設置している月数（月） 

          側部足場（スラブ橋桁）の設置月数は１箇月を標準とする。 

        ｙ：橋 梁 特 殊 工 単 価（円／人） 

        Ｌ：足 場 総 延 長（ｍ） 

  ５－５－２ 防 護 工 

   防護工は，桁下に鉄道，道路等があり，第三者に危害を及ぼす恐れのある場合に設置し，５－５－１(１)で求めた桁下足

場工費に別途計上する。 

   なお，工費には，側面防護（朝顔）の費用も含む。 

防護工費（両側朝顔）＝（115Ｘ＋0.05ｙ）×Ａ 

防護工費（片側朝顔）＝（105Ｘ＋0.04ｙ）×Ａ 

 Ｘ：防護工設置月数であり，足場設置月数と同じとする（月） 

 ｙ：橋梁特殊工単価                （円／人） 

 Ａ：防護工必要橋面積               （ｍ2） 

   Ａ＝Ｗ×Ｌ（ｍ2） 

    Ｗ：全幅員で地覆外縁間距離，壁高欄の場合は壁高欄外縁間距離（ｍ） 

    Ｌ：防護工必要長（ｍ） 

  ５－５－３ 登り桟橋工 

   登り桟橋工は,「第16章橋梁②鋼橋架設工」による。 

 ５－６ 単価表，内訳表 

  (１) 横組工内訳書 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

鉄 筋 工  ｔ   

コ ン ク リ ー ト 工  ｍ3  型枠工，養生工含む 

Ｐ Ｃ 工  ｍ  グラウト工含む 

緊 張 工  ケーブル   

足 場 工  式   

計     

  (２) 鉄筋加工・組立１ｔ当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表5.1 

鉄 筋 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

鉄 筋  ｔ  設計量×（１＋ロス率） 

諸 雑 費  式 １ 表5.1 

計     
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ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

   (３) コンクリート10ｍ3当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表5.4 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

型 枠 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

生 コ ン ク リ ー ト  ｍ3  設計量×（１＋ロス率） 

コンクリートポンプ車運転  ｈ  表5.4 (注) 

圧送管組立・撤去費  式 １ 必要に応じ計上 

諸 雑 費  〃 １ 表5.4 

計     

  (４) ＰＣケーブル100ｍ当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表5.6 

橋 梁 特 殊 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル  kg  
設計量×(１＋ロス率)×単位
質量 

諸 雑 費  式 １ 表5.6 

計     

  (５) 緊張工10ケーブル当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人  表5.8 

橋 梁 特 殊 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組 10  

定 着 装 置 固定側 
(緊張用又は固定用)

〃 10  

諸 雑 費  式 １ 表5.8 

計     

  (６) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価表 指  定  事  項 

コンクリートポンプ車 

ブーム式 
55～60ｍ3／ｈ 
配管式 
55ｍ3／ｈ 

機－３ 

機械損料１→コンクリートポ
ンプ車 

（ブーム式55～60ｍ3／ｈ，配
管式55ｍ3／ｈ） 

機械損料２→コンクリート圧
送管 
（径125㎜） 

単 位→ｍ・ｈ 
数 量→Ｌ×１ｈ 

(注) Ｌはコンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超えた部分の圧送管延長とする。 
 

 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

 6. 支 承 工 

 ６－１ 機種の選定 

   支承据付けに使用する機械の機種・規格は次表を標準とする。 

表6.1 機種の選定 

機 械 名 規  格 

ラフテレーンクレーン 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

(注) 1. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

2. ゴム支承（Ｂタイプ）のみ上記機械を計上

する。また現場条件により，これにより難い

場合は別途選定する。 

 ６－２ 施工歩掛 

   ゴム支承据付け歩掛は，次表を標準とする。 

表6.2 ゴム支承据付歩掛 

支   承   種   類 規   格 １日当り施工量 
編成人員（人／日） 

橋梁世話役 橋梁特殊工 普通作業員

ゴ ム 支 承 Ａ タ イ プ 
(プレテンション床版橋用簡易タイプ) 

 10ｍ 

１ ２ ２ ゴ ム 支 承 Ａ タ イ プ 
（ パ ッ ド タ イ プ ） 

60kg／個以下 ９個 

ゴ ム 支 承 Ｂ タ イ プ  ３個 

 (注) 1. 上記歩掛には，アンカーバー，アンカーキャップ，スパイラル筋等の据付け，はつり工，無収縮モル

タル充填を含む。 

2. 無収縮モルタル材料は，別途計上する。 

 ６－３ 諸雑費 

   諸雑費は，支承の据付けに使用する工具等損料及び電力に関する経費等であり，労務費の合計に次表の率を乗じた金額を

上限として計上する。 

表6.3 諸 雑 費 率     （％） 

諸 雑 費 率 ４ 

 ６－４ 単価表 

  (１) ゴム支承Ａタイプ（プレテンション床版橋用簡易タイプ）据付け10ｍ当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人 
10

Ｎ
 ×１ 表6.2 

橋 梁 特 殊 工  〃 
10

Ｎ
 ×２  〃 

普 通 作 業 員  〃 
10

Ｎ
 ×２  〃 

ゴ ム 支 承  ｍ 10  

無 収 縮 モ ル タ ル  ｍ3  必要数量計上 

諸 雑 費  式 １ 表6.3 

計     

(注) Ｎ：日当り施工数量（ｍ／日） 

 

6. 支 承 工 

 ６－１ 機種の選定 

   支承据付けに使用する機械の機種・規格は次表を標準とする。 

表6.1 機種の選定 

機 械 名 規  格 

ラフテレーンクレーン 

排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

(注) 1. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

2. ゴム支承（Ｂタイプ）のみ上記機械を計上

する。また現場条件により，これにより難い

場合は別途選定する。 
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工種名 現  行 改  定 

   (２) ゴム支承Ａタイプ（パッドタイプ）据付け10個当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人 
10

Ｎ
 ×１ 表6.2 

橋 梁 特 殊 工  〃 
10

Ｎ
 ×２  〃 

普 通 作 業 員  〃 
10

Ｎ
 ×２  〃 

ゴ ム 支 承  個 10  

無 収 縮 モ ル タ ル  ｍ3  必要数量計上 

諸 雑 費  式 １ 表6.3 

計     

(注) Ｎ：日当り施工数量（個／日） 

  (３) ゴム支承Ｂタイプ据付け10個当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人 
10

Ｎ
 ×１ 表6.2 

橋 梁 特 殊 工  〃 
10

Ｎ
 ×２  〃 

普 通 作 業 員  〃 
10

Ｎ
 ×２  〃 

ゴ ム 支 承  個 10  

無 収 縮 モ ル タ ル  ｍ3  必要数量計上 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型 
25ｔ吊 

日 
10

Ｎ
 表6.1 

諸 雑 費  式 １ 表6.3 

計     

(注) Ｎ：日当り施工数量（個／日） 

 

7. 落 橋 防 止 工 

 ７－１ 機種の選定 

   落橋防止装置据付けに使用する機械・規格は次表を標準とする。 

表7.1 機種の選定 

機 械 名 規  格 

ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

(注) 1. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

2. 現場条件により，これにより難い場合は別

途選定する。 

 ７－２ 施工歩掛 

   ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置据付歩掛は次表を標準とする。 

表7.2 落橋防止装置据付歩掛 

種    類 １日当り施工量 
編成人員（人／日） 

橋梁世話役 橋梁特殊工 普通作業員

ＰＣ（鋼棒・ケーブル）タイプ ６組 １ ３ １ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (３) ゴム支承Ｂタイプ据付け10個当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人 
10

Ｎ
 ×１ 表6.2 

橋 梁 特 殊 工  〃 
10

Ｎ
 ×２  〃 

普 通 作 業 員  〃 
10

Ｎ
 ×２  〃 

ゴ ム 支 承  個 10  

無 収 縮 モ ル タ ル  ｍ3  必要数量計上 

ラフテレーンクレーン
賃 料

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型 
25ｔ吊

日 
10

Ｎ
 表6.1 

諸 雑 費  式 １ 表6.3 

計     

(注) Ｎ：日当り施工数量（個／日） 

 

7. 落 橋 防 止 工 

 ７－１ 機種の選定 

   落橋防止装置据付けに使用する機械・規格は次表を標準とする。 

表7.1 機種の選定 

機 械 名 規  格 

ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型 
（第２次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

(注) 1. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

2. 現場条件により，これにより難い場合は別

途選定する。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

ＰＣ橋架設工 

工種名 現  行 改  定 

  ７－３ 諸雑費 

   諸雑費は，落橋防止装置据付けに使用する工具等損料及び電力に関する経費等であり，労務費の合計に次表の率を乗じた

金額を上限として計上する。 

表7.3 諸 雑 費 率 （％） 

諸雑費率 ３ 

 ７－４ 単価表 

  (１) 落橋防止装置 据付け10組当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人 
10

Ｎ
 ×１ 表7.2 

橋 梁 特 殊 工  〃 
10

Ｎ
 ×３  〃 

普 通 作 業 員  〃 
10

Ｎ
 ×１  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型 
25ｔ吊 

日 
10

Ｎ
  〃 

落 橋 防 止 装 置  組 10  

諸 雑 費  式 １ 表7.3 

計     

(注) Ｎ：日当り施工数量（組／日） 

 

8. 機械器具損料 

 ８－１ 機械器具損料 

  機械器具損料は，次表を標準とする。 

 

表8.1 機械器具損料 （１工事当り）

工  種 器 具 名 規    格 単位 数量 供用
日数

摘  要 

横 組 工 緊張ジャッキ・ポンプ  組 １ Ｈ  

(注) 

Ｈ＝
ｎ

Ｎ
×Ｋ×1.5 

Ｋ：１工事の径間数 

ｎ：１径間片締め本数 

Ｎ：１日当りの片締め本数 

Ｎ：１日当りの片締め本数は，シングルストランドシステムの場合39本，マルチワイヤシ

ステムの場合31本を標準とする。 

 ８－２ 単価表 

  (１) 機械器具損料 １工事当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

緊張ジャッキ・ポンプ  供用日  表8.1 

諸 雑 費  式 1  

計     
 

 

 

 

 

 

 ７－４ 単価表 

  (１) 落橋防止装置 据付け10組当り単価表 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

橋 梁 世 話 役  人 
10

Ｎ
 ×１ 表7.2 

橋 梁 特 殊 工  〃 
10

Ｎ
 ×３  〃 

普 通 作 業 員  〃 
10

Ｎ
 ×１  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型 
25ｔ吊 

日 
10

Ｎ
  〃 

落 橋 防 止 装 置  組 10  

諸 雑 費  式 １ 表7.3 

計     

(注) Ｎ：日当り施工数量（組／日） 
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ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
橋梁 
ポストテンショ

ン場所打ホロー

スラブ橋工 
 
 

⑦ ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，ポストテンション場所打ホロースラブ橋の主桁製作工（場所打固定式支保工法

によるＰＣ定着工法）に適用する。 
 

2. 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

Ｐ Ｃケー ブル挿 入（シ ース設 置）

円 筒 型 枠 設 置

型枠製作・設置（底部・側部・端部）

架 設 支 保 設 置

鉄 筋 加 工 ・ 組 立

落 橋 防 止 装 置 取 付

定 着 部 型 枠 製 作 ・ 設 置

支 承 取 付

架 設 支 保 撤 去

コ ン ク リ ー ト 養 生

型 枠 撤 去

グ ラ ウ ト 注 入

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル 緊 張

コ ン ク リ ー ト 打 設



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
3. 施 工 歩 掛 

 ３－１ コンクリート工 

  ３－１－１ 機種の選定 

    機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

機  械  名 規     格 単 位 数 量 摘 要

コンクリートポンプ車 ブーム式 90～110ｍ3／ｈ 台 １  

３－１－２ 施工歩掛 

    コンクリート10ｍ3当りの型枠（Ｒ付含む）の製作・設置・撤去，コンクリート打設，

表面仕上，養生，円筒型枠設置の歩掛は，次表を標準とする。 

    ただし，次表は早強セメントを使用した場合の施工歩掛である。 

    なお，次表には型枠等の資材吊込を含む。 

表3.2 コンクリート工歩掛 （コンクリート10ｍ3当り）

名     称 規     格 単位 数 量 摘      要 

世 話 役  人 0.9  

型 枠 工  〃 4.4  

と び 工  〃 0.2  

特 殊 作 業 員  〃 0.6  

普 通 作 業 員  〃 3.8  

生 コ ン ク リ ー ト  ｍ3 10.2 （注）１ 

コンクリートポンプ車
運 転 

ブーム式 
90～110ｍ3／ｈ 

日 0.06  

諸 雑 費 率  ％ ( 7) 
8

（注）４，５ 

(注) 1. 生コンクリートのロス分の数量は上表に含めてある。 

2. 円筒型枠の材料費は，別途計上する。 

3. コンクリートの１日当り打設量は170ｍ3を標準とする。 

4. 諸雑費は，型枠用資材，コンクリート養生材，フォームタイ，Ｐコン，鋸損料，ドリル損

料，バイブレータ損料，散水機損料，資材吊込み用クレーン運転費及び電力に関する経費等

の費用であり，労務費，材料費，機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を

上限として計上する。 

5. 養生は，養生材の被覆，散水養生，被膜養生程度のものであり，給熱養生等（ジェットヒ

ータ，練炭，電気養生等）の特別な養生を必要とする場合の諸雑費率は（ ）内の値とし，

養生費を別途計上する。 

6. 架設支保は，「第16章橋梁⑪架設支保工」により別途計上する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

３－２ 鉄 筋 工 

   鉄筋の加工・組立の歩掛は，次表を標準とする。 

   なお，次表には鉄筋の資材吊込みを含む。 

表3.3 鉄筋工歩掛 （１ｔ当り）

名     称 規     格 単位 数 量 摘      要 

世 話 役  人 0.6  

鉄 筋 工  〃 3.9  

と び 工  〃 0.1  

普 通 作 業 員  〃 2.2  

棒 鋼 Ｄ13～Ｄ32 ｔ 1.05 （注）１ 

諸 雑 費 率  ％ 6 （注）３ 

(注) 1. 鉄筋の切断ロス等の数量は上表に含めてあり，スクラップ控除は行わない。 

2. ガス圧接が必要な場合は，別途計上する。 

3. 諸雑費は，結束線，スペーサ，溶接棒，切断機損料，加工機損料，溶接機損料，鉄筋吊込

用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。 

4. 鉄筋の加工・組立の日当り施工量は2.1ｔ/日を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

３－３ ケーブル工 

   ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛

は，次表を標準とする。 

   なお，次表にはＰＣケーブル等の資材吊込を含む。 

表3.4 ケーブル工歩掛 （ケーブル100ｍ当り）

ケーブ

 

ル 規
格 マルチストランドシステム 

摘  要 
      単 
       
名 称 

 
位 

1,900kN 
（195ｔ）型 

（12Ｓ12.4Ａ） 

2,200kN
（225ｔ）型 

（12Ｓ12.7Ｂ）

2,900kN
（290ｔ）型 

（12Ｓ15.2Ａ）

橋 梁 世 話 役 人 1.4  

橋 梁 特 殊 工 〃 7.1  

と び 工 〃 0.1  

普 通 作 業 員 〃 5.9  

Ｐ Ｃ 鋼 材 kg 910 966 1,374 （注）１ 

諸 雑 費 率 ％ 27 （注）２ 

(注) 1. ＰＣケーブルの切断ロス，つかみ代等の数量は上表に含めてあり，スクラップ控除は行わな

い。 

2. 諸雑費は，シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材，電気溶接機

損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，資材吊込用

クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ ケーブル工 

   ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛

は，次表を標準とする。 

   なお，次表にはＰＣケーブル等の資材吊込を含む。 

表3.4 ケーブル工歩掛 （ケーブル100ｍ当り）

ケーブ

 

ル 規
格 マルチストランドシステム 

摘  要 
 
      単 
名 称 

 
位 

1,900kN
（195ｔ）型 

（12Ｓ12.4Ａ）

2,200kN
（225ｔ）型 

（12Ｓ12.7Ｂ）

2,900kN
（290ｔ）型 

（12Ｓ15.2Ａ）

橋 梁 世 話 役 人 1.4  

橋 梁 特 殊 工 〃 7.1  

と び 工 〃 0.1  

普 通 作 業 員 〃 5.9  

Ｐ Ｃ 鋼 材 kg 910 966 1,374 （注）１ 

諸 雑 費 率 ％ 27 （注）２ 

(注) 1. ＰＣケーブルの切断ロス，つかみ代等の数量は上表に含めてあり，スクラップ控除は行わな

い。 

2. 諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材，電気溶

接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，資材吊

込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 

３－４ 緊 張 工 
 

   ＰＣ定着工法の定着部型枠の製作・設置・撤去，定着装置取付，緊張の歩掛は，次表を

標準とする。 

表3.5 緊張工歩掛 （両締め 10ケーブル当り）

ケーブ 

 

ル規格 

 マルチストランドシステム 

摘  要 
 
         単
名 称 

 
位 

1,900kN（195ｔ）型（12Ｓ12.4Ａ） 
2,200kN（225ｔ）型（12Ｓ12.7Ｂ） 
2,900kN（290ｔ）型（12Ｓ15.2Ａ） 

橋 梁 世 話 役 人 2.3  

橋 梁 特 殊 工 〃 10.0  

型 枠 工 〃 3.3  

普 通 作 業 員 〃 6.4  

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）20  

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）１ 

 （片締め 10ケーブル当り）

ケーブ 

 

ル規格 

 マルチストランドシステム 

摘  要 
 
         単
名 称 

 
位 

1,900kN（195ｔ）型（12Ｓ12.4Ａ） 
2,200kN（225ｔ）型（12Ｓ12.7Ｂ） 
2,900kN（290ｔ）型（12Ｓ15.2Ａ） 

橋 梁 世 話 役 人 1.9  

橋 梁 特 殊 工 〃 8.3  

型 枠 工 〃 3.4  

普 通 作 業 員 〃 5.2  

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10  

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 （注）２ 

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）１ 

(注) 1. 諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料及び電力に関する経

費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 接続したケーブルを緊張する場合，固定側定着装置は計上しない。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
３－５ 接続工 

   ＰＣ定着工法のケーブル接続の歩掛は，次表を標準とする。 

   ただし，次表はモノグリップ型を使用した場合の施工歩掛である。 

３－５－１ 編成人員 

    接続工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表3.6 日当り編成人員 

名  称 単位 数  量 

橋 梁 世 話 役 人 １ 

橋 梁 特 殊 工 〃 ２ 

普 通 作 業 員 〃 ２ 

 

３－５－２ 日当り施工量 

    接続工の日当り施工量は，次表を標準とする。 

表3.7 日当り施工量 

日当り施工量 単位 数  量 

接 続 具 組 13 

 

３－５－３ 諸雑費 

表3.8 諸雑費率  （％）

諸 雑 費 率 ９ 

(注) センタースパイラル，なまし鉄線，ビニルテープ，

シール材，ボルト・ナット，グラウトホース，セット

ハンマー，レンチ，番線カッター及び電力に関する経

費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 

３－６ 日当り標準施工量（参考） 

   ケーブル組立，グラウト材注入，ケーブル緊張の１日当り施工量は，次表を標準とする。

 

表3.9 １日当り標準施工量（参考） 

ケーブル規格 
 
 
 
 
名 称 

標 準 施 工 量 

マルチストランドシステム 

1,900kN
（195ｔ）型（12

Ｓ12.4Ａ） 

2,200kN
（225ｔ）型（12

Ｓ12.7Ｂ） 

2,900kN
（290ｔ）型（12

Ｓ15.2Ａ） 

ケ ー ブ ル 組 立 （ ｍ ／ 日 ） 150 145 107 

グラウト材注入（ｍ／日） 410 410 340 

緊張(両締め)(ケーブル／日) ９ 

緊張(片締め)(ケーブル／日) ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
4. 落橋防止装置取付工 

 ４－１ 適用範囲 

   本歩掛は，ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付に適用する。

 ４－２ 機種の選定 

   機械・規格は，次表を標準とする。 

表4.1 機種の選定 

機 械 名 規  格 単位 台数 摘  要 

ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

台 １ 資材吊込，取付 

(注) ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

４－３ 編成人員 

   落橋防止装置取付工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表4.2 日当り編成人員 （人）

名  称 単位 数  量 

橋 梁 世 話 役 人 １ 

橋 梁 特 殊 工 〃 ２ 

普 通 作 業 員 〃 ２ 

 

４－４ 日当り施工量 

   落橋防止装置取付工の日当り施工量は，次表を標準とする。 

表4.3 日当り施工量 

日当り施工量 単位 数  量 

落 橋 防 止 装 置 組 ４ 

 

４－５ 諸雑費 

表4.4 諸雑費率  （％）

諸 雑 費 率 ６ 

(注) 補助鉄筋，なまし鉄線，ハンマードリル，レンチ，
セットハンマー，番線カッター及び電力に関する経費
等の費用であり，労務費，賃料の合計額に，上表の率
を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
5. 支 承 工 

 ５－１ 適用範囲 

   本歩掛は，道路橋示方書でいうタイプＢのゴム支承に適用する。 

   タイプＡのゴム支承は，「第16章橋梁⑥ＰＣ橋架設工」により別途計上する。 

   金属支承については，「第16章橋梁②鋼橋架設工」により別途計上する。 

 ５－２ 機種の選定 

   機械・規格は次表を標準とする。 

表5.1 機種の選定 

機 械 名 規  格 単位 台数 摘  要 

ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

台 １ 資材吊込，取付

(注) 1. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

2. 現場条件により，これにより難い場合は別途選定する。 

５－３ 編成人員 

   支承取付工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表5.2 日当り編成人員 （人）

名  称 単位 数  量 

橋 梁 世 話 役 人 １ 

橋 梁 特 殊 工 〃 ２ 

普 通 作 業 員 〃 ２ 

(注) 支承取付から無収縮モルタル打設までの作業を含

む。 

   なお，無収縮モルタルについては，別途計上する。

５－４ 日当り施工量 

   支承取付工の日当り施工量は，次表を標準とする。 

表5.3 日当り施工量 

日当り施工量 単位 数  量 

支承 個 ３ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 

５－５ 諸雑費 

表5.4 諸雑費率  （％）

諸 雑 費 率 ６ 

(注) 型枠用資材，モルタルミキサー，ハンマードリル及

び電力に関する経費等の費用であり，労務費，機械賃

料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計

上する。 

 

6. 単 価 表 

 (１) コンクリート工10ｍ3当り単価表 

名     称 規     格 単位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.2 

型 枠 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

生 コ ン ク リ ー ト  ｍ3  〃 

コ ン ク リ ー ト 
ポ ン プ 車 運 転 

ブーム式 
90～110ｍ3／ｈ 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

(注) 円筒型枠の材料費は，別途計上する。 

(２) 鉄筋工１ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数 量 摘     要 

世 話 役  人  表3.3 

鉄 筋 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

棒 鋼 Ｄ13～Ｄ32 ｔ  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
(３) ケーブル工 ○○kN（○○ｔ）型ケーブル100ｍ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数 量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表3.4 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

Ｐ Ｃ 鋼 材  kg  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

(４) 緊張工 ○○kN（○○ｔ）型10ケーブル当り単価表 

名     称 規     格 単位 数 量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表3.5 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

型 枠 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

定 着 装 置  個  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

(５) 接続工 ○○kN（○○ｔ）型 １組当り単価表 

名     称 規     格 単位 数 量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人 １／Ｄ×１ 表3.6，表3.7 

橋 梁 特 殊 工  〃 １／Ｄ×２ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １／Ｄ×２ 〃 

接 続 具  組 １  

諸 雑 費  式 １ 表3.8 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

(６) 落橋防止装置取付工 １組当り単価表 

名     称 規     格 単位 数 量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人 １／Ｄ×１ 表4.2，表4.3 

橋 梁 特 殊 工  〃 １／Ｄ×２ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １／Ｄ×２ 〃 

落 橋 防 止 装 置  組 １  

ラフテレーンクレーン 
賃 料 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型 
25ｔ吊 

日 １／Ｄ×１ 表4.1，表4.3 

諸 雑 費  式 １ 表4.4 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

(７)支承工 １個当り単価表 

名     称 規     格 単位 数 量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人 １／Ｄ×１ 表5.2，表5.3 

橋 梁 特 殊 工  〃 １／Ｄ×２ 〃 

普 通 作 業 員  〃 １／Ｄ×２ 〃 

ゴ ム 支 承  個 １  

無 収 縮 モ ル タ ル  ｍ3  必要数量計上 

ラフテレーンクレーン 
賃 料 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型 
25ｔ吊 

日 １／Ｄ×１ 表5.1，表5.3 

諸 雑 費  式 １ 表5.4 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(８)機械運転単価表 

機  械  名 規     格 適 用 単 価 表 指 定 事 項 

コンクリートポンプ車 ブーム式 
90～110ｍ3／ｈ 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→99 
機械損料数量→1.00 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
橋梁 
ポストテンシ

ョン場所打箱

桁橋工 
 

⑧ ポストテンション場所打箱桁橋工 

1. 適 用 範 囲 
本資料は，ポストテンション場所打箱桁橋の主桁製作工（場所打固定式支保工法によるＰＣ定着工法）に適用する。 

2. 施 工 概 要  
  施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

底部・側部型枠受台設置 

架 設 支 保 設 置 

内 枠 製 作 ・ 設 置 

型 枠 製 作 ・ 設 置 
（底部・側部・端部） 

支 承 取 付 

縦締め定着装置取付 
ケ ー ブ ル 組 立 

鉄 筋 加 工 ・ 組 立 
（一次コンクリート部） 

鉛直締め定着装置(下部)取付 
ケ ー ブ ル 組 立 

コンクリート(一次)打設・養生 

内 枠 撤 去 

コンクリート(二次)打設・養生

架 設 支 保 撤 去

ケーブル緊張・グラウト注入

落 橋 防 止 装 置 取 付

底部・側部型枠受台撤去

箱 桁 内 部 支 保 設 置

型 枠 撤 去
（底部・側部・端部）

鉛直締め定着装置(上部)取付
ケ ー ブ ル 組 立

横締め定着装置取付
ケ ー ブ ル 組 立

鉄 筋 加 工 ・ 組 立
（二次コンクリート部）



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
3. 施 工 歩 掛 

 ３－１ コンクリート工 

  ３－１－１ 機種の選定 

    機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

機  械  名 規     格 単位 数量 摘 要 

コンクリートポンプ車 ブーム式 90～110ｍ3／ｈ 台 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 

３－１－２ 施工歩掛 

    コンクリート10ｍ3当りの型枠（Ｒ付含む）の製作・設置・撤去，コンクリート打設，

表面仕上げ，養生，中空部支保設置・撤去の歩掛は，次表を標準とする。 

    ただし，次表は，早強セメントを使用した場合の施工歩掛である。 

    なお，次表には，型枠等の資材吊込を含む。 

表3.2 コンクリート工歩掛 （コンクリート10ｍ3当り）

名     称 規     格 単位 数 量 摘        要 

世 話 役  人 1.6  

型 枠 工  〃 10.0  

と び 工  〃 0.4  

特 殊 作 業 員  〃 1.4  

普 通 作 業 員  〃 8.6  

生 コ ン ク リ ー ト  ｍ3 10.2 （注）１ 

コンクリートポンプ車運転 ブーム式90～110ｍ3／ｈ 日 0.06  

諸 雑 費 率  ％ （10）
12

（注）３，４ 

(注) 1. 生コンクリートのロス率は，＋0.02として上表に含めてある。 

2. コンクリートの１日当り打設量は170ｍ3を標準とする。 

3. 諸雑費は，型枠用資材，中空部支保用仮設材損料，コンクリート養生材，鋸損料，ドリル損

料，バイブレータ損料，散水機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費

用であり，労務費，材料費，機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限と

して計上する。 

4. 養生は，養生材の被覆，散水養生，被膜養生程度のものであり，給熱養生等の特別な養生を

必要とする場合の諸雑費率は（ ）内の値として，養生費を別途計上する。 

5. 架設支保は，「第16章橋梁⑪架設支保工」により別途計上する。 

6. 支承工は，金属支承の場合「第16章橋梁②鋼橋架設工｣，道路橋示方書でいうゴム支承（タ

イプＡ）の場合「第16章橋梁⑥ＰＣ橋架設工」により別途計上する。 

 ゴム支承（タイプＢ）の場合「第16章橋梁⑦ポストテンション場所打ホロースラブ橋工」に

より別途計上する。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
３－２ 鉄 筋 工 

   鉄筋の加工・組立の歩掛は，次表を標準とする。 

表3.3 鉄筋工歩掛 （１ｔ当り）

名     称 規     格 単位 数 量 摘        要 

世 話 役  人 0.5  

鉄 筋 工  〃 4.5  

と び 工  〃 0.1  

普 通 作 業 員  〃 2.6  

棒 綱 Ｄ13～Ｄ32 ｔ 1.05 （注）１ 

諸 雑 費 率  ％ 7 （注）３ 

(注) 1. 鉄筋の切断ロス率は，＋0.05として上表に含めてありスクラップ控除はしない。 

2. ガス圧接が必要な場合は，別途計上する。 

3. 諸雑費は，結束線，スペーサ，溶接棒，切断機損料，加工機損料，溶接機損料，鉄筋吊込用

クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

4. 鉄筋の加工・組立の日当り施工量は2.2ｔ/日を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
３－３ ケーブル工 

   ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛

は，次表を標準とする。 

表3.4 ケーブル工歩掛（縦締） （ケーブル100ｍ当り） 

ケーブル
 
規
格 

マ ル チ ス ト ラ ン ド シ ス テ ム
摘  要 

     単
名  称 

 
位 1,900kN(195ｔ)型(12Ｓ12.4Ａ)  2,200kN(225ｔ)型(12Ｓ12.7Ｂ) 2,900kN(290ｔ)型(12Ｓ15.2Ａ)

橋梁世話役 人 1.6 1.7 2.3  

橋梁特殊工 〃 7.6 8.1 10.8  

と び 工 〃 0.1 0.1 0.2  

普通作業員 〃 5.3 5.7 7.6  

Ｐ Ｃ 鋼 材 kg 910 966 1,374 (注)１ 

諸 雑 費 率 ％ 13 12 11 (注)２ 

(注) 1. ＰＣケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含めてありスクラッ

プ控除はしない。 

2. 諸雑費は，シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材，電気溶接機

損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，資材吊込用

クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ ケーブル工 

   ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩

掛は，次表を標準とする。 

表3.4 ケーブル工歩掛（縦締） （ケーブル100ｍ当り） 

ケーブル
 

規
格 マ ル チ ス ト ラ ン ド シ ス テ ム

摘  要 
       単

名  称 
 
位 1,900kN(195ｔ)型(12Ｓ12.4Ａ) 2,200kN(225ｔ)型(12Ｓ12.7Ｂ) 2,900kN(290ｔ)型(12Ｓ15.2Ａ)

橋梁世話役 人 1.6 1.7 2.3  

橋梁特殊工 〃 7.6 8.1 10.8  

と び 工 〃 0.1 0.1 0.2  

普通作業員 〃 5.3 5.7 7.6  

Ｐ Ｃ 鋼 材 kg 910 966 1,374 (注)１ 

諸 雑 費 率 ％ 13 12 11 (注)２ 

(注) 1. ＰＣケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含めてありスクラッ

プ控除はしない。 

2. 諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材，電気溶

接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，資材吊

込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
表3.5 ケーブル工歩掛（横締）  （ケーブル100ｍ当り） 

 
ケーブル

規格 シ ン グ ル ス ト ラ ン ド シ ス テ ム バ ー シ ス テ ム

摘  

要
 

 

 

名  称 

 

 

単 

   位

390kN(40ｔ)型 

（１Ｓ17.8） 

450kN(50ｔ)型 

（１Ｓ19.3） 

570kN(60ｔ)型

（１Ｓ21.8）

φ23 

(1B23A,1B23B)

φ26 

(1B26A,1B26B)

φ32 

(1B32A,1B32B)

橋 梁 世 話 役 人 0.7 0.8 0.9  

橋 梁 特 殊 工 〃 3.4 3.9 4.6  

と び 工 〃 0.1 0.1 0.1  

普 通 作 業 員 〃 2.4 2.8 3.2  

Ｐ Ｃ 鋼 材 kg 172 201 258 339 434 656 
(注)

１ 

諸 雑 費 率 ％ 16 13 12 11 
(注)

２ 

(注) 1. ＰＣケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含めてありスクラップ

控除はしない。 

2. 諸雑費は，シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材，電気溶接機

損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，資材吊込用

クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3.5 ケーブル工歩掛（横締）  （ケーブル100ｍ当り） 

 
ケーブル

規格 シ ン グ ル ス ト ラ ン ド シ ス テ ム バ ー シ ス テ ム  

摘  

要 
 

 

 

名  称 

 

 

単 

   位

390kN(40ｔ)型

（１Ｓ17.8）

450kN(50ｔ)型

（１Ｓ19.3）

570kN(60ｔ)型

（１Ｓ21.8）

φ23 

(1B23A,1B23B)

φ26 

(1B26A,1B26B)

φ32 

(1B32A,1B32B) 

橋 梁 世 話 役 人 0.7 0.8 0.9  

橋 梁 特 殊 工 〃 3.4 3.9 4.6  

と び 工 〃 0.1 0.1 0.1  

普 通 作 業 員 〃 2.4 2.8 3.2  

Ｐ Ｃ 鋼 材 kg 172 201 258 339 434 656 
(注)

１ 

諸 雑 費 率 ％ 16 13 12 11 
(注)

２ 

(注) 1. ＰＣケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含めてありスクラッ

プ控除はしない。 

2. 諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材，電気溶

接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，資材吊

込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

表3.6 ケーブル工歩掛（鉛直締） （ケーブル100ｍ当り）

ケーブル規格 

バ ー シ ス テ ム
摘  要  

名 
称 

   
単 

     位 φ23(１Ｂ23Ａ，１Ｂ23Ｂ) φ26(１Ｂ26Ａ，１Ｂ26Ｂ) φ32(１Ｂ32Ａ，１Ｂ32Ｂ)

橋 梁 世 話 役 人 0.4 0.6 0.8  

橋 梁 特 殊 工 〃 1.8 2.6 3.7  

と び 工 〃 0.1 0.1 0.1  

普 通 作 業 員 〃 1.3 1.8 2.6  

Ｐ Ｃ 鋼 材 kg 339 434 656 (注)１ 

諸 雑 費 率 ％ 30 23 17 (注)２ 

(注) 1. ＰＣケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含めてありスクラ

ップ控除はしない。 

2. 諸雑費は，シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材，電気溶接

機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，資材吊

込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表3.6 ケーブル工歩掛（鉛直締） （ケーブル100ｍ当り）

 
ケ ー ブ ル

規格
バ ー シ ス テ ム

摘  要  
名
称 

   
単 

     位 φ23(１Ｂ23Ａ，１Ｂ23Ｂ) φ26(１Ｂ26Ａ，１Ｂ26Ｂ) φ32(１Ｂ32Ａ，１Ｂ32Ｂ)

橋梁世話役 人 0.4 0.6 0.8  

橋梁特殊工 〃 1.8 2.6 3.7  

と び 工 〃 0.1 0.1 0.1  

普通作業員 〃 1.3 1.8 2.6  

Ｐ Ｃ 鋼 材 kg 339 434 656 (注)１ 

諸 雑 費 率 ％ 30 23 17 (注)２ 

(注) 1. ＰＣケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含めてありス

クラップ控除はしない。 

2. 諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材，

電気溶接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ

損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料

費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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工種名 現  行 改  定 
３－４ 緊 張 工 

   ＰＣ定着工法の，定着部型枠の製作，設置・撤去，定着装置取付，緊張の歩掛は，次表

を標準とする。 

表3.7 緊張工歩掛（縦締） 
（両締 10ケーブル当り）

ケーブル 
 

規格 
 マルチストランドシステム 

摘 要 
 
 
 

単 
名  称 

 
 
 
 
位 

1,900kN（195ｔ）型（12Ｓ12.4Ａ） 
2,200kN（225ｔ）型（12Ｓ12.7Ｂ） 
2,900kN（290ｔ）型（12Ｓ15.2Ａ） 

橋 梁 世 話 役 人 1.9  

橋 梁 特 殊 工 〃 11.7  

型 枠 工 〃 3.5  

普 通 作 業 員 〃 7.0  

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）20  

諸 雑 費 率 ％ 16 (注)１ 

 （片締 10ケーブル当り）

ケーブル 
 

規格 
 マルチストランドシステム 

摘 要 
 
 
 

単 
名  称 

 
 
 
 
位 

1,900kN（195ｔ）型（12Ｓ12.4Ａ） 
2,200kN（225ｔ）型（12Ｓ12.7Ｂ） 
2,900kN（290ｔ）型（12Ｓ15.2Ａ） 

橋 梁 世 話 役 人 1.3  

橋 梁 特 殊 工 〃 8.6  

型 枠 工 〃 3.4  

普 通 作 業 員 〃 4.7  

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10  

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 (注)２ 

諸 雑 費 率 ％ 16 (注)１ 

(注) 1. 諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料，及び電力

に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。 

2. 接続したケーブルを緊張する場合は，固定側定着装置は計上しない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 
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ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
表3.9 緊張工歩掛（鉛直締） （片締 10ケーブル当り）

ケーブ 
 

ル 規
格 
 

バ ー シ ス テ ム 

摘 要  
 
 

単 
名  称 

 
 
 
 
位 

φ23（１Ｂ23Ａ，１Ｂ23Ｂ） 
φ26（１Ｂ26Ａ，１Ｂ26Ｂ） 
φ32（１Ｂ32Ａ，１Ｂ32Ｂ） 

橋 梁 世 話 役 人 0.3  

橋 梁 特 殊 工 〃 2.0  

型 枠 工 〃 0.8  

普 通 作 業 員 〃 1.1  

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10  

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10  

諸 雑 費 率 ％ 12 (注)１ 

(注) 諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料，及び電力に関

する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 

３－５ 接続工 

   ＰＣ定着工法のケーブル接続歩掛（縦締ケーブルに限る）は，「第16章橋梁⑦ポストテン

ション場所打ホロースラブ橋工」に準じ別途計上する。 

 

 ３－６ 日当り標準施工量（参考） 

   ケーブル組立，グラウト材注入，ケーブル緊張の日当り施工量は，次表を標準とする。

表3.10 日当り施工量 

作業区分 
ケーブル区分 

ケーブル組立 
（ｍ／日） 

グラウト材注入 
（ｍ／日） 

緊     張 
（本／日） 

縦 締 マルチストランドシ
ステム 

150 410 両 10 
片 ９ 

横 締

シングルストランド 
システム 

330 720 両 20 
片 21 

バーシステム 270 590 両 17 
片 18 

鉛 直 締 バーシステム 130 560 両 － 
片 18 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
4. 落橋防止装置取付工 

 ４－１ 適用範囲 

   ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付に適用する。 

 ４－２ 機種の選定 

   機械・規格は，次表を標準とする。 

表4.1 機種の選定 

機  械  名 規      格 単位 台数 摘 要 

トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 台 １ 資材吊込，取付 

(注) トラッククレーンは，賃料とする。 

４－３ 編成人員 

   落橋防止装置取付工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表4.2 日当り編成人員 

名  称 単  位 数  量 

橋 梁 世 話 役 人 １ 

橋 梁 特 殊 工 〃 ３ 

普 通 作 業 員 〃 １ 

 

４－４ 日当り施工量 

   落橋防止装置取付工の日当り施工量は，次表を標準とする。 

表4.3 日当り施工量 

日当り施工量 単  位 数  量 

落 橋 防 止 装 置 組 ４ 

４－５ 諸 雑 費 

表4.4 諸 雑 費 率 （％）

諸 雑 費 率 ３ 

(注) ハンマドリル，レンチ，セットハンマ及び電力に関する経費等の費
用であり，労務費，機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限
として計上する。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
5. 単 価 表 

 (１) コンクリート工10ｍ3当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表3.2 

型 枠 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

生 コ ン ク リ ー ト  ｍ3  〃 

コンクリートポンプ車運転 ブーム式90～110ｍ3／ｈ 日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

(２) 鉄筋工１ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表3.3 

鉄 筋 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

棒 鋼 Ｄ13～Ｄ32 ｔ  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
(３) ケーブル工 ○○締 ○○kN（○○ｔ）型ケーブル100ｍ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表3.4，表3.5，表3.6 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

Ｐ Ｃ 鋼 材  kg  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

(４) 緊張工 ○○締 ○○kN（○○ｔ）型10ケーブル当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表3.7，表3.8，表3.9 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

型 枠 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

定 着 装 置  個  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ポストテンション場所打箱桁橋工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 (５) 落橋防止装置取付工１組当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人 
１

Ｄ
 ×１ 表4.2，表4.3 

橋 梁 特 殊 工  〃 
１

Ｄ
 ×３ 〃 

普 通 作 業 員  〃 
１

Ｄ
 ×１ 〃 

落 橋 防 止 装 置  組 １  

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 日 
１

Ｄ
 ×１ 表4.1，表4.3 

諸 雑 費  式 １ 表4.4 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

(６) 機械運転単価表 

機  械  名 規     格 適 用 単 価 表 指 定 事 項 

コンクリートポンプ車 ブーム式90～110ｍ3／ｈ 機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→98 
機械損料数量→1.01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 

工種名 現  行 改  定 

橋梁 

PC橋片持架設

工 

 ＰＣ橋片持架設工 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，ＰＣ橋のうち最大支間長170ｍ以下で，２主桁の場所打ち片持架設工（斜張橋は除く）を対象とする。 

 

2. 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

3. 機 種 の 選 定 

  機械・規格の選定は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

作業種別 機 械 名 規     格 摘     要 

資 材 吊 込 ラフテレーンクレーン 排出ガス対策型（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

 

金 属 支 承 据 付 ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型45ｔ吊 

 

作業車組立・解体 ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型45ｔ吊  

コンクリート打設 コンクリートポンプ車 
ブーム式 90～110ｍ3／ｈ又は 
配管式 90～100ｍ3／ｈ  

(注) 1. 資材吊込とは，支保工，型枠工，鉄筋工及びＰＣ工等の吊込作業とする。 

2. 資材吊込，金属支承据付，作業車据付・解体機械については，現場条件によりこれにより難い場

合は，別途考慮する。 

3. 各機械の歩掛は，各施工歩掛に含まれている。 

4. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

 

  

現 行 通 り 

・支保工 
・型枠工 
・鉄筋工 Ａ工程 
・コンクリート工 
・ＰＣ工 
・柱頭部仮固定工 

・作業車据付 
・１ブロックごと施工 

Ａ工程 
・作業車引戻し工 
・作業車解体 

柱 頭 部 工 

準 備 工 

片 持 部 工 

脚 頭 部 工 

中 央 閉 合 部 工 

側 径 間 部 工 

（仮固定ＰＣ鋼棒の
解放，仮支承の撤
去） 

橋 面 工 

片 付 け 工 

仮 固 定 撤 去 工 

・Ａ工程 

・Ａ工程 



土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 
 

工種名 現  行 改  定 

 
4. 脚 頭 部 工 

  脚頭部工については，柱頭部工による。 

 

5. 支 保 工 

 ５－１ 工 法 

   工法は，次表を標準とする。 

表5.1 工 法 

施 工 場 所 種         類 

柱 頭 部 ブ ラ ケ ッ ト 式 
上支保工 

本体工 

中 央 閉 合 部 吊支保工 

張 出 床 版 部 枠組支保工 

箱 桁 内 部 枠組支保工 

(注) 1. 支保工工法の選定にあたっては，立地条件，構造条

件，工事規模，工期等を考慮し，それらの諸条件に適

合し，かつ安全で経済的なものを選定する。 

2. 側径間部支保工については，｢第16章橋梁⑪架設支保

工」により別途計上する。 

3. 柱頭部，側径間部，及び中央閉合部は，下図のとお

りとする。 

 

 

 

 

 

 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 

工種名 現  行 改  定 

  ５－２ 支保工設置・撤去歩掛 

   支保工の設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

表5.2 支保工設置・撤去歩掛 

名      称 

単

位 

柱 頭 部 中央閉合部 張出床版部 箱桁内部

ブ ラ ケ ッ ト 式 
吊 支 保 工 枠 組 支 保 工 

上 支 保 工 本 体 工 

10空ｍ3当り １ｔ当り １ｔ当り 10空ｍ3当り 

橋 梁 世 話 役 人 0.4 0.4 0.4 0.1 

型 枠 工 〃 0.4 0.2 ― 0.1 

橋 梁 特 殊 工 〃 1.3 2.4 2.6 0.5 

普 通 作 業 員 〃 1.3 1.6 1.8 0.5 

ラフテレーンクレーン
運 転 

日 0.3 0.3 0.5 0.1 

諸 雑 費 率 ％ 4 25 22 8 

(注) 1. 上記歩掛に，現場内小運搬作業は含まれる。 

2. ブラケット式本体工の質量は，ブラケット，Ｈ形鋼の質量とする。 

3. 吊支保工の質量は，鋼材（Ｈ形鋼，Ｉ形鋼，形鋼）とする。 

4. 側径間部支保工については，「第16章橋梁⑪架設支保工」による。 

5. ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，排出ガス対策型（第１

次基準値）油圧伸縮ジブ型25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件

に適した規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

6. 諸雑費は，木材，ブラケット，埋込金具，高力ボルト，ＰＣ鋼材，アンカープレート等の

費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

7. 支保工空ｍ3の算出方法は，下記のとおりとする。 

○張出床版部 

○箱桁内部 

 下記着色部の数量とする。 

○張出床版部 

 支保工空ｍ3＝着色部断面積×長さ（桁長） 

 

 

 

      ○箱桁内部 

        支保工費を算出する場合の支保工空ｍ3数は，下図の着色部の数量とする。 

 

 

 

 

 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 

工種名 現  行 改  定 

  ５－３ 仮設材供用日数 

   支保工仮設材の設計供用日数は，次表を標準とする。 

表5.3 支保工設計供用日数 （日／１箇所）

施 工 場 所 種              類 供 用 日 数 

柱 頭 部 
ブ ラ ケ ッ ト 式

上 支 保 工 
本 体 工 84 

張 出 床 版 部 ・ 箱 桁 内 部 枠 組 支 保 工 67 

側 径 間 部 

く さ び 結 合 支 保 工 
・ 支 柱 支 保 工 

Ｌ≦10 45 

10＜Ｌ≦20 60 

20＜Ｌ≦30 75 

箱 桁 内 部 枠 組 支 保 工 53 

中 央 閉 合 部 
吊 支 保 工 31 

張 出 床 版 部 ・ 箱 桁 内 部 枠 組 支 保 工 31 

(注) 1. 支保工仮設材損料は，上表供用日数に施工単位当りの損料を乗じたものとする。 

2. 柱頭部の施工延長は12ｍを標準とする。 

 

6. 支 承 工 

 ６－１ 金属支承据付工 

   金属支承据付工歩掛は，支承質量により，次表を標準とする。 

表6.1 金属支承据付工歩掛 （１個当り）

名     称 単位 
支     承     質     量 

４ｔ未満 ４ｔ以上10ｔ未満 10ｔ以上17ｔ未満

橋 梁 世 話 役 人 1.2 1.4 1.5 

橋 梁 特 殊 工 〃 4.0 5.3 6.6 

型 枠 工 〃 1.8 2.8 3.7 

普 通 作 業 員 〃 3.5 5.0 6.5 

ラフテレーンクレーン
運 転 

日 0.7 1.1 1.5 

(注) 1. 上記歩掛に無収縮モルタル充填等の作業は含まれる。 

2. 支承据付材料（無収縮モルタル等）は別途計上する。 

3. ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，排出ガス対策型（第１

次基準値）油圧伸縮ジブ型45ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件

に適した規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

 

 

 

 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 

工種名 現  行 改  定 

  ６－２ 柱頭部仮固定工 

  ６－２－１ 柱頭部仮支承工 

    柱頭部仮支承工は，鉄筋加工組立，型枠製作，設置・撤去，ラフテレーンクレーンによるコンクリート打設，仮支承とり

こわし及び撤去作業で，歩掛は次表を標準とする。 

表6.2 柱頭部仮支承工歩掛 （コンクリート10ｍ3当り）

名        称 単 位 柱 頭 部 仮 支 承 工 

世 話 役 人 16.0 

特 殊 作 業 員 〃 22.8 

鉄 筋 工 〃 4.8 

型 枠 工 〃 7.2 

普 通 作 業 員 〃 23.9 

ラフテレーンクレーン運転 日 1.2 

諸 雑 費 率 ％ 6 

(注) 1. 上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 

2. 上記歩掛には，はく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

3. コンクリート打設については，ラフテレーンクレーンによる打設を標準と

する。 

4. コンクリート殻処理費は，別途計上する。 

5. ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は排出ガス

対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型25ｔ吊を標準とする。ただし，これ

により難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定す

る。 

6. 諸雑費は，組立結束線，スペーサ，型枠用合板，さん木，角材，釘，型枠

油，はく離剤，チゼルの損耗費，異形棒鋼等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  ６－２－２ コンクリート使用量 

    コンクリート使用量は，次式による。 

      使用量＝設計量×（１＋Ｋ）……式6.1 

表6.3 ロ ス 率（Ｋ） 

ロ   ス   率 ＋0.02 

  ６－２－３ 剛結工 

    橋脚と柱頭部をＰＣ鋼棒で緊結する作業である。 

   ６－２－３－１ ＰＣ鋼棒工 

     「11－１ ＰＣ鋼棒工（縦締）」による。 

   ６－２－３－２ ＰＣ鋼棒継手工 

     「11－２ ＰＣ鋼棒継手工」による。 

   ６－２－３－３ ＰＣ鋼棒定着工 

     「11－３ ＰＣ鋼棒定着工」による。 

   ６－２－３－４ ＰＣ鋼棒緊張工 

     「11－４ ＰＣ鋼棒緊張工」による。 

   ６－２－３－５ ＰＣ鋼棒解放工 

     ＰＣ鋼棒解放工歩掛は，次表を標準とする。 

表6.4 ＰＣ鋼棒解放工 （10箇所当り）

名        称 単  位 
縦 締 

φ32 

橋 梁 世 話 役 人 0.5 

橋 梁 特 殊 工 〃 3.3 

普 通 作 業 員 〃 1.4 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 

工種名 現  行 改  定 

  ６－３ ゴム支承工 

   ゴム支承工歩掛は，次表を標準とする。 

表6.5 ゴム支承工歩掛 （１個当り）

名        称 単  位 
規 格 

各 種 

橋 梁 世 話 役 人 0.4 

橋 梁 特 殊 工 〃 1.8 

型 枠 工 〃 0.4 

普 通 作 業 員 〃 1.1 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.1 

(注) 1. ゴム支承は，ラーメン橋側径間部に設置するゴム支承を標準とする。 

2. 上記歩掛にアンカーボルト，アンカーキャップ，スパイラル筋の設置及び

無収縮モルタル充填等の作業は含まれる。 

3. 支承据付材料（無収縮モルタル等）は，別途計上する。 

4. ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，排出ガ

ス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型25ｔ吊を標準とする。ただし，こ

れにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定

する。 

 

7. 片 持 架 設 工 

 ７－１ 作業車据付・解体工 

   作業車据付・解体歩掛は，次表を標準とする。 

表7.1 作業車据付・解体歩掛 （１台１回当り）

名        称 単  位 組 立 ・ 解 体 

橋 梁 世 話 役 人 9.1 

橋 梁 特 殊 工 〃 61.7 

普 通 作 業 員 〃 51.3 

ラフテレーンクレーン運転 日 13.2 

諸 雑 費 率 ％ 35 

(注) 1. 上記労務及びラフテレーンクレーン歩掛は，据付及び解体の合計であり構

成は据付60％，解体40％である。 

2. 上記歩掛に付属設備等の据付・解体作業は含まれる。 

3. 作業車据付・解体所要日数は，17日を標準とする。 

4. ２台同時据付を標準とする。 

5. ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，排出ガ

ス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型45ｔ吊を標準とする。ただし，こ

れにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定

する。 

6. 諸雑費は，作業車付属設備（屋根材料費，床材料費，防護設備費，足場材

料費）等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。 

 ７－２ 作業車移動・据付工 

   作業車の移動・据付歩掛は，次表を標準とする。 

表7.2 作業車移動・据付歩掛 （１台１回当り）

名        称 単  位 移 動 ・ 据 付 

橋 梁 世 話 役 人 0.5 

橋 梁 特 殊 工 〃 1.2 

普 通 作 業 員 〃 1.5 

諸 雑 費 率 ％ 33 

(注) 諸雑費は，木材，ＰＣ鋼棒，定着具等の費用であり，労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。 
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工種名 現  行 改  定 

  ７－３ 作業車クライミング工 

   作業車クライミング工とは，作業車の下部構造を引上げる作業で，歩掛は次表を標準とする。 

表7.3 作業車クライミング工歩掛 （１台１回当り）

名        称 単  位 ク ラ イ ミ ン グ 

橋 梁 世 話 役 人 1.0 

橋 梁 特 殊 工 〃 5.5 

普 通 作 業 員 〃 7.0 

 ７－４ 作業車引戻工 

   作業車引戻工は，作業車を解体位置まで引き戻す作業で，歩掛は次表を標準とする。 

表7.4 作業車引戻工歩掛 （10ｍ当り）

名        称 単  位 引 戻 工 

橋 梁 世 話 役 人 0.5 

橋 梁 特 殊 工 〃 1.1 

普 通 作 業 員 〃 1.1 

 

8. 型 枠 工 

  型枠製作，設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

表8.1 型枠製作，設置・撤去歩掛 （10ｍ2当り）

名      称 単位 

柱 頭 部 
側 径 間 部 
中央閉合部 

片 持 部 
柱 頭 部 
片 持 部 

外型枠
底型枠

内型枠 
(鋼製) 
外型枠 
底型枠 

内型枠 小口型枠 

世 話 役 人 0.4 

型 枠 工 〃 3.2 

普 通 作 業 員 〃 1.6 

ラフテレーンクレーン
運 転 

日 0.1 

諸 雑 費 率 ％ 13 

(注) 1. 上記歩掛には，はく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

2. 片持部の外型枠，底型枠は鋼製を，それ以外については木製とする。また，鋼製につい

ては設置・撤去のみの歩掛である。 

3. 鋼製型枠製作費は，別途計上する。 

4. ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，排出ガス対策型（第

１次基準値）油圧伸縮ジブ型25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場

条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

5. 諸雑費は，型枠用合板，さん木，角材，釘，はく離剤等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 
 

 

 

現 行 通 り 



土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 
 

工種名 現  行 改  定 

 9. 鉄 筋 工 

 ９－１ 加工・組立歩掛 

   鉄筋加工・組立１ｔ当り歩掛は，次表を標準とする。 

表9.1 鉄筋加工・組立歩掛 （１ｔ当り）

名        称 単  位 
鉄 筋 径  (㎜) 

各 種 

世 話 役 人 0.5 

鉄 筋 工 〃 3.4 

普 通 作 業 員 〃 1.9 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.2 

諸 雑 費 率 ％ 2 

(注) 1. 上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 

2. ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，排出ガ

ス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型25ｔ吊を標準とする。ただし，こ

れにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定

する。 

3. 諸雑費は，組立結束線，スペーサ等の費用であり，労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 ９－２ 鉄筋使用量 

   鉄筋使用量は，次式による。 

    使用量＝設計量×（１＋Ｋ）……式9.1 

表9.2 ロ ス 率（Ｋ） 

ロ   ス   率 ＋0.05 

10. コンクリート工 

 10－１ コンクリートポンプ車打設歩掛 

   コンクリートポンプ車による打設は，次表を標準とする。 

表10.1 コンクリートポンプ車打設歩掛 （10ｍ3当り）

名        称 単  位 コンクリートポンプ車打設 

世 話 役 人 0.3 

特 殊 作 業 員 〃 1.6 

普 通 作 業 員 〃 1.4 

コンクリートポンプ車運転 ｈ 1.8 

諸 雑 費 率 ％ 8 

(注) 1. コンクリートポンプ車による打設以外は，別途考慮する。 

2. 上記歩掛に表面仕上げ，散水養生，端面処理，準備及び後片付け作業等を

含む。 

3. コンクリートの１日当り打設量は40ｍ3を標準とする。 

4. 配管打設は，100ｍ程度の圧送管設置・撤去労務及び損料を含むものとし，

100ｍ以上の圧送管設置・撤去を必要とする場合は「第５章コンクリート工

①コンクリート工」の設置・撤去労務による。 

5. ブーム打設は，桁下空間が確保でき，打設高さ20ｍ以下，投入水平距離20

ｍ以下の場合に適用する。 

6. 諸雑費は，マット，養生剤，凝結遅延剤，モルタル等の費用であり，労務

費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 10－２ コンクリート使用量 

   コンクリート使用量は，次式による。 

    使用量＝設計量×（１＋Ｋ）……式10.1 

表10.2 ロ ス 率（Ｋ） 

   ス   率 ＋0.03 
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工種名 現  行 改  定 

 11. Ｐ Ｃ 工 

 11－１ ＰＣ鋼棒工 

   ＰＣ鋼棒工は，ＰＣ鋼棒，シースの加工組立，ＰＣ鋼棒挿入及びグラウト材の練混ぜ，注入等の作業で，歩掛は次表を標準

とする。 

表11.1 ＰＣ鋼棒工歩掛 （ＰＣ鋼棒１ｔ当り）

名     称 単 位 
φ26(１Ｂ26Ａ,１Ｂ26Ｂ) φ32(１Ｂ32Ａ,１Ｂ32Ｂ)

横 ・ 鉛 直 斜 締 縦 ・ 横 ・ 鉛 直 斜 締

橋 梁 世 話 役 人 1.7 1.6 

橋 梁 特 殊 工 〃 14.9 13.6 

普 通 作 業 員 〃 10.0 7.5 

ラフテレーンクレーン
運 転 

日 0.5 

諸 雑 費 率 ％ 7 

(注) 1. 上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 

2. ラフテレーンクレーンは賃料を標準とし，ラフテレーンクレーン規格は，排出ガ

ス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型25ｔ吊を標準とする。ただし，これによ

り難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

3. 諸雑費は，シース，グラウト材，ビニルテープ，結束線及びシース棚筋等の費用

であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 11－２ ＰＣ鋼棒継手工 

   ＰＣ鋼棒継手工は，緊張されていないＰＣ鋼棒にＰＣ鋼棒を継ぎたす作業（普通継手）または，緊張されたＰＣ鋼棒を一次

定着（緊張側，固定側共）した後，さらにその鋼棒を継ぎたしていく作業（Ｇ継手）で，歩掛は次表を標準とする。 

表11.2 ＰＣ鋼棒継手工歩掛 （10箇所当り）

名        称 単 位

縦        締 

普通継手    Ｇ継手 

φ32（１Ｂ32Ａ，１Ｂ32Ｂ） 

橋 梁 世 話 役 人 0.4 

橋 梁 特 殊 工 〃 1.4 

普 通 作 業 員 〃 0.8 

諸 雑 費 率 ％ 6 

(注) 諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。 

 11－３ ＰＣ鋼棒定着工 

   ＰＣ鋼棒定着工は，固定側の定着装置を組立て，型枠に取付ける作業であり，歩掛は次表を標準とする。 

表11.3 ＰＣ鋼棒定着工歩掛 （10箇所当り）

名     称 単 位 
φ26(１Ｂ26Ａ,１Ｂ26Ｂ) φ32(１Ｂ32Ａ,１Ｂ32Ｂ)

横 ・ 鉛 直 斜 締 縦 ・ 横 ・ 鉛 直 斜 締

橋 梁 特 殊 工 人 1.2 1.1 

諸 雑 費 率 ％ 19 

(注) 諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ及び結束線等の費用であり，労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

11. Ｐ Ｃ 工 

 11－１ ＰＣ鋼棒工 

   ＰＣ鋼棒工は，ＰＣ鋼棒，シースの加工組立，ＰＣ鋼棒挿入及びグラウト材の練混ぜ，注入等の作業で，歩掛は次

表を標準とする。 

表11.1 ＰＣ鋼棒工歩掛 （ＰＣ鋼棒１ｔ当り）

名     称 単 位 
φ26(１Ｂ26Ａ,１Ｂ26Ｂ) φ32(１Ｂ32Ａ,１Ｂ32Ｂ)

横 ・ 鉛 直 斜 締 縦 ・ 横 ・ 鉛 直 斜 締

橋 梁 世 話 役 人 1.7 1.6 

橋 梁 特 殊 工 〃 14.9 13.6 

普 通 作 業 員 〃 10.0 7.5 

ラフテレーンクレーン
運 転

日 0.5 

諸 雑 費 率 ％ 7 

(注) 1. 上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 

2. ラフテレーンクレーンは賃料を標準とし，ラフテレーンクレーン規格は，排出ガ

ス対策型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型25ｔ吊を標準とする。ただし，これによ

り難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

3. 諸雑費は，鋼製シース，グラウト材，ビニルテープ，結束線及びシース棚筋等の

費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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工種名 現  行 改  定 

  11－４ ＰＣ鋼棒緊張工 

   ＰＣ鋼棒緊張工は，緊張側の定着装置の取付け及びＰＣ鋼棒の緊張作業で，歩掛は次表を標準とする。 

表11.4 ＰＣ鋼棒緊張工歩掛 （10箇所当り）

名     称 単 位 
φ26(１Ｂ26Ａ,１Ｂ26Ｂ) φ32(１Ｂ32Ａ,１Ｂ32Ｂ)

横 ・ 鉛 直 斜 締 縦 ・ 横 ・ 鉛 直 斜 締

橋 梁 世 話 役 人 0.7 0.8 

橋 梁 特 殊 工 〃 3.3 4.6 

普 通 作 業 員 〃 2.0 2.0 

諸 雑 費 率 ％ 4 

(注) 諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。 

 11－５ ＰＣケーブル工 

  11－５－１ ＰＣケーブル工歩掛 

    ＰＣケーブル工は，ＰＣケーブル，シースの加工組立，ＰＣケーブル挿入及びグラウト材の練混ぜ，注入等の作業で，歩

掛は次表を標準とする。 

表11.5 ＰＣケーブル工歩掛 （ケーブル１ｔ当り）

名     称 単 位 

縦   締 横   締 

1,900kN(195ｔ)型(12Ｓ12.4Ａ)  
2,200kN(225ｔ)型(12Ｓ12.7Ｂ)  

570kN(60ｔ)型(1Ｓ21.8)
750kN(80ｔ)型(12Ｗ７Ｂ)

橋 梁 世 話 役 人 4.4 4.6 

橋 梁 特 殊 工 〃 23.3 21.5 

普 通 作 業 員 〃 17.3 17.8 

ラフテレーンクレーン
運 転 

日 0.6 

諸 雑 費 率 ％ 15 

(注) 1. 上記歩掛に，現場内小運搬作業は含まれる。 

2. ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，排出ガス対策

型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い

場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

3. 諸雑費は，シース，グラウト材，ビニルテープ，結束線及びシース棚筋等の費用

であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  11－５－２ ＰＣケーブル使用量 

    ＰＣケーブル使用量は，次式による。 

     使用量＝設計量×（１＋Ｋ）……式11.1 

表11.6 ロ  ス  率（Ｋ） 

ロ   ス   率 ＋0.06 

 11－６ ＰＣケーブル定着工 

   ＰＣケーブル定着工は，ＰＣケーブルを片引きする場合に固定側の定着装置を組立，取付する作業であり，歩掛は次表を標

準とする。 

表11.7 ＰＣケーブル定着工歩掛 （10箇所当り）

名     称 単 位 

縦   締 横   締 

1,900kN(195ｔ)型(12Ｓ12.4Ａ)  
2,200kN(225ｔ)型(12Ｓ12.7Ｂ)  

570kN(60ｔ)型 
(１Ｓ21.8) 

750kN(80ｔ)型
(12Ｗ７Ｂ)

橋 梁 特 殊 工 人 3.0 1.2 2.1 

諸 雑 費 率 ％ 18 41 

(注) 諸雑費は，定着部型枠，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合

計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11－５ ＰＣケーブル工 

  11－５－１ ＰＣケーブル工歩掛 

    ＰＣケーブル工は，ＰＣケーブル，シースの加工組立，ＰＣケーブル挿入及びグラウト材の練混ぜ，注入等の作

業で，歩掛は次表を標準とする。 

表11.5 ＰＣケーブル工歩掛 （ケーブル１ｔ当り）

名     称 単 位 

縦   締 横   締 

1,900kN(195ｔ)型(12Ｓ12.4Ａ)  
2,200kN(225ｔ)型(12Ｓ12.7Ｂ)  

570kN(60ｔ)型(1Ｓ21.8)
750kN(80ｔ)型(12Ｗ７Ｂ)

橋 梁 世 話 役 人 4.4 4.6 

橋 梁 特 殊 工 〃 23.3 21.5 

普 通 作 業 員 〃 17.3 17.8 

ラフテレーンクレーン
運 転

日 0.6 

諸 雑 費 率 ％ 15 

(注) 1. 上記歩掛に，現場内小運搬作業は含まれる。 

2. ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，排出ガス対策

型（第１次基準値）油圧伸縮ジブ型25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い

場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

3. 諸雑費は，鋼製シース，グラウト材，ビニルテープ，結束線及びシース棚筋等の

費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 
 

工種名 現  行 改  定 

  11－７ ＰＣケーブル緊張工 

   ＰＣケーブル緊張工は，緊張側の定着装置の組立，取付け及びＰＣケーブルの緊張作業で，歩掛は次表を標準とする。 

表11.8 ＰＣケーブル緊張工歩掛 （10箇所当り）

名   称 単位 

縦締（両引き） 縦締（片引き） 横   締 

1,900kN(195ｔ)型(12Ｓ12.4Ａ) 
2,200kN(225ｔ)型(12Ｓ12.7Ｂ) 

570kN(60ｔ)型
(１Ｓ21.8)

750kN(80ｔ)型
(12Ｗ７Ｂ)

橋 梁 世 話 役 人 1.1 1.5 0.7 1.1 

橋 梁 特 殊 工 〃 6.6 8.7 3.1 5.0 

普 通 作 業 員 〃 3.0 5.3 1.8 2.1 

諸 雑 費 率 ％ 6 13 

(注) 諸雑費は，定着部型枠，グラウトホース，結束線，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額に

上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

12. 足場及び防護工 

   足場及び防護工等は，次式とする。 

Ｍ：施工費 

Ｓ：損料係数 

Ｘ：供用総月数 

ｍ：１工事での使用回数 

Ｎ：歩掛係数 

ｙ：橋梁特殊工単価（円／人） 

Ａ：施工量 

 12－１ 柱頭部足場工 

   柱頭部の足場についての歩掛は，次表を標準とする。 

表12.1 柱頭部足場工 （柱頭部橋面積１ｍ2当り）

桁      高 Ｓ Ｎ 

柱頭部桁高６ｍ未満 728 0.36 

柱頭部桁高６ｍ以上 951 0.71 

(注) 上記歩掛は，橋側足場を含む。 

 12－２ 橋側足場工 

   中央閉合部の支保工上に設置する足場で，歩掛は次表を標準とする。 

表12.2 橋側足場工 （施工延長１ｍ当り） 

Ｓ Ｎ 

510 0.17 

 12－３ 橋面手摺工 

   橋面手摺についての歩掛は，次表を標準とする。 

表12.3 橋面手摺工 （施工延長１ｍ当り） 

Ｓ Ｎ 

265 0.054 

 12－４ 防護工 

   防護工歩掛については，次表を標準とする。 

表12.4 防 護 工 （防護面積１ｍ2当り） 

Ｓ Ｎ 

55 0.017 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 

工種名 現  行 改  定 

 13. 機 種 の 選 定 

   ＰＣ橋片持架設工に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 

表13.1 機種の選定 （１工事当り）

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単
位 

数量 供用 
日数 

摘     要 

柱 頭 部 仮 支 承 工 

コンクリートバイブレー
ター（肩掛け（軽便）） 

 台   コンクリート工に含む

コンクリートブレーカ  〃 １ Ｄ  

空気圧縮機  〃 １ Ｄ  

Ｐ Ｃ 鋼 棒 解 放 工 緊張ジャッキ・ポンプ  〃   ＰＣ工に含む 

作 業 車 据 付 解 体 工 
片持架設用移動作業車  〃 １ Ｂ＋Ｅ 

改造費は別途 
持込台数分計上 

場所打桁架設工具  式 １ Ｃ  

作業車クライミング工 チェーンブロック ５ｔ吊 台 １ Ｂ  

主

桁

製

作

用

雑

器

具

型 枠 工 
電気丸のこ  〃 １ Ａ ※ 

電気ドリル  〃 １ Ａ ※ 

鉄 筋 工 

鉄筋切断機 1.5kW 〃 １ Ａ ※ 

鉄筋曲げ機 2.2kW 〃 １ Ａ ※ 

鉄筋加工台  〃 １ Ａ ※ 

ガス切断機  〃 １ Ａ ※ 

電気溶接機  〃 １ Ａ ※ 

コンクリート工 

コンクリートバイブレー
ター（肩掛け（軽便）） 

 〃 ６ Ａ ※ 

高圧洗浄機 3.7kW 〃 １ Ａ ※ 

Ｐ Ｃ 工 

緊張ジャッキ，ポンプ  〃 (注)3 Ａ′  

グラウトミキサ,ポンプ  〃 〃 Ａ′ ※ 

ウインチ  〃 １ Ａ′ ※ 

全 体 発動発電機 45kVA 〃 １ Ａ ※発動発電機使用の場合

(注) 1. 同時に施工する作業車の台数が４台のとき，※の機械については数量×２で計上する。 

2. 商用電源を使用せず発動発電機を使用する場合は，発動発電機を別途計上する。 

3. 緊張ジャッキ，ポンプの数量については13－１による。 

 13－１ ＰＣ工における緊張ジャッキ，緊張ポンプ，グラウトミキサ，グラウトポンプの台数は下表を標準とする。 

１）使用するケーブルシステムがバーシステムのみの場合 

同時に施工する 
作業車の台数 

使用するＰＣ鋼材の種類 ジャッキ 
の種類 

ジャッキポンプ
の台数 

グラウトミキサ 
・ポンプの組数 

２ 

φ26のみ 50ｔ ４ 

１ 
φ32のみ 70ｔ ４ 

φ26，φ32混用 
50ｔ ２ 

70ｔ ３ 

４ 

φ26のみ 50ｔ ６ 

２ 
φ32のみ 70ｔ ６ 

φ26，φ32混用 
50ｔ ３ 

70ｔ ４ 

(注) グラウトポンプ・ミキサ１組当り内訳は，ポンプ２台とミキサ１台である。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 

工種名 現  行 改  定 

 ２）各種ケーブルシステム混用の場合 

同時に施工する 
作業車の台数 

使用するＰＣ鋼材 
の種類 

ジャッキ・ポンプ 
の台数 

グラウトミキサ・ 
ポンプの組数 

２ 

２ 

縦 ２ 

１ 

横 
１ 

鉛 

３ 

縦 ２ 

横 
１ 

鉛 

４ 

２ 

縦 ４ 

２ 

横 
２ 

鉛 

３ 

縦 ４ 

横 
２ 

鉛 

(注) グラウトポンプ・ミキサ１組当り内訳は，ポンプ２台とミキサ１台である。 

 13－２ 供用日数 

    Ａ ：主桁製作用雑器具 

       供用日数＝最初柱頭部施工日数＋
Ｂ

片持架設用移動作業車台数
 ＋最終側径間部施工日数 

            ＋最終中央閉合部施工日数 

    Ａ′：ＰＣ工用機器 

       供用日数＝最初柱頭部施工日数（19日）＋
Ｂ

片持架設用移動作業車台数
 ＋最終側径間部施工日数 

            ＋最終中央閉合部施工日数 

    Ｂ ：片持架設用移動作業車延供用日数＝34×Ｐ＋１ブロック当り施工日数×ｎ＋Ｓ（必要な場合計上） 

        Ｐ：橋脚数 

        ｎ：総施工ブロック数 

        Ｓ：片持架設用移動作業車引戻日数＝ｎ×0.18（小数点以下切上げ） 

    Ｃ：場所打桁架設工具供用日数＝片持架設用移動作業車据付・解体日数＋１×移動回数 

    Ｄ：仮支承撤去日数 

    Ｅ：片持架設用移動作業車往復輸送日数 

 

また，各工程標準施工日数は，下表のとおりとする。 

工                    種 日         数 

柱頭部工施工 84（19） 

片持架設用移動作業車据付・解体 
据       付 11 

解       体 6 

１ブロック当り施工 11 

側 径 間 部 施 工 

Ｌ≦10 45 

10＜Ｌ≦20 60 

20＜Ｌ≦30 75 

中央閉合部施工 31 

仮支承撤去 10 

(注) 1. 緊張ジャッキ・ポンプ，グラウトミキサ，グラウトポンプ，ウインチについて柱頭部工施工日

数は（ ）内の日数とする。 

   2. 柱頭部の施工延長は12ｍを標準とする。 

 13－３ 諸雑費 

   消費電力量及び消費燃料 

   商用電源を使用する場合は，消費電力量として機械器具損料の１％を計上する。 

   発動発電機を使用する場合は，消費燃料として機械器具損料の４％を計上する。 

   なお，機械器具損料に片持架設用移動作業車改造費は含まない。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 

PC橋片持架設工 

工種名 現  行 改  定 

 14. 単 価 表 

 

 (１) 柱頭部ブラケット式上支保工，張出床版部・箱桁内部枠組10空ｍ3当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表5.2 

型 枠 工  〃  〃 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

仮 設 材 損 料 枠組式 10空ｍ3 

・日 
  

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  表5.2 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (２) 柱頭部ブラケット式本体工，中央閉合部吊支保工１ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表5.2 

型 枠 工  〃  〃 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

仮 設 材 損 料 Ｉ形鋼，Ｈ形鋼，形鋼 ｔ・日   

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  表5.2 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (３) 金属支承○○ｔ１個当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表6.1 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

型 枠 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

支 承 据 付 材 料  式 １ 必要数量計上 

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型45ｔ吊 

日  表6.1 

諸 雑 費  式 １  

計     
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工種名 現  行 改  定 

  (４) 柱頭部仮支承コンクリート10ｍ3当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表6.2 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

鉄 筋 工  〃  〃 

型 枠 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

生 コ ン ク リ ー ト  ｍ3  式6.1 

コンクリート殻処理費  式 １  

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  表6.2 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (５) ＰＣ鋼棒解放工10箇所当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表6.4 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 (６) ゴム支承１個当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表6.5 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

型 枠 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

支 承 据 付 材 料  式 １ 必要数量計上 

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  表6.5 

諸 雑 費  式 １  

計     

 (７) 作業車据付・解体１台１回当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表7.1 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型45ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
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工種名 現  行 改  定 

  (８) 作業車移動・据付，作業車クライミング１台１回当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表7.2又は表7.3 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃    〃 

普 通 作 業 員  〃  〃    〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (９) 作業車引戻10ｍ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表7.4 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 (10) 型枠製作，設置・撤去10ｍ2当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表8.1 

型 枠 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (11) 鉄筋加工・組立１ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表9.1 

鉄 筋 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

棒 鋼  ｔ  式9.1 

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  表9.1 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (12) コンクリートポンプ車打設10ｍ3当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表10.1 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

生 コ ン ク リ ー ト  ｍ3  式10.1 

コンクリートポンプ車運転  ｈ  表10.1 

圧 送 管 設 置 ・ 撤 去 費  式 １ 必要に応じ計上 

諸 雑 費  〃 １ 表10.1 

計     
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工種名 現  行 改  定 

  (13) ＰＣ鋼棒工φ○○ １ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表11.1 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

Ｐ Ｃ 鋼 棒  ｔ   

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  表11.1 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (14) ＰＣ鋼棒継手10箇所当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表11.2 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

継 手 装 置 普通・Ｇ継手 組 10  

諸 雑 費  式 １ 表11.2 

計     

 (15) ＰＣ鋼棒定着工φ○○締付方向○○締10箇所当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 特 殊 工  人  表11.3 

定 着 装 置 固定側(緊張用又は固定用) 組 10  

諸 雑 費  式 １ 表11.3 

計     

 (16) ＰＣ鋼棒緊張工φ○○締付方向○○締10箇所当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表11.4 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組 10  

諸 雑 費  式 １ 表11.4 

計     

 (17) ＰＣケーブル工締付方向○○締○○ｔ型１ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表11.5 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル  ｔ  式11.1 

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  表11.5 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
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工種名 現  行 改  定 

  (18) ＰＣケーブル定着工締付方向○○締○○ｔ型10箇所当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 特 殊 工  人  表11.7 

定 着 装 置 固定側(緊張用又は固定用) 組 10  

諸 雑 費  式 １ 表11.7 

計     

 (19) ＰＣケーブル緊張工締付方向○○締○○ｔ型10箇所当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

橋 梁 世 話 役  人  表11.8 

橋 梁 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組 10  

諸 雑 費  式 １ 表11.8 

計     

 (20) 機械器具損料１工事当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘     要 

コンクリートブレーカ  日  表13.1 

空 気 圧 縮 機  〃  〃 

片持架設用移動作業車  〃  〃 

片持架設用移動作業車改造費   台 持込み台数 〃 

場 所 打 桁 架 設 工 具  日  〃 

チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ５ｔ吊 〃  〃 

主 桁 製 作 用 雑 器 具  〃  〃 

緊張ジャッキ・ポンプ  〃  〃 

グラウトミキサ・ポンプ  〃  〃 

ウ イ ン チ  〃  〃 

発 動 発 電 機 
排出ガス対策型 
45kVA   〃 必要に応じて計上

諸 雑 費  式 １ 13－３ 

計     

 (21) 機械運転単価表 

機  械  名 規     格 適用単価表 指 定 事 項 

コンクリートポンプ車 ブーム式90～110ｍ3／ｈ 
配管式90～100ｍ3／ｈ 

機－３ 

機械損料１→コンクリ
ートポンプ車 
(ブーム式90～110ｍ3／ｈ
 配 管 式90～100ｍ3／ｈ)

機械損料２→コンクリ
ー 
ト圧送管 （径125㎜）
単 位→ｍ・ｈ 
数 量→Ｌ×１ｈ 

(注) Ｌはコンクリートポンプ車から作業範囲100ｍを超えた部分の圧送管延長とする。 
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17章．公   園 

① 公園植栽工 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，公園の植栽作業及び移植作業に適用する。なお，高木とは樹高３ｍ以上，中低木とは樹高３ｍ未満と

する。 

 

2. 施 工 歩 掛 

 ２－１ 植 栽 工 

  (１) 植 栽 

 植栽は，現場内小運搬（100ｍ以内）等を含む，配植，植穴掘，植付，埋戻し，養生までの作業を行うも

ので，施工歩掛は，次表を標準とする。なお，中低木は別途考慮する。 

表2.1 植 栽 歩 掛 （100本当り）

形状寸法（cm） 
世話役 

（人） 

造園工 

（人） 

普通作業員

（人） 

機械運転時間
（ｈ） 運 転 日 数（日） 

ト ラ ッ ク
クレーン装置付

 ４ｔ積 
2.9ｔ吊 

小 型 バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第
１次基準値)・クロー
ラ型山積0.13ｍ3（平
積0.1ｍ3）

トラッククレ
ーン・油圧伸
縮ジブ型 
 4.9ｔ吊

高 
 
 

木 

（幹周） 15未満  3.2 16.1  9.6 
－ － 

－ 

15以上 25 〃  5.4 27.4  16.3 

25 〃 40 〃  5.0 23.0 
 14.0 

 （55.0）
47.0 

 2.1 
 （－） 

40 〃 60 〃 10.0 44.0 
 26.0 

 （87.0）
57.0 

 4.8 
 （－） 

60 〃 90 〃 16.0 74.0 
 45.0 

（190.0） － 
10.5 

 （－） 9.0 

(注) 1. 高木の幹周25cm以上は，機械施工を標準とする。ただし，バックホウを使用出来ない場合は,

（ ）内の数値を採用する。 

2. 幹周は，地際より高さ1.2ｍの周囲長とする。なお，幹が枝分かれ（株立樹木）している場合

の幹周は，各々の総和の70％とする。 

3. 樹木の現場着後の歩掛とする。 

4. 残土を植栽付近に敷均しする歩掛，また残土として運搬車へ積込む歩掛は，上表に含む。 

それ以外の残土処分が必要な場合は，別途計上する。また，運搬歩掛は含まない。 

5. 支柱設置歩掛は含まない。 

6. 標準的植穴掘以外の施工は，別途考慮する。 

7. 現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。 

8. トラッククレーンは，賃料とする。 

9. 本表は根鉢付樹木の標準歩掛であるため，ふるい根の場合は別途計上する。 

10. 本歩掛の埋戻作業には，肥料，土壌改良剤を混合する場合も含まれる。 

 

現行どおり 

2. 施 工 歩 掛 

 ２－１ 植 栽 工 

  (１) 植 栽 

 植栽は，現場内小運搬（100ｍ以内）等を含む，配植，植穴掘，植付，埋戻し，養生までの作業を行うも

ので，施工歩掛は，次表を標準とする。なお，中低木は別途考慮する。 

表2.1 植 栽 歩 掛 （100本当り）

形状寸法（cm） 
世話役

（人）

造園工

（人）

普通作業員

（人） 

機械運転時間
（ｈ） 

運 転 日 数（日） 

ト ラ ッ ク
クレーン装置付

 ４ｔ積 
2.9ｔ吊 

小 型 バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第
２次基準値)・クロー
ラ型山積0.13ｍ3（平
積0.1ｍ3）

トラッククレ
ーン・油圧伸
縮ジブ型 
 4.9ｔ吊 

高 
 
 

木 

（幹周） 15未満  3.2 16.1  9.6 
－ － 

－ 

15以上 25 〃  5.4 27.4  16.3 

25 〃 40 〃  5.0 23.0  14.0 
 （55.0）

47.0  2.1 
 （－） 

40 〃 60 〃 10.0 44.0
 26.0 

 （87.0）
57.0 

 4.8 
 （－） 

60 〃 90 〃 16.0 74.0  45.0 
（190.0）

－ 10.5 
 （－） 

9.0 

(注) 1. 高木の幹周25cm以上は，機械施工を標準とする。ただし，バックホウを使用出来ない場合は,

（ ）内の数値を採用する。 

2. 幹周は，地際より高さ1.2ｍの周囲長とする。なお，幹が枝分かれ（株立樹木）している場合

の幹周は，各々の総和の70％とする。 

3. 樹木の現場着後の歩掛とする。 

4. 残土を植栽付近に敷均しする歩掛，また残土として運搬車へ積込む歩掛は，上表に含む。 

それ以外の残土処分が必要な場合は，別途計上する。また，運搬歩掛は含まない。 

5. 支柱設置歩掛は含まない。 

6. 標準的植穴掘以外の施工は，別途考慮する。 

7. 現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。 

8. トラッククレーンは，賃料とする。 

9. 本表は根鉢付樹木の標準歩掛であるため，ふるい根の場合は別途計上する。 

10. 本歩掛の埋戻作業には，肥料，土壌改良剤を混合する場合も含まれる。 
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 (２) 支柱設置 

    支柱設置は，建込み，結束からなり，支柱形式別，支柱材料及び歩掛は，次表を標準とする。 

表2.2 支柱材料及び設置歩掛 

名 称 形 状 寸 法 単位 

植樹100本当り 

二脚鳥居 
支  柱 
(添木付) 

二脚鳥居
支柱

(添木なし)

三脚鳥居
 

支  柱

十字鳥居
 

支  柱

二脚鳥居
 

組 合 せ

八ツ掛
（三脚）
（竹）

八ツ掛
（丸太）
L＝４ｍ

八ツ掛
（丸太）
L＝6～7ｍ

適 用 範 囲 高 木（幹周） cm 30未満 
20以上
30未満

30以上
60未満

30以上
60未満

40以上
75未満

20未満
20以上
35未満

30以上
75未満

世 話 役  人 1.8 1.3 1.8 2.7 3.6 1.3 2.0 3.1 

造 園 工  〃 10.2 7.7 10.2 15.3 20.4 7.4 11.1 17.6 

普通作業員  〃 5.9 4.4 5.9 8.9 11.8 4.3 6.4 10.2 

杉 丸 太 長0.6ｍ×末口６cm 本 100 100     300 300 

〃 〃0.6 × 〃 7.5 〃   100      

〃 〃0.75 × 〃 7.5 〃    200 400    

〃 〃1.8 × 〃 ６ 〃 200 200       

〃 〃1.8 × 〃 7.5 〃   300 200     

〃 〃2.1 × 〃 7.5 〃    200 400    

〃 〃4.0 × 〃 ６ 〃       300  

〃 〃6.3 ×中径６ 〃        300 

杉 梢 丸 太 〃４  ×末口３ 〃 100        

竹 末口2.5cm 〃      (注)3   

諸 雑 費 率  ％ ３ ３ ３ ３ ２ ４ ３ ３ 

(注) 1. 諸雑費は，杉皮，しゅろ縄，洋釘，鉄線等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の率を乗

じた額を上限として計上する。 

2. 適用範囲外の支柱を用いる場合，又，現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。

3. 竹は，別途計上する。 
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２－２ 移 植 工 

   移植工は，掘取，運搬，植栽からなる。 

  (１) 掘 取 

    掘取は，人力又はバックホウによる床掘，掘下げ，クレーンによる吊上げ及び養生，根巻，埋戻しであり施

工歩掛は，次表を標準とする。 

表2.3 掘 取 歩 掛 （100本当り）

形状寸法（cm） 
世話役

（人）

造園工

（人）

普通作業員

（人） 

機械運転時間

（ｈ） 

運 転 日 数 

（日） 

諸雑費率 
（％）トラック 

クレーン装置付
４ｔ積 
2.9ｔ吊 

小型バックホウ
排出ガス対策型(第
２次基準値)・クロー
ラ型山積0.13ｍ3（平
積0.1ｍ3） 

トラッククレ
ーン・油圧伸

縮ジブ型 
4.9ｔ吊 

中 
 

低 
 

木 

（樹高） 50未満 0.3
(0.2)

2.0
(1.6)

1.6 
(1.6) 

－ － － － 

50以上 100 〃 0.4
(0.3)

2.9 
(2.4)

2.3 
(2.3) 

100 〃 200 〃 0.7
(0.6)

5.4 
(4.5)

4.5 
(4.5) 

200 〃 300 〃 
1.7

(1.4)
13.0

(10.0)
11.4 

(11.4) 

高 
 
 

 
 

木 

（幹周） 15未満
2.0

(1.7)
10.3
(8.5)

6.1 
(6.1) 

－ － 

－ 

4 
(0) 

15以上 25 〃 
4.4

(3.6)
22.1

(18.3)
13.2 

(13.2) 
5 

(0) 

25 〃 40 〃 
7.0

(6.0)
36.0

(31.0)
13.0 

(13.0) 
9.0 
(9.0) 

6.4 
(6.4) 

6 
(0) 

40 〃 60 〃 10.0
(9.0)

55.0
(49.0)

21.0 
(21.0) 

13.0 
(13.0) 

9.1 
(9.1) 

5 
(0) 

60 〃 90 〃 17.0
(14.0)

88.0
(78.0)

34.0 
(34.0) 

－ 14.8 
(14.8) 

3.0 
(3.0) 

5 
(0) 

 

２－２ 移 植 工 

   移植工は，掘取，運搬，植栽からなる。 

  (１) 掘 取 

    掘取は，人力又はバックホウによる床掘，掘下げ，クレーンによる吊上げ及び養生，根巻，埋戻しであり施

工歩掛は，次表を標準とする。 

表2.3 掘 取 歩 掛 （100本当り）

形状寸法（cm） 
世話役 

（人） 

造園工 

（人） 

普通作業員

（人） 

機械運転時間
（ｈ） 

運 転 日 数 
（日） 

諸雑費率
（％）トラック 

クレーン装置付
４ｔ積 
2.9ｔ吊 

小型バックホウ
排出ガス対策型(第
１次基準値)・クロー
ラ型山積0.13ｍ3（平
積0.1ｍ3） 

トラッククレ
ーン・油圧伸
縮ジブ型 
4.9ｔ吊 

中 
 

低 
 

木 

（樹高） 50未満 
0.3 

(0.2) 
2.0 

(1.6) 
1.6 

(1.6) 

－ － － － 

50以上 100 〃 
0.4 

(0.3) 
2.9 
(2.4) 

2.3 
(2.3) 

100 〃 200 〃 0.7 
(0.6) 

5.4 
(4.5) 

4.5 
(4.5) 

200 〃 300 〃 
1.7 

(1.4) 
13.0 

(10.0) 
11.4 

(11.4) 

高 
 
 

 
 

木 

（幹周） 15未満 
2.0 

(1.7) 
10.3 
(8.5) 

6.1 
(6.1) 

－ － 

－ 

4 
(0) 

15以上 25 〃 
4.4 

(3.6) 
22.1 

(18.3) 
13.2 

(13.2) 
5 

(0) 

25 〃 40 〃 
7.0 

(6.0) 
36.0 

(31.0) 
13.0 

(13.0) 
9.0 
(9.0) 

6.4 
(6.4) 

6 
(0) 

40 〃 60 〃 10.0 
(9.0) 

55.0 
(49.0) 

21.0 
(21.0) 

13.0 
(13.0) 

9.1 
(9.1) 

5 
(0) 

60 〃 90 〃 
17.0 

(14.0) 
88.0 

(78.0) 
34.0 

(34.0) 
－ 

14.8 
(14.8) 

3.0 
(3.0) 

5 
(0) 

 

表2.4 幹巻歩掛 （100本当り）

形状寸法幹周（cm） 世話役（人） 造園工（人） 普通作業員(人) 諸雑費率（％） 

25以上 40未満 1.1  4.9 1.9 15 

40 〃  60 〃 2.0  8.7 3.4 17 

60 〃  90 〃 3.2 14.2 5.5 20 

(注) 1. 表2.3の（ ）内の数値は，根巻を行わない場合の歩掛である。 

2. 幹巻きが必要な場合は，上表の＜幹巻歩掛＞の歩掛を計上する。 

3. あらかじめ根切りを行い埋戻しておき，後日移植する場合は，別途考慮する。 

4. 幹周は，地際より1.2ｍの幹の周囲長とする。なお，幹が枝分かれ（株立樹木）している場合

の幹周は，各々の総和の70％とする。 

5. 高木の幹周25cm以上は，機械施工を標準とする。 

6. 高木の幹周25cm以上は，積込み，卸し時間を含む。 

7. 掘取後の残土は埋戻しとして含むが，不足土量に係る費用が必要な場合は別途計上する。 

8. 現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。 

9. トラッククレーンは，賃料とする。 

10. 本表は，根鉢付樹木の標準歩掛であるため，ふるい根の場合は別途計上できるものとする｡

11. 諸雑費は，根巻（こも・わらなわ）幹巻（わら・しゅろ縄）の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた額を上限として計上する。ただし，緑化テープを使用する場合は，別途考

慮する。 

12. 上表は，新規に植栽する場合にも適用出来る。 

13. 掘取歩掛には，100ｍ程度の現場内小運搬を含む。 
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(２) 運 搬 

    樹木運搬は，４～4.5ｔ積トラックまたは，４ｔ積2.9ｔ吊，クレーン装置付トラックによるものとし，運搬

歩掛は，次表を標準とする。 

表2.5 運 搬 歩 掛 （100本当り）

形状寸法（cm） 運 搬 機 械 積載量（本）
運搬距離 

５kmまでの運転
時間（ｈ） 

５kmを超え５km増
す毎に加算する運搬
時間（ｈ） 

中 

低 

木 

（樹高） 50未満 

トラック４～4.5ｔ積

110 6.6 0.5 

50以上 100 〃 50 9.4 1.0 

100 〃 200 〃 45 11.7 1.1 

200 〃 300 〃 45 15.0 1.1 

高 
 
 

 

木 

（幹周） 15未満 
トラック４～4.5ｔ積

20 21.3 2.4 

15以上 25 〃 13.3 29.4 3.8 

25 〃 40 〃 ト ラ ッ ク 
クレーン装置付 
４ｔ積 2.9ｔ吊 

7.7 8.7 8.7 

40 〃 60 〃 2.5 20.5 20.5 

60 〃 90 〃 トラック４～4.5ｔ積 1.0 49.0 49.0 

(注) 1. 運搬距離が５kmを超える場合は，超えた距離５kmまでごとに，右の欄の値を左の欄の値へ

加算する。 

2. 高木の幹周25cm未満については，積込み・卸し時間を含み，幹周25cm以上は，積込み・卸し

時間を含まない。 

 

  (３) 植栽工 

    施工歩掛は，２－１植栽工 表2.1植栽歩掛を適用する。 

 ２－３ 地被類植付工 

  (１) 張芝工 

    張芝は，地侟え，植付，目土かけ，小運搬等の作業を行うもので，施工歩掛は，次表とする。 

表2.6 張芝工歩掛 （100ｍ2当り）

名     称 単 位 数       量 

世 話 役 人 0.2 

造 園 工 〃 1.1 

普 通 作 業 員 〃 2.3 

目 土 使 用 量 ｍ3 2.7 

芝
ベ タ 張 ｍ2 100 

目 地 張 〃 必要量を計上 

諸 雑 費 率 ％ ５ 

(注) 1. 上表は，ベタ張，目地張に適用する。 

2. 芝串を必要とする場合のみ，労務費の合計に上表の諸雑費を計上する。 

3. 現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。 
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3. 単  価  表 

 (１) 高木植栽100本当り単価表 

名    称 規   格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表2.1 

造 園 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

樹 木 幹周 ○○cm 本 100 樹種名を記入 

改 良 剤  kg  必要量を計上 

支 柱    支柱単価表による 

ト ラ ッ ク 運 転 クレーン装置付 
４ｔ積 2.9ｔ吊 

ｈ  
表2.1 
高木幹周25cm以上60cm未満
に計上 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型 
4.9ｔ吊 

日  表2.1 
高木幹周60cm以上に計上 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
排出ガス対策型(第１次基準
値)・クローラ型山積0.13ｍ3

（平積0.1ｍ3) 
〃  表2.1 

高木幹周25cm以上に計上 

諸 雑 費  式 １  

計     

 (２) 支柱（支柱形式）設置100組当り単価表 

名    称 規   格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表2.2 

造 園 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

杉 丸 太 ○○cm，○○cm 本  〃 

〃 ○○cm，○○cm 〃  〃 

杉 梢 丸 太 ○○cm，○○cm 〃  〃 

〃 ○○cm，○○cm 〃  〃 

竹  〃  〃 

〃  〃  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (３) 掘取100本当り単価表 

名    称 規   格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表2.3 

造 園 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ト ラ ッ ク 運 転 
クレーン装置付 
４ｔ積 2.9ｔ吊 ｈ  

表2.3 
高木幹周25cm以上60cm未満
に計上 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型 
4.9ｔ吊 

日  表2.3 
高木幹周60cm以上に計上 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
排出ガス対策型(第１次基準
値)・クローラ型山積0.13ｍ3

（平積0.1ｍ3) 
〃  表2.3 

高木幹周25cm以上に計上 

諸 雑 費  式 １ 表2.3 

計     

 

3. 単  価  表 

 (１) 高木植栽100本当り単価表 

名    称 規   格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表2.1 

造 園 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

樹 木 幹周 ○○cm 本 100 樹種名を記入 

改 良 剤  kg  必要量を計上 

支 柱    支柱単価表による 

ト ラ ッ ク 運 転 クレーン装置付 
４ｔ積 2.9ｔ吊 

ｈ  
表2.1 
高木幹周25cm以上60cm未満
に計上 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型 
4.9ｔ吊 

日  表2.1 
高木幹周60cm以上に計上 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型山積0.13ｍ3

（平積0.1ｍ3)
〃  表2.1 

高木幹周25cm以上に計上 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

 (３) 掘取100本当り単価表 

名    称 規   格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表2.3 

造 園 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ト ラ ッ ク 運 転 クレーン装置付 
４ｔ積 2.9ｔ吊 ｈ  

表2.3 
高木幹周25cm以上60cm未満
に計上 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型 
4.9ｔ吊 日  表2.3 

高木幹周60cm以上に計上 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型山積0.13ｍ3

（平積0.1ｍ3)
〃  

表2.3 
高木幹周25cm以上に計上 

諸 雑 費  式 １ 表2.3 

計     

 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部見直し 
公園植栽工  

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (４) 幹巻き100本当り単価表 

名    称 規   格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表2.4 

造 園 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (５) 運搬工（中低木・高木）100本当り単価表 

名    称 規   格 単位 数量 摘     要 

ト ラ ッ ク 運 転 ４～4.5ｔ積 ｈ  
表2.5 中低木及び高木の幹
周25cm未満，60cm以上90cm
未満に計上 

ト ラ ッ ク 運 転 クレーン装置付 
４ｔ積 2.9ｔ吊 〃  表2.5 高木の幹周25cm以上

60cm未満に計上 

諸 雑 費  式 １  

計     

 (６) 芝100ｍ2当り植付単価表 

名    称 規   格 単位 数量 摘     要 

世 話 役  人  表2.6 

造 園 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

芝  ｍ2  芝名を記入する 

目 土  ｍ3 2.7 目地張りの場合の数量は 
必要量とする。 

諸 雑 費  式 １ 表2.6（注）2 

計     

 (７) 機械運転単価表 

機  械  名 規   格 適 用 単 価 表 指定事項 

ト ラ ッ ク ４～4.5ｔ積 機－６  

〃 クレーン装置付４ｔ積 2.9ｔ吊 機－１  

 (８) バックホウ運転１日当り単価表 

名  称 規 格 単位 数    量 摘         要 

運転手(特殊)  人   

燃 料 費  ℓ 運転１ｈ当り燃料消費量×Ｔ 第１章②原動機燃料消費量による。

機 械 損 料

排出ガス対策型
(第１次基準値) 
クローラ型山積 
0.13ｍ3(平積0.1ｍ3) 

日 １  

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) バックホウの運転日当り標準運転時間（Ｔ）は5.6ｈ／日とする。 

 

 (８) バックホウ運転１日当り単価表 

名  称 規 格 単位 数    量 摘         要 

運転手(特殊)  人   

燃 料 費  ℓ 運転１ｈ当り燃料消費量×Ｔ 第１章②原動機燃料消費量による。 

機 械 損 料

排出ガス対策型
(第２次基準値)
クローラ型山積
0.13ｍ3(平積0.1ｍ3)

日 １  

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) バックホウの運転日当り標準運転時間（Ｔ）は5.6ｈ／日とする。 

 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部見直し 
公園植栽工  

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 参 考 資 料 

 ４－１ 鉢容量及び植穴容量 

表4.1(ａ) 鉢容量及び植穴容量 

形
状 

幹   周（cm） 鉢 径 
（cm） 

鉢の深さ
（cm）

植 穴 径
（cm）

植穴深さ
（cm）

鉢 容 量
（ｍ3）

鉢穴容量
（ｍ3）

高 
 
 

 
 
 

 

木 

 10未満 33 25 69 37 0.017 0.09 

10以上 15 〃 38 28 75 40 0.028 0.14 

15 〃 20 〃 47 33 87 46 0.061 0.27 

20 〃 25 〃 57 39 99 53 0.11 0.44 

25 〃 30 〃 66 45 111 59 0.17 0.65 

30 〃 35 〃 71 48 117 62 0.21 0.76 

35 〃 45 〃 90 59 141 75 0.4 1.34 

45 〃 60 〃 113 74 171 90 0.74 2.28 

60 〃 75 〃 141 91 207 109 1.32 3.7 

75 〃 90 〃 170 108 243 128 2.08 5.45 

 

表4.2(ｂ) 鉢容量及び植穴容量 

形
状

幹   高（cm） 
鉢 径 
（cm） 

鉢の深さ
（cm）

植 穴 径
（cm）

植穴深さ
（cm）

鉢 容 量
（ｍ3）

鉢穴容量
（ｍ3）

中 
 

 

低 
 

 

木 

 30未満 15 8 29 23 0.001 0.015 

30以上 50 〃 17 10 33 26 0.002 0.022 

50 〃 80 〃 20 12 37 28 0.004 0.030 

80 〃 100 〃 22 13 41 31 0.005 0.040 

100 〃 150 〃 26 16 46 35 0.008 0.057 

150 〃 200 〃 30 19 54 40 0.013 0.090 

200 〃 250 〃 35 23 61 46 0.022 0.133 

250 〃 300 〃 40 26 69 51 0.032 0.188 

(注) （埋戻し不足土量）＝（鉢容量） 

 

 ４－２ 支柱形式参考図 

  ① 二脚鳥居支柱（添木付）                  ② 二脚鳥居支柱（添木なし） 

 

 
 

 

 

 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部見直し 
公園植栽工  

工種名 現  行 改  定 
 
 
 

 
 
 

  ③ 三脚鳥居支柱                       ④ 十字鳥居支柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ 二脚鳥居組合せ                      ⑥ 八ツ掛（三脚）（竹） 

    四脚支柱                           竹三本支柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑦ 八ツ掛（丸太）Ｌ＝４ｍ 

  ⑧ 八ツ掛（丸太）Ｌ＝６ｍ～７ｍ 

    丸太三本支柱 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
鋼製砂防工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
鋼製砂防工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 鋼製砂防工 

１．適 用 範 囲 
  本資料は，鋼製砂防工の透過型のうち，格子形鋼製砂防堰堤，鋼製スリット堰堤Ｂ型を施工する場合に適用

する。 
 
２．施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。  

  

機 材 搬 入 

作 業 土 工 

コ ン ク リ ー ト 工 工 場 製 作

足 場 設 置 

ア ン カ ー 設 置 

鋼製部材組立据付 

格子形鋼製砂防堰堤 

本   締   め 

無 収 縮 モ ル タ ル 

現 場 塗 装 

足 場 撤 去 

機 材 搬 出 

繰
返
し

機 材 搬 入

作 業 土 工

コ ン ク リ ー ト 工 工 場 製 作

足 場 設 置

鋼製部材組立据付

本   締   め

鋼製スリット堰堤Ｂ型

現 場 塗 装

足 場 撤 去

機 材 搬 出

繰
返
し

 

(注) １．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
   ２．鋼製部材組立据付は，地組，仮締めを含む。 

 

図 2-1 施工フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 鋼製砂防工 
 

１．適 用 範 囲 
  本資料は，鋼製砂防工の透過型のうち，格子形鋼製砂防堰堤，鋼製スリット堰堤Ｂ型を施工する場合に適用

する。 
 
２．施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注) １．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
   ２．鋼製部材組立据付は，地組，仮締めを含む。 
 

図 2-1 施工フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
鋼製砂防工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
鋼製砂防工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．機種の選定 
  鋼製部材の組立・据付作業に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 
 

表3.1 機種の選定 

機 械 名 規   格 単 位 数 量 摘 要 

ラ フ テ レ ー ン  

ク レ ー ン 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 
台 １  

(注) １．現場条件により，上表により難い場合は，別途選定する。 

   ２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 
４．施工歩掛 
 ４－１ 組立・据付工 
  鋼製部材の組立・据付歩掛は，次表を標準とする。 
 

表4.1 組立・据付歩掛 

鋼製砂防形式 
１日当り組立・ 

据付質量Dw（ｔ／日) 
編 成 人 員 使 用 機 種 

諸雑費率

（％）

格  子  形 

鋼製砂防堰堤 
Dw＝ 

 

 
世 話 役

特 殊 作 業 員

普 通 作 業 員

と び 工

１

１

１

２

ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 １台 

27 

鋼    製 

スリット堰堤Ｂ型
Dw＝ 

 世 話 役

特 殊 作 業 員

普 通 作 業 員

と び 工

１

１

１

２

ラフテレーンクレーン 

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 １台 

26 

Ｗ：組立・据付総質量 単位（ｔ） 

(注) １．本歩掛は，組立・据付けに伴う地組，仮締め，足場設置・撤去を含む。 

   ２．組立・据付質量は，アンカーボルト，ボルト，ナット，ワッシャを除く鋼製部材の総質量とする。 

   ３．諸雑費は，電力に関する経費，組立工具の損料，ドリフトピン，仮締めボルトの費用及び足場損料（安全ネット

を含む）であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

   ４．日当り施工量Ｄwは小数第１位までとし，小数第２位を四捨五入する。 

４－２ 本締め工 
  本締め工歩掛は，次表を標準とする。 
 

表4.2 本締め工歩掛 

鋼製砂防形式 
１日当り施工量 

Ｄq（本／日） 
編 成 人 員 

諸雑費率

（％） 

格  子  形 

鋼製砂防堰堤 

Dq

＝  

 

 
世 話 役

特 殊 作 業 員

１

３
22 

鋼    製 

スリット堰堤Ｂ型 

Dq

＝  

 

 
世 話 役

特 殊 作 業 員

１

２
25 

Ｑ：本締めボルト総本数（本）（高力ボルト＋トルシア型ボルト） 

(注) １．本歩掛は，組立・据付けの際の本締め工に適用する。 

   ２．諸雑費は，電力に関する経費，組立工具の損料の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 

   ３．日当り施工量Ｄqは整数止めとし，小数第１位を四捨五入する。 

 
 

 

 
３．機種の選定 
  鋼製部材の組立・据付作業に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 
 

表3.1 機種の選定 

機 械 名 規   格 単 位 数 量 摘 要 

ラ フ テ レ ー ン  

ク レ ー ン 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 
台 １  

(注) １．現場条件により，上表により難い場合は，別途選定する。 

   ２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 
４．施工歩掛 
 ４－１ 組立・据付工 
  鋼製部材の組立・据付歩掛は，次表を標準とする。 
 

表4.1 組立・据付歩掛 

鋼製砂防形式 
１日当り組立・ 

据付質量Dw（ｔ／日) 
編 成 人 員 使 用 機 種 

諸雑費率 

（％） 

格  子  形 

鋼製砂防堰堤 
Dw＝

 

 
世 話 役

特 殊 作 業 員

普 通 作 業 員

と び 工

１

１

１

２

ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型 
（第２次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 １台 

27 

鋼    製 

スリット堰堤Ｂ型
Dw＝

 世 話 役

特 殊 作 業 員

普 通 作 業 員

と び 工

１

１

１

２

ラフテレーンクレーン 

排出ガス対策型 
（第２次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 １台 

26 

Ｗ：組立・据付総質量 単位（ｔ） 

(注) １．本歩掛は，組立・据付けに伴う地組，仮締め，足場設置・撤去を含む。 

   ２．組立・据付質量は，アンカーボルト，ボルト，ナット，ワッシャを除く鋼製部材の総質量とする。 

   ３．諸雑費は，電力に関する経費，組立工具の損料，ドリフトピン，仮締めボルトの費用及び足場損料（安全ネット

を含む）であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

   ４．日当り施工量Ｄwは小数第１位までとし，小数第２位を四捨五入する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ

0.5Ｑ／1000＋1.09

Ｑ

1.3Ｑ／1000＋0.6

Ｗ 
0.09Ｗ＋2.92 

Ｗ 
0.11Ｗ＋3.76 

Ｗ

0.09Ｗ＋2.92

Ｗ

0.11Ｗ＋3.76



土木工事標準歩掛の一部改定 
鋼製砂防工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
鋼製砂防工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４－３ アンカー工 
  アンカー工は，格子形鋼製砂防堰堤の組立・据付時に柱脚部を固定するためのアンカーボルトの施工であり，施工歩掛は，
次表を標準とする。 

表4.3 アンカー工歩掛 

１日当り施工量 

Ｄq（本／日） 
編 成 人 員 

諸 雑 費 率

（％） 

Dq＝

 世   話   役 

特 殊 作 業 員 

普 通 作 業 員 

１

２

１

13 

Ｑ：アンカーボルト総本数（本） 

(注) １．本歩掛は，格子形鋼製砂防堰堤のアンカーボルトの施工に適用する。 

   ２．本歩掛には，ベースプレート下面のレベル調整用の無収縮モルタルの施工労務費を

含む。 

   ３．無収縮モルタル材料は，別途計上する。 

   ４．諸経費は，電力に関する経費，削孔機具及びグラウトミキサの損料の費用であり，

労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  
４－４ 現場塗装工（はけ塗り） 
  塗装工は，トルシアボルト頭部を含む，全ての外面に対する中塗り及び上塗り塗装であり，次表を標準とする。 

表4.4 塗装工歩掛 （100㎡当り）

名  称 単 位 格子形鋼製砂防堰堤 鋼製スリット堰堤Ｂ型 

塗  装  工 人 2.9 3.2 

諸 雑 費 率 ％ 1 2 

(注) １．本塗装歩掛は，塗装対象面積に対して中塗り，上塗りの２層の塗装（清掃及び

タッチアップ作業を含む）を実施する場合の歩掛である。 

   ２．塗料や希釈材等の材料は別途計上するものとし，使用量は「鋼道路橋塗装便覧」

によるものとする。 

   ３．諸雑費は，刷毛，ハンドミキサの費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗

じた金額を上限として計上する。 

 
５．単 価 表 
（１）組立・据付工，鋼材質量10ｔ当り単価表（格子形鋼製砂防堰堤・鋼製スリット堰堤Ｂ型） 

名  称 規   格 単位 数 量 摘 要

世 話 役   人 10/Ｄw×１ 表4.1 

特 殊 作 業 員   〃 10/Ｄw×１  〃 

普 通 作 業 員   〃 10/Ｄw×１  〃 

と び 工   〃 10/Ｄw×２  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日 10/Ｄw  〃 

諸 雑 費   式 1  〃 

計      

(注) Ｄw：１日当り組立・据付質量（表4.1） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５．単 価 表 
（１）組立・据付工，鋼材質量10ｔ当り単価表（格子形鋼製砂防堰堤・鋼製スリット堰堤Ｂ型） 

名  称 規   格 単位 数 量 摘 要

世 話 役   人 10/Ｄw×１ 表4.1 

特 殊 作 業 員   〃 10/Ｄw×１  〃 

普 通 作 業 員   〃 10/Ｄw×１  〃 

と び 工   〃 10/Ｄw×２  〃 

ラ フ テ レ ー ン

ク レ ー ン 賃 料

排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日 10/Ｄw  〃 

諸 雑 費   式 1  〃 

計      

(注) Ｄw：１日当り組立・据付質量（表4.1） 

 
 
 
 
 
 

Ｑ 
0.02Ｑ＋0.22 



土木工事標準歩掛の一部改定 
鋼製砂防工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
鋼製砂防工 
 

 
（２）本締め工100本当り単価表（格子形鋼製砂防堰堤・鋼製スリット堰堤Ｂ型） 

名  称 規   格 単位 数 量 摘 要

世 話 役  人 100/Ｄq×１(1) 表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 100/Ｄq×３(2)  〃 

本 締 め ボ ル ト  本 100  〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

(注) １．Ｄq：１日当りのボルト取付本数（表4.2） 

   ２．（ ）内は鋼製スリット堰堤Ｂ型に適用する。 

 
（３）アンカー工100本当り単価表（格子形鋼製砂防堰堤） 

名   称 規   格 単位 数 量 摘 要

世 話 役  人 100/Ｄq×１ 表4.3 

特 殊 作 業 員  〃 100/Ｄq×２  〃 

普 通 作 業 員  〃 100/Ｄq×１  〃 

ア ン カ ー ボ ル ト  本 100  

無 収 縮 モ ル タ ル  ㎥  
必要量を

計上 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄq：１日当りのボルト取付本数（表4.3） 

 
（４）塗装工100㎡当り単価表（格子形鋼製砂防堰堤・鋼製スリット堰堤Ｂ型） 

名  称 規   格 単位 数 量 摘 要

塗 装 工  人  表4.4 

塗 料  ㎏  
必要量を

計上 

塗 料 用 シ ン ナ ー  ℓ   〃 

諸 雑 費  式 1 表4.4 

計     

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
その他 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 

 
 

井桁ブロック積工 

連続地中壁工（柱列式除く） 

コンクリート矢板工 

袋詰式サンドドレーン工 

オープンケーソン工 

洞門工(プレキャスト製シェッド） 

路上表層再生工 

プレキャストPC床版設置工 

標識清掃工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃止 



土木工事標準歩掛の一部改定 
その他 

 

工種名 現  行 改  定 
 

土の敷均し締固め工 

安定処理工 

安定処理工(バックホウ混合） 

法面整形工 

法面工(吹付法面とりこわし工） 

プレキャスト擁壁工 

サンドマット工 

かごマット工 

袋詰玉石工 

土工（砂防） 

路盤工 

アスファルト舗装工 

排水性アスファルト舗装工 

路側取外し工 

特殊ブロック設置工 

舗装版破砕工 

舗装版切断工 

機械土工（残土受け入れ地での処理） 

芝張替工 

人力による舗装版破砕工 

 

施工パッケージ型積算基準へ移行 


	21支保工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/4
	2/4
	3/4
	4/4

	22締切排水工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/6
	2/6
	3/6
	4/6
	5/6
	6/6

	23仮橋・仮桟橋工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/15
	2/15
	3/15
	4/15
	5/15
	6/15
	7/15
	8/15
	9/15
	10/15
	11/15
	12/15
	13/15
	14/15
	15/15

	24大型土のう工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/6
	2/6
	3/6
	4/6
	5/6
	6/6

	25伐木除根工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/14
	2/14
	3/14
	4/14
	5/14
	6/14
	7/14
	8/14
	9/14
	10/14
	11/14
	12/14
	13/14
	14/14

	26砂防 土工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/7
	2/7
	3/7
	4/7
	5/7
	6/7
	7/7

	27集排水ボーリング工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/8
	2/8
	3/8
	4/8
	5/8
	6/8
	7/8
	8/8

	28地すべり防止工（山腹水路工）_1標準歩掛_H25一部改定
	1/10
	2/10
	3/10
	4/10
	5/10
	6/10
	7/10
	8/10
	9/10
	10/10

	29地すべり防止工（集排水ボーリング孔洗浄工）_1標準歩掛_H25一部改定
	1/3
	2/3
	3/3

	30コンクリート舗装工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/3
	2/3
	3/3

	31路側工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/9
	2/9
	3/9
	4/9
	5/9
	6/9
	7/9
	8/9
	9/9

	32切削オーバレイ工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/4
	2/4
	3/4
	4/4

	33舗装版破砕工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/7
	2/7
	3/7
	4/7
	5/7
	6/7
	7/7

	34道路打換え工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/8
	2/8
	3/8
	4/8
	5/8
	6/8
	7/8
	8/8

	35落橋防止装置工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/5
	2/5
	3/5
	4/5
	5/5

	36道路除雪工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/6
	2/6
	3/6
	4/6
	5/6
	6/6

	37電線共同溝工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/11
	2/11
	3/11
	4/11
	5/11
	6/11
	7/11
	8/11
	9/11
	10/11
	11/11

	38情報ボックス工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/13
	2/13
	3/13
	4/13
	5/13
	6/13
	7/13
	8/13
	9/13
	10/13
	11/13
	12/13
	13/13

	39-1トンネル工（ＮＡＴＭ）発破工法_1標準歩掛_H25一部改定
	1/41
	2/41
	3/41
	4/41
	5/41
	6/41
	7/41
	8/41
	9/41
	10/41
	11/41
	12/41
	13/41
	14/41
	15/41
	16/41
	17/41
	18/41
	19/41
	20/41
	21/41
	22/41
	23/41
	24/41
	25/41
	26/41
	27/41
	28/41
	29/41
	30/41
	31/41
	32/41
	33/41
	34/41
	35/41
	36/41
	37/41
	38/41
	39/41
	40/41
	41/41

	39-2トンネル工（ＮＡＴＭ）機械掘削工法_1標準歩掛_H25一部改定
	1/37
	2/37
	3/37
	4/37
	5/37
	6/37
	7/37
	8/37
	9/37
	10/37
	11/37
	12/37
	13/37
	14/37
	15/37
	16/37
	17/37
	18/37
	19/37
	20/37
	21/37
	22/37
	23/37
	24/37
	25/37
	26/37
	27/37
	28/37
	29/37
	30/37
	31/37
	32/37
	33/37
	34/37
	35/37
	36/37
	37/37

	40トンネル濁水処理工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/3
	2/3
	3/3

	41鋼橋架設工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/20
	2/20
	3/20
	4/20
	5/20
	6/20
	7/20
	8/20
	9/20
	10/20
	11/20
	12/20
	13/20
	14/20
	15/20
	16/20
	17/20
	18/20
	19/20
	20/20

	42ポストテンション桁製作工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/3
	2/3
	3/3

	43PC橋架設工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/14
	2/14
	3/14
	4/14
	5/14
	6/14
	7/14
	8/14
	9/14
	10/14
	11/14
	12/14
	13/14
	14/14

	44ポストテンション場所打ホロースラブ橋工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/12
	2/12
	3/12
	4/12
	5/12
	6/12
	7/12
	8/12
	9/12
	10/12
	11/12
	12/12

	45ポストテンション場所打箱桁橋工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/14
	2/14
	3/14
	4/14
	5/14
	6/14
	7/14
	8/14
	9/14
	10/14
	11/14
	12/14
	13/14
	14/14

	46PC橋片持架設工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/18
	2/18
	3/18
	4/18
	5/18
	6/18
	7/18
	8/18
	9/18
	10/18
	11/18
	12/18
	13/18
	14/18
	15/18
	16/18
	17/18
	18/18

	47公園植栽工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/8
	2/8
	3/8
	4/8
	5/8
	6/8
	7/8
	8/8

	48鋼製砂防工_1標準歩掛_H25一部改定
	1/4
	2/4
	3/4
	4/4

	その他　廃止移行_H25一部改定
	1/2
	2/2


